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研
究
ノ
ー
ト 

 

広
海
軍
工
廠
・
第
十
一
海
軍
航
空
廠
に
お
け
る
鋳
物
技
術
の
変
遷 

 

久
保 

健
至 

 

は
じ
め
に 

 

本
小
稿
で
は
、
広
海
軍
工
廠
（
賀
茂
郡
広
村
、
現
呉
市
広
、
以
下
広
工
廠
）
に
お

け
る
鋳
物
技
術
の
変
遷
と
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
当
館
所
蔵
資
料
を
元
に
紹
介
・
考

察
す
る
。 

 

広
工
廠
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
呉
海
軍
工
廠
広
支
廠

を
前
身
と
す
る
海
軍
工
廠
の
一
つ
で
、
航
空
機
の
開
発
・
製
造
・
修
理
を
行
う
航
空

機
部
と
、
艦
艇
の
ボ
イ
ラ
ー
や
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の
主
機
関
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
補
助
機

関
の
開
発
・
製
造
・
修
理
を
行
う
造
機
部
を
二
つ
の
柱
と
し
て
い
た
。
当
時
、
こ
う

し
た
特
定
部
門
に
特
化
し
た
形
の
工
廠
は
珍
し
く
、
他
の
四
工
廠
と
比
較
し
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
っ
た
。 

 

広
工
廠
航
空
機
部
は
、
第
一
次
大
戦
の
際
に
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
た
航
空

機
の
研
究
・
開
発
へ
乗
り
出
す
た
め
に
設
け
ら
れ
、
同
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ

ス
よ
り
輸
入
し
た
航
空
機
や
そ
の
発
動
機
を
国
産
化
す
る
な
ど
、
航
空
技
術
の
導
入

を
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
の
技
術
を
元
に
、
日
本
人
が
設
計
し
た
初
め
て
の
飛
行
艇

「
一
五
式
飛
行
艇
」
や
、
同
じ
く
日
本
人
が
設
計
・
製
造
し
た
初
め
て
の
全
金
属
製

大
型
機
で
あ
る
「
九
〇
式
一
号
飛
行
艇
」
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
る
。 

 

広
工
廠
造
機
部
は
、
艦
艇
用
の
ボ
イ
ラ
ー
・
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の
機
関
の
他
、
巡
洋

艦
以
上
の
大
型
艦
艇
用
の
も
の
を
中
心
と
し
た
推
進
器
（
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
）

製
造
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
特
に
推
進
器
製
造
技
術
で
は
、
他
の
工
廠
・
造
船
所
に
対

す
る
指
導
的
立
場
に
あ
り
、
戦
艦
「
大
和
」
・
「
武
蔵
」
を
始
め
、
多
く
の
大
型
艦
艇

の
推
進
器
を
製
造
し
た
。 

 

広
工
廠
航
空
機
部
・
造
機
部
は
国
内
で
非
常
に
高
い
技
術
を
誇
っ
て
い
た
が
、
そ

の
技
術
を
裏
付
け
て
い
た
の
は
、
鋳
造
技
術
で
あ
っ
た
。
海
軍
に
と
っ
て
鋳
造
技
術

は
、
艦
艇
か
ら
航
空
機
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
兵
器
を
建
造
・
製
造
す
る
上
で
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
用
途
上
一
体
成
型
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
り
、
複
雑
な
形
状
に
も
関
わ
ら
ず
大
量
生
産
の
必
要
が
あ
る
部
品
の
製
造
に
は
、

現
在
で
も
必
須
の
技
術
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
部
品
は
、
艦
艇
の
機
関
部
や
航
空
機

の
発
動
機
に
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
技
術
の
研
究
・
開
発
は
海
軍
に
と

っ
て
は
喫
緊
の
課
題
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

航
空
機
・
艦
艇
機
関
を
製
造
す
る
広
工
廠
で
は
、
鋳
造
技
術
の
研
究
・
開
発
が
求

め
ら
れ
、
艦
艇
の
推
進
器
製
造
に
お
い
て
は
、
独
自
に
鋳
造
方
法
を
開
発
す
る
な
ど
、

高
度
な
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
日
米
開
戦
後
の
昭
和
一
七
（
一
九
四

二
）
年
四
月
に
は
、
工
廠
内
に
鋳
造
技
術
の
研
究
・
実
験
を
目
的
と
す
る
鋳
物
実
験

部
が
設
立
さ
れ
、
全
国
の
工
廠
な
ど
か
ら
鋳
物
技
術
者
が
集
め
ら
れ
た
。
同
部
で
は

終
戦
ま
で
、
兵
器
の
大
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
鋳
造
技
術
の
研
究
・
開
発
が
行
わ

れ
て
お
り
、
戦
後
は
同
部
で
経
験
を
積
ん
だ
鋳
物
技
術
者
が
学
術
機
関
や
民
間
企
業

で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

広
工
廠
に
お
け
る
鋳
物
技
術
の
位
置
づ
け
・
概
要
は
以
上
の
通
り
と
な
っ
て
い
る

が
、
同
工
廠
に
て
具
体
的
に
い
か
な
る
鋳
物
製
品
・
鋳
造
技
術
が
製
造
・
開
発
さ
れ

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
残
存
し
て
い
る
資
料
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

不
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
広
工
廠
に
お
け
る
鋳
物
製
造
の
変
遷
に

つ
い
て
、
当
館
所
蔵
資
料
を
元
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
海
軍
の
中
で
同
工
廠
が
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果
た
し
た
役
割
の
一
部
を
考
察
し
た
い
。 

 

先
行
研
究 

 

広
海
軍
工
廠
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
残
存
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
先
行
研
究
も
非
常
に
少
な
い
。
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
呉
市
編
纂
の

『
呉
市
史 

第
六
巻
』（
昭
和
六
三
年
刊
）
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
広
海
軍
工
廠
・
第

十
一
海
軍
航
空
廠
の
設
立
よ
り
終
戦
・
廃
止
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
概
略

的
に
記
述
し
て
い
る
他
、
同
廠
に
お
け
る
航
空
機
の
生
産
や
労
働
者
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
同
じ
く
、
広
工
廠
・
十
一
空
廠
の
沿
革
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
迫
田

巖
編
『
広
海
軍
工
廠 

第
十
一
海
軍
航
空
廠
沿
革
小
史
』（
平
成
五
年
刊
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
同
書
中
、
池
田
寿
紀
編
「
広
工
廠
の
二
十
五
春
秋
」
の
中
で
は
、
造
機
部
に

お
け
る
鋳
物
製
造
に
つ
い
て
、
武
智
馨
氏
を
含
む
当
時
の
職
員
へ
の
聞
き
取
り
や
回

想
な
ど
を
元
と
し
て
断
片
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
武
智
氏
が
関
わ
っ

た
薄
肉
鋳
鋼
品
（
後
述
）
や
鋳
造
に
て
製
作
さ
れ
た
爆
弾
の
他
、
戦
艦
「
大
和
」
の

推
進
器
製
造
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
、
同
工
廠
の
元
職
員
に
よ
る
回
想
と
し
て
は
、
藤
田
忠
男
氏
（
広
工
廠
造

機
部
・
鋳
物
実
験
部
技
手
）
に
よ
る
回
想
録
『
僕
と
鋳
物
』
（
平
成
四
年
刊
）
の
他
、

堤
信
久
（
広
工
廠
鋳
物
実
験
部
勤
務
、
海
軍
技
術
大
尉
）
に
よ
る
「
廣
海
軍
工
廠
に

お
け
る
鋳
物
技
術
」（
公
益
財
団
法
人
日
本
鋳
造
工
学
会
『
鋳
造
工
学 

八
四
（
三
）
』
、

二
〇
一
二
年
、
一
七
一
～
一
七
四
頁
。
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
で
は
、
藤
田
氏
が
同

工
廠
造
機
部
へ
赴
任
し
、
担
当
し
た
業
務
の
内
、
生
産
管
理
の
効
率
化
や
、
戦
艦
「
大

和
」
の
推
進
器
製
造
、
そ
し
て
鋳
物
実
験
部
の
設
立
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
後
者

で
は
、
昭
和
一
九
年
頃
、
同
工
廠
の
鋳
物
実
験
部
に
勤
務
し
て
い
た
堤
氏
が
、
当
時

の
同
部
に
お
け
る
鋳
物
製
造
の
工
程
、
開
発
が
行
わ
れ
た
鋳
造
技
術
や
製
品
に
つ
い

て
回
想
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
や
回
想
か
ら
、
広
工
廠
造
機
部
・
鋳
物
実
験
部
は
、
戦
艦
「
大

和
」
な
ど
の
推
進
器
製
造
を
行
っ
た
鋳
造
技
術
や
、
当
時
、
他
の
工
廠
と
比
較
し
て

最
先
端
の
製
造
・
実
験
機
器
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、
藤
田
氏

や
堤
氏
の
回
想
を
除
き
、
鋳
造
製
品
や
そ
の
技
術
の
変
遷
に
つ
い
て
は
今
一
つ
具
体

性
に
欠
け
る
。
同
工
廠
に
関
す
る
一
次
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
研
究
は

関
係
者
の
回
想
の
他
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
残
さ
れ
て
い
る
設
立
業
務
に
関
す
る

書
類
や
研
究
報
告
書
、
あ
る
い
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
な
ど
の
地
方
紙
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。 

 

使
用
資
料 

 

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
資
料
群
は
、
武
智
馨
関
係
資
料
と
二
階
堂
行
健
関
係

資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
蔵
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

武
智
馨
氏
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
生
。
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
三

月
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
。
技
術
（
造
機
）
士
官
と
し
て
海
軍
へ

入
隊
し
、
広
工
廠
造
機
部
へ
配
属
後
、
鋳
物
技
術
の
専
門
家
と
し
て
横
須
賀
・
佐
世

保
各
工
廠
へ
勤
務
。
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
は
ド
イ
ツ
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
四
月
の
広
工
廠
鋳
物
実
験
部
設
立
後
、
各
種
部
品
の
鋳

造
を
指
導
し
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
二
月
に
は
同
部
部
長
。
昭
和
二
〇
年
六

月
、
広
工
廠
は
十
一
空
廠
へ
併
合
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
鋳
実
部
部
長
を
務
め
、
さ

ら
に
素
材
部
部
長
も
兼
任
す
る
。
終
戦
後
は
、
大
阪
工
業
大
学
工
学
部
教
授
へ
就
任
。

昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
一
二
月
に
死
去
。 

 

二
階
堂
行
健
氏
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
生
。
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

年
、
海
軍
機
関
学
校
（
第
一
九
期
）
卒
。
そ
の
後
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
造
機
部
部
員
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や
佐
世
保
海
軍
工
廠
造
機
部
部
員
、
造
船
監
督
官
な
ど
を
経
て
、
大
正
一
四
（
一
九

二
五
）
年
二
月
、
海
軍
技
術
研
究
所
所
員
兼
広
工
廠
機
関
研
究
部
部
員
。
翌
年
一
月

に
は
広
工
廠
造
機
部
部
員
を
兼
任
し
、
翌
年
一
二
月
ま
で
勤
務
。
そ
の
後
は
、
呉
海

軍
工
廠
製
鋼
部
部
長
、
舞
鶴
海
軍
工
廠
工
廠
長
、
技
研
所
長
、
横
須
賀
工
廠
工
廠
長

を
経
て
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
一
二
月
に
予
備
役
（
海
軍
中
将
）
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
四
月
に
死
去
。 

 

両
資
料
群
と
も
、
そ
の
内
容
は
研
究
報
告
書
や
、
製
造
作
業
の
際
に
使
用
さ
れ
た

書
類
な
ど
の
技
術
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
１

。
と
り
わ
け
本
稿
で
扱
う
広
工
廠

時
代
に
お
け
る
資
料
は
、
一
次
資
料
と
し
て
非
常
に
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
。 

 

広
海
軍
工
廠
の
設
立
と
造
機
部 

 

広
海
軍
工
廠
の
前
身
が
、
大
正
九
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
呉
海
軍
工
廠
広
支
廠
で

あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

こ
の
広
支
廠
設
立
の
き
っ
か
け
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
年
に
、
八
八
艦
隊
整

備
の
第
二
段
階
と
し
て
計
画
さ
れ
た
八
六
艦
隊
の
整
備
に
つ
い
て
の
予
算
が
成
立
し

た
こ
と
で
あ
る
。
八
六
艦
隊
に
含
ま
れ
る
各
艦
艇
の
新
造
を
各
海
軍
工
廠
・
民
間
造

船
所
へ
割
り
振
っ
た
場
合
、
問
題
と
な
っ
た
の
が
そ
の
搭
載
機
関
の
製
造
能
力
で
あ

っ
た
。
海
軍
は
既
存
の
工
廠
の
造
機
部
門
拡
張
を
検
討
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
敷

地
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
で
も
一
番
の
規
模
を
有
し
た
呉
海
軍
工
廠

に
近
接
す
る
賀
茂
郡
広
村
に
造
機
専
門
の
工
場
で
あ
る
「
海
軍
造
機
廠
」
の
設
置
を

決
定
２

。「
海
軍
造
機
廠
設
立
準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
大
正
六
年
末
頃
よ
り
用

地
の
調
査
と
買
収
の
検
討
に
入
っ
た
。 

さ
ら
に
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
投
入
以
降
、
急
速
な
発
達
を
見
せ
て
い
た
航
空

機
に
注
目
し
た
海
軍
は
、
そ
の
研
究
・
製
造
拠
点
を
広
村
へ
併
設
す
る
こ
と
を
決
定
。

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
七
月
、「
海
軍
造
機
廠
設
立
委
員
会
」
を
解
散
し
、
新
た
に

「
呉
海
軍
工
廠
広
支
廠
設
立
準
備
委
員
会
」
を
設
置
。
以
降
、
造
機
部
門
と
航
空
機

部
門
を
柱
と
す
る
工
場
の
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
、
大
正
九
年
八
月
の
設
立
へ
と
至

る
。 広

支
廠
設
立
以
前
よ
り
海
軍
は
、
航
空
機
の
国
産
化
を
目
指
し
て
海
外
へ
の
技
術

者
派
遣
や
、
海
外
よ
り
購
入
し
た
航
空
機
の
研
究
・
組
立
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
横
須
賀
工
廠
造
兵
部
や
、
佐
世
保
工
廠
造
兵
部
、
あ
る
い
は
呉
工
廠
水
雷
部

な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
既
存
の
工
廠
を
間
借
り
す
る
形
で
行
わ
れ
て
お

り
、
本
格
的
な
技
術
導
入
・
独
自
開
発
を
行
う
た
め
に
は
、
専
門
の
研
究
所
や
工
場

を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
大
正
九
年
に
設
立
さ
れ
た
広
支
廠
航
空

機
部
は
、
海
軍
で
は
初
め
て
の
航
空
機
研
究
・
製
造
専
門
の
部
署
と
し
て
、
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
、
横
須
賀
に
海
軍
航
空
廠
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
海
軍
内
に
お
け

る
航
空
機
の
研
究
・
開
発
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な
る
。 

た
だ
、
前
述
の
通
り
、
広
支
廠
設
立
当
初
、
海
軍
が
重
視
し
て
い
た
の
は
航
空
機

部
門
よ
り
も
造
機
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
既
に
始
ま
っ
て
い
た
八
八
艦

隊
整
備
の
た
め
の
艦
艇
建
造
に
お
い
て
、
そ
の
搭
載
機
関
の
製
造
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
造
機
部
の
み
な
ら
ず
機
関
研
究
部
も
設
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
機
関
の
製
造
と
研
究
・
開
発
を
担
う
一
大
拠
点
と
し
て
広
支
廠
は

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

設
立
当
初
は
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
広
支
廠
造
機
部
と
航
空
機
部
で
あ

っ
た
が
、
設
立
翌
々
年
の
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
に
締
結
さ
れ
た
ワ
シ
ン

ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
本
条
約
に
よ

り
主
力
艦
の
保
有
制
限
を
受
け
た
海
軍
は
、
八
八
艦
隊
計
画
を
断
念
。
広
支
廠
の
艦

艇
機
関
研
究
・
製
造
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
も
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
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る
。
海
軍
は
当
時
、
軍
縮
条
約
の
対
象
外
で
あ
っ
た
航
空
機
に
着
目
し
、
こ
の
開
発

に
さ
ら
に
注
力
す
る
。
同
廠
航
空
機
部
は
国
内
で
唯
一
航
空
機
を
専
門
と
す
る
海
軍

の
工
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
特
に
重
視
さ
れ
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
四
月
、

広
海
軍
工
廠
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
期
、
軍
縮
条
約
の
影
響
に
よ
り

舞
鶴
海
軍
工
廠
は
舞
鶴
工
作
部
へ
格
下
げ
と
な
っ
て
い
る
中
、
広
支
廠
は
逆
に
工
廠

へ
と
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
海
軍
が
同
廠
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
広
工
廠
と
な
っ
て
以
降
も
、
造
機
部
・
機
関
研
究
部
は
引
き
続

き
残
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
廠
が
艦
艇
機
関
の
研
究
・
製
造
拠
点
と
し
て
の
側
面
を

失
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
に
お
け
る
鋳
物
製
造
剹
大
正
後
期
～
昭
和
初
期
剹 

 

こ
こ
か
ら
は
、
当
時
の
史
料
を
元
に
広
工
廠
造
機
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
製
品

が
鋳
造
に
て
製
造
さ
れ
、
そ
れ
が
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

る
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

 

ま
ず
は
広
工
廠
設
立
か
ら
間
も
な
い
大
正
一
三
年
頃
か
ら
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
頃
の
造
機
部
に
お
け
る
鋳
物
製
造
に
つ
い
て
み
て
い
く
。 

 

こ
こ
で
中
心
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
、
二
階
堂
行
健
関
係
資
料
中
、
「
鋳
物
月
報
」

「
鋳
物
季
報
」
と
題
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
３

。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
名
の
通
り
工
廠
に
て

行
わ
れ
た
鋳
物
製
造
や
鋳
造
方
法
の
研
究
に
つ
い
て
当
初
は
月
毎
に
、
大
正
一
五
年

以
降
は
季
節
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
造
機
部
内
で
行
わ
れ
た
研
究
・
工
事

の
題
目
と
、
そ
の
中
で
い
く
つ
か
の
題
目
に
つ
い
て
は
そ
の
経
過
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
青
図
や
青
写
真
・
白
黒
写
真
を
含
ん
で
い
る
。
当
時
、
造
機
部
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
た
鋳
造
作
業
の
概
略
を
つ
か
む
上
で
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え

る
。
な
お
、
こ
う
し
た
月
毎
の
報
告
書
は
、
広
工
廠
の
み
な
ら
ず
、
横
須
賀
・
佐
世

保
・
舞
鶴
の
各
工
廠
で
も
作
成
さ
れ
て
い
た
。 

 

広
工
廠
造
機
部
に
お
け
る
同
資
料
に
記
載
の
、
研
究
・
工
事
の
題
目
に
つ
い
て
は

月
毎
（
月
報
毎
）
に
表
へ
ま
と
め
た
。 

 

こ
れ
ら
の
題
目
を
概
観
し
て
、
ま
ず
目
に
留
ま
る
の
は
「
二
十
七
駆
逐
艦
」「
二
十

九
駆
逐
艦
」
な
ど
の
番
号
が
振
ら
れ
た
駆
逐
艦
の
車
室
や
弁
な
ど
の
製
造
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
駆
逐
艦
は
、
大
正
一
一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
締
結
を
受
け

て
作
成
さ
れ
た
大
正
一
二
年
新
補
充
計
画
に
基
づ
き
建
造
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
ま
だ
起
工
前
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
広
工
廠
造
機
部
で
は
、
大
正
一
三
年

か
ら
昭
和
三
年
の
間
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
こ
れ
ら
駆
逐
艦
の
機
関
部
品
の
製
造
を
行
い
、

佐
世
保
工
廠
や
藤
永
田
造
船
所
・
浦
賀
船
渠
、
石
川
島
造
船
所
な
ど
日
本
各
地
の
造

船
所
に
納
入
し
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
駆
逐
艦
の
機
関
部
品
の
製
造
に
お
い
て
、
特
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た

の
は
、
タ
ー
ビ
ン
車
室
や
減
速
車
室
な
ど
の
、
大
型
部
品
で
あ
っ
た
。「
鋳
物
月
報 

第

四
号
」（
大
正
一
三
年
）
４

記
載
の
「
減
速
車
室
鋳
造
ニ
就
テ
」
を
参
照
す
る
と
、
次

の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
一
等
駆
逐
艦
の
減
速
ギ
ア
を
覆
う

車
室
（
ケ
ー
ス
）
の
鋳
造
に
つ
い
て
の
研
究
経
過
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
減
速
車

室
ノ
如
キ
大
型
鋳
物
ヲ
鋳
造
ス
ル
ニ
ハ
普
通
ノ
小
型
ノ
鋳
物
ヲ
鋳
造
ス
ル
ニ
比
較
シ

テ
困
難
ナ
ル
事
大
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
減
速
車
室
の
よ
う
な

部
品
の
場
合
、
歯
車
を
覆
う
部
分
の
厚
さ
と
、
歯
車
に
接
続
さ
れ
る
シ
ャ
フ
ト
の
軸

受
け
部
分
の
厚
さ
に
約
三
倍
以
上
の
差
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
形
状
も
複
雑
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
に
使
用
す
る
金
属
材
料
や
鋳
込
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
水

準
に
適
合
す
る
品
質
の
製
品
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
金
属
材
料
の
配
合
比
率
の
変
更
と
、
鋳
造
試
験
の
実
施
、
鋳
型

の
形
状
変
更
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
つ
い
に
良
品
質
の
製
品
を
得
る
に
至
っ
た
。
こ
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う
し
た
形
状
が
複
雑
な
大
型
部
品
を
鋳
造
に
頼
っ
た
背
景
と
し
て
、
前
述
し
た
補
助

艦
の
補
充
計
画
の
実
施
が
あ
る
。
大
正
一
二
年
九
月
か
ら
昭
和
四
年
六
月
の
間
、
駆

逐
艦
に
限
る
と
一
八
隻
が
各
地
の
造
船
所
で
建
造
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
建
造
ス

ピ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
部
品
を
鋳
造
に
よ
り
製
作
す
る
こ
と
で
、
工
程
そ

の
も
の
を
短
縮
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

特
に
広
工
廠
は
造
機
部
門
の
研
究
機
関
的
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
鋳
造
困
難
な
部
品
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
研
究
・
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。 

 

当
時
の
広
工
廠
造
機
部
に
お
け
る
大
型
部
品
の
鋳
造
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
特

徴
的
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
艦
艇
の
推
進
器
（
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
）

の
製
造
で
あ
る
。「
鋳
物
月
報 

第
五
号
」（
大
正
一
三
年
一
一
月
）
５

の
「
赤
城
、
長

門
推
進
器
鋳
造
ニ
就
テ
」
に
は
、
そ
の
製
造
の
研
究
経
過
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
戦
艦
「
長
門
」
や
航
空
母
艦
「
赤
城
」
は
そ
れ
ま
で
建
造

し
た
中
で
も
一
番
の
巨
艦
で
あ
り
、
建
造
に
当
た
っ
て
は
新
た
な
技
術
や
工
夫
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
推
進
器
の
製
造
で
あ
る
。
一
般
的
に
推
進
器
の
寸
法
は
、
こ

れ
を
装
備
す
る
艦
艇
の
船
体
の
大
き
さ
に
比
し
て
大
き
く
な
る
。
前
述
の
通
り
、
推

進
器
に
つ
い
て
も
大
き
な
も
の
ほ
ど
そ
の
製
造
に
は
高
い
技
術
を
要
す
る
。
そ
の
た

め
、「
長
門
」
や
「
赤
城
」
と
い
っ
た
巨
艦
の
推
進
器
製
造
は
、
広
工
廠
造
機
部
で
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
月
報
か
ら
も
関
係
者
の
苦
心
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

両
艦
の
推
進
器
製
造
に
つ
い
て
月
報
内
で
ま
ず
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
製
造
設

備
に
つ
い
て
で
あ
る
。
製
造
に
要
す
る
金
属
材
料
の
量
は
、「
長
門
」
の
も
の
で
二
四

ト
ン
、「
赤
城
」
の
も
の
で
三
二
ト
ン
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
を
溶
解
で
き
る
炉
の
他
、
大

型
の
推
進
器
を
鋳
造
で
き
る
ピ
ッ
ト
や
製
品
を
吊
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
な
ク
レ
ー

ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
設
備
を
要
す
る
旨
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

鋳
造
に
使
用
す
る
の
は
「
マ
ン
ガ
ン
青
銅
」
と
よ
ば
れ
る
合
金
で
、
こ
れ
は
マ
ン
ガ

ン
銅
合
金
に
銅
と
少
量
の
亜
鉛
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
配
合
し
て
で
き
る
。
推
進
器
を

は
じ
め
と
し
て
、
負
荷
が
か
か
る
部
品
の
製
造
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
高
い
強
度
を

誇
る
材
料
で
あ
る
。
し
か
し
、「
マ
ン
ガ
ン
青
銅
」
の
製
造
に
あ
た
っ
て
は
、
材
料
の

マ
ン
ガ
ン
銅
・
銅
の
融
点
が
高
く
、
そ
の
溶
解
に
長
い
時
間
を
用
す
る
こ
と
が
難
点

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
広
工
廠
で
は
、
炉
に
電
動
送
風
機
を
取
り
付

け
た
「
モ
ル
ガ
ン
式
チ
ル
チ
ン
グ
フ
ァ
ー
ネ
ス
」
と
い
う
設
備
を
用
い
て
溶
解
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
難
点
を
克
服
し
て
い
る
６

。 

ま
た
、
推
進
器
の
製
造
の
際
、
難
点
と
な
る
の
が
鋳
込
後
に
お
け
る
、
材
料
の
収

縮
で
あ
る
。
溶
解
し
た
材
料
を
鋳
型
に
流
し
込
み
、
固
め
る
際
、
材
料
が
温
度
低
下

に
伴
い
収
縮
す
る
が
、
推
進
器
の
場
合
そ
の
収
縮
が
、
翼
面
の
角
度
（
ピ
ッ
チ
）
の

成
型
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
推
進
器
の
翼
面
の
角
度
は
、
艦
艇
の
速
度
な
ど
の

航
行
性
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
特
に
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
っ
た
。
よ
っ

て
鋳
造
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
収
縮
に
よ
り
発
生
す
る
歪
み
の
程
度
を
予
想
し
、
鋳
込

み
後
に
修
正
可
能
な
範
囲
ま
で
抑
え
る
と
い
う
工
夫
が
要
求
さ
れ
た
。 

「
マ
ン
ガ
ン
青
銅
」
は
海
水
に
対
す
る
耐
腐
食
性
が
高
い
も
の
の
、
鋳
造
後
、
深

い
表
面
加
工
を
行
う
と
若
干
で
は
あ
る
が
そ
の
性
質
が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
可
能

な
限
り
表
面
加
工
を
抑
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
鋳
造
時
に
お
け
る
精
度
が
重

要
視
さ
れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
広
工
廠
で
は
、
試
行
錯

誤
の
結
果
、
理
想
的
な
鋳
型
の
形
状
を
見
つ
け
出
し
、
こ
の
難
点
を
克
服
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
月
報
に
は
鋳
型
の
製
作
過
程
が
青
写
真
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点

に
特
に
苦
心
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

こ
う
し
て
、
広
工
廠
は
大
型
艦
艇
の
「
マ
ン
ガ
ン
青
銅
」
製
推
進
器
の
製
造
に
成

功
し
、
こ
の
分
野
で
は
一
定
の
地
歩
を
固
め
た
。
こ
の
経
験
は
後
述
す
る
戦
艦
「
大
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和
」「
武
蔵
」
を
含
む
大
型
艦
艇
の
推
進
器
鋳
造
法
の
確
立
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な

る
。 

 

車
室
や
推
進
器
と
い
っ
た
大
型
の
鋳
物
の
み
な
ら
ず
、
同
時
期
の
広
工
廠
造
機
部

で
は
小
型
の
鋳
物
の
製
造
も
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
航
空
機
用
部

品
の
製
造
で
あ
る
。 

 

月
報
の
題
目
中
、「
ベ
ン
ツ
式
一
三
〇
馬
力
発
動
機
」
や
「
ロ
ー
レ
ン
式
四
〇
〇
馬

力
発
動
機
」
と
あ
る
の
が
航
空
用
発
動
機
で
、
両
者
と
も
海
外
か
ら
の
技
術
導
入
に

よ
り
当
時
の
広
工
廠
航
空
機
部
発
動
機
課
で
製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
、
ベ
ン
ツ
一
三

〇
馬
力
発
動
機
７

と
ロ
ー
レ
ン
四
〇
〇
馬
力
発
動
機
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
ら
発
動

機
の
部
品
の
内
、
造
機
部
で
主
に
製
造
し
て
い
た
の
は
曲
肱
室
（
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
）・

吸
鍔
（
ピ
ス
ト
ン
）
・
吸
鍔
環
（
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
）
な
ど
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
航
空
用
発
動
機
の
部
品
鋳
造
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。「
鋳
物
月
報 

第

二
号
」（
大
正
一
三
年
八
月
）８
の
「
ベ
ン
ツ
式
一
三
〇
馬
力
発
動
機
曲
肱
室
鋳
造
法
」

に
は
、
そ
の
実
験
・
研
究
経
過
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
航
空
機
用
部
品
は
軽
量
で
頑

丈
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
材
料
と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
軽

金
属
が
多
用
さ
れ
る
。
航
空
用
発
動
機
の
部
品
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
曲
肱
室
も

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
用
い
た
鋳
物
で
あ
る
。
曲
肱
室
（
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
）
と
は
プ
ロ

ペ
ラ
に
接
続
さ
れ
る
軸
（
ク
ラ
ン
ク
）
を
収
め
る
も
の
で
、
ピ
ス
ト
ン
部
分
の
接
続

の
た
め
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
軸
を
挟
む
形
で
上
下
に
分
か
れ
て
お
り
、
鋳
造

の
際
は
上
下
別
々
に
製
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
月
報
に
よ
れ
ば
本
部
品
を
製
造
す
る

際
の
難
点
は
、
厚
み
が
薄
い
「
薄
肉
」
製
品
で
あ
る
こ
と
と
、
材
料
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
は
鋳
込
み
の
際
、
収
縮
し
て
亀
裂
を
生
じ
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
広
工
廠
で
は
、

こ
の
難
点
を
解
決
す
る
た
め
、
鋳
型
を
作
る
の
に
用
い
る
砂
（
鋳
物
砂
）
や
鋳
造
法

な
ど
に
改
良
を
加
え
た
。
鋳
型
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
材
料
で
あ
る
砂
の
配
合
を

変
更
し
、
新
た
な
砂
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
鋳
込
み
の
際
の
材
料
の
収
縮
に
応
じ
て

鋳
型
そ
の
も
の
が
伸
縮
す
る
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
鋳
造
法
の
面
で
は
、
上

下
に
分
か
れ
た
鋳
型
に
ず
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
誘
導
装
置
（
上
下
の
鋳
型
を
つ
な

ぐ
金
属
棒
）
を
取
り
付
け
、
水
準
器
を
用
い
て
各
鋳
型
の
水
平
を
確
認
し
つ
つ
型
合

わ
せ
を
行
う
な
ど
多
く
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
実
験
・
研
究
に
よ
り
広
工

廠
造
機
部
は
、
容
易
・
迅
速
に
航
空
用
発
動
機
の
曲
肱
室
の
製
造
法
を
確
立
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。 

 

こ
の
他
、
航
空
用
発
動
機
の
部
品
に
関
す
る
事
例
で
は
、「
鋳
物
月
報 

第
十
一
号
」

（
大
正
一
四
年
五
月
）
９

の
「
ベ
ン
ツ 

ロ
レ
ー
ン
式
発
動
機
吸
鍔
環
鋳
造
法
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
吸
鍔
環
」
と
は
、
ピ
ス
ト
ン
ヘ
ッ
ド
に
取
り
付
け
ら
れ
る
リ
ン
グ
状
の

部
品
で
、
燃
焼
室
か
ら
曲
肱
室
へ
燃
焼
ガ
ス
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
他
、
オ
イ
ル

の
滞
留
に
よ
る
ピ
ス
ト
ン
の
焼
き
付
き
を
防
ぐ
役
割
を
持
つ
。
こ
の
吸
鍔
環
は
従
来
、

海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
が
、
大
正
一
二
年
に
そ
の
輸
入
が
途
絶
し
た
こ
と

か
ら
、
広
工
廠
航
空
機
部
よ
り
委
託
を
受
け
、
翌
年
一
月
よ
り
造
機
部
が
そ
の
製
造

方
法
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
部
で
は
輸
入
品
の
材
料
成
分
の

分
析
な
ど
を
行
い
、
つ
い
に
独
自
の
鋳
造
法
を
編
み
出
し
、
そ
の
国
産
化
に
成
功
す

る
こ
と
と
な
る
。 

 

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
当
時
の
造
機
部
で
は
必
ず
し
も
艦
艇
の
機
関
部
品
の
み
を

製
造
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
航
空
機
部
よ
り
の
委
託
と
は
い
え
、
か
な
り
の
頻

度
で
航
空
機
用
部
品
の
製
造
や
製
造
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当

該
の
時
期
は
、
海
軍
に
お
い
て
、
海
外
か
ら
の
航
空
技
術
の
導
入
と
並
行
し
て
、
購

入
し
た
航
空
機
の
機
体
・
発
動
機
の
国
産
化
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

上
記
の
よ
う
な
造
機
部
に
お
け
る
航
空
機
用
部
品
の
製
造
も
そ
れ
に
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
。 
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な
お
、
造
機
部
で
曲
肱
室
な
ど
を
製
造
し
た
ロ
ー
レ
ン
四
〇
〇
馬
力
発
動
機
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
技
術
導
入
の
一
環
で
大
正
一
二
年
、
海
軍
が
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
レ
ン
・

デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
社
か
ら
製
造
権
を
購
入
し
、
広
工
廠
で
国
産
化
を
行
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
１
０

。
同
発
動
機
は
液
冷
Ｖ
型
一
二
気
筒
で
、
同
廠
で
製
造
さ
れ
た
Ｆ
䢣
五
飛

行
艇
に
も
試
験
的
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
一
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
ロ
ー

レ
ン
四
五
〇
馬
力
（
液
冷
Ｗ
型
一
二
気
筒
）
が
開
発
さ
れ
る
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同

様
の
発
動
機
の
国
産
化
に
着
手
し
、
こ
れ
を
ロ
ー
レ
ン
二
型
と
し
て
量
産
。
そ
の
後

こ
れ
に
減
速
機
を
取
り
付
け
た
ロ
ー
レ
ン
三
型
の
量
産
も
実
現
し
、
こ
れ
ら
発
動
機

を
同
廠
で
開
発
さ
れ
た
一
五
式
飛
行
艇
や
八
九
式
飛
行
艇
に
搭
載
し
て
い
る
。
同
発

動
機
の
国
産
化
・
量
産
化
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
後
に
航
空
機
部
発
動
機
課
に
お
い

て
独
自
に
開
発
さ
れ
る
一
四
式
六
〇
〇
馬
力
発
動
機
（
大
正
一
五
年
開
発
、
液
冷
Ｗ

型
一
二
気
筒
）
や
九
四
式
九
〇
〇
馬
力
発
動
機
（
昭
和
三
年
開
発
、
液
冷
Ｗ
型
一
八

気
筒
）
な
ど
へ
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 

以
上
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
広
工
廠
造
機
部
に
お
け
る
鋳
物
製

造
に
つ
い
て
、「
鋳
物
月
報
」
を
中
心
に
見
て
き
た
。
当
該
期
は
、
広
工
廠
の
設
立
よ

り
間
も
な
い
時
期
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
を
受
け
た
艦
艇
の

補
充
計
画
の
実
施
、
あ
る
い
は
航
空
技
術
の
導
入
と
国
産
化
の
推
進
な
ど
、
同
廠
の

役
割
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
造
機
部
は
主
な
業
務
で
あ
る
、

艦
艇
機
関
の
製
造
を
担
当
す
る
傍
ら
、
航
空
用
発
動
機
の
主
要
部
品
製
造
も
行
う
こ

と
で
、
そ
の
鋳
造
技
術
を
着
実
に
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。
特
に
大
型
艦
艇
用
の
推
進

器
製
造
技
術
や
、
航
空
用
発
動
機
の
曲
肱
室
を
は
じ
め
と
す
る
薄
肉
部
品
の
製
造
技

術
の
基
礎
を
固
め
、
同
廠
が
後
に
海
軍
鋳
物
技
術
の
拠
点
と
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
の
で
あ
る
。 

 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
・
鋳
物
実
験
部
に
お
け
る
鋳
物
製
造
剹
昭
和
初
期
～
日
米
開
戦

前
剹 

 

こ
こ
で
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
か

ら
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
年
の
同
条
約
脱
退
を
経
て
、
昭
和
一
六
（
一
九
四

一
）
年
一
二
月
に
お
け
る
日
米
開
戦
に
至
る
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て
、
同
時
期

に
お
け
る
広
工
廠
の
鋳
物
製
造
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

 

昭
和
五
年
四
月
に
締
結
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ
り
、
補
助
艦
艇
の

新
造
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
海
軍
工
廠
は
工
員
の
大
量
解
雇
を
断
行
す
る
な

ど
、
そ
の
生
産
面
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
広
工
廠
は
、
航
空
機
部
門
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
工
廠
と
比
較
し
て
そ
の
影
響
は
少
な
く
抑
え
ら
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
造
機
部
門
は
相
応
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
条
約
締
結
の
翌
年
に

作
成
さ
れ
た
「
広
海
軍
工
廠
現
状
申
告
」（
昭
和
六
年
五
月
一
四
日
）
１
１

に
は
「
造
機

部
及
機
関
研
究
部
ハ
他
廠
、
部
ヨ
リ
受
託
及
訓
令
通
牒
ノ
追
加
等
ニ
依
リ
漸
ク
現
職

工
数
ヲ
維
持
シ
得
ル
状
況
ナ
リ
」
１
２

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
艦
建
造
の
大
幅
な
削
減

の
た
め
、
造
機
部
門
は
他
か
ら
の
業
務
受
託
に
よ
り
工
員
の
雇
用
を
保
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
同
時
期
に
造
機
部
で
行
わ
れ
て
い
た
研

究
・
製
造
業
務
の
例
と
し
て
「
鋳
物
砂
ノ
研
究
」・「
「
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
」
鋳
物
製
造
」・

「
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
青
銅
鋳
物
及
打
物
製
造
」・「
薄
肉
鋳
鋼
品
製
造
」・「
耐
高
圧
鋳
鉄
品

製
造
」
や
「
飛
行
機
用
推
進
器
鍛
造
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
１
３

。
こ
こ
か
ら
は
、

製
造
業
務
・
研
究
業
務
と
も
に
、
鋳
造
製
品
・
技
術
に
つ
い
て
力
点
を
置
い
て
い
た

様
子
が
う
か
が
え
る
。
苦
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
製
造
・
研

究
の
経
験
・
蓄
積
は
一
定
の
技
術
的
成
果
を
得
て
い
る
。 

 

そ
れ
が
先
述
し
た
薄
肉
鋳
鋼
品
の
製
造
方
法
の
確
立
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
、

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
八
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
雑
報
告 

薄
肉
鋳
鋼
鋳
造
法
」
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１
４

を
元
に
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
。 

そ
も
そ
も
薄
肉
鋳
鋼
品
と
は
、
そ
の
厚
さ
（
肉
厚
）
が
二
～
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

も
の
を
さ
し
、
そ
の
種
類
は
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
ま
で
幅
広
く
、
先
述
し

た
航
空
用
発
動
機
の
曲
肱
室
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
艦
艇
や
航
空
機
の
薄
肉
部
品
を

鋳
造
で
行
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
の
製
造
時
間
や
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る

他
、
軽
合
金
を
用
い
て
製
造
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
非
常
に
高
い
強
度
を
部
品
に

持
た
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
薄
肉
化
に
伴

う
鋳
型
製
作
の
難
化
や
、
鋳
造
品
そ
の
も
の
に
高
い
寸
法
精
度
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
通
常
の
鋳
鋼
品
と
比
較
し
て
相
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
要
求
さ
れ
る
。 

広
工
廠
で
は
大
正
一
二
年
頃
よ
り
、
薄
肉
鋳
鋼
品
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
な
が
ら
、
実
際
に
そ
の
製
造
も
行
っ
て
き
た
。
製
造
方
法
の
研
究
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
彼
ら
が
特
に
注
目
し
た
の
は
「
バ
イ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
薬
剤
で
あ
る
。 

「
バ
イ
ン
ダ
ー
」（
以
下
、
粘
結
剤
）
と
は
、
鋳
型
の
製
作
に
あ
た
っ
て
、
鋳
型
の
素

材
で
あ
る
鋳
物
砂
を
固
め
る
際
に
用
い
ら
れ
る
薬
剤
で
あ
る
。
鋳
型
製
作
の
際
に
配

合
す
る
粘
結
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
、
製
品
の
出
来
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
薄

肉
鋳
鋼
品
の
製
造
に
あ
た
っ
て
重
要
と
な
る
事
項
の
一
つ
は
、
鋳
型
と
製
品
の
癒
着

を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
薄
肉
鋳
鋼
品
は
、
表
面
が
滑
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
ク
ラ
ッ
ク

（
ひ
び
割
れ
）
が
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
鋳
型
と
の
癒
着
は
極
力
避
け
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
鋳
造
中
に
発
生
す
る
ガ
ス
に
つ
い
て
も
鋳
型
か
ら
抜
き
出
す
必

要
が
あ
る
。
こ
の
両
方
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、
鋳
型
を
固
め
る
粘
結
剤
に
つ

い
て
の
研
究
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

広
工
廠
で
は
大
正
一
二
年
末
頃
、
米
国
で
製
造
さ
れ
た
「
エ
ー
ヂ
ャ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
粘
結
剤
に
つ
い
て
の
情
報
を
呉
工
廠
経
由
で
手
に
入
れ
て
お
り
、
同
バ
イ
ン
ダ

ー
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
年
に
同
粘
結
剤
を
用
い
て
、
ロ
ー
レ
ン
四

五
〇
馬
力
発
動
機
の
曲
肱
室
を
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
た
め
、

同
粘
結
剤
の
輸
入
を
決
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
年
三
月
三
一
日
、

呉
工
廠
砲
熕
部
よ
り
重
巡
洋
艦
「
高
雄
」
へ
搭
載
す
る
副
砲
の
照
準
装
置
材
料
に
つ

い
て
の
注
文
を
受
け
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
広
工
廠
造
機

部
で
は
薄
肉
鋳
鋼
品
の
製
造
方
法
を
確
立
し
、
昭
和
八
年
ま
で
に
約
四
千
個
の
薄
肉

製
品
を
製
造
し
た
。 

薄
肉
鋳
鋼
の
鋳
造
方
法
の
確
立
を
通
し
て
、
広
工
廠
造
機
部
は
そ
の
鋳
造
製
品
の

幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
特
に
航
空
機
部
品
な
ど
の
小
型
製
品
の
製
造

に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。 

さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
後
、
艦
艇
の
建
造
数
は
抑
制
さ
れ
た
も
の

の
、
広
工
廠
造
機
部
で
は
、
重
巡
洋
艦
や
戦
艦
の
推
進
器
製
造
を
一
定
数
継
続
し
て

行
っ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
条
約
締
結
の
昭
和
五
年
か
ら
同
条
約
脱
退
の
昭
和
一
一
年

の
間
に
広
工
廠
で
製
造
さ
れ
た
推
進
器
の
例
と
し
て
は
、
戦
艦
「
扶
桑
」（
昭
和
七
年

五
月
）
「
榛
名
」
（
昭
和
九
年
二
月
）
「
霧
島
」
（
昭
和
一
〇
年
六
月
）
の
他
、
航
空
母

艦
「
蒼
龍
」
（
昭
和
一
一
年
四
月
）
重
巡
洋
艦
「
那
智
」
（
昭
和
一
一
年
八
月
）
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
１
５

。
こ
の
内
、「
扶
桑
」「
榛
名
」「
霧
島
」
は
近
代
化
改
装
に
伴
っ

て
行
わ
れ
た
、
推
進
器
の
交
換
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
、
広
工
廠
造

機
部
に
て
推
進
器
の
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た
藤
田
忠
男
氏
に
よ
れ
ば
、
推
進
器
の
改

良
は
実
用
成
績
や
折
損
等
の
事
故
調
査
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る

１
６

。
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
近
代
化
改
装
の
際
に
も
、
そ
の
時
期
毎
に
最
新
の
改
良
を

施
し
た
推
進
器
を
搭
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
加
え
て
藤
田
氏

に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
・
七
年
頃
よ
り
艦
艇
の
設
計
側
の
要
求
が
高
く
な
っ
た
こ
と
を

一
因
と
し
て
、
マ
ン
ガ
ン
青
銅
を
材
料
に
使
用
し
た
推
進
器
の
鋳
造
方
法
を
再
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
た
１
７

。 
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鋳
造
方
法
の
再
検
討
に
あ
た
っ
て
特
に
注
目
さ
れ
た
問
題
は
、
鋳
造
時
に
発
生
す

る
「
湯
垢
」
と
よ
ば
れ
る
不
純
物
で
あ
る
１
８

。
マ
ン
ガ
ン
青
銅
鋳
物
の
製
造
に
当
た

っ
て
は
特
に
こ
の
「
湯
垢
」
が
発
生
し
や
す
く
、
こ
れ
が
製
品
の
表
面
の
傷
な
ど
の

原
因
と
な
り
、
そ
の
強
度
や
性
能
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
藤
田
氏
ら
広
工
廠

造
機
部
の
職
員
は
、
こ
の
「
湯
垢
」
が
発
生
す
る
原
因
究
明
の
た
め
に
実
験
を
繰
り

返
し
、「
湯
垢
」
の
正
体
は
溶
湯
（
鋳
型
に
流
し
込
む
溶
解
金
属
）
中
に
含
ま
れ
る
亜

鉛
で
あ
る
と
解
明
す
る
に
い
た
る
１
９

。
亜
鉛
は
マ
ン
ガ
ン
青
銅
中
に
含
ま
れ
る
成
分

の
一
つ
で
あ
る
が
、
溶
解
し
た
際
に
不
安
定
に
な
り
、
材
料
中
よ
り
解
離
し
や
す
く

な
る
性
質
が
あ
っ
た
。
こ
の
解
離
し
た
亜
鉛
が
不
純
物
と
し
て
製
品
の
内
部
や
表
面

に
残
る
こ
と
に
よ
り
、
傷
や
強
度
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

藤
田
氏
ら
は
実
験
を
通
じ
て
溶
湯
を
鋳
型
に
流
し
込
む
速
さ
が
一
定
の
速
度
を
超
え

る
と
湯
垢
が
発
生
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
元
に
、
鋳
造
時
の

溶
湯
の
流
速
や
、
そ
の
通
路
の
形
状
に
工
夫
を
加
え
る
な
ど
の
改
良
を
行
っ
た
結
果
、

極
め
て
良
質
な
マ
ン
ガ
ン
青
銅
推
進
器
を
得
る
に
至
る
。 

本
鋳
造
法
の
確
立
に
よ
り
、
広
工
廠
造
機
部
は
艦
艇
用
推
進
器
の
製
造
で
は
、
他

の
工
廠
や
民
間
造
船
所
に
対
し
て
指
導
的
立
場
へ
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
実
際
に
、

昭
和
一
二
年
に
は
横
須
賀
工
廠
や
舞
鶴
工
廠
の
造
機
部
、
三
菱
長
崎
造
船
所
な
ど
の

関
係
者
を
招
き
、
本
鋳
造
法
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
工
廠

は
昭
和
一
二
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
第
三
次
海
軍
軍
備
補
充
計
画
に
お
い
て
、
戦
艦

「
大
和
」「
武
蔵
」
な
ど
の
推
進
器
を
製
造
・
納
入
し
２
０

、
大
型
推
進
器
の
製
造
拠
点

と
し
て
、
国
内
で
確
固
た
る
地
位
を
築
く
に
至
っ
た
。 

以
上
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
締
結
よ
り
日
米
開
戦
前
ま
で
の
広
工
廠
に
お

け
る
鋳
物
技
術
に
つ
い
て
薄
肉
鋳
鋼
品
と
マ
ン
ガ
ン
青
銅
推
進
器
を
事
例
と
し
て
概

観
し
た
。
同
時
期
は
、
軍
縮
条
約
の
締
結
と
そ
の
脱
退
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
軍
備

補
充
計
画
の
実
施
な
ど
、
急
速
に
状
況
が
変
化
し
て
い
た
。
広
工
廠
造
機
部
は
軍
縮

条
約
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
職
員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
。
し
か
し
、

同
廠
航
空
機
部
な
ど
か
ら
の
業
務
受
託
を
通
じ
て
、
特
に
鋳
造
技
術
の
改
善
・
開
発

を
継
続
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
結
果
、
薄
肉
鋳
鋼
品
や
マ
ン
ガ
ン
青

銅
推
進
器
の
製
造
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
航
空
機
部
品
な
ど
の
小
型
製

品
か
ら
推
進
器
な
ど
の
大
型
製
品
に
至
る
ま
で
幅
広
い
製
品
を
鋳
造
で
製
造
す
る
技

術
を
得
る
に
至
っ
た
。
広
工
廠
造
機
部
の
鋳
造
技
術
は
こ
こ
に
至
っ
て
国
内
で
頂
点

に
達
し
た
の
で
あ
る
。 

 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
・
鋳
物
実
験
部
に
お
け
る
鋳
物
製
造
剹
戦
中
期
剹 

 

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
十
月
、
広
工
廠
航
空
機
部
は
独
立
し
、「
第
十
一
海
軍

航
空
廠
」
と
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
四
月
、
造
機

部
を
母
体
と
し
て
「
鋳
物
実
験
部
」
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
設
立
目
的
は

「
鋳
物
実
験
部
（
仮
称
）
設
立
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（
広
海
軍
工
廠
造
機
部
長
䢪
海
軍

艦
政
本
部
第
五
部
長
、
昭
和
一
六
年
五
月
一
三
日
）
２
１

に
よ
る
と
、
「
鋳
造
困
難
ナ

ル
鋳
物
ノ
作
業
方
案
ノ
作
製
」
・
「
新
規
鋳
物
ノ
鋳
造
方
案
ノ
作
製
」
・
「
鋳
造
技
術
者

ノ
教
育
養
成
」
等
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
部
設
立
に
際
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
た
武
智
馨
氏
の
メ
モ
「
鋳
実
部
ノ
必
要
ナ
ル
理
由
」
（
昭
和
一
六
年
頃
か
）
２
２

に
よ
る
と
、
当
時
の
海
軍
に
お
け
る
鋳
物
研
究
の
問
題
点
と
し
て
、
廃
品
率
が
高
い

こ
と
や
大
量
生
産
を
前
提
と
し
た
鋳
造
法
の
研
究
が
不
十
分
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
鋳
造
に
お
い
て
特
に
難
問
と
な
る
鋳
型
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
る
所
は
国
内
に
は
無
く
、
こ
の
研
究
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
の
他
、
鋳
物
技

術
者
養
成
の
た
め
の
拠
点
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
鋳
物
実
験
部
の
よ
う
な
鋳
造
技
術
専
門
の
研
究
拠
点
が
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必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
軍
に
対
し
そ
の
設
立
を
強
く
求
め
て
い
る
。 

 

前
述
の
通
り
鋳
物
実
験
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
日
米
開
戦
後
の
昭
和
一
七
年
で
あ

る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
設
立
目
的
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
鋳
実
部
に
求
め

ら
れ
た
の
は
兵
器
部
品
の
大
量
生
産
技
術
の
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

莫
大
な
生
産
力
を
持
つ
米
国
と
短
期
間
で
も
戦
争
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
艦
艇
や

航
空
機
と
い
っ
た
兵
器
の
大
量
生
産
の
実
現
が
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
課
題

解
決
の
一
方
策
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
鋳
造
技
術
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の

拠
点
の
設
置
先
と
し
て
広
工
廠
が
選
ば
れ
た
の
は
、
艦
艇
建
造
の
一
大
拠
点
で
あ
っ

た
呉
工
廠
に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
も
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
が
、
一
番
の
理
由
と

し
て
、
国
内
で
も
有
数
の
鋳
物
製
造
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
設
立
後
の
鋳
物
実
験
部
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
の

か
。
終
戦
に
至
る
ま
で
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

 

鋳
実
部
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
た
部
内
の
「
研
究
打
合
会
」
と
い
う
会
議
の
資
料

２
３

に
は
各
科
の
実
験
・
研
究
テ
ー
マ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
残
存
時
期
は
第
一
回
（
昭

和
一
七
年
四
月
一
七
日
）
か
ら
第
一
九
回
（
昭
和
一
八
年
一
月
一
五
日
）
ま
で
で
あ

る
。
本
資
料
に
よ
る
と
、
同
時
期
に
鋳
実
部
で
主
に
研
究
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
実

用
向
け
の
も
の
と
し
て
は
魚
雷
部
品
に
つ
い
て
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
曲
肱

室
や
気
筒
な
ど
の
機
関
部
分
に
関
す
る
部
品
の
鋳
造
方
法
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
い
。

当
時
は
、
真
珠
湾
攻
撃
を
皮
切
り
と
し
て
太
平
洋
で
は
米
海
軍
と
の
間
で
激
し
い
海

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
艦
艇
攻
撃
の
た
め
に
大
量
の
魚
雷
が
必
要

に
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
複
雑
な
機
関
部
分
の
製
造
に
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
鋳
造
可
能
な
部
品
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
同
部
で
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
艦
艇
搭
載
用
機
関
の
部
品
製
造
に
つ
い
て
の
研
究

は
少
な
く
、
鋳
実
部
に
お
け
る
兵
器
製
造
に
関
す
る
研
究
の
重
点
は
も
っ
ぱ
ら
魚
雷

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
他
の
研
究
と
し
て
は
鋳
物
砂
に
つ
い

て
の
も
の
や
、
不
銹
鋼
（
ス
テ
ン
レ
ス
）
を
用
い
た
鋳
物
製
造
に
関
す
る
も
の
が
見

ら
れ
る
。
鋳
実
部
は
戦
時
下
に
あ
っ
て
は
珍
し
く
、
製
造
を
中
心
と
す
る
部
署
で
は

な
く
、
鋳
物
・
鋳
造
技
術
に
関
す
る
研
究
を
主
務
と
す
る
研
究
機
関
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
研
究
内
容
は
必
ず
し
も
兵
器
製
造
に
す
ぐ
応
用
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
鋳
実
部
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

昭
和
一
九
年
五
月
八
日
頃
の
同
部
の
研
究
事
項
に
つ
い
て
の
メ
モ
書
き
２
４

に
よ

れ
ば
、
魚
雷
に
関
す
る
も
の
に
加
え
て
、「
誉 

c
r
a
n
k

」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
「
艦
本
要
請
２
０
年
度
研
究
事
項
」（
昭
和
一
九
年
一

二
月
三
日
）
の
メ
モ
書
き
２
５

に
は
、「
誉 

c
r
a
n
k
 c
a
s
e

」
の
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に

同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
鋳
実
部
第
三
科
の
研
究
事
項
に
つ
い
て
の
メ
モ
書
き
２
６

に

は
「
誉
型
発
動
機
曲
肱
室
鋳
造
法
」
と
い
う
記
載
や
、
高
角
砲
部
品
製
造
の
研
究
に

関
す
る
記
載
も
見
ら
れ
る
。
昭
和
一
九
年
前
後
よ
り
、
戦
局
の
悪
化
は
深
刻
な
も
の

と
な
り
、
日
本
本
土
へ
の
空
襲
も
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
迎
撃
用
の
航
空
機
や
対
空

砲
の
迅
速
な
生
産
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
背
景
に
挙
げ
ら
れ
る
。
研
究
事
項
中
、
複

数
回
登
場
し
て
い
る
誉
発
動
機
は
、
中
島
飛
行
機
が
開
発
し
た
二
千
馬
力
級
の
航
空

用
発
動
機
で
、
海
軍
は
「
銀
河
」
や
「
紫
電
改
」
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
新

型
機
に
同
発
動
機
を
採
用
し
て
い
た
。
同
発
動
機
の
曲
肱
室
は
ス
チ
ー
ル
製
で
鍛
造

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
２
７

が
、
こ
れ
ら
の
メ
モ
書
き
の
記
載
か
ら
は
、
こ
れ
を

鋳
造
品
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
二
〇
年
頃
に
は
、
十

一
空
廠
を
含
む
各
地
の
航
空
機
工
場
で
は
、「
紫
電
改
」
の
大
量
生
産
を
行
う
た
め
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
鋳
実
部
に
お
け
る
誉
発
動
機
の
部
品
製
造
に
関
す
る
研

究
も
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 
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研
究
内
容
へ
の
影
響
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
同
時
期
、
鋳
実
部
の
職
員

の
中
に
は
、
造
機
部
な
ど
の
製
造
部
と
兼
任
で
、
実
際
の
部
品
製
造
に
携
わ
っ
て
い

た
も
の
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
前
出
の
藤
田
氏
も
そ
の
一
人
で
鋳
実
部
と
造
機
部

の
部
員
を
兼
任
し
、
終
戦
前
後
に
は
局
地
戦
闘
機
「
秋
水
」
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
製
造

に
携
わ
っ
て
い
た
２
８

。
武
智
氏
も
同
様
で
、
「
秋
水
」
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
部
品

（
燃
焼
室
）
の
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た
。
終
戦
後
に
武
智
氏
に
よ
り
持
ち
帰
ら
れ
た

同
部
品
の
実
物
は
現
在
、
当
館
に
所
蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
争
末
期
の
広
工

廠
の
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
〇
年
五
月
初
め
の
空
襲
に
よ
り
広
工
廠
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
り
、
そ
の

機
能
を
ほ
ぼ
停
止
さ
せ
た
。
そ
の
月
の
六
月
下
旬
、
広
工
廠
は
十
一
空
廠
へ
と
吸
収

合
併
さ
れ
、
造
機
部
・
鋳
物
実
験
部
も
そ
の
ま
ま
同
廠
の
一
部
署
と
な
っ
た
。
鋳
物

実
験
部
も
空
襲
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
の
職
員
は
造
機
部
員
な
ど
を

兼
務
し
引
き
続
き
、
研
究
や
製
造
業
務
に
従
事
し
つ
つ
終
戦
を
迎
え
る
。
終
戦
時
、

十
一
空
廠
で
は
、
飛
行
機
部
で
「
紫
電
改
」（
月
産
五
機
を
目
標
）
を
、
発
動
機
部
で

は
誉
発
動
機
（
月
産
一
二
〇
台
を
目
標
）
を
各
々
生
産
中
で
あ
っ
た
２
９

。
広
工
廠
よ

り
吸
収
さ
れ
た
造
機
部
と
機
関
実
験
部
で
は
、
特
呂
二
号
原
動
機
（
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
）
は
月
産
五
〇
台
、
ネ
二
〇
発
動
機
（
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
）
は
月
産
五
台
を

目
標
と
し
て
生
産
予
定
で
あ
っ
た
３
０

。
日
米
開
戦
以
前
は
、
艦
艇
機
関
の
製
造
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
旧
広
工
廠
造
機
部
も
戦
争
末
期
に
は
、
十
一
空
廠
の
下
で
航

空
用
発
動
機
の
生
産
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。
鋳
実
部
も
同
様
で
、
そ
の
職
員
は
航
空

機
用
部
品
の
製
造
法
を
研
究
し
つ
つ
、
実
際
に
そ
の
製
造
に
携
わ
っ
た
。 

 

鋳
物
実
験
部
は
、
海
軍
に
お
け
る
鋳
造
技
術
の
一
大
研
究
・
実
験
拠
点
と
し
て
設

立
さ
れ
た
が
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
す
前
に
終
戦
を
迎
え
る

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
武
智
氏
や
藤
田
氏
を
は
じ
め
と
す
る
同
部
の
関
係
者
の
多
く

は
、
引
き
続
き
鋳
物
に
関
わ
り
続
け
、
日
本
の
鋳
造
技
術
を
支
え
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
設
立
か
ら
終
戦
ま
で
、
広
工
廠
に
お
け
る
鋳
物
技
術
の
変
遷
に
つ
い
て
所

蔵
資
料
を
中
心
に
見
て
き
た
。
広
工
廠
に
お
け
る
鋳
物
技
術
は
、
造
機
部
に
お
け
る

艦
艇
機
関
・
推
進
器
の
製
造
よ
り
始
ま
り
、
以
後
、
航
空
機
部
品
な
ど
幅
広
い
分
野

の
製
品
を
製
造
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
技
術
水
準
は
戦
間
期
の
昭
和
初
期
に
頂
点
に

達
し
、
特
に
艦
艇
の
推
進
器
製
造
の
分
野
で
は
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
一
七
年
に
鋳
物
実
験
部
が
設
置
さ
れ
る
と
、
広
工
廠
は
名
実
と
も
に
海

軍
鋳
物
技
術
の
一
大
研
究
・
製
造
拠
点
と
な
っ
た
も
の
の
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
そ

の
役
割
を
果
た
す
前
に
終
戦
と
な
っ
た
。 

 

広
工
廠
の
鋳
物
技
術
は
艦
艇
の
み
な
ら
ず
、
航
空
機
の
開
発
に
つ
い
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
と
り
わ
け
設
立
間
も
な
い
広
工
廠
で
、
航
空
機
の
国
産
化
を
進

め
る
中
、
航
空
用
発
動
機
の
部
品
に
つ
い
て
、
そ
の
鋳
造
法
の
研
究
が
行
わ
れ
た
の

が
同
廠
造
機
部
で
あ
っ
た
。
広
工
廠
航
空
機
部
は
、
造
機
部
に
お
け
る
こ
う
し
た
鋳

造
法
の
開
発
を
足
掛
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
航
空
機
の
機
体
・
発
動
機
両
方
の
国
産

化
に
成
功
し
、
海
軍
航
空
技
術
の
基
盤
を
固
め
た
の
で
あ
る
。 

 

一
般
的
に
海
軍
の
技
術
的
側
面
を
振
り
返
る
際
、
鋳
物
技
術
に
つ
い
て
は
注
目
さ

れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
、
艦
艇
か
ら
航
空
機
に
至
る
ま
で
、
兵
器
の

製
造
に
必
須
の
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
稿

は
あ
く
ま
で
広
工
廠
・
十
一
空
廠
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
海
軍
全
体
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
横
須
賀
・
舞
鶴
・
佐
世
保
な

ど
の
各
工
廠
を
中
心
に
同
様
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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【
註
】 

１ 

武
智
馨
関
係
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
海
軍
工
廠
（
第
十
一
海
軍
航
空

廠
）
の
一
側
面
䢣
武
智
馨
関
係
資
料
と
鋳
物
実
験
部
䢣
」（
『
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館 

研
究
紀
要 

第
一
二
号
』
、
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
、
平
成

三
〇
年
、
二
～
一
一
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。 

２ 

田
村
信
三
『
廣
町
郷
土
誌 

第
２
巻
』
、
廣
郷
土
史
史
談
会
、
昭
和
二
七
年
、
三
九
～

四
一
頁
。 

３ 

い
ず
れ
も
二
階
堂
資
料
「
鋳
物
作
業
（
廣
）
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
。 

４ 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
「
鋳
物
月
報 

第
四
号
」
、
大
正
一
三
年
。 

５ 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
「
鋳
物
月
報 

第
五
号
」
、
大
正
一
三
年
一
一
月
。 

６ 

約
三
時
間
か
ら
約
一
時
間
へ
と
短
縮
（
「
鋳
物
月
報 

第
五
号
」
）
。 

７ 

液
冷
直
列
六
気
筒
。
横
廠
式
イ
号
甲
型
水
上
練
習
機
、
一
三
式
練
習
機
等
へ
搭
載
。

広
工
廠
で
は
、
大
正
一
二
年
～
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
間
に
六
〇
台
ほ
ど
を
生

産
。（
檀
正
二
『
第
一
一
海
軍
航
空
廠
発
動
機
部
（
広
海
軍
工
廠
航
空
機
部
発
動
機
課
）

之
記
録
』
、
バ
ブ
日
立
工
業
株
式
会
社
、
昭
和
五
八
年
、
二
三
頁
。
） 

８ 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
「
鋳
物
月
報 

第
二
号
」
、
大
正
一
三
年
八
月
。 

９ 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
「
鋳
物
月
報 

第
十
一
号
」
、
大
正
一
四
年
五
月
。 

１
０ 

中
川
良
一
・
水
谷
総
太
郎
『
中
島
飛
行
機
エ
ン
ジ
ン
史 

若
い
技
術
者
集
団
の
活

躍 

増
補
新
装
版
』
、
昭
和
六
〇
年
、
二
二
～
二
三
頁
。 

１
１ 

JA
C

A
R

(

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー)R

ef.C
05021840300

、
公
文
備
考 

昭
和

六
年 

Ｏ 

官
衛
．
執
務
．
工
労
務 

巻(

防
衛
省
防
衛
研
究
所)

。 

１
２ 

同
右
、
六
画
像
目
。 

 

１
３ 

同
右
、
一
一
画
像
目
～
一
二
画
像
目
。 

１
４ 

武
智
資
料T

C

䢣166 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
「
雑
報
告 

薄
肉
鋳
鋼
鋳
造
法
」
、
昭

和
八
年
八
月
。 

１
５ 

二
階
堂
資
料 

広
海
軍
工
廠
「
推
進
器
鋳
造
講
習
会
報
告
書
（
其
三
）
」
、
昭
和
一
二

年
三
月
に
掲
載
の
表
よ
り
。 

１
６ 

藤
田
忠
男
『
マ
ン
ガ
ン
青
銅
推
進
器
鋳
造
法
の
研
究
』
、
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九

五
五
年
、
一
頁
。
な
お
同
書
は
、
藤
田
氏
が
広
工
廠
で
行
っ
た
研
究
を
戦
後
に
ま
と

め
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。 

１
７ 

藤
田
前
掲
書
、
一
頁
。 

１
８ 

「
湯
垢
」
の
一
例
と
し
て
は
溶
解
金
属
の
表
面
が
空
気
中
の
酸
素
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
酸
化
物
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

１
９ 

藤
田
前
掲
書
、
三
六
～
三
七
頁
。 

２
０ 

藤
田
忠
男
『
僕
と
鋳
物
』
、
平
成
四
年
、
三
七
～
三
八
頁
。 

２
１ 

武
智
資
料T

C

䢣072 

広
海
軍
工
廠
造
機
部
長
「
鋳
物
実
験
部
（
仮
称
）
設
立
ニ
関

ス
ル
件
照
会
」
昭
和
一
六
年
。 

２
２ 

武
智
資
料T

C

䢣093

䢣2 

「
鋳
実
部
ノ
必
要
ナ
ル
理
由
」
、
昭
和
一
六
年
か
。 

２
３ 

武
智
資
料T

C

䢣035

䢣7~
20 

「
研
究
打
合
会
覚
」
昭
和
一
七
年
～
一
八
年
。 

２
４ 

武
智
資
料T

C

䢣105

䢣5 

「
鋳
物
実
験
部
実
験
事
項
関
係
書
類
」
。 

２
５ 

武
智
資
料T

C

䢣105

䢣5

。 
２
６ 
武
智
資
料T

C

䢣098

䢣17 

「
第
三
科 

研
究
実
験
工
事
」
。 

２
７ 

中
川
・
水
谷
前
掲
書
、
一
二
五
～
一
二
九
頁
。 

２
８ 

「
僕
は
広
工
廠
に
復
帰
し
た
後
、
鋳
物
実
験
部
と
造
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【表】広海軍工廠造機部「鋳物月報」「鋳物季報」（大正13年7月～昭和3年11月）項目一覧

鋳物月報　第一號　大正13年7月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　二十七駆逐艦高低圧タルビン仕切板，二十九駆逐艦減車室　〇合金　赤城推進器（マンガン青
銅），赤城船尾軸被金（青銅），十九及二十一駆逐艦給水喞筒弁及弁座，二十七駆逐艦高圧タルビン噴口
（燐青銅），ローレン式四百馬力発動機歪輪軸筐及蓋（アルミニウム）

鋳物月報　第二號　大正13年8月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　第二十七駆逐艦高低圧タルビン仕切板，第二十九駆逐艦低圧タルビン車室（上部），同軸承，ロー
レン式四百馬力発動機吸鍔環　〇合金　第二十七駆逐艦推進器，赤城推進器，同海水吸入弁（ニッケルブロ
ンズインゴット），軍艦妙高送水機扇車軸（ニッケルブロンズインゴット），ベンツ式百三十馬力発動機上下部曲
肱室（アルミニウム），第二十九駆逐艦減速車室（アルミニウム）

鋳物月報　第三號　大正13年9月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇銑鉄　第二十九駆逐艦高圧タルビン，第二十九駆逐艦低圧タルビン，ローレン吸鍔衛帯環　〇合金　航空
母艦赤城推進器，第二十七駆逐艦推進器，ローレン式発動機吸鍔（アルミニウム），那智・十九駆逐艦主送水
器扇車（ニッケルブロンズインゴット）

鋳物月報　第四號　大正13年10月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　第二十九駆逐艦高低圧タルビン車室，那智、妙高給水喞筒滑弁　〇合金　第二十七駆逐艦推進器
右舷，航空母艦赤城推進器，同冠母螺（キューポラ？），第四五・五八・六二号潜水艦注水弁，第二十九駆逐
艦タルビン付属品，ローレン式四百馬力吸鍔（アルミニウム），ベンツ式一三〇馬力発動機曲肱室（アルミニウ
ム）

鋳物月報　第五號　大正13年11月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇銑鉄　七号型給水喞筒　滑弁、滑弁筐、気筒蓋，七号型給水喞筒　諸金物治具，ベンツ式一三〇馬力発
動機用　諸金物治具，機械工場用ボーリング用マンドロール，発電所増設管灰揚装置用金物，軽金属工場プ
ロフィールドローベンチ金物，同ナイターバース用金物　〇鎕　母艦赤城　推進器　冠，同　艤装用金物，二
十七駆逐艦推進器　左，十九駆逐艦　推進器　右，二十九駆逐艦減速車室附属金物，同タルビン附属金物，
六二・五八・四五潜水艦主注水弁，魚雷追跡艇推進軸　ニッケル青銅，妙高・二十九駆逐艦主送水器扇車軸
ニッケル青銅，ベンツ式一三〇馬力発動機ノ曲肱室　アルミニウム，同附属品　アルミニウム

鋳物月報　第六號　大正13年12月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　七号型給水喞筒　滑弁・滑弁筐，同気筒，同諸治具，機関研究部　定盤，ベンツ式一三〇馬力発動
機　治具，軽金属工場プロフィールドローベンチ金物，同フイターバース用金物，機械工場ホリゾンタルミーリ
ングマシン　〇鎕　第十九駆逐艦　推進器（左舷），同冠，赤城　推進器冠其ノ他，四五潜水艦　主注水弁，二
十九駆逐艦減速車室　附属金物，同タルビン　附属金物，ベンツ式一三〇馬力発動機　吸鍔　アルミニウム，
ローレン式四百馬力発動機　吸鍔　アルミニウム，ベンツ式一三〇馬力発動機　曲肱室　アルミニウム，同　附
属金物　アルミニウム

鋳物月報　第七號　大正14年1月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　七号型給水喞筒　妙高・那智用，ローレン式発動機　吸鍔環，ベンツ式発動機　同，ベンツ式一三〇
馬力発動機，ホリゾンタルミーリングマシン，発電所増設缶用諸金物，駆逐艦タルビン車室　〇鋳鋼　妙高・那
智用給水喞筒　吸鍔，発動機工場運搬車　車輪支基，駆逐艦タルビン車室　〇鎕　二十九駆逐艦減速車室
附属金物，同高低圧タルビン車室　附属金物，七号型給水喞筒水筒　妙高・那智用，ベンツ式一三〇馬力発
動機　曲肱室　アルミニウム，同　附属金物　アルミニウム，ローレン式四百馬力発動機　吸鍔　アルミニウム，
二五・三〇・二八駆逐艦　扇車軸　ニッケルブロンズ

鋳物月報　第八號　大正14年2月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　駆逐艦高圧タルビン　車室，同低圧タルビン　車室，妙高・那智用七号型給水喞筒　気筒，同気筒
蓋，同滑弁筐，軽金属工場ナイターバース，ロレーン四百馬力発動機　吸鍔環，同　諸治具，ベンツ式一三〇
馬力発動機　吸鍔環，同　諸治具，発電所増設罐　諸金物　〇鋳鋼　駆逐艦高圧タルビン，同低圧タルビン，
伊号二五号潜水艦　発動筒，七号型給水喞筒　吸鍔，発電所増設罐灰揚　金物，陸上試験タルビン　車室，
七号型給水喞筒吸鍔棒運動部　金物，航空機部運搬車　金物　〇鎕　七号型給水喞筒　水筒，同喞筒蓋，
同蒸気弁排出弁，同金属弁，同吸鍔，湊海軍病院温泉喞筒　堰戸弁，二十九駆逐艦減速車室軸承蓋　アル
ミニウム，F五号艇広式気仕機　アルミニウム，ベンツ式一三〇馬力発動機　アルミニウム，同　アルミニウム，ロ
レーン式四百馬力発動機吸鍔　アルミニウム，ベンツ式一三〇馬力発動機吸鍔　アルミニウム，ベンツ式一三
〇馬力発動機ノ曲肱室　アルミニウム
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鋳物月報　第九號　大正14年3月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　駆逐艦減速車室　下部，同低圧タルビン車室　軸承，妙高・那智七号型給水喞筒　気筒，同滑弁
筐，同気筒蓋，同噴燃喞筒　滑弁　〇鋳鋼　二五号潜水艦　発動筒，陸上試験タルビン　車室，七号型給水
喞筒　吸鍔，飛行艇運搬車　金物，七号型給水喞筒　吸鍔運動部金物　〇鎕　七号型給水喞筒　喞筒，湊海
軍病院温泉喞筒　金物，ローレン式発動機　吸鍔　アルミニウム，ベンツ式発動機　吸鍔　アルミニウム，同
曲肱室　アルミニウム，広式気化器　金物　アルミニウム

鋳物月報　第十號　大正14年4月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　那智・妙高用七号型給水喞筒　気筒，二十八駆逐艦タルビン車室　軸承，同減速車室　下部，機械
工場ホリゾンタルミーリングマシン　本体，那智・妙高用強圧注油喞筒　附属金物，同噴燃用油喞筒　附属金
物　〇鋳鋼　陸奥前後進操縦弁　左舷外軸用，同　同内軸用，伊号第二五潜水艦主機械　発動筒，陸上試
験タルビン用　車室，二十八駆逐艦タルビン　車室　〇合金　那智・妙高用七号型給水喞筒　喞筒，同　附属
金物，ベンツ式一三〇馬力発動機　曲肱室（アルミニウム），同　附属金物（アルミニウム），三二号駆逐艦送水
喞筒　扇車軸（ニッケルブロンズ），二三号駆逐艦送水喞筒　同（ニッケルブロンズ），三一号駆逐艦送水喞筒
同（ニッケルブロンズ）

鋳物月報　第十一號　大正14年5月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　七号型給水喞筒　気筒，妙高・那智噴燃用油喞筒　気筒，同強圧注油喞筒　気筒，七号型給水喞筒
附属金物，機械工場用ホリゾンタルミーリングマシン　本体，妙高・那智噴燃用油喞筒　喞筒，二八駆逐艦減
速車室　下部，同上部　〇鋳鋼　陸奥操縦弁　内軸及外軸側，伊号二五号潜水艦　発動筒，七号型給水喞
筒吸鍔運動部　金物，R飛行艇運搬車　金物　〇合金　七号型給水喞筒　喞筒，十九号駆逐艦左舷用　推進
器，二七号駆逐艦左舷用　推進器，ベンツ式一三〇馬力発動機　曲肱室（アルミニウム），ロレーン式四〇〇
馬力発動機　広式気仕器（アルミニウム），妙高・那智罐室消防喞筒　附属金物，同噴燃用油喞筒　附属金
物，七号型給水喞筒吸鍔棒　ニッケルブロンズ

鋳物月報　第十二號　大正14年6月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　二八駆逐艦減速車室　上部，同下部，妙高・那智噴燃油喞筒　気筒，同水筒，同強圧注油喞筒　気
筒，同罐室消防喞筒　気筒，同油タンク喞筒，同給水喞筒　治具，五号型給水喞筒　治具，ベンツ式一三〇
馬力発動機　吸鍔環　〇合金　妙高・那智給水喞筒　喞筒，同罐室消防喞筒　喞筒，二十九駆逐艦高圧タル
ビン　噴口輪，同低圧タルビン　後進噴口輪，ベンツ式一三〇馬力発動機　曲肱室（アルミニウム），同附属金
物（アルミニウム），ロレーン式四百馬力発動機　注油喞筒（アルミニウム）　〇鋳鋼　伊号第二五潜水艦主機
械　発動筒，R飛行艇運搬車　金物，二八駆逐艦低圧タルビン吊揚装置　金物

鋳物月報　第十三號　大正14年7月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　妙高・那智用強圧注油喞筒　気筒，同噴油喞筒　気筒，同　同　水筒，二十八駆逐艦高圧「タルビ
ン」車室　仕切板，同低圧「タルビン」　同　〇鋳鋼　伊号二十五号潜水艦主機械　発動筒　〇合金　那珂予備
推進器　左舷，二十八駆逐艦減速車室　軸承裏金，同「タルビン」車室　軸承裏金，妙高・那智給水喞筒　金
属弁，同　金属衛帯，同罐室消防喞筒　水筒，四百馬力ロレーン発動機　曲肱室，一三〇馬力ベ式発動機
曲肱室

鋳物月報　第十四號　大正14年8月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鋼　伊号二十五号潜水艦主機械　発動筒，二十八号駆逐艦駆逐艦高圧タルビン　車室，同低圧タルビ
ン　車室　〇鋳鉄　二十八号駆逐艦減速車室　上部，三二号駆逐艦給水喞筒　蒸気筒，妙高・那智噴燃油喞
筒　水筒，同強圧注油喞筒　水筒，同機械消防喞筒　気筒　〇合金　軍艦那珂予備推進器　右舷，三二号駆
逐艦給水喞筒　水筒，二八号駆逐艦諸鎕類　一式，二九号駆逐艦諸鎕類　一式，伊号五三・五五号潜水艦
アルミニウム金物　一式，ローレン式発動機附属金物　アルミニウム，ベ式一三〇馬力発動機附属金物　アル
ミニウム

鋳物月報　第十五號　大正14年9月末調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鋼　伊号二十五号潜水艦主機械　発動筒，二十八号駆逐艦高圧タルビン　車室，同低圧タルビン　車
室，三十二号駆逐艦給水喞筒　吸鍔，同滑頭　〇鋳鉄　妙高・那智機械室消防喞筒　気筒，同噴燃油喞筒
水筒，同強圧注油喞筒　水筒　〇合金　三二号駆逐艦給水喞筒　水筒，同附属鎕金物　一式，同第一罐室
伸縮継手鞘輪　ニッケル青銅，二十八駆逐艦タルビン車室・減速車室附属金物　一式，ベ式一三〇馬力発動
機曲肱室附属金物　アルミニウム，ロレーン式四〇〇馬力発動機曲肱室附属金物　アルミニウム，機関研究
部送風機試験用　空気噴口，同主送水喞筒試験用　扇車，同給水喞筒試験用　水量自動調節弁
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鋳物月報　第十六號　大正14年10月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鋼　二八駆逐艦　低圧タルビン車室，同高圧タルビン車室，伊号二十五号潜水艦　主機械発動筒，伊号
五十八号潜水艦　内火式機械筒蓋，二八駆逐艦　高低圧タルビン釣上装置金物　〇鋳鉄　妙那機強圧油喞
筒　水筒，那智主送水機械　機械台，同　蒸気用，三四駆逐艦減速装置車室　下部　〇合金　那智主送水機
扇車筐　上部，三二駆逐艦罐室蒸気管　伸縮接手，二八駆逐艦タルビン附属鎕物　一式，那智抽気喞筒鎕
物　一式，ベ式一三〇馬力発動機曲肱室，同吸鍔

鋳物月報　第十七號　大正14年11月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鋼　三四駆逐艦　高圧及低圧「タルビン」車室，伊二五潜水艦　主機械発動筒，二十八駆逐艦　蒸気噴
口弁　〇鋳鉄　三四駆逐艦減速車室　上部及下部，軍艦那智主送水喞筒　機械台，同　蒸気筒，同強圧油
喞筒　水筒　〇合金　軍艦那智　主送水喞筒扇車筐上部，母艦赤城　予備推進器（右舷機），二九駆逐艦
機械室及罐室蒸気弁，五三潜水艦　ベント弁及油圧筒，ロレーン四百馬力発動機曲肱室，ベンツ式一三〇
馬力発動機曲肱室

鋳物月報　第十八號　大正14年12月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鋼　伊二五潜水艦　発動筒，ズ式三〇〇馬力内火式機械　発動筒外衣，同筒蓋，二十八駆逐艦　蒸気
噴口弁，三四駆逐艦　高圧及低圧「タルビン」車室　〇鋳鉄　三四駆逐艦　減速車室上部，那智抽気喞筒　蒸
気筒，同　送水喞筒　蒸気筒　〇合金　赤城予備推進器　右舷機，五三潜水艦ベント弁及油圧筒，二八駆逐
艦　蒸気弁，二九駆逐艦罐室及機械室弁及弁座，那智送水喞筒　扇車筐上部，ローレン式四百馬力発動機
曲肱室

鋳物季報　第一號　大正15年5月調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　三四駆逐艦　高圧及低圧タルビン車室，二八駆逐艦　仕切板，組立工場運転台　定盤，二八駆逐艦
減速車室　〇鋳鋼　伊号二五潜水艦　主機械発動筒，ズ式蓋式内火機械　発動筒蓋，同　同　外衣，三四駆
逐艦　高圧及低圧タルビン車室，二九駆逐艦　操縦弁，長門及陸奥　操縦弁　〇合金　加古前進及後進蒸気
自在接手　ニッケルブロンズ，加賀機械室蒸気　伸縮接手　ニッケルブロンズ，二九駆逐艦操縦弁　伸縮接手
ニッケルブロンズ，同加減弁　ニッケルブロンズ，三二駆逐艦送水機用　扇車軸　ニッケルブロンズ，二九駆逐
艦罐室蒸気　伸縮接手　ニッケルブロンズ，赤城予備推進器，衣笠予備推進器，那智主送水器　扇車筐，同
抽気喞筒，五三・五五潜水艦　油圧筒及ラックギヤー二艦分，ロ式四〇〇馬力発動機　曲肱室，ベ式一三〇
馬力発動機　曲肱室

鋳物季報　第二號　昭和2年8月末日調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　第四二号駆逐艦高圧タルビン仕切板，同低圧タルビン仕切板，同単式タルビン仕切板，同巡航減速
装置車室上部，第三九号駆逐艦主減速装置車室上下部，同単式タルビン車室上下部，同低圧タルビン車室
上下部，第自三六至四三号旋転式給水喞筒車室及軸承等，第三七号給水喞筒気筒　〇合金　足柄・羽黒給
水喞筒本体其ノ他附属品，第自三六至四三号旋転式給水喞筒扇車■環扇車軸等，那智用主送水喞筒扇車
筐，妙高缶室及機械室用伸縮接手，第三八駆逐艦主送水喞筒扇車軸，那智用伝声管用水防コック　〇鋳鋼
第自三六至四三号駆逐艦旋転式給水喞筒車室，同蒸気弁，同噴口翼植込部，妙高機械室漉網付塞止弁，
第三九号駆逐艦主減速装置親歯車隔片

鋳物季報　第三號　昭和3年5月末調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　四五駆逐艦減速車室及タルビン車室，駆逐艦旋転式給水喞筒タルビン車室其ノ他　〇鋳鋼　四五
駆逐艦タルビン車室附属鋳鋼物，駆逐艦旋転式給水喞筒タルビン車室　〇鎕　四五駆逐艦タルビン及減速
車室附属金物，駆逐艦旋転式給水喞筒金物，第五掃海艇推進器　〇軽合金　四五駆逐艦タルビン車室及減
速車室附属金物，四五〇馬力発動機用曲肱室其ノ他一切

鋳物季報　第四號　昭和3年11月末調　　廣海軍工廠造機部

〇鋳鉄　駆逐艦狭霧　高圧タルビン車室，同低圧タルビン車室，同単式タルビン車室，同減速車室，同巡航タ
ルビン車室，同巡航減速車室，高雄補助給水喞筒気筒，同噴燃喞筒水筒及気筒，強圧注油喞筒水筒及気
筒，鳥海・摩耶・高雄・愛宕旋転式給水喞筒鋳鉄物　一式，ラ式発動筒　蓋　〇鋳鋼　鳥海・摩耶・高雄・愛宕
旋転式給水喞筒　鋳鋼物一式，駆逐艦狭霧　鋳鋼物一式，高雄補助給水喞筒　鋳鋼物一式　〇鎕　駆逐艦
狭霧　タルビン車室　鎕物一式，同減速車室　鎕物一式，鳥海・摩耶・高雄・愛宕旋転式給水喞筒　鎕金物一
式，高雄補助給水喞筒　鎕物一式，同噴燃喞筒　鎕物一式，同強圧喞筒　鎕物一式　〇軟合金　ローレン四
五〇馬力発動機軽合金物一式

※本表は二階堂資料 「鋳物作業（廣）」を元に作成した。
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資
料
紹
介 

 

「
昭
和
十
四
年 

参
本
情
報
記
録
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
事
件
関
係
綴
」 

䢣
九
月
・
現
地
参
謀
ト
連
絡
䢣 

 

濱
名 

翔
平 

 

「
昭
和
十
四
年 

参
本
情
報
記
録
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
事
件
関
係
綴
」（
以
下
「
情
報

記
録
」
）
は
、
当
館
所
蔵
の
史
料
調
査
会
資
料
に
含
ま
れ
る
資
料
で
あ
る
。
筆
者
は
本

資
料
が
日
本
陸
軍
の
対
ソ
情
報
活
動
を
見
る
う
え
で
重
要
と
考
え
、『
呉
市
海
事
歴
史

科
学
館
研
究
紀
要
』
第
十
一
・
十
二
号
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
本
稿
で
は
、
資
料
の

最
終
部
分
に
あ
た
る
「
九
月
」
と
「
現
地
参
謀
ト
連
絡
」
を
掲
載
す
る
。 

本
稿
に
掲
載
す
る
「
九
月
」
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
停
戦
に
至
る
時
期
で
あ
る
。

八
月
末
に
ソ
連
軍
の
攻
勢
を
受
け
、
関
東
軍
の
第
二
十
三
師
団
が
壊
滅
、
陸
軍
中
央

は
事
件
の
収
拾
を
外
交
交
渉
に
ゆ
だ
ね
、
九
月
十
五
日
に
日
ソ
間
で
停
戦
協
定
が
成

立
し
た
。「
情
報
記
録
」
は
、
停
戦
協
定
成
立
の
翌
日
（
九
月
十
六
日
）
の
第
八
十
五

号
で
終
了
し
て
い
る
。 

「
現
地
参
謀
ト
連
絡
」
は
、
参
謀
本
部
の
派
遣
参
謀
や
関
東
軍
第
二
課
の
参
謀
が

参
謀
本
部
第
二
部
第
五
課
に
電
話
連
絡
し
た
情
報
が
記
さ
れ
て
お
り
、
六
月
二
十
五

日
か
ら
七
月
二
十
七
日
ま
で
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
詳
細
電
報
ニ
依
ル
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
電
話
連
絡
と
並
行
し
て
電
報
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
電
話
・
電
報
に
よ
る
報
告
を
中
心
に
、
参
謀
本
部
第
二
部
第
五
課

が
諸
情
報
を
編
集
し
た
も
の
が
「
情
報
記
録
」
と
考
え
ら
れ
る
。
情
報
活
動
の
中
枢

に
あ
た
る
部
署
が
作
成
・
伝
達
し
た
「
情
報
記
録
」
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
時
の
対

ソ
情
報
活
動
の
実
態
を
解
明
す
る
う
え
で
、
重
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
当
館
学
芸
員
） 

 ●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
三
号 昭

和
十
四
年
九
月
一
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
ニ
関
シ
テ
ハ
其
後
新
報
ヲ
得
ス 

２
飛
行
部
隊
（
八
月
三
十
日
） 

イ
．
八
月
三
十
日
我
カ
飛
行
隊
ハ
四
次
ニ
亘
リ
出
動
シ
小
松
原
部
隊
前
面
ノ

敵
戦
車
ヲ
索
メ
テ
爆
撃
セ
リ 

ロ
．
我
カ
戦
闘
隊
ノ
一
部
ハ
三
十
日
十
三
時
頃
「
ノ
ロ
」
台
上
空
ニ
於
テ
敵

戦
闘
機
四
䢣
五
十
機
ト
、
又
他
ノ
一
部
ハ
十
三
時
三
十
分
頃
同
地
上
空

ニ
於
テ
敵
戦
闘
機
約
三
十
機
ト
夫
々
交
戦
シ
撃
墜
確
実
ナ
ル
モ
ノ
二

十
四
機
、
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
十
機
ナ
リ 

ハ
．
本
日
ノ
戦
闘
ニ
於
ケ
ル
我
ノ
損
害 

未
タ
帰
還
セ
サ
ル
モ
ノ 

戦
闘
機 

一 

自
爆
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

一 

不
時
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

二 

二
、
事
件
地
方
面
ノ
敵
情 

１
八
月
三
十
日
入
手
ノ
情
況
（
確
度
丙
） 

イ
． 
戦
場
附
近
ニ
於
ケ
ル
蘇
連
軍
参
戦
部
隊
ハ
第
三
六
、
第
二
〇
（
駐
第
五
〇
？
）

自
動
車
化
師
団
並
ニ
第
三
十
二
、
第
十
九
、
第
十
一
、
第
五
機
械
化
旅
団

ニ
シ
テ
蒙
古
騎
兵
第
三
師
団
及
第
六
師
団
ハ
予
備
隊
ナ
リ 
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ロ
．
蘇
連
空
軍
ノ
損
耗
ハ
完
全
ニ
補
充
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
飛
行
部
隊
ノ
志
気
沮
喪

甚
シ
ク
国
内
ニ
於
テ
ハ
一
般
ニ
国
民
ノ
外
蒙
古
戦
線
ニ
行
ク
ヲ
好
マ
サ
ル

ヲ
以
テ
派
遣
先
ヲ
明
示
セ
ス
シ
テ
操
縱
士
希
望
者
ヲ
募
集
シ
ツ
ツ
ア
リ 

２
八
月
三
十
日
入
手
ノ
情
況
（
確
度
乙
） 

八
月
二
十
八
日
「
ジ
ヤ
ウ
オ
ロ
ニ
ン
コ
フ
」
ヨ
リ
「
チ
タ
」
ヘ
ノ
通
話
ニ
ヨ

レ
ハ
在
「
バ
イ
ン
ト
メ
ン
」
第
二
軍
飛
行
隊
ハ
目
下
快
速
偵
察
機
ニ
依
ル
海

拉
爾
空
襲
ヲ
準
備
中
ニ
シ
テ
其
ノ
爆
撃
目
標
ハ
兵
営
及
鉄
道
ナ
リ
、
而
シ
テ

右
脅
威
ハ
外
蒙
戦
線
ノ
拡
大
セ
ル
後
ニ
於
テ
行
ハ
ル
ル
筈
ナ
リ
ト 

３
八
月
二
十
八
日
蒙
蘇
軍
政
治
部
発
莫
斯
科
宛
報
告
要
旨
（
確
度
乙
） 

イ
．「
ハ
ル
ハ
」
紛
争
地
域
ニ
於
ケ
ル
蒙
蘇
軍
ハ
日
本
軍
ノ
攻
撃
ニ
対
シ
頑
強

ナ
ル
抵
抗
ヲ
為
ス
ト
共
ニ
敵
ノ
両
翼
ヲ
包
囲
攻
撃
中
ニ
シ
テ
友
軍
砲

兵
ノ
射
撃
ハ
極
メ
テ
正
確
ナ
リ 

ロ
．「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
戦
線
ノ
拡
大
ヲ
予
想
ス
如
何
ト
ナ
ラ
ハ
多
数
日
本
軍
隊

ハ
他
ノ
正
面
ヨ
リ
逐
次
戦
場
ニ
移
動
中
ナ
レ
ハ
ナ
リ 

ハ
．「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
現
陣
地
ノ
確
保
ニ
ツ
キ
自
信
ア
ル
ヲ
以
テ
将
来
更
ニ
陣

地
両
翼
ノ
拡
大
強
化
ニ
努
メ
以
テ
「
タ
ム
ス
ク
」
地
方
突
出
部
ノ
一
層

広
汎
ナ
ル
占
領
ヲ
期
ス 

ニ
．「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
右
計
画
準
備
ノ
為
「
ボ
リ
ソ
フ
ス
キ
ー
」
ヲ
先
ツ
「
エ

グ
ド
ズ
イ
ル
」（
不
詳
ナ
ル
モ
「
サ
ツ
パ
」
貝
子
南
方
ノ
「
ユ
ク
ゴ
イ
ル
」

カ
）
ニ
派
遣
シ
将
来
同
官
ヲ
シ
テ
右
翼
方
面
ヲ
「
フ
エ
ク
レ
ン
コ
」
ヲ

シ
テ
中
央
ヲ
又
「
ジ
ウ
コ
フ
」
ヲ
シ
テ
左
翼
方
面
ヲ
担
任
セ
シ
ム
ル
予

定
ナ
リ 

ホ
．「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
九
月
五
、
六
日
迄
ニ
満
州
国
西
部
地
方
ニ
ア
ル
「
パ
ル

チ
ザ
ン
」
ノ
活
動
ヲ
強
化
ス
ヘ
ク
主
張
シ
ア
リ 

４
八
月
三
十
日
入
手
ノ
情
況
（
確
度
乙
） 

外
蒙
ニ
ハ
目
下
「
ピ
リ
ュ
ー
コ
フ
」
政
治
三
等
大
将
（
独
立
第
二
軍
軍
事
会

議
員
）
及
「
メ
フ
リ
ス
」
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

５
八
月
三
十
日
入
手
ノ
情
況
（
確
度
乙
） 

俘
虜
及
文
書
調
査
ニ
依
レ
ハ
一
九
三
七
年
末
期
ヨ
リ
蘇
軍
飛
行
部
隊
ノ
編

成
ハ
旅
団
、
連
隊
（
ボ
ル
ク
）
大
隊
（
エ
ス
カ
ド
リ
ー
リ
ヤ
）
編
隊
ノ
四
隊

ニ
区
分
シ
数
箇
（
五
乃
至
七
）
大
隊
ヲ
以
テ
同
型
機
連
隊
ヲ
編
成
セ
ル
モ
ノ

ノ
如
シ 

（
註
）
従
来
ノ
飛
行
大
隊
ニ
関
ス
ル
既
存
情
報
ニ
対
シ
テ
ハ
隊
号
及
機
数
ニ

関
シ
新
タ
ニ
検
討
ヲ
加
フ
ル
必
要
ア
リ 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
四
号 昭

和
十
四
年
九
月
二
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
ニ
関
シ
テ
ハ
其
後
新
報
ヲ
得
ス 

２
飛
行
部
隊
（
八
月
三
十
一
日
） 

イ
．
八
月
三
十
一
日
我
カ
飛
行
隊
ハ
九
時
、
十
五
時
ノ
二
回
ニ
亘
リ
敵
機
械

化
部
隊
二
ヶ
連
隊
ヲ
爆
撃
ス 

ロ
．
我
カ
戦
闘
隊
ノ
一
部
ハ
十
五
時
頃
「
フ
イ
」
高
地
上
空
ニ
於
テ
敵
戦
闘

機
十
数
機
ト
又
一
部
ハ
「
イ
リ
ン
」
台
上
空
ニ
於
テ
四
䢣
五
十
機
ノ
戦

闘
機
ト
又
他
ノ
一
部
ハ
二
十
数
機
ノ
戦
闘
機
ト
夫
々
交
戦
シ
撃
墜
確

実
ナ
ル
モ
ノ
二
十
機
、
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
五
機
ナ
リ 
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ハ
．
我
カ
方
ノ
損
害
、
友
軍
飛
行
場
ニ
帰
還
後
墜
落
セ
シ
モ
ノ
戦
闘
機
二
不

時
着
ニ
依
ル
機
体
大
破
戦
闘
機
二
外
ニ
戦
死
一
負
傷
一
ナ
リ 

３
八
月
三
十
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

諜
者
報
ニ
依
レ
バ
八
月
上
旬
白
露
及
「
キ
エ
フ
」
両
軍
管
区
内
ノ
各
部
隊
ヨ
リ

抽
出
セ
ラ
レ
タ
ル
下
級
幹
部
及
特
殊
技
術
者
ノ
一
団
ハ
極
東
方
面
ニ
派
遣
セ
ラ

レ
タ
リ
ト 

四
、
輸
送
情
況 

１
「
チ
タ
」
䢣
「
モ
ス
ク
ワ
」
間
西
伯
利
鉄
道
視
察
情
況
（
確
度
甲
） 

イ
．
自
八
月
二
十
四
日
至
二
十
九
日
間
「
チ
タ
」
䢣
「
モ
ス
ク
ワ
」
間
沿
線
ニ

於
ケ
ル
作
戦
準
備
ニ
関
シ
テ
ハ
特
ニ
異
状
ナ
シ 

ロ
．
右
区
間
列
車
運
行
数
ハ
平
時
ヨ
リ
五
乃
至
十
列
車
増
加
シ
ア
ル
コ
ト
確
実

ナ
リ
、
又
「
モ
ロ
ト
フ
」
支
線
ハ
一
日
二
十
五
列
車
内
外
ナ
ル
モ
ノ
ノ
如

シ 

ハ
．
目
下
鉄
道
輸
送
ノ
重
点
ハ
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
戦
場
ニ
対
ス
ル
軍
需
資
材
ノ

前
送
ナ
ル
モ
一
部
兵
力
ノ
輸
送
ニ
任
ス
ル
一
方
依
然
「
バ
ム
」
鉄
道
其
他

ノ
建
設
ニ
使
用
セ
ラ
レ
ア
リ 

ニ
．
東
行
列
車
ノ
運
行
状
況
左
ノ
如
シ 

八
月
二
十
四
日
（
「
ア
タ
マ
ノ
フ
カ
」
䢣
「
ウ
ラ
ン
ウ
デ
」
間
） 

軍
隊
列
車 
 

 
 

見
ス 

軍
需
品
列
車 

 
 

一
〇 

八
月
二
十
五
日
（
「
バ
イ
カ
ル
」
䢣
「
ア
ル
ザ
マ
イ
」
間
） 

軍
隊
列
車 

 
 

 
 

七 

軍
需
品
列
車 

 
 

二
四 

八
月
二
十
六
日
（
「
ク
リ
ュ
ク
ウ
エ
ン
ナ
ヤ
」
䢣
「
タ
イ
ガ
」
間
） 

軍
隊
列
車 

 
 

 
 

五 

軍
需
品
列
車 

 
 

一
九 

八
月
二
十
七
日
（
「
ウ
ビ
ン
ス
カ
ヤ
」
䢣
「
オ
ム
ス
ク
」
䢣
「
ワ
ガ
イ
」
間
） 

軍
隊
列
車 

 
 

 
 

三 

軍
需
品
列
車 

 
 

一
五 

八
月
二
十
八
日
（
「
ス
ウ
エ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
」
䢣
「
バ
レ
ヂ
ノ
」
間
） 

軍
需
品
列
車 

 
 

 

三 

八
月
二
十
九
日
（
「
シ
ヤ
ー
リ
ヤ
」
䢣
「
モ
ス
ク
ワ
」
間
） 

軍
隊
列
車 

 
 

 
 

一 

計 

軍
隊
列
車 

 
 

 

一
六 

軍
需
品
列
車 

 
 

七
一 

ホ
．
目
撃
セ
ル
軍
需
品
次
ノ
如
シ 

（
１
）
「
ア
タ
マ
ノ
フ
カ
」
䢣
「
オ
ム
ス
ク
」
間 

戦
車
六
一
、
飛
行
機
箱
一
五
三
、
発
動
機
箱
六
〇
、
七
五
粍
砲
八
、

対
戦
車
砲
一
〇
、
貨
物
自
動
車
一
八
四
一
、
乗
用
車
四
七
、
有
蓋

自
動
車
一
一
六
、
牽
引
車
一
四
四
、
被
牽
引
車
二
六
〇
、
燃
料
「
タ

ン
ク
」
一
二
五
九 

（
２
）
「
オ
ム
ス
ク
」
䢣
「
バ
レ
ジ
」
間 

飛
行
機
箱
二
四
、
発
動
機
箱
三
、
貨
物
自
動
車
二
二
二
、
乗
用
車

一
六
、
被
牽
引
車
五
〇
、
燃
料
「
タ
ン
ク
」
一
五
〇 

ヘ
．
航
空
情
報 

（
１
）
「
ソ
ホ
ン
ド
」
ニ
飛
行
機
ヲ
見
ス 

（
２
）
「
バ
ー
ダ
」
ニ
爆
撃
機
二
〇 
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（
３
）
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」
ニ
爆
撃
機
三
〇 

（
４
）
「
ヂ
ヤ
ル
ゴ
ン
」
ニ
旧
式
飛
行
機
五 

（
５
）
「
ニ
ジ
ネ
ウ
ー
ジ
ン
ス
ク
」
ニ
於
テ
飛
行
中
ノ
偵
察
機
一 

ト
．
「
チ
タ
」
䢣
「
オ
ム
ス
ク
」
間
ノ
停
車
場
及
鉄
道
橋
ノ
警
備
至
厳
ナ
リ 

チ
．
家
族
携
行
ノ
各
兵
科
将
校
多
数
ハ
極
東
ヨ
リ
「
モ
ス
ク
ワ
」
附
近
ニ
向
ヒ

ツ
ツ
ア
リ 

２
八
月
二
十
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

外
蒙
戦
場
ニ
対
ス
ル
軍
需
品
ノ
大
量
輸
送
ハ
九
月
中
旬
迄
継
続
セ
ラ
ル
ヘ
シ 

八
月
二
十
日
在
「
チ
タ
」
内
務
人
民
委
員
部
発
「
モ
ス
ク
ワ
」
人
民
委
員
部
宛

報
告
要
旨 

目
下
外
蒙
作
戦
平
静
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ス
極
東
会
議
ノ
決
議
ニ
基
ツ
キ
短
時
日
ニ
軍

需
品
ノ
貯
蔵
ヲ
強
要
セ
ラ
レ
八
月
中
旬
ニ
於
ケ
ル
一
週
間
ノ
外
蒙
向
到
着
量
ハ

前
月
平
均
一
週
間
ノ
量
ヲ
凌
駕
シ
九
月
半
頃
迄
減
少
ノ
見
込
ナ
シ 

五
、
其
他
ノ
情
報 

１
八
月
三
十
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

「
シ
テ
ル
ン
」
等
勲
章
ヲ
授
与
セ
ラ
ル 

八
月
三
十
日
蘇
連
政
府
ハ
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
ノ
戦
闘
ニ
於
ケ
ル
功
ニ
依

リ
左
ノ
如
ク
勲
章
ヲ
授
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
表
セ
リ 

イ
．「
蘇
連
ノ
英
雄
」
ナ
ル
名
称
ヲ
「
シ
テ
ル
ン
」
二
等
大
将
、「
ジ
ウ
コ
フ
」

軍
団
長
、「
ヤ
コ
ブ
レ
ー
エ
フ
」
師
団
長
、
航
空
少
佐
二
名
外
ニ
下
士
官

兵
二
十
八
名 

ロ
．
「
レ
ー
ニ
ン
」
勲
章 

五
九
五
名 

ハ
．
赤
軍
章 

一
三
四
名 

ニ
．
武
勇
章 

 

三
三
名 

ホ
．
戦
功
章 

 

五
八
名 

２
八
月
二
十
九
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

「
ス
タ
ー
リ
ン
」
ハ
飛
行
部
隊
ノ
不
首
尾
ニ
ツ
キ
製
作
責
任
者
ヲ
叱
責
ス 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
五
号 昭

和
十
四
年
九
月
四
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
（
九
月
二
日
） 

イ
．
萩
州
部
隊
主
力
方
面
ノ
敵
ハ
依
然
「
ウ
ヅ
ル
」
水
䢣
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」

河
屈
曲
点
ヲ
経
テ
七
八
〇
高
地
及
七
九
一
高
地
ノ
線
ヲ
保
持
シ
ア
リ

テ
其
要
点
ニ
ハ
鉄
条
網
ヲ
構
築
シ
ア
リ 

我
カ
主
力
ハ
此
ノ
敵
ト
近
ク
相
対
峙
シ
ア
リ 

ロ
．
八
月
二
十
九
日
敵
ノ
砲
撃
ハ
稍
々
緩
徐
ト
ナ
レ
ル
モ
敵
ハ
戦
車
ヲ
以
テ

依
然
「
ウ
ヅ
ル
」
水
及
「
ア
ラ
イ
ト
ロ
ゴ
イ
」（
将
軍
廟
西
南
方
約
十
粁
）

附
近
ノ
撹
乱
ヲ
実
施
中
ナ
リ
シ
ガ
三
十
一
日
以
来
敵
地
上
及
空
中
部

隊
ノ
活
動
ハ
活
溌
ナ
ラ
ズ
シ
テ
戦
場
ハ
比
較
的
平
穏
ト
ナ
レ
リ
、
当
面

ノ
兵
力
ハ
従
来
ト
変
化
ナ
キ
ガ
如
シ
（
本
情
報
記
録
第
七
十
一
号
「
事

件
地
方
面
ノ
敵
情
」
参
照
） 

ハ
．
長
谷
部
支
隊
ハ
八
月
二
十
八
日
「
モ
ホ
レ
ヒ
」
湖
附
近
ニ
集
結
セ
リ 

ニ
．
小
松
原
部
隊
本
部
及
山
縣
支
隊
ハ
三
十
日
夜
半
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近

ニ
集
結
シ
ア
リ 

ホ
．
国
崎
部
隊
先
遣
隊
ハ
三
十
一
日
将
軍
廟
ヘ
又
高
山
部
隊
主
力
ハ
「
ヨ
シ
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マ
ル
」
（
将
軍
廟
東
南
約
二
十
粁
）
附
近
ニ
到
着
セ
リ 

２
飛
行
部
隊
（
九
月
一
日
） 

イ
．
我
カ
飛
行
隊
ハ
九
月
一
日
十
五
時
五
十
分
ヨ
リ
十
六
時
二
十
分
ニ
亘
リ

敵
戦
闘
機
四
䢣
五
十
機
ト
交
戦
シ
撃
墜
確
実
ナ
ル
モ
ノ
三
十
二
機
不

確
実
ナ
ル
モ
ノ
八
機
ナ
リ 

ロ
．
本
日
ノ
戦
闘
ニ
於
ケ
ル
我
カ
方
ノ
損
害 

未
タ
帰
還
セ
サ
ル
モ
ノ 

戦
闘
機 

六 
外
ニ 

 
 

戦
死 

一
名 

ハ
．
訂
正 

本
情
報
記
録
第
七
十
四
号
我
カ
飛
行
隊
ノ
損
害
ハ
、
友
軍
飛
行
場
ニ
帰

還
後
墜
落
セ
シ
モ
ノ
軽
爆
機
一
機
、
不
時
着
ニ
依
ル
機
体
大
破
、
軽
爆

機
一
機
外
ニ
戦
死
一
、
負
傷
一
」
ニ
訂
正
ス 

二
、
事
件
地
方
面
ノ
敵
情
及
後
方
ノ
情
況 

１
九
月
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
丙
） 

「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
「
チ
タ
」
ニ
帰
還
シ
「
ヤ
コ
ヴ
レ
フ
」
ハ
「
シ
テ
ル
ン
」

ノ
隷
下
ニ
入
レ
リ
、
又
蒙
蘇
軍
及
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
ノ
政
治
工
作
部

指
導
ノ
タ
メ
「
シ
テ
ル
ン
」
ハ
「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
ヨ
リ
「
ビ
リ
ユ
コ
フ
」

ヲ
招
致
シ
之
レ
ニ
一
任
セ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ 

２
九
月
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
丙
） 

某
情
報
ニ
依
レ
ハ
二
等
大
将
「
シ
テ
ル
ン
・
ゲ
・
エ
ム
」
及
政
治
三
等
大
将

「
ビ
リ
ユ
コ
フ
・
エ
ヌ
・
イ
」（
前
独
立
第
二
軍
軍
事
会
議
員
）
ヲ
首
脳
ト
ス

ル
某
司
令
部
創
設
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

３
俘
虜
情
報
ノ
総
合
結
果
左
ノ
如
シ
（
確
度
乙
） 

イ
．「
ベ
ル
ム
」（
「
ウ
ラ
ル
」
軍
管
区
）
ニ
於
テ
ハ
狙
撃
一
個
師
団
ヲ
編
成
セ

リ 

ロ
．「
タ
タ
ア
ル
ス
ク
」（
「
シ
ベ
リ
ヤ
」
軍
管
区
「
オ
ム
ス
ク
」
東
方
）
ニ
於

テ
ハ
狙
撃
三
個
連
隊
ヲ
編
成
セ
リ 

ハ
．
「
ア
ン
チ
ビ
ー
ハ
」
及
「
ベ
ス
チ
ヤ
ン
カ
」
（
両
所
共
「
チ
タ
」
近
傍
）

ニ
於
テ
ハ
狙
撃
四
個
大
隊
ヲ
編
成
セ
リ
（
爾
後
多
数
ノ
召
集
兵
到
着
中
） 

ニ
．「
ス
レ
テ
ン
ス
ク
」
ニ
於
テ
ハ
狙
撃
三
個
大
隊
ヲ
編
成
シ
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」

経
由
ニ
テ
其
ノ
大
部
ヲ
戦
線
ニ
一
部
ハ
「
ダ
ウ
リ
ヤ
」
方
面
ニ
輸
送
セ

シ
モ
ノ
ノ
如
シ
、
而
シ
テ
是
等
ノ
部
隊
ハ
現
役
兵
僅
少
ニ
シ
テ
大
部
ハ

召
集
兵
ヨ
リ
成
リ
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
下
車
後
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
䢣
「
ソ
ロ
ヴ

イ
ヨ
フ
ス
ク
」
間
ニ
於
テ
相
当
長
期
間
ノ
野
営
訓
練
ヲ
行
ヘ
ル
モ
ノ
多

シ 

ホ
．
召
集
地
ニ
於
ケ
ル
現
役
部
隊
ハ
召
集
部
隊
出
発
時
迄
ハ
依
然
原
駐
屯
地

ニ
在
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
、
又
欧
露
各
地
ヨ
リ
僅
少
ナ
ル
現
役
部
隊
（
例

ヘ
バ
莫
斯
科
ヨ
リ
ハ
狙
撃
一
分
隊
）
ヲ
抽
出
シ
戦
線
ニ
派
遣
シ
ア
リ
而

シ
テ
此
ノ
部
隊
ハ
単
ナ
ル
補
充
ニ
非
ラ
ズ
シ
テ
督
戦
的
意
義
ア
ル
モ

ノ
ノ
如
シ
、
機
甲
及
航
空
部
隊
ノ
俘
虜
ハ
多
ク
ハ
「
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
」

ニ
シ
テ
狙
撃
部
隊
俘
虜
ニ
比
シ
素
質
優
良
ナ
リ 

ヘ
．「
タ
ム
ス
ク
」
ニ
ハ
従
来
機
械
化
部
隊
駐
屯
シ
ア
ル
疑
ヒ
濃
厚
ニ
シ
テ
右

ハ
「
ブ
イ
コ
フ
」
部
隊
以
外
ノ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
水
陸
両
用
一
大
隊
ア

リ
シ
コ
ト
確
実
ナ
リ 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
六
号 昭

和
十
四
年
九
月
五
日 
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第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況
（
九
月
四
日
） 

戦
況
大
ナ
ル
変
化
ナ
ク
戦
場
ハ
概
ネ
平
穏
ナ
リ 

１
地
上
部
隊 

九
月
三
日
夜
戦
車
四
ヲ
有
ス
ル
狙
撃
四
中
隊
、
砲
兵
二
中
隊
ノ
敵
ハ
「
ハ
ン

ダ
ガ
イ
」
東
方
約
十
粁
一
〇
三
一
高
地
（
？
）
ニ
対
シ
夜
襲
シ
来
リ
四
日
尚

戦
闘
中
ナ
リ
敵
ノ
遺
棄
死
体
五
〇
、
我
カ
方
ノ
損
害
戦
死
四
負
傷
二
〇
ナ
リ 

２
飛
行
部
隊
（
九
月
二
日
） 

イ
．
我
カ
戦
闘
隊
ハ
九
月
二
日
十
三
時
四
十
分
頃
白
溫
線
方
面
ニ
飛
来
セ
ル

敵
「
エ
ス
ペ
イ
」
爆
撃
機
四
〇
機
及
戦
闘
機
約
五
十
機
ト
交
戦
シ
撃
墜

確
実
ナ
ル
モ
ノ
「
イ
」
十
六
型
戦
闘
機
四
機
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
同
型
四

機
ナ
リ
。 

ロ
．
地
上
ヨ
リ
ノ
報
告
ニ
依
レ
ハ
右
ト
同
時
刻
頃
「
ア
ル
シ
ヤ
ン
」
附
近
ニ

於
テ
敵
爆
撃
機
三
機
友
軍
機
ノ
タ
メ
撃
墜
セ
ラ
レ
タ
リ
ト 

ハ
．
我
カ
損
害
、
友
軍
戦
線
内
ニ
不
時
着
セ
シ
モ
ノ
戦
闘
機
一 

二
、
事
件
地
方
面
ノ
敵
情
及
後
方
ノ
情
況 

１
目
下
「
オ
ロ
ヴ
ヤ
ン
ナ
ヤ
」「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
両
駅
ニ
ハ
連
日
砲
弾
ヲ
積
載
セ
ル

列
車
到
着
シ
同
地
ヨ
リ
野
戦
部
隊
及
後
方
格
納
地
ニ
運
搬
中
ナ
リ
又
「
ボ
ル

ジ
ヤ
」
及
「
ア
ク
シ
ヤ
」
国
道
一
帯
ニ
自
動
車
大
隊
及
各
種
部
隊
用
ノ
「
ト

ラ
ツ
ク
」
約
一
万
台
集
結
シ
ア
リ
（
九
月
二
日
入
手
確
度
乙
） 

２
俘
虜
ノ
陳
述
ニ
依
レ
バ
「
ロ
ス
ト
フ
」（
北
「
コ
ー
カ
サ
ス
」
軍
管
区
）
駐
屯

「
エ
ス
ペ
イ
」
第
十
八
大
隊
ノ
七
機
ハ
空
輸
ニ
ヨ
リ
八
月
四
日
「
ロ
ス
ト
フ
」

発
八
月
十
一
日
「
タ
ム
ス
ク
」
着
同
地
ニ
於
テ
二
機
ヲ
加
ヘ
九
機
編
隊
ヲ
以

テ
二
十
三
日
戦
場
ニ
飛
来
セ
リ
ト 

３
狙
撃
第
七
十
九
師
団
ハ
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」
ヨ
リ
「
チ
タ
」
ニ
移
動
セ
リ
右

移
動
ニ
伴
ヒ
国
防
人
民
委
員
部
ハ
第
七
十
八
及
第
九
十
四
師
団
（
駐
、
両
師

団
共
「
シ
ベ
リ
ヤ
」
軍
管
区
ニ
ア
リ
）
ヨ
リ
各
一
部
ノ
兵
員
ヲ
「
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
」
ニ
派
遣
シ
之
ト
、
新
召
集
兵
ト
ヲ
以
テ
新
タ
ニ
予
備
師
団
ヲ
編
成
ス

ル
コ
ト
ニ
決
セ
リ
ト
（
九
月
三
日
入
手
確
度
乙
） 

４
八
月
三
十
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

補
充
戦
車
ト
同
時
ニ
着
任
セ
ル
旅
団
少
将
「
コ
ン
ド
ラ
チ
エ
フ
」
ハ
狙
撃
第

五
十
師
団
（
目
下
「
バ
ル
ジ
ヤ
ガ
ル
」
附
近
ニ
テ
戦
闘
中
）
ノ
指
揮
ヲ
命
セ

ラ
レ
タ
リ
、 

５
俘
虜
調
査
情
報
（
九
月
三
日
入
手
確
度
甲
） 

イ
．「
ス
レ
ー
テ
ン
ス
ク
」
駐
屯
狙
撃
第
一
七
〇
連
隊
ハ
充
員
ノ
上
八
月
十
九

日
以
後
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
戦
闘
ニ
参
加
セ
リ 

ロ
．「
オ
ロ
ヴ
ヤ
ン
ナ
ヤ
」
常
駐
狙
撃
第
七
二
五
〇
部
隊
ハ
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」

ノ
戦
闘
ニ
参
加
シ
ア
リ 

三
、
極
東
方
面
ノ
情
況 

１
沿
海
州
ニ
於
テ
新
飛
行
隊
ヲ
編
成
ス
ル
為
及
ヒ
「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
及
沿
海

州
ニ
於
ケ
ル
飛
行
隊
ノ
予
備
機
ヲ
充
実
ス
ル
為
「
モ
ス
ク
ワ
」
ヨ
リ
飛
行
機

ノ
輸
送
開
始
セ
ラ
レ
タ
リ
（
九
月
三
日
入
手
確
度
乙
） 

２
「
シ
テ
ル
ン
」
ヨ
リ
ノ
要
求
ニ
基
キ
独
立
第
二
軍
司
令
官
「
コ
ー
ネ
フ
」
ハ

同
軍
ヨ
リ
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
ニ
対
シ
派
遣
シ
得
ヘ
キ
砲
兵
力
ニ
関
シ
砲
兵

監
ニ
訊
セ
シ
ニ
砲
兵
監
ハ
日
本
軍
ノ
越
境
及
海
路
ヨ
リ
ノ
上
陸
ニ
備
ヘ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
派
遣
シ
得
ス
ト
回
答
セ
リ
（
九
月
三
日
入
手
確
度
乙
） 

  



- 24 - 

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
七
号 昭

和
十
四
年
九
月
六
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
ノ
情
況 

イ
．
九
月
四
日
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
方
面
ニ
於
ケ
ル
戦
況
大
ナ
ル
変
化
ナ
ク
全

般
ニ
亘
リ
概
シ
テ
平
穏
ナ
リ 

ロ
．
敵
情
空
中
捜
索
ノ
結
果
ニ
依
レ
ハ
「
フ
イ
」
高
地
ニ
ハ
車
輌
約
六
十
ノ

外
大
ナ
ル
部
隊
ナ
ク
又
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
地
区
ニ
モ
大
ナ
ル
部
隊
ヲ

認
メ
ズ 

２
航
空
部
隊
ノ
情
況 

イ
．
我
ガ
戦
闘
隊
ハ
四
日
十
一
時
「
フ
ロ
ン
」
山
（
「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
」
南
方
十

粁
）
上
空
ニ
於
テ
「
イ
十
五
」「
イ
十
六
」
二
十
四
機
ト
交
戦
シ
次
イ
テ

同
十
一
時
三
十
分
国
境
上
空
ニ
於
テ
「
イ
十
六
」
ヲ
主
体
ト
ス
ル
約
三

十
機
ト
交
戦
シ
撃
墜
確
実
ナ
ル
モ
ノ
「
イ
十
五
」
八
機
「
イ
十
六
」
五

機
、
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
八
機
ナ
リ 

ロ
．
同
時
刻
他
ノ
我
カ
戦
闘
隊
ハ
国
境
附
近
上
空
ニ
於
テ
「
イ
十
六
」
二
十

六
機
ト
交
戦
シ
撃
墜
確
実
ナ
ル
モ
ノ
九
機
、
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
六
機
ナ

リ 四
日
ニ
於
ケ
ル
総
合
戦
果
撃
墜
確
実
ナ
ル
モ
ノ
二
十
二
機
不
確
実
ナ

ル
モ
ノ
十
四
機
ナ
リ 

ハ
．
我
カ
損
害
、
戦
闘
機
一
機
未
タ
帰
還
セ
ス
外
ニ
戦
死
一
負
傷
二
ア
リ 

二
、
敵
後
方
情
況 

１
九
月
三
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
軍
用
通
信
部
長
及
「
チ
タ
」
電
信
部
長
■
■
名
ヲ

以
テ
軍
用
電
信
ノ
優
先
的
取
扱
令
ヲ
発
表
セ
リ 

２
九
月
三
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

蒙
蘇
軍
政
治
部
発
莫
斯
科
宛
報
告
要
旨 

イ
．
外
蒙
古
戦
線
ニ
日
本
軍
増
援
部
隊
逐
次
到
着
シ
ツ
ツ
ア
ル
タ
メ
「
シ
ユ

テ
ル
ン
」「
ビ
リ
ユ
コ
フ
」（
「
シ
ユ
テ
ル
ン
」
司
令
部
ノ
軍
事
会
議
員
）

ハ
状
況
ヲ
極
メ
テ
重
大
視
シ
ア
リ
而
シ
テ
両
名
ハ
蘇
側
ハ
輸
送
困
難

ナ
ル
為
「
ハ
ル
ハ
」
河
畔
ノ
兵
力
増
強
困
難
ナ
ル
ニ
反
シ
日
本
軍
ハ
鉄

道
ニ
依
リ
兵
力
弾
薬
ノ
敏
速
ナ
ル
輸
送
ヲ
行
ヒ
得
ベ
シ
ト
ノ
意
見
ヲ

有
ス 

ロ
．「
シ
ユ
テ
ル
ン
」
ハ
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」
ニ
予
テ
ノ
計
画
タ
ル
第
五
軍
ヲ

至
急
新
タ
ニ
編
成
ス
ル
事
ヲ
主
張
シ
ア
リ 

３
九
月
六
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
甲
） 

イ
．「
チ
タ
」
ニ
於
テ
「
モ
ス
ク
ワ
」
ヨ
リ
外
科
医
ヲ
派
遣
ス
ル
様
要
求
シ
ア

リ
、
之
ニ
対
シ
「
モ
ス
ク
ワ
」
ハ
九
月
三
日
飛
行
機
ニ
テ
外
科
医
及
看

護
婦
二
〇
名
ヲ
派
遣
ス
ル
筈 

ロ
．「
ノ
ウ
オ
シ
ピ
リ
ス
ク
」
ニ
於
テ
ハ
事
件
発
生
後
病
院
ヲ
数
ヶ
所
ニ
特
設

シ
ア
リ
、
尚
最
近
後
送
セ
ラ
ル
ル
負
傷
兵
甚
ダ
多
ク
「
チ
タ
」
ノ
要
求

ニ
ハ
応
シ
得
ス
ト 

ハ
．「
モ
ス
ク
ワ
」
ヨ
リ
「
ノ
ウ
オ
シ
ビ
リ
ス
ク
」
及
「
ウ
ラ
ン
ウ
デ
」
ニ
宛

医
療
機
械
及
薬
品
多
量
ヲ
送
附
シ
ツ
ア
リ 

ニ
．
右
ニ
依
レ
ハ
戦
傷
者
ハ
「
チ
タ
」「
ウ
ラ
ン
ウ
デ
」
ニ
後
送
ス
ル
■
他
「
ウ

オ
シ
ビ
リ
ス
ク
」
方
面
ニ
モ
後
送
シ
ツ
ツ
ア
ル
疑
多
シ 

三
、
西
伯
利
鉄
道
ノ
輸
送
情
況
（
「
チ
タ
」
駅
ニ
於
ケ
ル
視
察
） 
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１
八
月
上
旬
集
中
輸
送
完
了
ト
共
ニ
爾
後
補
給
並
補
充
輸
送
ニ
転
移
シ
ア
リ
テ

最
近
ニ
於
ケ
ル
輸
送
情
況
左
ノ
如
シ
括
弧
内
ハ
視
察
時
間
ヲ
示
ス 

八
月
十
五
日
（
十
四
時
䢣
十
八
時
） 

多
数
ノ
馬
匹
ヲ
有
ス
ル
狙
撃
部
隊
一
列
車
東
行
ス 

八
月
十
七
日
（
二
時
䢣
五
時
） 

軍
隊
輸
送
一
列
車
（
兵
種
不
明
）
東
行
ス
、
航
空
将
校
（
大
部
ハ
中
尉
）

約
四
十
名
「
チ
タ
」
駅
ニ
テ
満
州
里
行
国
際
列
車
ニ
乗
車
ス 

八
月
十
七
日
（
十
八
時
䢣
十
九
時
三
十
分
） 

木
箱
ニ
テ
覆
ヘ
ル
戦
車
ラ
シ
キ
モ
ノ
約
二
十
五
及
歩
兵
若
干
ノ
一
列
車
東

行
ス 

八
月
十
八
日
（
〇
時
䢣
四
時
） 

東
行
列
車
数
旅
客
三
、
貨
物
四
（
内
油
槽
列
車
一
） 

航
空
将
校
三
、
四
十
名
浦
鹽
行
列
車
ニ
テ
到
着
ス 

八
月
十
九
日
（
十
四
時
三
十
分
䢣
十
六
時
） 

貨
物
列
車
一 

旅
客
列
車
一 

軍
事
輸
送
ナ
シ 

八
月
二
十
二
日
（
十
四
時
䢣
十
七
時
） 

貨
物
列
車
五
（
内
油
槽
列
車
二
） 

２
満
州
里
支
線
輸
送
情
況
（
視
察
） 

イ
．
満
州
里
支
線
ハ
補
給
輸
送
ノ
タ
メ
列
車
輻
輳
シ
遅
延
甚
ダ
シ 

ロ
．
「
オ
ロ
ワ
ン
ナ
ヤ
」
（
八
時
）
「
カ
リ
ム
ス
カ
ヤ
」
（
十
五
時
）
間
東
行
軍

需
品
列
車
二
十
一
、
内
訳
左
ノ
如
シ 

自
動
貨
車
約
二
百
三
十
（
三
割
ハ
補
給
車
又
ハ
無
線
車
）
、
牽
引
車
百
、

「
レ
ー
ル
」
ヲ
積
載
セ
ル
モ
ノ
約
四
〇
輌
、
油
槽
車
約
百
（
内
二
割
ハ

「
ケ
ロ
シ
ン
」
）
、
航
空
兵
五
十
、
黒
襟
兵
三
百
、
赤
襟
兵
百
五
十
乃
至

二
百
、
其
他
自
動
車
搭
載
ノ
鉄
舟
部
隊
一
列
車
及
木
材
、
鉄
線
等
ア
リ 

ハ
．「
カ
リ
ム
ス
カ
ヤ
」
䢣
赤
塔
間
東
行
貨
物
列
車
一
〇
列
車
主
ト
シ
テ
軍
需

品
ノ
如
シ 

四
、
爾
他
正
面
ノ
情
況 

八
月
三
十
一
日
在
爾
監
沿
海
管
区
警
備
隊
司
令
官
「
ス
ク
ハ
ー
ノ
フ
」
ハ
管
内

各
警
備
隊
ニ
対
シ
左
記
訓
令
ヲ
発
ス
（
確
度
甲
） 

先
頃
管
内
警
備
隊
ヨ
リ
至
厳
警
備
ヲ
通
常
警
備
ニ
移
行
ス
ヘ
キ
許
可
ヲ
要
請
セ

シ
モ
目
下
満
州
国
内
及
沿
海
管
区
国
境
ニ
於
ケ
ル
日
本
軍
ノ
行
動
益
々
積
極
化

シ
ツ
ア
ル
ヲ
以
テ
依
然
至
厳
ナ
ル
警
備
ヲ
継
続
シ
且
ツ
戦
闘
政
治
教
育
ヲ
停
止

ス
ヘ
カ
ラ
ス 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
七
十
八
号 昭

和
十
四
年
九
月
七
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
ノ
情
況 

イ
．
九
月
五
日
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
方
面
ノ
戦
況
ハ
地
上
、
空
中
共
ニ
一
般
ニ

平
穏
ナ
ル
モ
敵
ハ
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
両
岸
地
区
ニ
於
テ
益
々
其
ノ
陣

地
ヲ
強
化
シ
ツ
ツ
ア
リ 

ロ
．「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
右
岸
ニ
於
テ
ハ
「
ソ
ウ
ホ
ル
マ
ル
テ
」
湖
（
将
軍
廟

西
方
約
十
八
粁
）
東
側
地
区
ヨ
リ
其
ノ
東
南
約
六
粁
七
四
二
高
地
「
ウ

ズ
ル
」
水
西
北
側
並
其
南
側
高
地
「
ホ
ル
ス
テ
イ
」
湖
東
側
高
地
「
イ

リ
ン
ギ
ン
グ
ア
ガ
ン
」
東
側
高
地
七
五
七
高
地
ヲ
経
テ
七
三
八
高
地
ニ
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亘
ル
線
ニ
点
々
陣
地
ヲ
構
築
シ
ア
リ 

ハ
．「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
左
岸
地
区
ニ
於
テ
ハ
「
ニ
ゲ
ー
ソ
リ
モ
ト
」
東
北
方

約
二
粁
附
近
ヨ
リ
七
八
〇
高
地
七
九
一
高
地
ニ
亘
ル
陣
地
ヲ
強
化
ス

ル
ト
共
ニ
特
ニ
其
ノ
右
翼
ハ
逐
次
東
方
ニ
延
伸
シ
ツ
ツ
ア
リ
テ
七
九

七
高
地
八
二
七
高
地
及
其
東
南
地
区
ニ
亘
リ
陣
地
構
築
ヲ
開
始
シ
ア

リ 

ニ
．
一
〇
三
一
高
地
（
「
ハ
ン
ダ
ガ
イ
」
東
南
方
約
二
十
粁
）
方
面
戦
況
敵
ハ

其
ノ
砲
兵
掩
護
ノ
下
ニ
新
鋭
部
隊
ヲ
以
テ
「
ハ
ル
ハ
」
河
ヲ
渡
河
シ
逐

次
其
ノ
兵
力
ヲ
増
加
シ
、
我
左
翼
ノ
包
囲
ヲ
企
図
シ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク

四
日
十
六
時
ヨ
リ
十
九
時
ニ
亘
ル
間
我
陣
地
ニ
対
シ
三
方
面
ヨ
リ
猛

烈
ナ
ル
砲
撃
ヲ
実
施
セ
リ
同
夜
ハ
斥
候
ノ
衝
突
ノ
外
大
ナ
ル
戦
闘
ヲ

交
ヘ
ズ
当
面
ノ
敵
兵
力
ハ
「
ソ
」
軍
歩
兵
一
連
隊
、
砲
兵
一
大
隊
ヲ
下

ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
四
日
ノ
戦
闘
ニ
於
ケ
ル
敵
ノ
損
害
ハ
相
当
大
ナ
ル
モ

ノ
ノ
如
ク
遺
棄
死
体
約
三
十
、
我
損
害
ハ
戦
死
三
重
傷
六 

２
九
月
七
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

九
月
四
日
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
政
治
部
発
「
モ
ス
ク
ワ
」
宛
報
告
要
旨 

イ
．「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
飛
行
隊
ヲ
以
テ
蒙
蘇
軍
第
二
軍
ヲ
掩
護
ス
ヘ
シ

ト
ノ
国
防
人
民
委
員
部
命
令
ヲ
正
確
ニ
遂
行
セ
リ 

ロ
．
該
管
区
ノ
飛
行
三
ヶ
旅
団
ハ
蒙
蘇
軍
第
二
軍
飛
行
司
令
官
ノ
指
揮
下
ニ

入
リ
作
戦
的
ニ
隷
属
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ 

ハ
．
昨
三
日
「
ジ
ヤ
ウ
オ
ロ
ン
コ
フ
」
ハ
当
地
ニ
着
セ
ル
ガ
「
ソ
ロ
ウ
イ
ス

キ
ー
」
ハ
飛
行
基
地
ニ
要
ス
ル
修
理
工
及
「
エ
ス
・
ペ
ー
」
機
部
分
品

ヲ
「
バ
イ
ン
ト
メ
ン
」
ニ
発
送
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
求
セ
リ 

ニ
．
航
空
本
部
ト
連
絡
シ
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
飛
行
隊
ノ
作
戦
及
資
材

ニ
関
シ
隷
属
関
係
ニ
確
然
タ
ル
限
界
ヲ
附
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
八
十
号 昭

和
十
四
年
九
月
十
一
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
情
況 

イ
．
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
方
面
八
日
戦
況 

「
ヨ
シ
マ
ル
」
西
南
方
約
二
十
粁
九
四
四
高
地
西
方
二
粁
ノ
高
地
ヨ
リ

九
〇
四
高
地
ヲ
経
テ
九
九
七
高
地
ニ
亘
リ
陣
地
ヲ
占
領
セ
ル
我
部
隊

正
面
ニ
於
テ
八
日
十
二
時
頃
ヨ
リ
戦
車
約
百
輌
歩
騎
兵
約
四
五
百
ノ

敵
ハ
八
九
三
高
地
南
側
地
区
ヨ
リ
攻
撃
シ
来
リ
シ
モ
同
日
十
八
時
頃

撃
退
セ
リ
空
中
偵
察
ニ
依
レ
ハ
該
方
面
ハ
尚
兵
力
増
加
セ
ラ
レ
ア
リ 

ロ
．
我
カ
飛
行
隊
ノ
捜
索
ニ
依
レ
ハ
敵
ノ
左
翼
方
面
ハ
「
マ
ン
ヅ
テ
」
湖
「
フ

イ
」
高
地
東
方
約
五
粁
ヨ
リ
「
フ
イ
」
高
地
東
北
方
約
三
粁
ニ
亘
リ
ア

リ 

ハ
．
一
〇
三
一
高
地
方
面
情
況 

七
日
特
ニ
敵
ノ
後
方
ニ
往
復
ス
ル
自
動
車
ノ
行
動
活
溌
ト
ナ
リ
鋭
意

攻
撃
準
備
中
ナ
ル
カ
如
ク
判
断
セ
ラ
ル 

ニ
．
九
日
我
部
隊
ハ
一
〇
三
一
及
一
〇
三
五
高
地
ヲ
確
保
シ
ア
リ
テ
当
面
ノ

敵
ハ
其
南
方
地
区
ニ
陣
地
ヲ
占
領
シ
ア
リ 

２
飛
行
部
隊
情
況 

イ
．
九
日
十
六
時
頃
哈
爾
哈
廟
「
ボ
イ
ル
」
湖
東
北
端
上
空
ニ
「
イ
ー
」
十



- 27 - 

六
型
駆
逐
機
五
機
現
出
セ
ル
外
敵
機
ノ
活
動
大
ナ
ラ
ス 

ロ
．
九
日
我
カ
飛
行
機
ノ
捜
索
ニ
依
レ
ハ
「
タ
ム
ス
ク
」
地
区
飛
行
場
ニ
大

型
機
一
小
型
機
十
四
ヲ
認
メ
タ
ル
ノ
ミ
「
サ
ツ
パ
」
地
区
飛
行
場
ニ
大

型
二
、
小
型
機
若
干
「
サ
ツ
パ
」
東
北
約
二
十
粁
ノ
飛
行
場
ニ
小
型
機

十
三
其
他
飛
行
場
ニ
敵
機
ヲ
見
ス
以
上
合
計
「
タ
ム
ス
ク
」
以
東
ニ
ハ

敵
機
約
四
十
ト
判
断
セ
ラ
ル 

二
、
爾
他
正
面
ノ
情
況 

１
「
ア
ヌ
チ
ノ
」
（
「
ス
パ
ス
ク
」
東
南
方
約
百
粁
「
ダ
ウ
ビ
ヘ
」
河
谷
）
附
近

ノ
大
飛
行
場
建
設
工
事
ハ
完
成
ニ
近
付
キ
ツ
ツ
ア
ル
旨
「
ジ
ガ
ー
レ
フ
」（
第

二
軍
所
属
航
空
中
将
）
ハ
第
一
軍
司
令
官
ト
通
話
セ
リ 

（
五
日
入
手
確
度
乙
） 

２
七
日
「
ク
イ
ブ
イ
シ
エ
フ
」
衛
戍
司
令
官
ト
哈
府
ト
ノ
通
話 

「
ク
イ
ブ
イ
シ
エ
フ
」
飛
行
場
ハ
拡
張
工
事
中
ニ
シ
テ
「
チ
タ
」
軍
管
区
ニ

移
動
セ
シ
飛
行
隊
ノ
代
リ
ニ
新
飛
行
旅
団
ノ
編
成
ヲ
見
ル
筈
（
確
度
乙
） 

３
イ
．「
ウ
オ
ロ
シ
ー
ロ
フ
」
ニ
於
テ
既
ニ
欧
露
ニ
テ
モ
編
成
セ
ラ
レ
タ
ル
九
号

型
装
甲
自
動
車
旅
団
ガ
編
成
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
リ 

ロ
．
該
旅
団
ハ
騎
兵
軍
団
ニ
編
入
ス
ル
予
定
ナ
リ
シ
ガ
偵
察
及
先
遣
部
隊
ト

シ
テ
機
械
化
軍
団
ニ
編
入
ス
ル
コ
ト
ニ
決
セ
リ 

三
、
其
他
ノ
情
報 

１
国
防
人
民
委
員
部
ハ
本
年
度
入
営
兵
ノ
軍
事
教
練
実
施
ニ
関
ス
ル
調
査
命
令

ヲ
発
シ
タ
ル
カ
其
際
新
兵
ニ
シ
テ
外
蒙
戦
線
ニ
戦
死
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
一

般
ニ
新
兵
ノ
軍
事
教
練
ノ
低
下
シ
ア
ル
事
実
ヲ
指
摘
セ
リ
（
六
日
入
手
確
度

乙
） 

２
イ
．
蘇
軍
ニ
於
テ
ハ
全
軍
管
区
及
独
立
軍
ニ
対
シ
国
民
皆
兵
法
案
ヲ
可
決
シ

現
役
兵
力
ノ
飛
躍
的
増
大
ヲ
計
ル
ノ
外
極
東
ヘ
（
外
蒙
ヘ
ノ
補
充
部
隊

ヲ
含
ム
）
約
十
万
ノ
各
種
兵
力
ヲ
派
遣
ス
ヘ
ク
右
兵
力
ノ
中
狙
撃
部
隊

ハ
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
ヘ
、
飛
行
隊
及
機
甲
部
隊
ハ
沿
海
地
方
ヘ

派
遣
セ
ラ
ル
ル
カ
如
シ 

ロ
．
蘇
連
ニ
於
テ
ハ
外
蒙
戦
線
以
外
ノ
国
境
地
帯
以
外
ニ
於
テ
日
本
軍
牽
制

ノ
為
逆
襲
ス
ヘ
シ
ト
ノ
「
シ
ユ
テ
ル
ン
」
ノ
意
見
具
申
ニ
対
シ
目
下
審

議
中
ナ
ル
モ
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
ニ
対
シ
テ
ハ
万
一
ノ
場
合
ヲ
考

慮
シ
特
別
地
帯
住
民
ノ
立
退
キ
準
備
ヲ
為
ス
ヘ
ク
指
示
セ
ラ
レ
タ
リ

ト 

ハ
．
「
シ
ユ
テ
ル
ン
」
ノ
五
箇
軍
分
散
ノ
一
案 

第
一
軍 

「
ウ
オ
ロ
シ
ー
ロ
フ
」 

第
二
軍 

哈
府 

第
三
軍 

「
チ
タ
」 

第
四
軍 

「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」 

第
五
軍 

外
蒙 

国
防
人
民
委
員
部
ハ
同
案
ヲ
採
択
シ
「
シ
ベ
リ
ヤ
」
軍
管
区
ニ
対
シ
テ

ハ
既
ニ
狙
撃
及
機
甲
部
隊
ヲ
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」「
チ
タ
」
州
ニ
輸
送
ス

ヘ
ク
命
令
セ
リ
ト
（
確
度
乙
） 

  
●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
八
十
一
号 

昭
和
十
四
年
九
月
十
二
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
方
面
戦
況 
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１
地
上
部
隊
情
況 

（
１
）
一
〇
三
一
高
地
方
面
ノ
情
況 

当
面
ノ
敵
兵
力
ハ
歩
兵
二
大
隊
、
砲
十
門
、
戦
車
数
輌
ナ
ル
モ
戦
況

ハ
未
タ
切
迫
シ
非
ス
我
ハ
依
然
一
〇
三
一
高
地
及
一
〇
三
五
高
地
ヲ

確
保
シ
ア
リ
（
十
日
頃
） 

（
２
）
「
ヨ
シ
マ
ル
」
西
南
方
地
区
ノ
情
況 

イ
．
八
日
当
正
面
ニ
攻
撃
シ
来
レ
ル
敵
ハ
機
械
化
部
隊
ニ
シ
テ
其
総

兵
力
ハ
戦
車
約
百
五
十
輌
車
載
歩
兵
約
二
百
、
砲
約
十
七
、
八

門
ナ
リ 

ロ
．
九
日
八
時
歩
兵
約
二
百
、
戦
車
約
四
十
輌
ノ
敵
ハ
九
〇
四
高
地

及
其
ノ
北
方
高
地
ニ
向
ヒ
攻
撃
シ
来
ル
我
部
隊
ハ
九
四
四
高
地

及
九
九
七
高
地
ヲ
確
保
シ
敵
ヲ
陣
前
ニ
破
摧
シ
ツ
ツ
ア
リ
敵
ニ

与
ヘ
タ
ル
損
害
ハ
擱
座
又
ハ
破
壊
シ
タ
ル
戦
車
約
二
十
輌
、
遺

棄
屍
体
約
七
十
ニ
シ
テ
我
方
ノ
損
害
亦
相
当
ア
リ 

（
３
）
主
力
方
面 

九
日
我
主
力
正
面
ノ
敵
情
大
ナ
ル
変
化
ナ
キ
モ
午
前
中
「
ウ
ズ
ル
」

水
附
近
ノ
敵
砲
兵
ハ
盛
ニ
「
モ
ホ
レ
ヒ
」
湖
附
近
ヲ
射
撃
セ
リ 

（
４
）
敵
戦
場
通
信
系
ハ
「
ハ
ン
ダ
ガ
イ
」
方
面
ヲ
除
キ
依
然
閑
散
ナ
ル
モ

九
日
夕
刻
ヨ
リ
「
チ
タ
」
及
「
ウ
ラ
ン
バ
ト
ー
ル
」
ヨ
リ
戦
闘
司
令

所
宛
ノ
交
信
活
溌
ト
ナ
リ
後
方
通
信
系
ハ
活
況
ヲ
呈
ス
諸
情
報
ヲ

総
合
ス
ル
ニ
敵
ハ
我
軍
ノ
攻
勢
ヲ
考
慮
シ
之
ニ
対
ス
ル
諸
準
備
ヲ

整
フ
ル
ト
共
ニ
特
ニ
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
方
面
ヨ
リ
ノ
兵
力
輸
送
ヲ
開

始
セ
ル
ニ
非
ス
ヤ
ト
現
地
部
隊
ハ
判
断
シ
ア
リ 

２
飛
行
部
隊
ニ
関
シ
テ
ハ
新
報
ヲ
得
ス 

五
、
鉄
道
輸
送
並
沿
線
情
況 

１
八
月
中
旬
「
チ
タ
」
䢣
武
市
間
旅
行
者
ノ
報
告 

（
１
）
輸
送
状
況 

一
時
中
絶
シ
ア
リ
シ
「
カ
ル
イ
ム
ス
カ
ヤ
」
以
東
ノ
軍
事
輸
送
ハ
八

月
中
旬
以
降
若
干
復
活
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ 

イ
．
東
行
軍
事
輸
送
左
ノ
如
シ 

十
三
日 

「
ト
ラ
ツ
ク
」
五
十
輌
、
乗
用
車
十
輌
、
乗
用
車
十

輌
（
黒
襟
赤
縁
兵
宰
領
ス
） 

十
四
日 

「
ト
ラ
ツ
ク
」
四
十
輌
（
兵
宰
領
ス
） 

有
蓋
貨
車
一
列
車
（
歩
兵
宰
領
ス
） 

病
院
自
動
車
二
十
四
輌
、
乗
用
車
三
十
輌 

十
八
日 

軍
需
品
（
弾
薬
？
）
一
列
車
（
兵
宰
領
ス
） 

而
シ
テ
東
行
列
車
ニ
常
ニ
多
数
見
タ
ル
「
ト
ラ
ツ
ク
」
、
建
設
材

料
油
槽
車
ノ
比
較
的
減
少
シ
ア
ル
外
特
殊
ノ
現
象
ヲ
認
メ
ス 

ロ
．
西
行
列
車
中
馬
匹
（
軍
馬
ニ
非
ス
）
一
列
車
ヲ
認
メ
タ
ル
外
特

異
ノ
事
象
無
シ 

（
２
）
沿
線
ノ
情
況 

駅
、
鉄
橋
、
其
他
一
般
ノ
警
備
状
態
ニ
変
化
ヲ
認
メ
ス 

「
ブ
ラ
ゴ
エ
」
支
線
及
「
ク
イ
ブ
イ
シ
エ
フ
カ
」
附
近
ニ
ハ
軍
隊
依

然
野
営
シ
ア
リ
但
シ
野
営
位
置
及
天
幕
数
ノ
若
干
ノ
変
化
ヲ
認
メ
部

隊
ノ
交
代
ヲ
思
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ 

（
３
）
飛
行
場
ノ
情
況 

「
セ
ル
イ
シ
エ
オ
」 

 
 

「
テ
ー
・
ペ
ー
」
三
型
三
機
、
「
エ
ル
」

五
型
？ 

六
機 
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「
ク
イ
ブ
イ
シ
エ
フ
」 

 

「
エ
ス
・
ペ
ー
」
十
七
䢣
二
十
一
機
、

「
エ
ル
」
五
型 

五
機 

「
ス
レ
ド
ネ
ベ
ー
ラ
ヤ
」 

「
エ
ル
」
五
型
及
「
エ
ル
・
ゼ
ツ
ト
」 

 
 

 
 

十
六
機 

「
イ
ー
」
十
五
型
五
機
、「
イ
ー
」
十
六

型 
 

 
 

二
十
機 

右
ハ
概
ネ
七
月
下
旬
ト
同
一
情
況
ニ
シ
テ
爾
後
変
化
ナ
カ
リ
シ
カ
如

シ
但
国
境
ニ
近
キ
「
ス
レ
ド
ネ
ベ
ー
ラ
ヤ
」
ニ
駆
逐
、
偵
察
機
ヲ
推

進
セ
ル
ハ
注
目
ヲ
要
ス 

（
４
）「
ブ
ラ
ゴ
エ
」
支
線
上
「
ベ
リ
ヨ
ー
ゾ
フ
カ
」
駅
ヨ
リ
「
チ
エ
レ
ム
ホ

ウ
オ
」
方
面
ニ
向
ヒ
軽
鉄
敷
設
工
事
開
始
セ
ラ
レ
迅
速
ニ
進
展
シ
ツ

ツ
ア
リ 

右
ハ
「
チ
エ
レ
ム
ホ
ウ
オ
」
駐
屯
第
六
九
師
団
ノ
補
給
線
ナ
ラ
ン
ト

判
断
セ
ラ
ル 

（
５
）
武
市
情
報 

市
内
平
静
ニ
シ
テ
特
異
ナ
ル
現
象
ヲ
認
メ
ス
物
資
ハ
地
方
的
産
物
ヲ

除
ク
ノ
外
漸
次
欠
乏
シ
来
ル
傾
向
ア
ル
モ
未
タ
顕
著
ナ
ラ
ス 

２
八
月
二
十
三
日
出
満
二
十
九
日
赤
塔
着
旅
行
者
ノ
沿
線
視
察
情
況 

（
１
）「
オ
ロ
ヴ
ア
ン
ナ
ヤ
」
以
東
ニ
於
テ
ハ
列
車
ノ
窓
ニ
「
カ
ー
テ
ン
」
ヲ

下
セ
ル
為
視
察
極
メ
テ
困
難
ナ
リ
シ
モ
主
要
駅
ノ
情
況
左
ノ
如
シ 

イ
．「
ハ
ダ
ブ
ラ
ー
ク
」
駅
「
ホ
ー
ム
」
ニ
「
メ
リ
ケ
ン
」
粉
袋
堆
積

セ
ラ
レ
ア
リ
又
引
込
線
油
槽
列
車
三
ヲ
認
ム 

ロ
．
第
七
九
駅
「
ホ
ー
ム
」
附
近
ニ
砲
弾
小
銃
弾
ラ
シ
キ
弾
薬
箱
山

積
シ
ア
リ
（
約
十
万
箱
ト
推
算
ス
）
尚
同
駅
ニ
軽
鉄
用
機
関
車

十
輌
尚
貨
車
約
八
十
輌
、
同
客
車
三
十
輌
、
幕
舎
約
九
十
（
二
、

三
十
人
収
容
）
ア
リ
テ
第
七
九
駅
付
近
ヨ
リ
「
ソ
ロ
ウ
イ
ヨ
フ

ス
ク
」
方
面
ニ
軽
鉄
ノ
存
在
ヲ
疑
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ 

ハ
．
第
八
〇
駅
ニ
幕
舎
二
百
、「
ト
ラ
ツ
ク
」
三
百
、
弾
薬
目
算
約
三

万
箱
ア
リ 

ニ
．「
ダ
ウ
リ
ヤ
」
附
近
ノ
各
駅
ハ
従
来
通
リ
市
民
ノ
附
近
ヲ
散
歩
ス

ル
者
モ
無
ク
寂
蔘
ナ
リ
軍
用
資
材
ノ
卸
下
ア
ル
ヲ
見
ス 

（
２
）
遭
遇
列
車 

イ
．
満
州
里
線
（
「
ア
ガ
」
以
西
） 

十
五
列
車 

内
訳 

給
油
槽
車 

 
 

一
列
車 

純
貨
物
自
動
車 

二
列
車
（
内
覆
付
装
甲
車 

八
輌
、

給
油
車 

十
輌
） 

牽
引
車 

 
 

 

一
列
車 

兵
員 

 
 

 
 

一
列
車 

被
牽
引
車 

 
 

一
列
車 

木
材 

 
 

 
 

四
列
車 

他
ハ
総
テ
有
蓋
貨
車
ニ
シ
テ
鉄
線
「
レ
ー
ル
」
、
石
炭
等

ヲ
積
載
ス 

ロ
．
本
線
「
カ
ル
イ
ム
ス
カ
ヤ
」
䢣
「
チ
タ
」
間 

十
五
列
車 

木
材
、
鉄
道
建
設
材
料
、
貨
物
自
動
車
、
乗
用
自
動
車
、
牽
引

車
、
石
炭
等
多
シ
、
尚
水
兵
ノ
乗
組
ミ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
認
ム 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
八
十
二
号 



- 30 - 

昭
和
十
四
年
九
月
十
三
日 

第
五
課 

一
、
事
件
地
附
近
戦
況 

１
地
上
部
隊
ニ
関
シ
テ
ハ
新
報
ヲ
得
ス 

２
飛
行
部
隊
ノ
状
況 

イ
．
十
二
日
天
候
回
復
シ
敵
機
ノ
活
動
再
ヒ
活
溌
ト
ナ
リ
戦
場
上
空
主
ト
シ

テ
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
以
北
ノ
地
区
ニ
行
動
シ
其
ノ
延
数
駆
逐
機
四
〇

機
ニ
及
ヘ
リ 

ロ
．
十
二
日
我
飛
行
隊
ノ
捜
索
ノ
結
果
ニ
依
レ
バ
十
時
頃
「
ボ
イ
ル
」
湖
南

方
地
区
及
「
タ
ム
ス
ク
」
附
近
ノ
飛
行
場
群
ニ
合
計
大
型
機
一
六
機
、

小
型
機
六
八
機
、「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
ニ
大
型
機
一
八
機
、
小
型
機
二
〇
機

ヲ
見
タ
リ 

ハ
．「
ボ
イ
ル
」
湖
附
近
飛
行
場
ノ
敵
機
ハ
夕
刻
ニ
ハ
減
少
セ
リ
敵
機
ハ
昼
間

ノ
ミ
前
線
飛
行
場
ニ
前
進
シ
夜
間
後
退
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

ニ
．
我
戦
闘
隊
ハ
十
二
日
主
力
ヲ
以
テ
戦
場
上
空
ヲ
制
空
セ
ル
モ
敵
ト
遭
遇

セ
ス 

二
、「
ハ
ン
ダ
ガ
イ
」
及
「
ヨ
シ
マ
ル
」
西
南
方
地
区
方
面
ニ
対
ス
ル
蘇
軍
ノ
攻
撃
ニ

関
ス
ル
関
東
軍
ノ
判
断
次
ノ
如
シ 

１
蘇
側
攻
撃
ノ
目
的
ハ
彼
ノ
主
張
ス
ル
国
境
線
ヲ
奪
還
シ
テ
其
ノ
作
戦
目
的
ヲ

達
ス
ル
ト
共
ニ
実
質
的
ニ
之
ヲ
保
有
シ
外
交
交
渉
ニ
移
ル
場
合
之
ヲ
基
礎

ト
シ
名
実
共
ニ
彼
ノ
主
張
ス
ル
国
境
線
ヲ
獲
得
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
（
目
下

彼
ノ
攻
撃
シ
ツ
ツ
ア
ル
地
点
ハ
何
レ
モ
彼
ノ
主
張
ス
ル
国
境
線
内
ニ
在
リ
）

従
ツ
テ
此
ノ
攻
撃
ハ
全
面
的
ト
ナ
ル
ノ
可
能
性
少
ク
局
部
的
地
点
奪
取
ニ

止
マ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン 

２
蘇
軍
ハ
九
月
初
ヨ
リ
更
ニ
戦
場
ニ
兵
力
ヲ
増
加
シ
ツ
ツ
ア
ル
モ
ノ
ト
推
断
ス

ル
モ
其
ノ
目
的
ハ
我
カ
兵
力
集
中
ニ
対
応
シ
其
ノ
防
衛
力
ヲ
増
加
ス
ル
為

ナ
ラ
ン
ト
判
断
ス 

３
東
北
正
面
特
異
ノ
状
況
ヲ
認
メ
ス 

三
、
事
件
地
方
面
敵
情
及
敵
後
方
情
況 

１
戦
場
情
報
隊
ニ
於
テ
取
調
ヘ
タ
ル
投
降
兵
ノ
陳
述
ニ
依
レ
ハ
第
七
二
二
号
狙

撃
連
隊
ハ
六
月
中
旬
「
チ
エ
リ
ヤ
ビ
ン
ス
ク
」（
狙
撃
第
八
五
師
団
駐
屯
地
ニ

シ
テ
「
ウ
ラ
ル
」
軍
管
区
ニ
在
リ
）
附
近
「
シ
ワ
ル
ク
リ
ン
」
野
営
地
ニ
於

テ
民
兵
ヲ
以
テ
編
成
セ
ラ
レ
七
月
二
十
日
頃
野
営
地
出
発
八
月
一
日
頃
「
ボ

ル
ヂ
ヤ
」
駅
下
車
同
五
日
頃
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ニ
到
着
シ
予
備
隊
ト
ナ
リ

ア
リ
シ
カ
九
月
一
日
頃
第
一
線
ニ
増
加
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
（
確
度
乙
） 

２
通
信
状
況
ヨ
リ
ス
ル
現
地
部
隊
ノ
判
断 

イ
．
通
信
系
ヲ
以
テ
判
断
ス
ル
ニ
外
蒙
蘇
軍
高
等
司
令
部
ハ
概
ネ
八
月
下
旬

迄
「
タ
ム
ス
ク
」
ニ
ア
リ
爾
後
「
サ
ツ
パ
貝
子
」
ニ
移
動
シ
タ
ル
モ
ノ

ノ
如
ク
主
ト
シ
テ
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
」
及
「
チ
タ
」
ト
交
信
シ
ア
リ

十
一
日
後
方
ト
ノ
交
信
急
増
セ
リ 

ロ
．
戦
場
情
報
隊
ノ
報
告
ニ
依
レ
バ
蘇
軍
ノ
通
信
系
ヨ
リ
判
断
シ
其
主
力
ハ

哈
爾
哈
河
左
岸
川
又
ヲ
通
ズ
ル
東
西
ノ
線
以
南
ニ
在
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

３
十
日
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
」
駐
箚
内
務
人
民
委
員
部
代
表
ノ
報
告
ニ
依
レ
ハ

外
蒙
向
ケ
生
活
必
需
品
ノ
到
着
数
量
ハ
不
十
分
ニ
シ
テ
其
ノ
配
給
ハ
各
方

面
毎
ニ
不
均
衡
状
態
ニ
ア
ル
モ
外
蒙
古
住
民
ノ
動
向
ニ
関
シ
テ
ハ
何
等
危

険
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
認
メ
ス
ト
（
確
度
乙
） 

４
十
二
日
飛
行
隊
ノ
偵
察
ニ
依
レ
ハ
十
四
時
頃
「
タ
ム
ス
ク
」
附
近
約
六
〇
輌

又
「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
䢣
「
ボ
ル
ヂ
ヤ
」
道
ノ
内
西
方
道
路
上
ニ
於
テ
「
サ
ン
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ベ
ー
ズ
」
北
方
約
五
十
粁
附
近
ニ
於
テ
約
一
五
〇
輌
ノ
同
中
央
道
路
上
ニ
於

テ
ハ
約
五
十
輌
ノ
南
行
自
動
車
輌
ヲ
見
タ
リ 

「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
ヨ
リ
「
ボ
イ
ル
」
湖
東
方
ニ
通
ズ
ル
道
路
ハ
自
動
車
兵
站

線
ナ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

四
、
爾
他
正
面
ニ
於
ケ
ル
情
況 

１
七
日
第
一
軍
司
令
官
ト
「
シ
ュ
テ
ル
ン
」
ノ
通
話
飛
行
一
旅
団
莫
斯
科
南
方

「
オ
リ
ヨ
ー
ル
」
ヨ
リ
沿
海
州
ニ
移
動
中
尚
現
地
沿
海
州
ニ
於
テ
ハ
「
オ
ソ

ア
ビ
ア
ヒ
ム
」
所
属
飛
行
士
、
飛
行
学
校
生
徒
並
ニ
予
備
機
ヲ
以
テ
更
ニ
一

旅
団
ヲ
編
成
シ
「
ア
ヌ
チ
ノ
」
（
「
ス
バ
ス
ク
」
南
方
約
百
粁
）
及
「
ホ
ロ
リ

ス
コ
エ
」
ニ
各
一
旅
団
ヲ
駐
屯
セ
シ
ム
（
七
日
入
手
確
度
乙
） 

２
八
日
海
軍
人
民
委
員
部
ト
太
平
洋
艦
隊
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．「
ア
ム
ー
ル
」
艦
隊
所
属
全
船
舶
ハ
「
ア
ム
ー
ル
」
及
「
ウ
ス
リ
ー
」
河

ニ
依
リ
軍
需
品
輸
送
援
助
ニ
従
事
中
ニ
シ
テ
該
艦
隊
当
局
ハ
結
氷
期

ニ
於
ケ
ル
繋
船
及
修
理
改
造
計
画
ヲ
作
製
中
ナ
リ 

ロ
．
海
軍
人
民
委
員
部
ハ
「
ア
ム
ー
ル
」
河
ノ
曳
舟
建
造
ハ
開
航
前
ニ
完
成

ヲ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス
閉
航
直
前
ニ
完
成
ス
ル
如
ク
計
画
シ
ア
ル
現
状

ニ
不
満
ヲ
表
シ
ア
リ
（
八
日
入
手
確
度
乙
） 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
情
報
記
録 

第
八
十
五
号 

昭
和
十
四
年
九
月
十
六
日 

第
五
課 

一
、
停
戦
協
定
ノ
成
立 

八
月
十
五
日
莫
斯
科
ニ
於
テ
停
戦
協
定
成
立
シ
十
六
日
午
前
八
時
（
日
本
時
間
）

ヲ
以
テ
戦
闘
ヲ
中
止
ス
ル
ニ
決
セ
リ 

二
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

１
地
上
部
隊
ノ
情
況
変
化
無
シ 

２
飛
行
部
隊
ノ
情
況 

イ
．
十
四
日
十
三
時
三
十
分
頃
我
ガ
戦
闘
隊
ノ
一
部
ハ
敵
ノ
戦
闘
機
約
三
十

機
ト
遭
遇
シ
其
ノ
三
機
ヲ
確
実
ニ
撃
墜
シ
外
ニ
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
六

機
ア
リ
我
ガ
方
ハ
未
ダ
一
機
帰
還
セ
ズ 

ロ
．
十
五
日
十
一
時
頃
我
戦
闘
隊
ノ
全
力
及
軽
爆
二
ヲ
以
テ
「
ボ
イ
ル
」
湖

附
近
ノ
敵
ヲ
攻
撃
シ
、
空
地
ノ
敵
ニ
相
当
ノ
損
害
ヲ
与
ヘ
タ
リ 

判
明
セ
ル
成
果
撃
墜
確
実
三
十
九
機
撃
破
確
実
五
機
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
別

ニ
十
九
機 

我
方
ノ
損
害
未
タ
帰
還
セ
サ
ル
モ
ノ
八
機
外
ニ
小
破
損
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ

三
機 

（
訂
正
）
第
八
十
四
号
、
飛
行
部
隊
ノ
情
況
中
十
四
日
ヲ
十
三
日
ト
訂
正
ス 

三
、
爾
他
正
面
ノ
情
況 

イ
．
十
一
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

最
近
完
成
セ
ル
「
ア
ヌ
チ
ノ
」
大
飛
行
場
ニ
於
テ
飛
行
旅
団
ノ
編
成
ニ
着

手
セ
リ
又
同
飛
行
場
ニ
ハ
有
力
ナ
ル
高
射
砲
ヲ
配
置
セ
リ
ト 

ロ
．
十
日
入
手
ノ
情
報
（
確
度
乙
） 

戦
車
操
縦
手
教
育
ノ
為
「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
」
講
習
所
ハ
「
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ

エ
ン
ス
ク
」
及
「
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
」
ニ
夫
々
支
所
ヲ
開
設
中
ナ
リ 

四
、
其
他
ノ
情
報 

九
月
十
五
日
「
ザ
バ
イ
カ
ル
」
軍
管
区
航
空
司
令
部
ハ
隷
下
各
部
隊
長
及
軍
事

委
員
ノ
会
同
ヲ
「
ド
ム
ノ
」
ニ
於
テ
実
施
ス
（
確
度
甲
） 
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〔
現
地
参
謀
ト
連
絡
〕 

 

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
五
日
一
一
．
〇
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
昨
二
十
四
日
空
中
戦
況 

朝
七
時
ノ
空
中
戦
闘
ノ
外
顕
著
ナ
ル
戦
闘
ナ
シ 

偵
察
ノ
結
果
ニ
依
レ
ハ
「
タ
ム
ス
ク
」
、「
マ
タ
ー
ド
」
東
南
地
区
及
「
サ
ツ
パ
」

附
近
ニ
在
ル
敵
飛
行
機
ノ
数
ハ
中
、
小
型
合
計
約
二
百
機
（
詳
細
電
報
ニ
依
ル
） 

二
、
昨
二
十
四
日
地
上
戦
況 

二
十
四
日
早
朝
ヨ
リ
戦
車
約
五
十
輌
将
軍
廟
ニ
向
ヒ
攻
撃
シ
来
レ
ル
モ
之
ヲ
撃

退
セ
リ
、
十
六
時
迄
ニ
判
明
セ
ル
敵
ニ
与
ヘ
シ
損
害
確
実
ナ
ル
モ
ノ
戦
車
九
輌
、

自
動
車
一
輌
、
其
他
死
傷
多
数
ノ
見
込
、 

我
方
損
害
僅
少
ナ
ル
カ
如
シ 

二
十
四
日
偵
察
ノ
結
果
ニ
依
レ
ハ
「
ハ
ル
ハ
」
河
両
岸
地
区
ノ
敵
兵
力
ハ
外
蒙

軍
二
ヶ
師
団
（
騎
兵
師
団
）
ヲ
下
ラ
ス
、
同
河
両
岸
地
区
ニ
亘
リ
数
線
ニ
陣
地

ヲ
占
領
シ
ア
リ 

「
ツ
ア
ガ
ン
、
オ
ー
ラ
」
方
面
ノ
敵
ハ
自
動
車
百
余
輌
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

三
、
其
他
ノ
正
面
東
部
北
部
共
依
然
変
化
ナ
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
六
日
一
七
．
二
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
状
況 

イ
．
二
十
四
日
将
軍
廟
ヲ
攻
撃
シ
来
レ
ル
敵
ハ
悉
ク
「
ソ
」
軍
ニ
シ
テ
戦
車
、

装
甲
自
動
車
自
動
貨
車
合
計
約
七
十
輌
砲
七
門
早
朝
ヨ
リ
夕
刻
ニ
亘
リ

屡
々
執
拗
ニ
至
近
距
離
ニ
肉
迫
シ
来
レ
ル
モ
悉
ク
之
ヲ
撃
退
セ
リ
敵
ノ
損

害
ハ
戦
車
装
甲
自
動
車
計
十
輌
死
傷
少
ク
モ
五
十
名
ヲ
下
ラ
ズ
我
方
ノ
損

害
戦
死
四
、
負
傷
十
五
、
夜
間
戦
闘
ニ
於
テ
ハ
損
害
ナ
シ 

我
部
隊
将
兵
ノ
志
気
極
メ
テ
旺
盛
ナ
リ 

ロ
．
二
十
五
日
将
軍
廟
前
面
ノ
敵
ヲ
見
ズ 

二
十
五
、
六
両
日
空
中
戦
ニ
関
ス
ル
情
報
ナ
シ
（
天
候
不
良
ノ
為
ナ
ラ
ン
） 

二
、
事
件
地
外
方
面
ノ
状
況 

イ
．
東
部
、
北
部
国
境
方
面
異
状
ナ
シ 

ロ
．
知
夛
方
面
概
シ
テ
平
静
ニ
シ
テ
特
ニ
大
ナ
ル
輸
送
無
ク
「
モ
ロ
ト
フ
」
鉄

道
（
満
州
里
ノ
「
カ
ル
イ
ム
ス
カ
ヤ
」
線
）
亦
概
シ
テ
閑
散
国
境
方
面
特

別
ノ
緊
張
ヲ
認
メ
ス 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
七
日
一
四
．
〇
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
本
二
十
七
日
早
朝
「
ボ
イ
ル
」
湖
附
近
ニ
於
テ
有
力
ナ
ル
我
カ
飛
行
隊
ハ
敵
機

二
百
ト
遭
遇
、
約
三
十
分
ニ
亘
ル
戦
闘
ノ
後
引
キ
続
キ
「
タ
ム
ス
ク
」
飛
行
場

ヲ
空
襲
セ
リ 

敵
ニ
与
ヘ
タ
ル
損
害
、
確
実
ニ
撃
墜
九
十
八
、
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
六
、
地
上
ノ

敵
機
ニ
与
ヘ
タ
ル
損
害
中
程
度
破
壊
十
、
小
程
度
破
壊
十
（
二
十
？
）
ヲ
下
ラ
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ス 我
方
戦
闘
機
二
、
司
令
部
偵
察
機
一
未
タ
帰
還
セ
ス 

二
、
昨
二
十
六
日
午
後
六
時
「
カ
ン
ジ
ュ
ル
」
南
方
二
十
粁
ニ
於
テ
敵
機
約
四
十
機

ヲ
迎
撃
セ
ル
我
飛
行
隊
ハ
其
十
六
機
ヲ
撃
墜
我
方
損
害
無
シ 

三
、
地
上
ニ
於
テ
ハ
状
況
変
化
無
キ
模
様
ナ
リ 

四
、
事
件
地
正
面
以
外
東
部
北
部
共
異
状
ナ
シ 

猶
太
自
治
州
極
東
鉄
道
沿
線
降
雨
ノ
為
出
水
シ
交
通
阻
害
セ
ラ
レ
ア
ル
カ
如
シ 

五
、
野
原
大
尉
ハ
本
夕
新
京
発
第
一
線
ニ
向
カ
フ 

  

●
「
タ
ム
ス
ク
」
爆
撃
ニ
関
ス
ル
「
タ
ス
」
発
表 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
八
日 

第
五
課 

「
ソ
」
蒙
軍
司
令
部
ヨ
リ
得
タ
ル
情
報
ニ
依
レ
ハ
六
月
二
十
七
日
日
満
空
軍
ハ
外
蒙

領
「
タ
ム
ス
ク
」
地
方
（
国
境
ヨ
リ
一
二
〇
粁
）
ヲ
攻
撃
セ
リ
日
本
空
軍
ハ
戦
闘
機

八
〇
、
爆
撃
機
三
〇
ヲ
算
セ
リ
戦
闘
ノ
結
果
日
本
軍
ハ
七
機
（
爆
撃
機
二
ヲ
含
ム
）

ヲ
失
ヒ
タ
リ 

六
台
ノ
「
ソ
」
連
機
ハ
未
タ
基
地
ニ
帰
還
セ
ス
シ
テ
目
下
捜
索
中
ナ
リ
（
以
下
畧
簡

単
ニ
其
他
ノ
方
面
ニ
状
況
ヲ
附
加
シ
ア
リ 

  

●
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
国
境
事
件
「
タ
ス
」
発
表
（
二
十
九
日
朝
） 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
九
日 

第
五
課 

戦
闘
機
ヲ
以
テ
護
衛
セ
ラ
レ
タ
ル
十
五
台
ノ
日
本
爆
撃
機
ハ
再
ヒ
「
ブ
イ
ノ
ー
ル
」

湖
附
近
ニ
於
テ
外
蒙
領
土
内
ニ
侵
入
セ
リ
高
射
砲
砲
火
並
「
ソ
」
連
戦
闘
機
ノ
対
戦

ヲ
受
ケ
ツ
ツ
日
本
空
軍
ハ
目
標
ヲ
失
シ
タ
ル
数
発
ノ
爆
弾
ヲ
投
下
シ
戦
闘
ヲ
避
ケ
テ

満
領
ニ
退
却
セ
リ
「
ソ
」
連
高
射
砲
並
戦
闘
機
ハ
日
本
機
二
台
ヲ
撃
墜
シ
二
機
共
ニ

外
蒙
領
内
ニ
墜
落
セ
リ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
九
日
一
〇
．
三
五 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

一
、
事
件
地
附
近
ノ
状
況 

１
将
軍
廟
ノ
戦
闘
後
各
方
面
共
ニ
地
上
部
隊
ノ
戦
闘
ナ
ク
極
テ
平
穏
ナ
リ 

２
二
十
八
日
空
中
亦
平
静
ナ
リ 

敵
航
空
部
隊
ノ
再
建
工
作
ハ
目
下
ノ
処
小
規
模
ノ
損
害
補
充
ヲ
出
テ
サ
ル

モ
ノ
ノ
如
シ 

二
、
事
件
地
以
外
ノ
状
況 

東
部
及
北
部
方
面
ニ
於
テ
ハ
独
立
第
一
、
第
二
赤
旗
軍
及
国
境
警
備
隊
カ
警
戒

ヲ
厳
ニ
シ
一
部
ノ
示
威
的
行
動
、
諜
報
網
ノ
強
化
、
及
小
謀
略
ヲ
企
図
シ
ア
ル

カ
如
キ
モ
未
タ
重
大
ナ
ル
変
化
ヲ
認
メ
ス 

  
●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
九
日
一
六
．
一
〇 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 
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一
、
事
件
地
以
外
正
面
ノ
状
況 

１
東
部
正
面 

昨
二
十
八
日
ヨ
リ
天
候
恢
復
セ
リ 

国
境
視
察
ノ
結
果
左
ノ
如
シ 

イ
．
綏
芬
河
以
南
一
般
ニ
平
穏
ニ
シ
テ
異
状
ヲ
認
メ
ス 

二
十
八
日
「
ウ
オ
ズ
ド
ヴ
イ
ヂ
エ
ン
カ
」
飛
行
場
ノ
飛
行
隊
ハ
出
場
セ

ス
、
地
上
ニ
「
テ
・
ペ
」
五
型
三
、
機
種
不
明 

大
型
七
、「
イ
ー
」
一

六
型
三
待
機
シ
ア
ル
ヲ
見
タ
リ 

尚
「
ボ
ル
タ
フ
カ
」
附
近
ハ
平
常
ノ
如
ク
点
灯
シ
ア
リ 

ロ
．
虎
林
正
面
ニ
於
テ
ハ
依
然
陣
地
構
築
作
業
ヲ
続
行
シ
ア
ル
外
異
状
ナ
シ 

２
北
部
正
面 

「
ブ
リ
ユ
ツ
ヘ
ロ
ウ
オ
」「
エ
カ
テ
リ
ノ
ニ
コ
リ
ス
ク
」
方
面
ニ
於
テ
数
日
来
一

部
ノ
牽
制
的
行
動
ヲ
見
シ
外
異
状
ナ
シ 

要
ス
ル
ニ
東
部
及
北
部
正
面
共
ニ
状
況
大
ナ
ル
変
化
ヲ
認
メ
ス 

二
、
事
件
地
方
面
ノ
状
況 

１
二
十
八
日
「
ド
ロ
ト
」
湖
（
将
軍
廟
東
々
南
約
三
十
五
粁
）
附
近
ニ
敵
装
甲

車
及
騎
兵
出
没
シ
満
軍
斥
候
ノ
一
部
之
ト
衝
突
セ
ル
外
地
上
ハ
一
般
ニ
平

静
ナ
リ 

２
我
飛
行
隊
ハ
二
十
六
日
「
ア
ム
グ
ロ
」
附
近
ニ
於
テ
「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
」
ニ

テ
降
下
セ
ル
「
ソ
」
軍
ノ
飛
行
中
尉
ヲ
捕
獲
セ
リ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
六
月
三
十
日
一
六
．
〇
〇 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

一
、
事
件
地
正
面 

１
空
中
、
地
上
共
ニ
大
ナ
ル
変
化
ナ
シ 

２
「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
」
方
面
ニ
於
テ
ハ
敵
ハ
「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
」
西
南
「
ハ
ル
ハ
」

河
左
岸
ニ
新
ニ
陣
地
構
築
ヲ
開
始
セ
リ 

３
「
ハ
ル
ハ
」
河
ハ
最
近
豪
雨
ノ
為
増
水
シ
所
々
河
幅
ヲ
増
大
シ
ア
リ
（
十
万

分
一
地
誌
図
参
照
） 

４
「
ボ
イ
ル
」
湖
西
岸
ニ
於
テ
越
境
逃
亡
シ
来
レ
ル
外
蒙
兵
ノ
供
述
ニ
依
レ
ハ

本
人
ハ
「
マ
タ
ツ
ト
」
駐
屯
外
蒙
騎
兵
第
五
師
団
ニ
属
ス
ト 

尚
外
蒙
騎
兵
第
六
師
団
ハ
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
方
面
ニ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
「
サ

ン
ベ
ー
ズ
」
ニ
ハ
別
ニ
番
号
不
明
ノ
外
蒙
騎
兵
師
団
ア
リ
ト 

註 

本
人
ノ
供
述
ハ
当
方
ノ
配
兵
情
報
ト
著
ク
相
違
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
目
下
之
ヲ

査
覈
中
ナ
リ
ト 

二
、
事
件
地
以
外
正
面
ノ
状
況 

１
東
部
正
面 

（
イ
）
独
立
第
一
赤
旗
軍
ハ
二
十
九
日
狙
撃
部
隊
ヲ
逐
次
国
境
陣
地
ニ
配
置

シ
ア
ル
カ
如
ク
同
日
午
後
ヨ
リ
「
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
フ
ス
キ
ー
」
、

「
グ
ロ
デ
コ
ウ
オ
」
方
面
ニ
於
テ
ハ
部
隊
及
「
ト
ラ
ツ
ク
」
輸
送
稍
々

活
溌
ナ
リ 

又
同
方
面
ノ
「
ト
チ
カ
」
ニ
弾
薬
ヲ
分
配
シ
陣
地
一
部
ノ
強
化
及
偽

装
等
ヲ
開
始
セ
リ 

（
ロ
）
同
方
面
ニ
於
テ
二
十
九
日
夜
ヨ
リ
至
厳
ナ
ル
灯
火
管
制
ヲ
実
施
ス 

（
ハ
）
密
山
、
半
截
河
、
虎
頭
、
饒
河
、
同
河
方
面
大
ナ
ル
変
化
ナ
シ 
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２
北
部
正
面 

目
下
何
等
積
極
的
企
図
ヲ
認
メ
ス
状
況
大
ナ
ル
変
化
ナ
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
一
日
一
一
．
三
五 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

（
一
）
事
件
地
以
外
ノ
方
面 

１
独
立
第
一
及
第
二
赤
旗
軍
方
面 

「
タ
ム
ス
ク
」
空
襲
以
来
漸
ク
緊
張
ヲ
呈
シ
飛
行
部
隊
ノ
出
動
準
備
、
一

部
兵
力
ノ
推
進
、
陣
地
ニ
対
ス
ル
一
部
ノ
配
兵
並
弾
薬
補
充
、
野
営
部
隊

ノ
衛
戍
地
帰
還
及
灯
火
管
制
等
実
施
セ
ラ
レ
ア
リ 

国
境
警
備
隊
モ
陸
海
全
正
面
ニ
亘
リ
至
厳
警
戒
及
応
急
準
備
ヲ
実
施
ス 

然
レ
ト
モ
以
上
ノ
状
況
ハ
概
ネ
受
動
的
ナ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
目
下
ノ
処
未
タ

積
極
的
企
図
ノ
兆
候
ヲ
認
メ
ス 

２
連
絡
ノ
為
当
地
ニ
出
張
セ
ル
戍
集
団
岡
部
参
謀
ノ
談
ニ
依
レ
ハ
蒙
彊
方

面
ニ
於
テ
ハ
未
タ
積
極
的
企
図
ヲ
認
メ
ス
ト 

（
二
）
事
件
地
方
面 

１
一
昨
二
十
九
日
「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
」
西
北
方
約
三
十
粁
ニ
於
テ
我
将
校
斥
候

敵
ト
遭
遇
シ
又
同
日
夕
満
軍
部
隊
及
我
将
校
斥
候
「
ノ
モ
ト
ソ
ー
リ
ン
」

東
南
方
ニ
於
テ
敵
機
甲
部
隊
ト
交
戦
セ
ル
外
一
般
ニ
平
穏
ナ
リ 

２
三
十
日
飛
行
機
ノ
出
動
セ
ル
モ
ノ
ヲ
認
メ
ス 

３
「
ハ
ル
ハ
」
河
両
岸
ノ
敵
陣
地
ニ
関
シ
テ
ハ
要
図
ヲ
以
テ
報
告
セ
ル
外
左

ノ
如
シ 

（
イ
）「
ハ
ル
ハ
」
河
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
合
流
点
附
近
ノ
橋
梁
ハ
舟
橋
一

本
ノ
ミ
ナ
リ 

別
ニ
「
ボ
イ
ル
」
湖
東
北
端
ニ
橋
梁
ヲ
架
設
シ
ア
リ 

（
ニ
）
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
部
落
ニ
ハ
陣
地
ナ
シ 

（
ハ
）
敵
陣
地
ノ
右
翼
ハ
概
ネ
要
図
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸

ニ
ア
リ
テ
ハ
七
四
四
高
地
左
岸
ニ
ア
リ
テ
ハ
「
ス
ン
ブ
ル
オ
ボ
ー
」

附
近
ナ
リ 

（
ニ
）
「
ハ
ル
ハ
」
河
ノ
状
況 

合
流
点
ヨ
リ
上
流
三
十
粁
ハ
水
深
二
米
、
流
速
一
米
、
河
幅
六
十

乃
至
百
米
、
両
岸
絶
壁
、
水
流
ニ
沿
フ
湿
地
ハ
幅
六
百
乃
至
千
二

百
米
、
深
サ
二
十
乃
至
三
十
糎
ノ
泥
田
ニ
シ
テ
徒
渉
ヲ
許
サ
ス 

４
二
十
八
日
将
軍
廟
附
近
ニ
逃
亡
シ
来
レ
ル
外
蒙
兵
ノ
陳
述
ニ
ヨ
レ
ハ 

（
イ
）
本
人
ハ
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
」
騎
兵
第
一
師
団
ノ
補
充
員
ト
シ
テ

入
隊
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
六
月
二
日
輸
送
セ
ラ
レ
テ
騎
兵
第
六
師

団
ニ
配
属
換
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ 

（
ロ
）
第
六
師
団
ハ
七
日
夜
「
ハ
ル
ハ
」
河
ヲ
渡
河
シ
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」

河
南
方
ニ
陣
地
ヲ
構
築
ス 

（
ハ
）
第
六
師
団
ノ
機
甲
部
隊
ハ
軽
装
甲
車
二
、
重
装
甲
車
十
ヨ
リ
ナ
ル 

５
齋
藤
参
謀
ノ
事
件
地
附
近
敵
兵
力
判
断
左
ノ
如
シ 

（
イ
）
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
南
方 

外
蒙
騎
兵
第
六
師
団 

（
ロ
）
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
北
方 

「
ソ
」
軍
狙
撃
第
百
八
連
隊
及
「
ソ
」

軍
機
甲
旅
団 

（
ハ
）
「
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
」
方
面 

 

外
蒙
騎
兵
第
八
師
団 

（
ニ
）「
ボ
イ
ル
コ
」
方
面 

 
 

外
蒙
騎
兵
第
五
師
団
ト
「
ソ
」
軍
ノ
一
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部 

 

 

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
一
日
一
六
．
〇
〇 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

一
、
東
部
北
部
共
ニ
大
ナ
ル
変
化
無
シ 

二
、
戦
場
方
面
亦
大
ナ
ル
変
化
無
キ
モ
ノ
ノ
如
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
日
一
〇
．
五
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
事
件
地
以
外
ノ
方
面 

イ
．「
ポ
セ
ッ
ト
」
及
哈
桑
湖
地
区
大
ナ
ル
変
化
ナ
キ
モ
「
ポ
セ
ツ
ト
」
港
ニ
ハ

二
十
八
日
以
来
稍
々
活
況
ヲ
呈
ス 

ロ
．
東
寧
綏
芬
河
「
ウ
ス
リ
」
沿
岸
地
方
変
化
ナ
シ 

ハ
．
飛
行
機
ノ
飛
翔
一
般
ニ
低
調
ナ
リ 

ニ
．
武
市
方
面
ニ
於
テ
ハ
「
ム
ー
ヒ
ン
カ
」
ニ
野
営
中
ノ
第
十
二
狙
撃
師
団
二

十
九
日
以
来
武
市
ニ
帰
還
中
ニ
シ
テ
本
朝
目
撃
シ
得
タ
ル
自
動
車
ノ
数
約

百
四
十
輌
ナ
リ
要
ス
ル
ニ
東
部
及
北
部
方
面
未
タ
大
ナ
ル
変
化
ナ
シ 

二
、
事
件
地
方
面 

イ
．
満
州
里
方
面
平
常
ト
変
化
ナ
シ 

ロ
．
昨
一
日
我
一
部
ハ
戦
車
十
輌
砲
一
、
二
、
中
隊
ヲ
基
幹
ト
ス
ル
敵
ヲ
撃
破

シ
十
七
時
「
シ
ヤ
グ
ジ
ン
ガ
ン
ガ
」（
Ⅹ
三
七
二
〇
Ｙ
七
五
七
八
）
附
近
ニ

進
出
ス 

我
損
害
戦
死
一
名
、
敵
ノ
戦
車
二
輌
ヲ
破
壊
ス 

ハ
．
陣
地
ヲ
占
領
シ
ア
ル
敵
ハ
我
一
部
ノ
機
動
ニ
対
シ
既
ニ
追
随
的
兵
力
移
動

ヲ
開
始
セ
ル
カ
如
シ 

ニ
．
我
前
線
兵
ノ
志
気
極
メ
テ
旺
盛
ナ
リ 

要
ス
ル
ニ
当
初
空
陸
両
方
面
共
ニ
挑
戦
的
態
度
ニ
出
タ
ル
敵
ハ
前
日
来
ノ

空
中
戦
ニ
於
ケ
ル
惨
敗
及
最
近
我
方
精
鋭
部
隊
ノ
現
出
ニ
依
リ
著
ク
戦
意

ヲ
減
殺
シ
既
ニ
受
動
的
態
度
ニ
陥
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
判
断
セ
ラ
ル 

三
、
昨
日
以
来
ノ
報
告
中
ニ
在
ル
「
フ
イ
」
高
地
ハ
（
Ｘ
三
七
一
八
Ｙ
七
五
六
四
）

ノ
標
高
七
二
一
高
地
ナ
リ 

四
、
地
上
作
戦
ニ
関
シ
テ
ハ
尚
暫
ク
発
表
ヲ
差
控
フ
ル
積
リ
ナ
リ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
三
日
一
〇
．
四
〇 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

一
、
小
松
原
部
隊
ハ
二
日
払
暁
迄
ニ
主
力
ヲ
「
フ
イ
」
高
地
附
近
ニ
推
進
シ
安
岡
部

隊
ヲ
以
テ
「
ホ
ズ
イ
」
湖
東
南
側
ニ
集
結
シ
山
縣
部
隊
ヲ
以
テ
「
マ
ン
ズ
テ
」

湖
南
方
地
区
ヲ
占
領
セ
シ
ム 

敵
ハ
「
ヂ
ヤ
ク
ヂ
ン
ガ
ン
ガ
」
附
近
ニ
於
テ
交
戦
ヲ
交
ヘ
タ
ル
後
後
退
セ
リ 

二
、
小
松
原
部
隊
ハ
敵
ヲ
抑
留
ス
ル
為
二
日
正
午
頃
ヨ
リ
山
縣
部
隊
ヲ
以
テ
「
イ
リ

ン
」
高
地
ニ
攻
勢
ヲ
採
ラ
シ
ム 

又
安
岡
部
隊
ハ
敵
ノ
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ニ
機
動
セ
ン
ト
ス
ル
兆
候
ヲ
見
十
八
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時
戦
車
ノ
主
力
ヲ
以
テ
「
ヂ
ヤ
ゴ
ボ
レ
」
以
南
ノ
地
区
ニ
対
シ
敵
ノ
左
翼
ヲ
包

囲
ス
ル
如
ク
攻
撃
前
進
ヲ
開
始
ス 

該
方
面
ノ
敵
ハ
十
九
時
三
十
分
頃
渡
河
点
ニ
向
ヒ
退
却
ヲ
開
始
セ
リ 

三
、
二
日
正
午
頃
迄
ニ
於
ケ
ル
我
損
害
ハ
戦
死
七
ニ
シ
テ
此
間
敵
戦
車
七
ヲ
破
壊
セ

リ 

四
、
二
日
現
在
「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
飛
行
場
群
ニ
ア
リ
シ
敵
飛
行
機
ハ
大
型
五
小
型
二

十
六
ナ
リ 

五
、
事
件
地
以
外
ノ
正
面
変
化
ナ
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
三
日
一
五
．
五
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

国
通
「
ニ
ュ
ー
ス
」
ニ
依
レ
バ
岡
本
、
酒
井
両
部
隊
ハ
三
日
二
時
半
白
銀
査
干
「
オ

ボ
」
ヲ
占
領
敗
敵
ヲ
窮
追
シ
テ
八
時
頃
左
岸
ヲ
距
タ
ル
南
方
二
里
附
近
ヲ
更
ニ
南
方

ニ
向
ヒ
追
撃
前
進
中
ナ
リ
ト
（
註
本
件
一
般
報
導
ヲ
避
ク
ル
積
リ
ナ
リ
シ
モ
手
違
ヒ

ニ
テ
取
消
シ
問
ニ
合
ハ
サ
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
今
後
共
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
地
区
ニ
於

ケ
ル
行
動
ハ
発
表
ヲ
禁
止
ス
ル
筈
ナ
リ
ト
） 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
日
一
〇
．
五
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
事
件
地
以
外
ノ
方
面 

イ
．「
ポ
セ
ッ
ト
」
及
哈
桑
湖
地
区
大
ナ
ル
変
化
ナ
キ
モ
「
ボ
セ
ッ
ト
」
港
ニ
ハ

二
十
八
日
以
来
稍
々
活
況
ヲ
呈
ス 

ロ
．
東
寧
綏
芬
河
「
ウ
ス
リ
」
沿
岸
地
方
変
化
ナ
シ 

ハ
．
飛
行
機
ノ
飛
翔
一
般
ニ
低
調
ナ
リ 

ニ
．
武
市
方
面
ニ
於
テ
ハ
「
ム
ー
ヒ
ン
カ
」
ニ
野
営
中
ノ
第
十
二
狙
撃
師
団
ニ

十
九
日
以
来
武
市
ニ
帰
還
中
ニ
シ
テ
本
朝
目
撃
シ
得
タ
ル
自
動
車
数
約
百

四
十
輌
ナ
リ 

要
ス
ル
ニ
東
部
及
北
部
方
面
未
タ
大
ナ
ル
変
化
ナ
シ 

二
、
事
件
地
方
面 

イ
．
満
州
里
方
面
平
常
ト
変
化
無
シ 

ロ
．
昨
一
日
我
一
部
ハ
戦
車
十
輌
砲
一
、
二
中
隊
ヲ
基
幹
ト
ス
ル
敵
ヲ
撃
波
シ

十
七
時
「
シ
ヤ
グ
ジ
ン
ガ
ン
ガ
」（
Ｘ
三
七
二
〇
Ｙ
七
五
七
八
）
附
近
ニ
進

出
ス 

我
損
害
戦
死
一
名
、
敵
ノ
戦
車
二
輌
ヲ
破
壊
ス 

ハ
．
陣
地
ヲ
占
領
シ
ア
ル
敵
ハ
我
一
部
ノ
機
動
ニ
対
シ
既
ニ
追
随
的
兵
力
移
動

ヲ
開
始
セ
ル
カ
如
シ 

ニ
．
我
前
線
将
兵
ノ
志
気
極
メ
テ
旺
盛
ナ
リ 

要
ス
ル
ニ
当
初
空
陸
両
方
面
共
ニ
挑
戦
的
態
度
ニ
出
タ
ル
敵
ハ
前
日
来
ノ
空
中

戦
ニ
於
ケ
ル
惨
敗
及
最
近
我
方
精
鋭
部
隊
ノ
現
出
ニ
依
リ
著
ク
戦
意
ヲ
減
殺
シ

既
ニ
受
動
的
態
度
ニ
陥
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
判
断
セ
ラ
ル 

三
、
昨
日
以
来
ノ
報
告
中
ニ
在
ル
「
フ
イ
」
高
地
ハ
（
Ｘ
三
七
一
八
Ｙ
七
五
六
四
）

ノ
標
高
七
二
一
高
地
ナ
リ 

四
、
地
上
作
戦
ニ
関
シ
テ
ハ
尚
暫
ク
発
表
ヲ
差
控
フ
ル
積
リ
ナ
リ 
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●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
五
日
一
一
．
一
五 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
昨
四
日
地
上
戦
闘
ノ
状
況 

未
タ
確
実
ナ
ル
報
告
ニ
接
セ
サ
ル
モ
唯
今
第
一
線
ニ
在
ル
野
原
大
尉
ヨ
リ
ノ
電

話
連
絡
ニ
ヨ
レ
ハ
我
地
上
部
隊
ハ
主
力
ヲ
以
テ
「
イ
リ
ン
」
高
地
方
面
ノ
敵
ヲ

掃
蕩
撃
滅
中
ナ
ル
カ
如
シ
（
地
点
、
時
刻
等
ノ
詳
細
不
明
ナ
リ
） 

「
イ
リ
ン
」
高
地
ハ
尚
戦
車
二
、
三
十
輌
ア
リ
大
部
ハ
捕
捉
シ
得
ル
見
込
ニ
シ

テ
既
ニ
相
当
多
数
ノ
俘
虜
及
鹵
獲
品
ア
リ 

（
詳
細
未
タ
尚
不
明
） 

我
地
上
部
隊
ハ
昨
夜
既
ニ
完
全
ニ
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
ニ
転
移
セ
ル
モ
ノ
ノ
如

ク
左
岸
ニ
ハ
残
置
部
隊
無
キ
モ
ノ
ノ
如
シ 

満
軍
ハ
「
ノ
ロ
」
高
地
ノ
敵
ヲ
攻
撃
シ
四
日
八
時
合
流
点
東
北
方
四
粁
ノ
地
点

ニ
進
出
シ
ア
リ 

二
、
空
中
戦
闘
ノ
状
況 

四
日
正
午
頃
敵
空
軍
ハ
戦
場
上
空
ニ
跳
梁
セ
ル
カ
我
カ
航
空
部
隊
ハ
爆
撃
隊
ヲ

以
テ
「
ハ
ラ
」
西
北
地
区
砲
兵
及
「
コ
マ
ツ
」
西
方
車
輌
部
隊
ヲ
攻
撃
ス
ル
ト

共
ニ
戦
闘
隊
ヲ
以
テ
「
イ
」
十
五
、
十
六
及
「
エ
ス
ベ
」
合
計
五
十
三
機
ヲ
確

実
ニ
撃
墜
、
外
ニ
不
確
実
ナ
ル
モ
ノ
「
イ
」
十
六
「
エ
ス
ベ
」
合
計
十
五
機
ア

リ
現
出
セ
ル
敵
ノ
空
中
兵
力
「
イ
」
十
五
型
一
大
隊
「
イ
」
十
六
型
三
大
隊
「
エ

ス
ベ
」
型
二
䢣
三
大
隊 

我
方
前
期
無
事
帰
還
セ
ル
モ
負
傷
者
三
名
ア
リ 

三
、
齋
藤
中
佐
及
野
原
大
尉
ノ
行
動 

両
官
共
之
ヲ
以
テ
「
ハ
ル
ハ
」
河
畔
ノ
作
戦
一
段
落
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
野

原
大
尉
ハ
明
六
日
飛
行
機
ニ
テ
新
京
ヘ
又
齋
藤
中
佐
ハ
野
原
大
尉
ト
共
ニ
七
日

新
京
発
、
十
日
当
部
着
ノ
承
認
ヲ
認
メ
来
レ
リ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
五
日
一
七
．
一
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
地
上
戦
闘
ノ
状
況 

第
一
線
ヨ
リ
ノ
情
報
少
ク
詳
細
不
明
ナ
ル
モ
左
岸
攻
撃
部
隊
ハ
三
日
「
ハ
ル
ハ
」

河
左
岸
地
区
ニ
於
テ
二
百
乃
至
三
百
ノ
戦
車
及
装
甲
自
動
車
ト
遭
遇
シ
其
少
ク

モ
百
五
十
台
ヲ
破
壊
シ
タ
ル
後
同
日
夜
一
部
ヲ
渡
河
点
附
近
ニ
残
置
シ
主
力
ヲ

「
タ
ギ
」
湖
附
近
右
岸
地
区
ニ
集
結
四
日
主
力
ヲ
「
バ
ル
シ
ヤ
ガ
ル
」
髙
地
方

向
ニ
指
向
シ
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
地
区
ニ
於
テ
逐
次
敵
ヲ
圧
迫
シ
ツ
ヽ
ア
ル
モ

状
況
詳
カ
ナ
ラ
ス
敵
ノ
橋
梁
依
然
存
在
シ
ア
ル
カ
如
シ 

本
作
戦
ニ
於
テ
敵
ニ
与
ヘ
タ
ル
損
害
ハ
甚
大
ナ
ル
モ
我
モ
亦
相
当
ノ
損
害
ア
ル

見
込
渡
河
点
附
近
残
置
部
隊
モ
亦
大
体
右
岸
地
区
ニ
撤
退
セ
ル
模
様
ナ
ル
モ
或

ハ
尚
一
部
残
留
シ
ア
ル
ヤ
モ
知
レ
ス
（
本
朝
飛
行
偵
察
ノ
結
果
ニ
依
ル
モ
詳
細

明
カ
ナ
ラ
ス
） 

二
、
其
他
参
考
事
項 

イ
．
軍
司
令
部
ニ
於
テ
モ
情
報
少
キ
現
状
ニ
鑑
ミ
明
六
日
以
後
海
拉
爾
ニ
白
木

中
佐
ヲ
長
ト
ス
ル
情
報
所
ヲ
設
置
セ
ラ
ル
ヽ
筈 

ロ
．
三
日
戦
闘
ニ
於
テ
ハ
十
五
加
ラ
シ
キ
モ
ノ
戦
場
ニ
現
出
セ
リ
敵
戦
車
、
装

甲
自
動
車
ハ
近
接
ニ
当
リ
殆
ト
全
部
我
カ
速
射
砲
及
砲
兵
ニ
依
リ
テ
之
ヲ

破
壊
又
ハ
撃
退
セ
ル
為
此
等
ヨ
リ
受
ケ
タ
ル
損
害
ハ
大
ナ
ラ
サ
ル
カ
如
キ
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モ
我
カ
損
害
ノ
大
部
ハ
敵
砲
兵
火
力
ニ
依
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
如
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
六
日
一
〇
．
四
〇 

第
五
課 

長
濱
少
佐
受 

一
、
我
カ
左
岸
攻
撃
部
隊
ノ
岡
本
須
見
等
ノ
諸
部
隊
ハ
逐
次
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
地

区
ニ
転
進
シ
五
日
午
前
五
時
頃
迄
ニ
渡
河
点
北
側
地
区
ニ
集
結
セ
リ 

転
進
並
ニ
集
結
ハ
正
ニ
堂
々
ト
実
施
セ
ラ
レ
目
下
「
ハ
ル
ハ
」
左
岸
ニ
ハ
我
部

隊
無
ク
敵
ハ
敢
テ
追
躡
ノ
挙
ニ
出
テ
ス 

二
、
安
岡
部
隊
ハ
四
日
午
後
二
時
頃
合
流
点
附
近
ヲ
距
ル
約
四
粁
ノ
線
ニ
進
出
シ
ア

リ
、
尚
夕
刻
頃
ニ
ハ
合
流
点
ヲ
距
ル
一
粁
ノ
線
ニ
進
出
シ
ア
リ
ト
ノ
情
報
ア
リ 

三
、
左
岸
攻
撃
部
隊
ノ
右
岸
転
進
ハ
敵
機
械
化
部
隊
徹
底
的
撃
破
ノ
目
的
ヲ
達
成
シ

タ
ル
後
行
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
敵
ニ
与
ヘ
タ
ル
損
害
左
ノ
如
シ 

左
岸
ニ
於
ケ
ル
敵
戦
車
ノ
破
壊
数
少
ク
モ
百
五
十
台
、
全
部
ノ
破
壊
戦
車
ハ
二

百
台
ヲ
超
ユ
ヘ
シ 

其
他
彼
我
ノ
損
害
ニ
就
テ
ハ
目
下
調
査
中
ナ
リ 

四
、
五
日
午
後
一
時
三
十
分
頃
敵
ノ
「
エ
ス
・
ペ
」
六
十
機
、「
イ
」
十
五
及
十
六
型

合
計
五
十
機
戦
場
上
空
ニ
飛
来
シ
来
レ
ル
ヲ
以
テ
我
カ
戦
闘
隊
ハ
之
ヲ
迎
撃
シ

「
エ
ス
・
ペ
」
五
機
、「
イ
」
十
六
型
七
機
ヲ
確
実
ニ
撃
墜
シ
我
方
全
機
帰
還
セ

リ 我
カ
爆
撃
隊
ハ
五
日
主
ト
シ
テ
「
バ
ル
シ
ヤ
ガ
ル
」
台
上
ノ
敵
砲
兵
及
戦
車
ヲ

三
回
ニ
亘
リ
爆
撃
シ
相
当
ノ
損
害
ヲ
与
ヘ
タ
リ 

五
、
二
日
以
降
敵
飛
行
機
ハ
再
ヒ
増
加
セ
ル
カ
諸
情
報
ヲ
総
合
判
断
ス
レ
ハ
左
ノ
如

シ 敵
ハ
先
ニ
徹
底
的
打
撃
ヲ
蒙
リ
タ
ル
空
軍
部
隊
ヲ
戦
場
ヨ
リ
撤
退
シ
新
ニ
「
ド

ム
ノ
」
及
「
カ
ダ
ラ
」
駐
屯
「
エ
ス
・
ペ
」
三
大
隊
及
西
伯
利
軍
管
区
或
ハ
「
ク

イ
ブ
イ
シ
エ
フ
」
駐
屯
駆
逐
三
大
隊
内
外
ヲ
参
戦
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

六
、
以
上
敵
ノ
処
置
其
他
各
方
面
ノ
状
況
ニ
鑑
ミ
ル
ニ
敵
カ
本
事
件
ヲ
局
地
的
ニ
終

熄
セ
シ
メ
ン
ト
企
図
シ
ア
ル
ハ
窺
ヒ
知
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ 

七
、 

其
他
ノ
方
面
ニ
於
テ
ハ
猶
太
自
治
州
「
ラ
ズ
デ
」
対
岸
満
領
太
平
溝
ハ
四
日
「
ソ
」

領
ヨ
リ
潜
入
セ
リ
ト
思
惟
セ
ラ
ル
ル
約
五
百
ノ
匪
賊
ニ
依
リ
テ
襲
撃
セ
ラ
ル 

同
地
ハ
最
近
開
発
セ
ラ
レ
タ
ル
金
鉱
地
ナ
ル
為
多
少
ノ
被
害
ア
ル
見
込 

澤
田
部
隊
ハ
之
ニ
対
シ
所
要
ノ
処
置
ヲ
講
シ
ア
ル
モ
地
形
ノ
関
係
上
拡
大
ノ
虞

ナ
シ 

其
他
東
部
及
北
部
変
化
無
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
六
日
一
七
．
二
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
事
件
地
方
面
ノ
戦
況 

現
地
方
面
ヨ
リ
ノ
情
報
殆
ン
ト
無
ク
詳
細
不
明
ナ
ル
モ
海
拉
爾
軍
情
報
所
ヨ
リ

承
知
シ
得
タ
ル
所
ニ
依
レ
ハ
安
岡
部
隊
ハ
昨
五
日
夕
敵
渡
河
点
ニ
向
ヒ
攻
撃
中

ニ
シ
テ
既
ニ
台
端
近
ク
（
地
点
ノ
詳
細
不
明
）
進
出
シ
ア
リ
ト 

昨
夕
以
来
岡
本
、
須
見
両
部
隊
モ
亦
攻
撃
ニ
参
加
シ
ア
ル
筈
ナ
ル
ヲ
以
テ
今
明

日
中
ニ
ハ
右
岸
地
区
ノ
敵
ヲ
掃
蕩
シ
了
ル
ナ
ラ
ン
ト
思
惟
ス 

二
、
事
件
地
以
外
ノ
状
況 
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太
平
溝
金
鉱
地
（
太
平
溝
部
落
西
方
山
地
内
ニ
在
リ
ト
）
ニ
於
ケ
ル
損
害
ハ
死

傷
約
五
十
ト
ノ
情
報
ア
リ 

其
他
ノ
方
面
変
化
無
シ 

  

●
齋
藤
派
遣
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
六
日
一
八
．
〇
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
合
流
点
附
近
敵
渡
河
点
ノ
橋
梁
ノ
存
否
如
何
ニ
関
ス
ル
質
問
ニ
対
シ
橋
本
部
長

ノ
御
話
ニ
依
レ
ハ
二
本
共
存
在
シ
敵
重
車
輌
往
復
シ
ア
ル
カ
如
ク
敵
カ
更
ニ
左

岸
地
区
ノ
戦
車
ヲ
増
ス
ル
コ
ト
無
キ
ヤ
ヲ
監
視
シ
ア
リ
ト
ノ
回
答
ア
リ 

二
、「
コ
マ
ツ
」
台
附
近
ニ
敵
砲
兵
ノ
進
出
セ
ル
コ
ト
無
キ
ヤ
ノ
質
問
ニ
対
シ
テ
ハ
未

タ
其
ノ
事
実
ナ
シ
ト
ノ
回
答
ア
リ 

三
、
満
軍
ハ
勇
敢
ニ
行
動
シ
畧
々
「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
北
岸
部
隊
ト
同
線
ニ
進
出
シ

ア
ル
カ
如
シ 

  

●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡 

昭
和
十
四
年
七
月
七
日
一
二
．
三
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．
現
地
方
面
ヨ
リ
ノ
情
報
無
キ
モ
小
松
原
部
隊
ハ
昨
六
日
朝
以
来
渡
河
点
附

近
ニ
残
存
ス
ル
敵
ニ
対
シ
攻
撃
ヲ
開
始
セ
ル
筈 

ロ
．
俘
虜
ノ
言
ニ
依
レ
ハ
同
人
ノ
属
ス
ル
装
甲
自
動
車
旅
団
ハ
従
来
「
ジ
ヤ
ミ

ン
ウ
デ
」（
内
蒙
正
面
国
境
烏
得
）
ニ
駐
屯
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
六
月
二
十
九

日
同
地
出
発
七
月
二
日
頃
戦
場
ニ
到
着
シ
ア
リ 

ハ
．
事
件
地
附
近
ニ
現
出
セ
ル
敵
ノ
戦
車
及
装
甲
自
動
車
ノ
数
ハ
意
外
ニ
多
数

ニ
シ
テ
合
計
四
百
輌
以
上
ニ
上
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
其
約
半
数
ヲ
破
壊
又
ハ
擱

坐
セ
シ
メ
タ
ル
次
第
ナ
リ 

ニ
．
現
地
方
面
ニ
兵
力
増
加
ノ
情
報
ニ
関
シ
テ
ハ
東
部
及
北
部
方
面
ノ
航
空
兵

力
ヲ
モ
派
遣
セ
ル
ニ
非
サ
ル
ヤ
ノ
疑
ア
ル
外
何
等
ノ
情
報
ニ
接
シ
ア
ラ
ス 

ホ
．
服
部
中
佐
本
日
帰
来
セ
ル
ニ
付
現
地
方
面
ノ
状
況
判
明
次
第
電
報
又
ハ
電

話
ス
ヘ
シ 

ヘ
．
齋
藤
中
佐
及
野
原
大
尉
ハ
本
日
ノ
飛
行
機
ニ
依
リ
帰
来
ノ
予
定
ニ
テ
昨
夜

奉
天
ニ
向
ヒ
出
発
セ
ル
モ
天
候
不
良
ノ
為
目
下
奉
天
ニ
滞
留
シ
ア
ル
模
様

ナ
リ 

二
、
鵜
飼
中
佐
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．
俘
虜
ノ
言
ニ
依
レ
ハ
装
甲
自
動
車
旅
団
ノ
装
甲
自
動
車
数
ハ
従
来
ノ
情
報

（
「
フ
ロ
ン
ト
」
少
佐
ノ
言
）
ニ
比
シ
遥
カ
ニ
多
ク
重
、
軽
併
セ
テ
百
五
十

輌
ナ
ル
カ
如
シ
（
昨
年
中
ニ
増
強
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
） 

ロ
．
従
テ
現
地
附
近
ニ
於
テ
交
戦
セ
ル
装
甲
自
動
車
旅
団
数
ハ
「
ジ
ヤ
ミ
ン
・

ウ
デ
」
ノ
モ
ノ
ト
「
ウ
ン
ド
ル
ハ
ン
」
又
ハ
「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
ノ
モ
ノ
ト

ノ
二
個
ナ
ル
ヘ
ク
其
他
装
甲
旅
団
一
䢣
二
個
（
戦
車
ヲ
主
体
ト
ス
ル
モ
ノ
）

ト
判
断
セ
ラ
ル 

ハ
．
別
ニ
一
昨
日
入
手
セ
ル
密
偵
報
ニ
依
レ
ハ
「
サ
ン
ペ
ー
ズ
」
東
北
方
ニ
兵

種
不
明
ノ
三
連
隊
ア
リ
ト
、
確
度
甚
タ
低
キ
モ
或
ハ
狙
撃
第
五
十
七
師
団

ナ
ラ
ス
ヤ
ト
モ
思
惟
セ
ラ
ル
、
現
認
セ
ル
日
時
等
ハ
不
明
ナ
リ 

ニ
．「
ジ
ヤ
ミ
ン
・
ウ
デ
」
ヨ
リ
現
地
方
面
ヘ
ハ
経
路
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
良
好
ナ



- 41 - 

ル
自
動
車
道
ア
ル
カ
如
シ 

（
参
考
） 

同
盟
通
信
ヨ
リ
獲
得
セ
ル
情
報
ニ
依
レ
ハ
昨
六
日
我
飛
行
隊
ハ
「
ボ
イ
ル
」
湖
上

空
ニ
於
テ
「
エ
ス
・
ペ
」
型
及
「
イ
」
十
六
型
計
五
十
数
機
ト
遭
遇
シ
其
二
十
四

機
（
「
エ
ス
・
ペ
」
型
四 

「
イ
」
十
六
型
二
〇
）
ヲ
撃
墜
セ
リ
我
方
三
機
不
時
着

セ
ル
モ
之
ヲ
収
容
シ
得
タ
リ
（
一
二
、
三
〇
「
ラ
ヂ
オ
」
放
送
済
） 

  

●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡 

昭
和
十
四
年
七
月
七
日
一
六
．
三
五 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．
小
松
原
兵
団
ハ
昨
夕
迄
ニ
「
バ
ル
シ
ヤ
ガ
ル
」
高
地
上
ノ
敵
陣
地
ノ
大
部

ヲ
攻
略
シ
テ
最
後
ノ
陣
地
線
ヲ
包
囲
攻
撃
中
ナ
ル
モ
「
コ
マ
ツ
」
台
上
ヨ

リ
ス
ル
十
加
又
ハ
十
五
加
約
一
大
隊
ノ
火
力
ニ
依
リ
戦
況
ノ
進
捗
遅
延
シ

ア
リ
（
昨
夕
刻
頃
ノ
状
況
） 

ロ
．「
ノ
ロ
」
高
地
方
面
ハ
敵
ノ
全
陣
地
ヲ
攻
略
シ
既
ニ
同
高
地
ノ
西
側
ニ
進
出

シ
ア
リ
（
同 

右
） 

ハ
．
要
ス
ル
ニ
敵
砲
兵
ノ
射
程
大
ニ
シ
テ
我
砲
兵
ノ
射
程
到
達
セ
サ
ル
為
若
干

ノ
困
難
ヲ
生
シ
ア
ル
モ
目
下
対
応
策
ヲ
講
シ
ツ
ツ
ア
ル
ヲ
以
テ
右
岸
地
区

ノ
敵
ノ
完
全
掃
蕩
ハ
最
早
時
間
ノ
問
題
ナ
リ 

ニ
．
戦
場
掃
除
ハ
逐
次
進
捗
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
左
岸
地
区
ニ
進
出
セ
ル
部
隊
ハ
屍

体
ハ
完
全
ニ
之
ヲ
収
容
シ
且
破
壊
セ
ラ
レ
タ
ル
自
動
貨
車
等
ハ
之
ヲ
焼
却

セ
リ
ト 

ホ
．
俘
虜
ノ
数
ハ
未
タ
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
五
日
頃
安
岡
部
隊
ニ
十
五
名
ト
ノ
報

告
ア
リ
シ
コ
ト
ア
リ
、
不
確
実
ナ
ル
モ
海
拉
爾
ニ
六
十
名
収
容
シ
逐
次
哈

市
ニ
転
送
中
ナ
リ
ト 

右
ノ
内
ニ
「
ジ
ヤ
ミ
ン
・
ウ
デ
」
装
甲
自
動
車
旅
団
ノ
少
佐
一
名
ア
リ 

ヘ
．
有
末
中
佐
ハ
本
七
日
ノ
飛
行
機
ニ
テ
出
発
ノ
予
定
ナ
リ
シ
モ
予
定
ヲ
変
更

其
空
席
ヲ
齋
藤
中
佐
等
ノ
使
用
ニ
供
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
是
亦
天
候
ノ
為

飛
行
不
能
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ 

有
末
中
佐
ハ
恐
ラ
ク
今
尚
現
地
方
面
ニ
在
ル
ナ
ラ
ン 

二
、
鵜
飼
中
佐
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．「
ジ
ヤ
ミ
ン
・
ウ
デ
」
装
甲
旅
団
ハ
装
甲
自
動
車
約
百
輌
、
車
載
歩
兵
一
大

隊
ヲ
基
幹
ト
シ
七
月
三
日
「
ハ
ル
ハ
」
左
岸
地
区
ノ
戦
闘
ニ
参
加
セ
リ 

ロ
．
在
「
サ
ン
ペ
ー
ズ
」
装
甲
自
動
車
旅
団
モ
亦
七
月
四
日
頃
戦
場
ニ
到
着
戦

闘
ニ
参
加
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
同
旅
団
ハ
装
甲
自
動
車
約
五
十
輌
、
車
載
歩

兵
一
大
隊
及
水
陸
両
用
戦
車
部
隊
ヲ
有
ス
ト
ノ
報
告
ア
リ
（
註
、
俘
虜
ノ

陳
述
ナ
ラ
ン
） 

ハ
．
以
上
ニ
依
リ
七
月
三
、
四
日
ノ
両
日
装
甲
自
動
車
二
旅
団
戦
場
ニ
到
着
セ

ル
次
第
ニ
シ
テ
従
来
存
在
セ
シ
「
ウ
ン
ド
ル
ハ
ン
」
装
甲
旅
団
（
戦
車
ヲ

主
体
ト
ス
）
、
同
装
甲
自
動
車
旅
団
及
知
多
装
甲
旅
団
（
註
、
知
多
ハ
多
少

疑
問
ナ
リ
）
ト
合
ス
レ
ハ
五
旅
団
ト
ナ
ル
次
第
ナ
リ 

ニ
．
昨
六
日
敵
ハ
戦
車
七
十
五
輌
、
車
載
歩
兵
八
百
ヲ
以
テ
逆
襲
ヲ
企
図
セ
ル

カ
如
シ
ト
ノ
断
片
的
情
報
ア
ル
モ
其
事
実
疑
ハ
シ 

ホ
．「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
地
区
ニ
残
存
シ
ア
ル
敵
ノ
兵
力
ハ
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
歩

兵
部
隊
ヲ
見
ス
シ
テ
専
ラ
戦
車
及
装
甲
自
動
車
ト
ノ
戦
闘
ナ
リ
ト
称
セ
ラ

ル 
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●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡 

昭
和
十
四
年
七
月
八
日
〇
九
．
五
五 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

（
一
）
昨
七
日
夕
ニ
於
ケ
ル
小
松
原
部
隊
正
面
ノ
敵
兵
力
判
断
左
ノ
如
シ 

一
、「
イ
リ
ン
」
高
地
ノ
敵
第
一
線
ハ
標
高
七
三
八
高
地
ヲ
中
心
ト
シ
左
右
ニ

亘
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ 

歩
兵 
二
䢣
三
中
隊 

戦
車 

四
十
䢣
五
十
輌 

野
砲 

約 
 

二
十
門 

二
、「
ノ
ロ
」
高
地
ノ
敵
第
一
線
ハ
標
高
七
五
八
高
地
ヲ
中
心
ト
シ
南
北
ニ
亘

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ 

歩
兵 

二
百
乃
至
三
百 

戦
車 

十
数
輌 

三
、
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ノ
敵 

「
ス
ン
ブ
ル
オ
ボ
」
附
近 

十
五
加 

 
 

八
門 

「
ハ
ラ
」
台
附
近 

 
 

 

野
砲 

 
 

十
六
門 

「
コ
マ
ツ
」
台
附
近 

 
 

車
輌 

 

約
二
百
輌 

四
、
敵
空
軍
兵
力
（
航
空
部
隊
ノ
感
想
ニ
基
ク
モ
ノ
） 

「
イ
」
十
六
型 

 

約
四
十 

「
イ
」
十
五
型 

 

約
二
十 

「
エ
ス
・
ペ
」
型 

約
三
十 

「
テ
・
ペ
」
三
型 

約
三
十 

以
上 

計 

約
百
二
十
機 

（
二
）
其
他
ノ
正
面
目
下
ノ
処
変
化
無
シ 

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡 

昭
和
十
四
年
七
月
八
日
一
五
．
三
五 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

一
、
本
払
暁
小
松
原
部
隊
ハ
夜
襲
ニ
ヨ
リ
「
バ
ル
シ
ャ
ガ
ル
」
地
区
ノ
標
高
七
三
八

高
地
及
其
東
方
陣
地
ヲ
占
領
セ
リ 

二
、
敵
ハ
本
朝
来
退
却
ヲ
開
始
シ
我
ハ
主
力
ヲ
以
テ
七
三
八
高
地
西
端
ニ
進
出
一
部

ヲ
以
テ
敗
敵
ヲ
追
躡
シ
ツ
ツ
ア
リ 

三
、「
ノ
ロ
」
高
地
ノ
敵
モ
退
却
ヲ
開
始
シ
我
部
隊
ハ
同
高
地
北
端
ニ
進
出
シ
ア
ル
カ

如
シ 

四
、
本
八
日
八
時
我
挺
進
工
兵
ハ
「
ハ
ル
ハ
」
河
ノ
橋
梁
（
下
流
ヨ
リ
二
番
目
）
ヲ

爆
破
セ
リ 

五
、「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ノ
敵
砲
兵
ハ
本
朝
緩
徐
ナ
ル
射
撃
ヲ
実
施
セ
ル
モ
爾
後
ノ
活

動
活
溌
ナ
ラ
ス 

六
、
敵
航
空
部
隊
ハ
本
朝
編
隊
ヲ
以
テ
来
襲
セ
ル
モ
爾
後
ノ
行
動
活
溌
ナ
ラ
ス 

敵
空
軍
主
力
ハ
「
タ
ム
ス
ク
」
ヲ
根
拠
ト
ナ
シ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
「
サ
ン
ペ
ー

ズ
」
ニ
ハ
大
型
機
ナ
ク
小
型
機
若
干
ア
リ 

七
、
「
ボ
ル
ヂ
ヤ
」
附
近
ニ
ハ
敵
機
ヲ
認
メ
ス 

八
、
「
ボ
ル
ヂ
ヤ
」
䢣
「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
道
ノ
交
通
ハ
活
溌
ナ
ラ
ス 

  
●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
九
日
一
一
．
四
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 
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イ
．
小
松
原
部
隊
ハ
八
日
夕
ヨ
リ
主
力
ヲ
以
テ
残
敵
ヲ
合
流
点
ニ
圧
迫
撃
滅
ヲ

期
シ
ツ
ツ
ア
リ 

合
流
点
右
岸
ニ
ハ
尚
百
輌
以
上
ノ
車
輌
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

右
ハ
飛
行
機
偵
察
ノ
結
果
ナ
ル
モ
橋
梁
破
壊
セ
ル
為
残
留
シ
ア
ル
モ
ノ
ナ

リ
ヤ
否
ヤ
詳
カ
ナ
ラ
ス 

ロ
．
八
日
十
六
時
以
後
左
岸
台
上
ノ
敵
砲
兵
ハ
著
シ
ク
減
少
セ
リ 

ハ
．
八
日
十
三
時
四
十
分
「
ボ
イ
ル
」
湖
東
方
地
区
ニ
於
テ
敵
機
十
八
ヲ
撃
墜

我
方
二
機
帰
還
セ
ス
十
八
時
「
エ
ス
・
ベ
」
型
十
九
機
我
カ
戦
線
後
方
ヲ

爆
撃
セ
ル
モ
被
害
無
キ
見
込 

ニ
．
敵
戦
車
装
甲
自
動
車
ノ
破
壊
数 

左
岸
地
区 

約
百
五
十
輌 

右
岸
地
区 

約
百
輌 

合
計 

 
 

約
二
百
五
十
輌 

ホ
．
七
日
迄
ノ
我
カ
死
傷
ハ
詳
細
判
明
セ
サ
ル
モ
諸
情
報
ヲ
総
合
ス
ル
ニ
戦
死

約
四
百
、
戦
傷
約
八
百
、
合
計
千
二
百
名
内
外
ナ
ル
カ
如
シ 

但
本
数
字
ハ
精
確
ヲ
期
シ
難
シ 

ヘ
．
其
他
満
蒙
国
境
方
面
ノ
敵
情 

１
「
ハ
ル
ハ
」
廟
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス
ル
歩
兵
約
百
名 

２
「
ボ
ル
ン
デ
ル
ス
」
（
「
ボ
イ
ル
」
湖
西
岸
）
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス
ル
歩
兵
約

百
五
十
名 

３
「
ア
ラ
カ
ボ
ル
ガ
」
（
「
ボ
イ
ル
」
湖
西
方
約
八
十
粁
）
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス

ル
歩
兵
約
二
百
此
等
ノ
敵
ハ
六
月
二
十
六
日
以
来
該
地
附
近
ヲ
警
備

シ
ア
ル
モ
積
極
的
行
動
無
シ 

ト
．
其
他
ノ
各
方
面
目
下
ノ
処
変
化
無
シ 

二
、
磯
村
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

「
ソ
」
領
全
般
ニ
亘
リ
未
タ
積
極
的
企
図
ノ
兆
候
ヲ
認
メ
サ
ル
モ
動
員
、
集
中

其
他
開
戦
準
備
ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
無
キ
ヤ
目
下
慎
重
調
査
中
ナ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
九
日
一
六
．
一
五 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
小
松
原
部
隊
ハ
昨
八
日
薄
暮
敵
ヲ
攻
撃
シ
十
二
榴
五
門
ヲ
鹵
獲
セ
リ 

二
、
本
朝
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
地
区
ニ
ハ
尚
若
干
ノ
敵
兵
残
存
ス 

其
ノ
兵
力
車
輌
三
十
輌
内
外
（
戦
車
自
動
貨
車
等
ヲ
合
シ
） 

三
、
右
車
輌
数
ハ
飛
行
機
偵
察
ノ
結
果
ニ
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
百
輌
内
外
ト
ノ
報
ア
ル

モ
三
十
輌
内
外
ノ
方
事
実
ナ
ル
ガ
如
シ 

四
、
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
台
上
ノ
砲
兵
ハ
依
然
活
躍
中 

五
、
渡
河
点
ノ
橋
梁
ハ
昨
夜
半
更
ニ
一
本
ヲ
爆
破
セ
ル
ガ
如
シ 

六
、
以
上
ニ
依
リ
右
岸
残
留
ノ
敵
ハ
橋
梁
ノ
爆
破
ニ
依
リ
逃
ゲ
遅
レ
タ
カ
或
ハ
本
夜

ヲ
待
テ
左
岸
ニ
撤
退
ヲ
企
図
シ
ア
ル
モ
ノ
カ
何
レ
ニ
セ
ヨ
敗
残
ノ
一
部
ガ
橋
梁

ニ
近
ク
残
存
シ
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
大
ナ
ル
抵
抗
力
無
キ
モ
ノ
ノ
如
シ 

七
、
小
松
原
部
隊
ノ
主
力
ハ
停
止
シ
一
部
ヲ
シ
テ
窮
追
セ
シ
メ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ナ
ル

ガ
如
シ 

（
註
）
午
前
連
絡
ノ
際
俘
虜
ノ
数
ヲ
質
シ
タ
ル
処
七
日
迄
ニ
海
拉
爾
ニ
収
容
セ
ル
モ

ノ
二
十
二
名
内
十
四
名
ハ
逃
走
ノ
目
的
ヲ
以
テ
投
降
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ

回
答
ア
リ
尚
第
一
線
方
面
ニ
ハ
若
干
ノ
俘
虜
ア
ル
見
込 
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●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
一
日
一
二
．
一
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．「
バ
ル
シ
ャ
ガ
ル
」
地
区
ノ
戦
況
大
ナ
ル
変
化
無
キ
カ
如
ク
橋
梁
附
近
ノ
敵

ハ
減
少
セ
リ
ヤ
否
ヤ
不
明
ナ
リ 

小
松
原
部
隊
主
力
ハ
未
タ
「
ハ
ル
ハ
」
河
ノ
線
ニ
進
出
シ
ア
ラ
ス 

ロ
．「
ノ
ロ
」
台
方
面
ニ
於
テ
ハ
岡
本
部
隊
ハ
敵
ヲ
駆
逐
シ
テ
合
流
点
附
近
ニ
進

出
セ
リ
ト
ノ
報
ア
リ 

ハ
．「
ハ
ル
ハ
」
右
岸
ニ
進
出
シ
ア
リ
シ
敵
騎
ハ
之
ヲ
撃
退
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
現

在
既
ニ
右
岸
ニ
ハ
敵
騎
無
キ
模
様
ナ
リ 

ニ
．
目
下
ノ
処
敵
カ
我
右
側
方
面
ニ
渡
河
攻
撃
シ
来
ル
虞
無
シ 

二
、
大
越
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．
俘
虜
ノ
収
容
数
ハ
二
十
名
余
ナ
リ
シ
カ
更
ニ
赤
軍
大
隊
長
一
名
、
兵
十
名

ヲ
率
ヰ
テ
投
降
シ
来
レ
リ
（
日
時
不
明
） 

ロ
．
右
大
隊
長
ハ
在
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
第
五
自
動
車
化
狙
撃
機
関
銃
旅
団
第
三
大

隊
長
ニ
シ
テ
極
端
ニ
疲
労
シ
ア
リ 

ハ
．
右
大
隊
長
ニ
就
キ
調
査
シ
タ
ル
結
果
左
ノ
如
シ
（
疲
労
ノ
極
ニ
在
ル
モ
ノ

ノ
応
答
ナ
ル
ヲ
以
テ
多
少
ノ
誤
リ
無
キ
ヲ
保
セ
ス
） 

１
「
ベ
ル
ム
」
ニ
於
テ
ハ
五
月
三
十
日
民
兵
交
代
兵
ヲ
召
集
第
六
百
一
号

部
隊
ヲ
編
成
シ
六
月
十
八
日
出
発
連
隊
長
引
率
ノ
下
ニ
東
送
セ
ラ
レ

同
月
三
十
日
「
ボ
ル
ジ
ャ
」
ニ
到
着 

２
知
多
ニ
於
テ
モ
亦
五
月
三
十
日
民
兵
交
代
兵
及
予
備
兵
ヲ
召
集
第
七
百

一
号
部
隊
ヲ
編
成
六
月
末
「
ボ
ル
ジ
ャ
」
着 

３
此
等
部
隊
ハ
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
ニ
於
テ
一
括
ノ
後
在
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
各
部

隊
ニ
配
当
セ
ラ
レ
タ
リ 

４
本
人
ノ
属
ス
ル
部
隊
ハ
七
月
二
日
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
出
発
、
現
地
ニ
向
ヒ

急
進
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
全
旅
団
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
未
詳
） 

５
第
五
旅
団
ハ
某
軍
団
ニ
属
シ
同
旅
団
ノ
外
戦
車
旅
団
二
個
ヲ
有
ス
、
其

番
号
ハ
第
六
ノ
ミ
承
知
シ
ア
ル
モ
他
ハ
不
明 

６
在
「
ボ
ル
ジ
ヤ
」
爾
他
部
隊
モ
第
五
旅
団
同
様
補
充
ヲ
受
ケ
タ
リ 

ニ
．
右
ノ
外
調
査
ノ
結
果
ニ
依
レ
ハ
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
共
和
国
「
ジ
ト
ミ
ー
ル
」

方
面
ヨ
リ
モ
同
様
ノ
補
充
兵
輸
送
セ
ラ
レ
ア
ル
ヤ
ノ
疑
ア
リ
、
一
般
ニ
事

件
出
動
部
隊
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
後
貝
加
爾
軍
管
区
ハ
勿
論
第
一
、
第
二
軍
方
面

ニ
於
テ
モ
同
様
補
充
（
充
員
）
ヲ
行
ヒ
ア
ル
モ
ノ
ト
判
断
ス 

ホ
．
我
方
損
害
ハ
目
下
ノ
処
尚
詳
カ
ナ
ラ
サ
ル
モ
病
院
ニ
収
容
セ
ル
モ
ノ
約
千

五
百
ト
聞
ケ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
一
日
一
四
．
三
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
本
十
一
日
午
前
九
時
三
十
分
小
松
原
兵
団
ノ
報
告
要
旨 

イ
．「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
地
区
ニ
ハ
尚
少
ク
モ
歩
兵
二
、
三
中
隊
、
戦
車
、
装
甲

自
動
車
約
四
十
輌
残
存
ス 

ロ
．
橋
梁
ハ
川
又
附
近
及
其
上
流
中
島
附
近
（
川
又
橋
梁
上
流
約
四
粁
）
ニ
各
々

一
ア
リ 

ハ
．
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ノ
長
射
程
砲
ハ
本
朝
来
猛
射
シ
ア
リ 
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ニ
．
小
松
原
部
隊
ハ
一
部
ヲ
以
テ
「
ハ
ル
ハ
」
河
岸
ニ
進
出
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ

主
力
ハ
後
方
台
端
ニ
在
リ 

ホ
．「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
左
岸
岡
本
部
隊
ハ
一
部
ヲ
以
テ
六
九
一
高
地
ヲ
占
領
セ

シ
メ
主
力
ハ
其
東
方
地
区
ニ
在
リ 

二
、
現
地
迄
ノ
俘
虜
総
数
四
十
一
名 

三
、
其
他
ノ
方
面
目
下
ノ
処
変
化
無
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
二
日
一
一
．
三
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
十
日
夜
小
松
原
部
隊
ハ
右
岸
ノ
残
敵
ニ
対
シ
夜
襲
ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
敵
ハ
依
然
之

ヲ
拒
止
シ
ア
リ
敵
残
存
兵
力
ハ
歩
兵
二
、
三
中
隊
、
戦
車
装
甲
自
動
車
合
計
約

三
䢣
四
〇
輌
ナ
ル
カ
如
シ 

二
、
諸
情
報
ヲ
総
合
ス
ル
ニ
当
面
ノ
敵
主
力
ハ
依
然
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
地
区
ニ
在

リ
テ
遠
ク
後
方
ニ
撤
退
シ
ア
ラ
サ
ル
カ
如
シ 

三
、
合
流
点
附
近
右
岸
三
角
地
帯
ニ
ハ
十
日
夜
暗
ヲ
利
用
シ
若
干
兵
力
増
強
セ
サ
レ

タ
ル
カ
如
ク
又
砲
兵
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
援
シ
極
力
同
地
帯
ヲ
保
持
ス
ル
企
図
ノ
如

シ 

四
、
川
又
附
近
及
其
上
流
中
島
附
近
ニ
ハ
各
橋
梁
一
ア
リ 

五
、
「
コ
マ
ツ
」
「
ハ
ラ
」
及
其
中
間
後
方
ニ
ハ
長
距
離
砲
各
四
門
ア
リ 

十
日
夜
来
十
一
日
朝
ニ
亘
リ
該
長
射
程
砲
ハ
間
断
ナ
ク
射
撃
ヲ
続
行
セ
リ 

六
、
関
東
軍
三
好
参
謀
ノ
十
一
日
視
察
セ
ル
結
果
ニ
依
レ
ハ
合
流
点
附
近
右
岸
地
区

ニ
ハ
敵
戦
車
、
装
甲
自
動
車
約
一
〇
〇
輌
ア
リ
内
約
六
〇
輌
ハ
川
又
橋
梁
ニ
近

ク
又
約
四
〇
輌
ハ
我
軍
ノ
右
翼
ニ
在
リ 

七
．
十
一
日
「
フ
イ
」
高
地
北
側
高
地
ニ
敵
戦
車
約
四
〇
輌
在
リ
後
方
ニ
橋
梁
ア
ル

カ
如
キ
モ
明
カ
ナ
ラ
ス 

八
、
三
好
参
謀
ノ
談
ニ
依
レ
ハ
敵
航
空
兵
力
ノ
主
力
ハ
目
下
「
タ
ム
ス
ク
」
ニ
在
リ

テ
同
地
ノ
兵
力
ハ
「
イ
ー
」
十
五
型
一
大
、「
イ
ー
」
十
六
型
四
大
、
大
型
一
大
、

中
型
一
大
、
合
計
一
二
〇
䢣
一
三
〇
機
ナ
リ
「
マ
タ
ー
ド
」「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
ニ

ハ
各
一
二
䢣
一
三
機
ア
ル
ノ
ミ 

九
、
最
近
二
䢣
三
日
来
敵
ハ
甘
珠
兒
廟
及
将
軍
廟
ニ
対
シ
概
ネ
三
機
ヲ
以
テ
夜
間
爆

撃
ヲ
行
ヘ
リ 

一
〇
、
小
松
原
部
隊
ハ
依
然
七
三
三
高
地
ノ
線
ニ
在
リ
又
「
フ
イ
」
高
地
方
面
ニ
於

テ
ハ
我
捜
索
部
隊
満
軍
ト
協
力
敵
ニ
対
シ
ア
リ 

  

●
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
二
日
一
七
．
〇
〇 

第
五
課
長
濱
少
佐
受 

本
朝
電
話
連
絡
以
後
特
別
ノ
情
報
ニ
接
セ
ス 

状
況
ノ
変
化
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
ム 

  
●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
二
日
一
八
．
三
〇 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話 
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１
昨
十
一
日
夜
小
林
部
隊
ノ
主
力
ヲ
以
テ
合
流
点
附
近
ノ
敵
ヲ
攻
撃
シ
タ
ル
モ

敵
歩
兵
約
二
大
隊
戦
車
約
七
䢣
八
十
輌
頑
強
ニ
抵
抗
シ
之
ヲ
撃
退
シ
得
ス

原
位
置
ニ
後
退
ス 

２
本
朝
来
左
岸
ノ
敵
砲
兵
ハ
尚
活
動
シ
ア
リ 

３
三
角
地
帯
ノ
敵
ハ
昨
夜
更
ニ
兵
力
ヲ
増
加
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

４
本
十
二
日
十
四
時
二
十
分
頃
「
ハ
ル
ハ
」
河
畔
上
空
ニ
於
テ
我
戦
闘
隊
二
十

機
ト
敵
ノ
「
イ
」
十
五
型
二
十
機
「
イ
」
十
六
型
五
十
機
ト
交
戦
「
イ
」
十

六
型
十
一
機
ヲ
撃
墜
セ
リ
（
電
話
不
明
瞭
ナ
リ
） 

二
、
鵜
飼
中
佐
ト
ノ
電
話 

１
最
近
「
フ
エ
ク
レ
ン
コ
」
中
将
ト
交
代
セ
ル
「
ジ
ユ
ー
コ
フ
・
ゲ
カ
」
中
将

ハ
外
蒙
赤
軍
特
別
第
五
十
七
軍
団
長
ニ
シ
テ
東
蒙
事
件
地
ノ
全
般
指
揮
官

ナ
リ
ト
判
断
ス 

２
在
「
マ
タ
ー
ド
」
ノ
外
蒙
騎
兵
師
団
ハ
第
八
ニ
シ
テ
第
二
騎
兵
軍
団
ニ
又
在

「
バ
イ
シ
ン
ト
」
ノ
騎
兵
師
団
ハ
第
七
ニ
シ
テ
第
三
騎
兵
軍
団
ニ
属
ス
ル
モ

ノ
ト
判
断
ス 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
八
日
一
五
．
三
五 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

一
、
本
払
暁
小
松
原
部
隊
ハ
夜
襲
ニ
ヨ
リ
「
バ
ル
シ
ャ
ガ
ル
」
地
区
ノ
標
高
七
三
八

高
地
及
其
東
方
陣
地
ヲ
占
領
セ
リ 

二
、
敵
ハ
本
朝
退
却
ヲ
開
始
シ
我
ハ
主
力
ヲ
以
テ
七
三
八
高
地
西
端
ニ
進
出
一
部
ヲ

以
テ
敗
敵
ヲ
追
躡
シ
ツ
ツ
ア
リ 

三
、「
ノ
ロ
」
高
地
ノ
敵
モ
退
却
ヲ
開
始
シ
我
部
隊
ハ
同
高
地
北
端
ニ
進
出
シ
ア
ル
カ

如
シ 

四
、
本
八
日
八
時
我
挺
身
工
兵
ハ
「
ハ
ル
ハ
」
河
ノ
橋
梁
（
下
流
ヨ
リ
二
番
目
）
ヲ

爆
破
セ
リ 

五
、「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ノ
敵
砲
兵
ハ
本
朝
緩
徐
ナ
ル
射
撃
ヲ
実
施
セ
ル
モ
爾
後
ノ
活

動
活
溌
ナ
ラ
ス 

六
、
我
航
空
部
隊
ハ
本
朝
編
隊
ヲ
以
テ
来
襲
セ
ル
モ
爾
後
ノ
行
動
活
溌
ナ
ラ
ス 

敵
空
軍
主
力
ハ
「
タ
ム
ス
ク
」
ヲ
根
拠
ト
ナ
シ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
「
サ
ン
ベ
ー

ズ
」
ニ
ハ
大
型
機
ナ
ク
小
型
機
若
干
ア
リ 

七
、
「
ボ
ル
ヂ
ャ
」
附
近
ニ
ハ
敵
機
ヲ
認
メ
ス 

八
、
「
ボ
ル
ヂ
ヤ
」
䢣
「
サ
ン
ベ
ー
ズ
」
道
ノ
交
通
ハ
活
溌
ナ
ラ
ス 

  

●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
九
日
一
一
．
四
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
加
藤
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
．
小
松
原
部
隊
ハ
八
日
夕
ヨ
リ
主
力
ヲ
以
テ
残
敵
ヲ
合
流
点
ニ
圧
迫
撃
滅
ヲ

期
シ
ツ
ツ
ア
リ 

合
流
点
右
岸
ニ
ハ
尚
百
輌
以
上
ノ
車
輌
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

右
ハ
飛
行
機
偵
察
ノ
結
果
ナ
ル
モ
橋
梁
破
壊
セ
ル
為
残
留
シ
ア
ル
モ
ノ
ナ

リ
ヤ
否
ヤ
詳
カ
ナ
ラ
ス 

ロ
．
八
日
十
六
時
以
後
左
岸
台
上
ノ
敵
砲
兵
ハ
著
シ
ク
減
少
セ
リ 

ハ
．
八
日
十
三
時
四
十
分
「
ボ
イ
ル
」
湖
東
方
地
区
ニ
於
テ
敵
機
十
八
ヲ
撃
墜



- 47 - 

我
方
二
機
帰
還
セ
ス
十
八
時
「
エ
ス
ベ
」
型
十
九
機
我
カ
戦
線
後
方
ヲ
爆

撃
セ
ル
モ
被
害
無
キ
見
込 

ニ
．
敵
戦
車
装
甲
自
動
車
ノ
破
壊
数 

左
岸
地
区 

約
百
五
十
輌 

右
岸
地
区 

約
百
輌 

合
計 

 
 

約
二
百
五
十
輌 

ホ
．
七
日
迄
ノ
我
カ
死
傷
ハ
詳
細
判
明
セ
サ
ル
モ
諸
情
報
ヲ
総
合
ス
ル
ニ
戦
死

約
四
百
、
戦
傷
約
八
百
、
合
計
千
二
百
名
内
外
ナ
ル
カ
如
シ 

但
本
数
字
ハ
精
確
ヲ
期
シ
難
シ 

ヘ
．
其
他
満
蒙
国
境
方
面
ノ
敵
情 

１
「
ハ
ル
ハ
」
廟
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス
ル
歩
兵
約
百
名 

２
「
ボ
ル
ン
デ
ル
ス
」
（
「
ボ
イ
ル
」
湖
西
岸
）
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス
ル
歩
兵
約

百
五
十
名 

３
「
ア
ラ
カ
ボ
ル
ガ
」
（
「
ボ
イ
ル
」
湖
西
方
約
八
十
粁
）
ニ
ハ
砲
ヲ
有
ス

ル
歩
兵
約
二
百
此
等
ノ
敵
ハ
六
月
二
十
六
日
以
来
該
地
附
近
ヲ
警
備

シ
ア
ル
モ
積
極
的
行
動
無
シ 

ト
．
其
他
ノ
各
方
面
目
下
ノ
処
変
化
無
シ 

二
、
磯
村
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

「
ソ
」
領
全
般
ニ
亘
リ
未
タ
積
極
的
企
図
ノ
兆
候
ヲ
認
メ
サ
ル
モ
動
員
、
集
中

其
他
開
戦
準
備
ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
無
キ
ヤ
目
下
慎
重
調
査
中
ナ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
日
一
七
．
四
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
小
松
原
部
隊
ノ
戦
況
ハ
午
前
連
絡
ノ
際
報
告
セ
ル
如
ク
昨
九
日
夜
ノ
夜
襲
ニ
依

リ
一
度
「
ハ
ル
ハ
」
河
岸
ニ
到
達
セ
ル
モ
払
暁
ト
共
ニ
原
位
置
ニ
引
揚
ケ
タ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
橋
梁
ニ
近
ク
尚
敵
兵
残
存
シ
ア
リ
其
兵
力
其
他
前
絡
ノ
通
リ 

二
、
本
十
日
午
後
一
時
四
十
分
頃
「
ハ
ル
ハ
」
河
畔
ニ
於
テ
大
空
中
戦
ヲ
惹
起
シ
敵

機
五
十
九
機
ヲ
確
実
ニ
撃
墜
セ
リ 

別
ニ
稍
々
確
実
ナ
ル
モ
ノ
六
機
ア
リ 

我
方
我
戦
線
内
ニ
不
時
着
セ
ル
モ
ノ
一
機
、
外
全
機
無
事
帰
還
セ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
日
一
一
．
二
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、「
イ
リ
ン
」
台
正
面
ノ
敵
ハ
橋
梁
東
方
二
粁
ノ
線
ニ
軽
易
ナ
ル
陣
地
ヲ
構
築
残
存

シ
ア
リ
、
橋
梁
附
近
ニ
ハ
戦
車
其
他
ノ
車
輌
四
、
五
十
ア
ル
カ
如
シ 

（
昨
九
日
夕
ノ
状
況
） 

二
、「
ノ
ロ
」
高
地
方
面
ニ
於
テ
ハ
七
四
二
高
地
ニ
砲
若
干
ヲ
有
ス
ル
敵
尚
残
存
シ
ア

リ
（
昨
九
日
夕
ノ
状
況
） 

三
、「
コ
マ
ツ
」
台
附
近
ニ
ハ
十
五
加
（
？
）
二
中
隊
、
高
射
砲
十
六
門
ア
リ
テ
活
動

ヲ
継
続
シ
ア
リ
、
其
西
南
方
地
区
ニ
ハ
車
輌
約
二
百
ヲ
現
認
ス
（
昨
九
日
夕
ノ

状
況
） 

四
、「
ハ
ラ
」
附
近
ニ
ハ
野
砲
約
二
中
隊
、
其
西
方
ニ
十
五
加
（
？
）
一
中
隊
ア
ル
モ

ノ
ノ
如
ク
又
「
ハ
ラ
」
北
方
約
六
粁
ニ
ハ
戦
車
約
四
十
輌
ヲ
有
ス
ル
敵
部
隊
ア

リ
（
註
、
此
敵
ハ
更
ニ
照
会
ノ
結
果
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
地
区
ニ
在
ル
コ
ト
判
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明
セ
リ
） 

五
、
敵
ノ
騎
兵
約
三
百
（
外
蒙
騎
兵
ナ
ラ
ン
ト
）
ハ
「
ハ
ル
ハ
」
河
右
岸
「
フ
イ
」

高
地
附
近
ニ
進
出
シ
ア
リ 

六
、
目
下
残
存
セ
ル
敵
渡
河
点
ハ
合
流
点
附
近
及
其
北
方
「
ナ
ミ
」
台
（
六
七
三
標

高
点
附
近
）
附
近
ノ
橋
梁
各
一
ナ
リ 

七
、
我
第
一
線
ハ
六
七
三
標
高
点
東
南
方
高
地
附
近
ヨ
リ
七
三
八
高
地
ヲ
経
テ
其
東

南
方
ニ
亘
ル
線
ニ
在
リ
テ
一
部
ハ
「
フ
イ
」
附
近
ニ
進
出
セ
ル
敵
騎
兵
ト
相
対

ス 

八
、
小
松
原
部
隊
ハ
昨
九
日
夕
敵
ノ
左
側
ニ
向
ヒ
夜
襲
シ
概
ネ
「
ハ
ル
ハ
」
河
岸
ノ

線
ニ
進
出
セ
ル
モ
払
暁
ト
共
ニ
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
高
地
台
上
ノ
敵
砲
兵
ノ
猛

射
ヲ
避
ク
ル
為
一
時
現
位
置
ニ
後
退
セ
リ 

九
、
其
他
ノ
正
面
変
化
無
シ 

十
、
敵
飛
行
隊
ハ
依
然
活
動
ヲ
継
続
シ
ア
ル
モ
其
出
動
機
数
ハ
減
少
シ
来
レ
リ 

十
一
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
小
松
原
部
隊
ハ
敵
ヲ
土
壇
場
ニ
追
ヒ
詰
メ
ア
ル
モ
左
岸
台
上

ノ
敵
砲
兵
ヨ
リ
ノ
損
害
ヲ
顧
慮
シ
夜
襲
ヲ
以
テ
敵
ヲ
撃
破
シ
テ
ハ
原
位
置

ニ
復
帰
ス
ル
行
動
ヲ
反
覆
シ
ア
ル
現
状
ナ
リ
、
其
ノ
内
敵
砲
兵
制
圧
ノ
手
段

講
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
ラ
ハ
問
題
ナ
カ
ル
ヘ
シ 

十
二
、
一
昨
夕
小
松
原
部
隊
カ
十
二
榴
五
門
ヲ
鹵
獲
セ
リ
ト
報
告
セ
ル
ハ
十
五
榴
三

門
、
山
砲
二
門
ノ
誤
リ
ナ
リ
、
十
五
榴
ハ
使
用
シ
得
ル
見
込 

  

●
関
東
軍
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
三
日 

第
五
課 

三
町
大
尉 

宿
直
将
校 

午
前
及
午
後
ノ
連
絡
共
ニ
打
電
後
ノ
新
情
報
ニ
接
セ
ス 

  

●
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
四
日
一
一
．
〇
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
戦
況
其
後
変
化
無
シ 

「
フ
イ
」
高
地
方
面
ノ
敵
兵
力
ニ
関
シ
テ
ハ
情
報
区
々
ナ
ル
モ
戦
車
部
隊
ア
ル

コ
ト
確
実
ナ
リ
但
其
行
動
積
極
的
ナ
ラ
ス 

二
、
我
軍
ノ
企
図
ニ
関
シ
テ
ハ
電
報
ス 

三
、
敵
ハ
細
菌
爆
弾
ヲ
使
用
セ
ル
コ
ト
確
実
ナ
リ
ト
報
告
セ
ル
モ
目
下
「
ハ
ル
ビ
ン
」

ニ
於
テ
調
査
中
ニ
シ
テ
確
定
的
判
決
ヲ
下
シ
得
ス 

然
レ
ト
モ
爆
弾
ノ
弾
肉
薄
ク
且
内
部
ニ
粉
末
様
ノ
モ
ノ
填
実
シ
ア
リ
テ
一
方
我

方
ニ
下
痢
患
者
多
発
セ
ル
等
ニ
鑑
ミ
細
菌
爆
弾
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
ト
推
定
シ
タ
ル
次

第
ナ
リ 

  

●
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
四
日
一
七
．
〇
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
三
角
地
帯
ノ
敵
ハ
本
十
四
日
朝
来
退
却
ヲ
開
始
ス
我
右
翼
隊
ハ
敵
ヲ
追
撃
シ
橋

梁
ノ
前
方
二
百
米
ノ
線
ニ
進
出
セ
ル
モ
橋
梁
附
近
ニ
ハ
尚
約
一
中
隊
ノ
敵
残
存

シ
ア
リ 
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二
、
「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ニ
ハ
依
然
敵
ノ
砲
兵
在
ル
モ
其
射
撃
ハ
猛
烈
ナ
ラ
ス 

三
、「
フ
イ
」
高
地
方
面
ニ
ハ
敵
ノ
騎
兵
約
二
䢣
三
百
、
戦
車
三
䢣
四
輌
在
リ
テ
其
対

岸
ニ
ハ
敵
ノ
騎
兵
約
二
䢣
三
百
、
戦
車
三
䢣
四
輌
在
リ
テ
其
対
岸
ニ
ハ
敵
ノ
騎

兵
約
四
䢣
五
百
在
リ 

該
地
附
近
ニ
徒
渉
場
在
ル
カ
如
シ 

四
、「
ハ
ル
ハ
」
河
左
岸
ノ
戦
車
、
装
甲
自
動
車
ハ
其
ノ
数
ヲ
減
シ
タ
ル
カ
如
キ
モ
詳

細
明
カ
ナ
ラ
ス 

五
、
以
上
ハ
師
団
ヨ
リ
ノ
正
式
報
告
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
モ
戦
線
ヨ
リ
海
拉
爾
ニ
帰
還
セ

ル
某
ノ
言
ナ
リ
ト 

  

●
関
東
軍
鵜
飼
中
佐
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
十
七
日
〇
九
．
四
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
昨
十
六
日
一
八
、
四
五
「
エ
ス
・
ペ
」
八
機
編
隊
ヲ
以
テ
「
ア
ル
シ
ヤ
ン
」
上

空
ニ
来
リ
爆
弾
百
箇
ヲ
投
下
セ
リ
、
之
カ
為
「
ア
ル
シ
ヤ
ン
」
ハ
黒
煙
ニ
包
マ

レ
タ
リ
、
我
損
害
ハ
日
本
軍
兵
一
、
憲
兵
一
、
馬
一
軽
傷
ニ
シ
テ
、
満
人
ノ
損

害
ハ
不
明
ナ
リ
、
同
市
ハ
電
線
切
断
シ
窓
硝
子
ハ
全
部
破
壊
セ
リ
、
又
野
戦
郵

便
局
ハ
焼
夷
弾
ノ
為
火
災
ヲ
起
セ
リ 

二
、
東
正
面
ニ
於
テ
ハ
昨
十
六
日
二
二
、
三
〇
穆
稜
附
近
ニ
機
種
不
明
ノ
飛
行
機
一

機
来
リ
滴
道
（
平
陽
鎭
西
方
穆
稜
河
鉄
道
橋
）
方
面
ニ
飛
去
レ
リ 

三
、
興
凱
湖
西
岸
地
区
及
綏
芬
河
、
東
寧
正
面
一
帯
ニ
亘
リ
十
六
日
二
一
、
〇
〇
䢣

二
四
、
〇
〇
ノ
間
照
明
弾
、
信
号
弾
多
数
打
揚
ケ
ラ
レ
両
国
ノ
花
火
ノ
如
ク
ナ

リ
キ 

四
、
富
拉
爾
爆
撃
ノ
結
果
ニ
関
シ
テ
ハ
報
告
区
々
ナ
ル
タ
メ
目
下
人
ヲ
派
遣
シ
調
査

中
ナ
リ
、
宣
伝
文
ハ
撒
布
セ
ラ
レ
ア
ラ
サ
ル
カ
如
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
日
一
六
．
一
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
状
況
変
化
ナ
シ 

二
、
十
九
日
二
十
日
越
境
セ
ル
敵
機
ナ
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
一
日
一
五
．
二
〇 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

一
、
本
二
十
一
日
十
一
時
䢣
十
二
時
ノ
間
我
戦
闘
隊
ハ
「
ボ
イ
ル
」
湖
上
空
ニ
於
テ

敵
飛
行
部
隊
ト
遭
遇
空
中
戦
ノ
結
果
其
三
十
九
機
ヲ
撃
墜
セ
リ
別
ニ
稍
々
確
実

ヲ
欠
ク
モ
ノ
七
機
ア
リ 

我
方
一
機
帰
還
セ
ス
尚
二
機
我
戦
線
内
ニ
不
時
着
収
容
セ
ラ
レ
タ
リ 

二
、
地
上
部
隊
ノ
情
況
十
時
迄
ハ
変
化
ナ
シ 

  
●
関
東
軍
磯
村
参
謀
其
他
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 昭

和
十
四
年
七
月
十
九
日
一
一
．
三
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 
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一
、
昨
十
八
日
夕
四
平
街
爆
撃
説
ハ
全
然
事
実
無
根
ナ
リ
恐
ラ
ク
遼
原
附
近
ヲ
敵
機

一
機
南
下
セ
リ
ト
ノ
情
報
ニ
依
リ
昨
夜
奉
天
ニ
テ
警
戒
管
制
ヲ
実
施
セ
ル
事
実

カ
右
風
説
ノ
原
因
ナ
ル
ヘ
シ 

二
、
東
正
面
ノ
敵
ハ
既
ニ
兵
力
移
動
ヲ
終
リ
戦
時
配
置
ニ
在
リ
テ
待
機
間
ノ
戦
闘
訓

練
ヲ
実
施
中
ノ
モ
ノ
ト
判
断
シ
ア
リ
東
寧
正
面
ニ
ハ
砲
兵
一
連
隊
増
強
セ
ラ
レ

ア
ル
カ
如
シ 

十
六
日
夜
来
依
然
信
号
弾
、
照
明
弾
盛
ン
ニ
打
揚
ケ
ラ
レ
ア
リ
灯
火
管
制
ハ
依

然
実
施
中
ナ
ル
モ
十
七
日
以
来
若
干
厳
重
ト
ナ
リ
シ
如
シ 

三
、
北
正
面
ノ
敵
モ
亦
恐
ラ
ク
戦
時
配
置
ニ
就
キ
テ
訓
練
中
ナ
ル
カ
如
シ
（
野
原
大

尉
ハ
受
話
ノ
際
本
件
判
断
ノ
基
礎
甚
タ
シ
ク
薄
弱
ナ
ル
カ
如
ク
感
セ
リ
参
考
ノ

為
） 

武
市
東
側
ニ
於
テ
工
兵
隊
ハ
「
ゼ
ー
ヤ
」
河
ニ
架
橋
中
ナ
リ 

四
、
「
ノ
ウ
オ
シ
ビ
リ
ス
ク
」
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」
方
面
ニ
於
テ
労
働
者
、
工
夫
等
多

数
召
集
中
ナ
ル
カ
如
シ 

五
、
川
又
附
近
右
岸
ノ
敵
ハ
依
然
歩
兵
二
大
隊
、
戦
車
、
装
甲
自
動
車
約
七
䢣
八
十

輌
ナ
ル
カ
如
ク
又
十
七
日
夜
若
干
其
兵
力
増
強
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
如
キ
モ
積
極
的

行
動
ヲ
見
ス 

我
軍
ハ
依
然
七
三
三
高
地
ノ
線
ニ
在
リ 

六
、「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
河
南
岸
地
区
ノ
敵
ハ
歩
兵
五
䢣
六
百
、
戦
車
二
十
輌
内
外
ナ
ル

カ
如
シ 

七
、
富
拉
爾
基
爆
撃
ノ
使
用
爆
弾
ハ
二
百
瓩
二
箇
、
五
十
瓩
六
箇
、
計
八
発
ナ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
日
一
六
．
一
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
情
況
変
化
ナ
シ 

二
、
十
九
日
二
十
日
越
境
セ
ル
敵
機
ナ
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
一
日
一
五
．
二
〇 

第
五
課 

三
町
大
尉
受 

一
、
本
二
十
一
日
十
一
時
䢣
十
二
時
ノ
間
我
戦
闘
隊
ハ
「
ボ
イ
ル
」
湖
上
空
ニ
於
テ

敵
飛
行
部
隊
ト
遭
遇
空
中
戦
ノ
結
果
其
三
十
九
機
ヲ
撃
墜
セ
リ
別
ニ
稍
々
確
実

ヲ
欠
ク
モ
ノ
七
機
ア
リ 

我
方
一
機
帰
還
セ
ス
尚
二
機
我
戦
線
内
ニ
不
時
着
収
容
セ
ラ
レ
タ
リ 

二
、
地
上
部
隊
ノ
情
況
十
時
迄
ハ
変
化
ナ
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
二
日
一
七
．
三
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
第
一
線
方
面
未
タ
変
化
無
ク
昨
二
十
一
日
午
前
ノ
空
中
戦
以
外
敵
敵
機
ノ
活
動

ニ
関
ス
ル
報
告
ナ
シ 

二
、
事
件
地
方
面
ニ
於
ケ
ル
敵
ハ
逐
次
兵
力
ヲ
増
加
シ
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
確
実
ナ
ル

資
料
無
キ
モ
飛
行
機
及
戦
車
ノ
補
充
ヲ
急
キ
ア
ル
コ
ト
畧
確
実
ナ
リ 

三
、
大
越
参
謀
ノ
報
告
ニ
依
レ
ハ
例
ノ
件
（
動
員
説
ノ
意
）
ハ
大
体
従
来
吾
々
判
断
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シ
ア
リ
シ
所
ニ
一
致
シ
ア
ル
カ
如
シ
（
但
シ
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
サ
ル
ヘ
シ

ト
附
加
セ
ラ
ル
） 

四
、
東
部
北
部
方
面
ニ
ハ
何
等
目
立
チ
タ
ル
変
化
無
キ
モ
唯
密
山
正
面
ニ
於
ケ
ル
戦

車
ハ
約
二
百
五
十
輌
ニ
増
加
シ
ア
リ 

各
地
ハ
大
体
ニ
於
テ
灯
火
管
制
ヲ
実
施
シ
ア
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
三
日
一
一
．
二
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
本
日
予
定
ノ
如
ク
攻
撃
ヲ
再
興
セ
ル
モ
其
結
果
ニ
関
シ
テ
ハ
未
タ
不
明
ナ
リ 

二
、
昨
二
十
二
日
敵
飛
行
機
ハ
七
時
頃
約
四
十
機
「
ボ
イ
ル
」
湖
北
方
地
区
ニ
飛
来

セ
ル
モ
其
後
十
九
時
頃
迄
ハ
僅
カ
ニ
単
機
ヲ
以
テ
時
々
潜
入
ヲ
企
図
セ
ル
程
度

ナ
リ 

二
十
時
爆
撃
機
十
五
、
小
型
機
九
十
内
外
各
方
面
同
時
ニ
各
方
面
ニ
分
散
侵
入

シ
来
タ
ル
モ
我
戦
闘
隊
ノ
上
昇
ニ
先
立
チ
外
蒙
内
ニ
飛
去
セ
リ
爆
撃
ハ
行
ハ
レ

サ
リ
シ
カ
如
シ 

三
、
満
州
里
国
際
列
車
ノ
出
発
ヲ
抑
止
セ
ル
問
題
ハ
一
時
出
発
時
刻
ヲ
遅
ラ
セ
タ
ル

程
度
ニ
シ
テ
同
日
十
四
時
出
発
予
定
ヲ
二
十
時
ニ
繰
下
ケ
出
発
セ
シ
メ
タ
リ 

十
九
日
以
後
列
車
時
刻
ヲ
変
更
シ
満
州
里
発
ヲ
二
十
時
ト
規
定
シ
「
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
」
迄
ノ
各
駅
停
車
時
間
ヲ
短
縮
シ
テ
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
」
ニ
於
テ
従
来
ノ

「
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
」
ニ
一
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
セ
ル
由
ナ
リ
（
防
諜
ノ
為
ナ
ラ

ン
） 

 

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
三
日
一
六
．
〇
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
本
二
十
三
日
七
時
三
十
分
予
定
ノ
如
ク
砲
撃
ヲ
開
始
シ
十
一
時
第
一
線
部
隊
ハ

攻
撃
前
進
ヲ
発
起
セ
リ
ト
ノ
報
告
ア
リ
シ
モ
其
後
ノ
状
況
不
明
ナ
リ 

二
、
敵
飛
行
機
ハ
瓦
斯
爆
弾
ヲ
投
下
セ
ル
為
第
一
線
ニ
於
テ
ハ
瓦
斯
警
報
発
セ
ラ
レ

ア
リ
ト
ノ
情
報
ア
リ 

三
、
我
飛
行
部
隊
ハ
予
定
通
リ
爆
撃
実
施
中
ナ
ル
カ
如
キ
ヲ
以
テ
敵
機
ノ
行
動
活
溌

ニ
シ
テ
我
カ
行
動
妨
害
セ
ラ
レ
ア
リ
ト
ハ
思
惟
シ
得
ス 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
四
日
一
五
．
四
五 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
本
二
十
四
日
午
前
中
ニ
於
テ
師
団
ノ
上
空
ニ
現
出
セ
ル
敵
機
ハ
延
機
数
駆
逐
九

七
機
、「
エ
ス
・
ペ
ー
」
四
〇
機
ニ
シ
テ
空
中
戦
闘
ノ
結
果
撃
墜
セ
ル
モ
ノ
駆
逐

二
四
機
、
「
エ
ス
・
ペ
ー
」
三
機
ナ
リ
、
我
損
害
ハ
自
爆
セ
ル
モ
ノ
軽
爆
一
機
、

他
ニ
負
傷
者
数
名
ノ
見
込 

二
、
其
他
地
上
部
隊
ニ
関
シ
テ
ハ
情
報
無
シ 

  
●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
四
日
一
八
．
三
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 
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一
、
地
上
部
隊
ノ
戦
況
ハ
其
後
大
ナ
ル
進
展
ヲ
見
サ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ 

二
、
敵
ノ
兵
力
ハ
火
砲
九
十
数
門
ニ
シ
テ
内
十
五
加
農
五
䢣
六
門
十
五
榴
四
䢣
五
門

十
加
十
五
䢣
十
六
門
其
他
ハ
野
砲
級
ナ
リ 

三
、
砲
兵
隊
ハ
昨
二
十
三
日
ノ
砲
撃
ニ
依
リ
目
標
数
三
十
二
ノ
内
二
目
標
ヲ
破
壊
五

目
標
ヲ
制
圧
ス
又
橋
梁
ハ
五
箇
ノ
内
二
個
ヲ
破
壊
セ
リ
昨
日
ノ
発
射
弾
数
ハ
三

基
数
ナ
リ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
五
日
一
〇
．
二
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
地
上
部
隊
ノ
情
況
ニ
関
シ
テ
ハ
現
地
ヨ
リ
何
等
ノ
報
告
ニ
接
セ
サ
ル
モ
二
十
三

日
夜
砲
兵
陣
地
ヲ
推
進
シ
歩
兵
ハ
二
十
三
日
及
二
十
四
日
ノ
両
夜
ト
モ
夜
襲
ヲ

決
行
シ
タ
ル
筈
ナ
リ 

大
体
戦
況
ハ
膠
着
シ
ア
ル
カ
如
キ
感
想
ヲ
有
ス 

二
、
当
面
ノ
敵
歩
兵
ハ
四
箇
連
隊
ト
判
断
シ
ア
リ
砲
兵
ハ
狙
撃
部
隊
増
加
ニ
伴
フ
若

干
ノ
増
加
ヲ
見
ル
他
重
砲
数
ニ
ハ
変
化
無
キ
カ
如
シ 

  

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
六
日
一
〇
．
〇
〇 

第
五
課 

野
原
大
尉
受 

一
、
第
一
線
ノ
情
況
依
然
大
ナ
ル
進
展
ヲ
見
ス
目
下
其
一
線
ハ
「
ハ
ル
ハ
」
河
ヨ
リ

四
䢣
五
粁
ノ
線
ニ
在
ル
カ
如
シ 

二
、
敵
砲
兵
ニ
対
シ
テ
ハ
当
初
ヨ
リ
最
大
射
程
ニ
近
キ
射
程
ヲ
以
テ
射
撃
シ
ア
リ
シ

モ
敵
砲
兵
更
ニ
後
退
シ
タ
ル
為
目
下
制
圧
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
ニ
至
レ
リ 

  

●
関
東
軍
参
謀
部
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
六
日
一
六
．
四
〇 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
大
越
参
謀
ト
ノ
通
話
要
旨 

第
一
線
ノ
戦
況
ニ
関
シ
詳
細
判
明
セ
ス
目
下
努
力
中
ナ
リ
（
註
、
手
段
ヲ
尽
ス

ヘ
キ
ヲ
要
求
シ
置
ケ
リ
） 

二
、
鵜
飼
中
佐
ト
ノ
通
話
要
旨 

イ
、
東
部
国
境
方
面
ノ
状
況 

１
二
三
日
来
「
イ
マ
ン
」
附
近
「
ス
タ
ー
リ
ン
」
街
道
ニ
於
ケ
ル
「
ト
ラ

ツ
ク
」
ノ
運
行
稍
々
頻
繁
ト
ナ
リ
二
十
五
日
歩
兵
約
一
千
、
砲
約
一
大

隊
其
他
車
輌
馬
匹
等
ノ
縦
隊
「
ソ
コ
リ
ハ
」
山
方
向
ヨ
リ
「
イ
マ
ン
」

ニ
進
入
セ
リ 

「
ソ
コ
リ
ハ
」
山
ニ
ハ
別
ニ
北
方
ヨ
リ
歩
兵
約
一
連
隊
、
戦
車
約
一
大

隊
、
砲
兵
約
一
大
隊
（
十
五
榴
ヲ
含
ム
）
増
加
セ
ラ
レ
タ
ル
模
様
ナ
リ 

２
七
月
十
七
日
以
降
「
グ
ロ
デ
コ
ウ
」
支
線
ニ
於
ケ
ル
貨
物
列
車
ノ
運
行

稍
々
活
溌
ト
ナ
リ
「
グ
ロ
デ
コ
ウ
」
駅
退
避
線
ニ
ハ
五
十
数
車
輌
集
結

シ
ア
リ 

又
「
セ
ル
ゲ
エ
フ
ス
キ
ー
」
ヨ
リ
「
グ
ロ
デ
コ
ウ
」
ニ
向
ヒ
「
ト
ラ
ツ

ク
」
ノ
運
行
稍
々
活
溌
ニ
シ
テ
其
運
行
ハ
観
月
台
正
面
及
「
バ
ラ
ノ
オ

レ
ン
ブ
ル
グ
ス
キ
ー
」
ヨ
リ
「
ソ
フ
イ
ヤ
ア
レ
ク
セ
エ
フ
ス
キ
ー
」
ニ
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及
ヒ
ア
リ
、
特
ニ
「
ソ
フ
イ
ヤ
」
方
面
ニ
ハ
夜
間
運
行
ヲ
実
施
シ
ア
リ

右
「
ト
ラ
ツ
ク
」
ノ
運
行
ハ
六
月
末
行
ハ
レ
タ
ル
活
溌
ナ
ル
運
行
以
来

二
回
目
ニ
シ
テ
前
回
ヨ
リ
モ
稍
々
熾
盛
ナ
ル
ヤ
ノ
感
ア
リ 

３
興
凱
湖
西
岸
地
区
ノ
戦
車
団
ハ
其
後
視
察
シ
得
サ
ル
モ
戦
車
ノ
音
響
其

他
ヨ
リ
推
察
シ
尚
存
在
シ
ア
ル
モ
ノ
ト
思
惟
シ
ア
リ 

ロ
、
北
部
国
境
方
面
ノ
状
況 

１
烏
雲
対
岸
「
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
エ
フ
ス
カ
ヤ
」
附
近
ニ
於
テ
ハ
二
十
二
日

以
来
毎
日
「
ト
ラ
ツ
ク
」
ノ
約
二
十
輌
連
続
運
行
シ
ア
リ
、
軍
需
品
ノ

輸
送
ナ
リ
ト
言
フ
モ
若
干
ノ
部
隊
モ
亦
存
在
シ
ア
リ
、
「
ザ
ウ
イ
タ
ヤ
」

師
団
ノ
一
部
ナ
ル
ヘ
シ 

２
武
市
ニ
於
テ
ハ
防
空
演
習
ノ
成
績
不
良
ナ
ル
為
ト
称
シ
今
尚
之
ヲ
継
続

実
施
中
ナ
リ 

ハ
、
西
部
国
境
方
面
ノ
状
況 

先
般
問
題
ト
ナ
レ
ル
国
際
列
車
ハ
同
日
二
十
時
予
定
ヨ
リ
遅
レ
テ
満
州
里

ヲ
出
発
セ
ル
カ
満
州
里
、
知
多
間
ニ
於
テ
一
般
所
要
時
間
ヨ
リ
モ
十
四
時

間
多
ク
ノ
時
間
ヲ
要
セ
リ
、
軍
事
輸
送
輻
輳
ノ
為
ナ
ル
ヘ
シ 

ニ
、
唯
今
到
着
セ
ル
情
報
ニ
依
レ
ハ
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
附
近
ニ
於
テ
第
八
十
二

師
団
ナ
ル
師
団
番
号
現
出
セ
リ
ト 

 

 

●
関
東
軍
加
藤
参
謀
ト
ノ
電
話
連
絡
要
旨 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
七
日
一
一
．
一
五 

第
五
課 

甲
谷
少
佐
受 

一
、
第
一
線
方
面
大
ナ
ル
戦
況
ノ
変
化
無
ク
第
一
線
部
隊
ハ
主
力
ヲ
以
テ
七
三
八
高

地
（
地
図
ニ
依
リ
テ
ハ
七
三
三
）
西
北
方
ヨ
リ
同
高
地
ヲ
経
テ
其
東
南
方
地
区

ニ
亘
リ
陣
地
ヲ
構
築
シ
ア
リ 

「
ホ
ル
ス
テ
ン
」
南
岸
地
区
ニ
於
テ
モ
概
ネ
現
在
線
ニ
停
止
シ
ア
リ 

砲
兵
ハ
歩
兵
線
ノ
直
後
ニ
推
進
シ
其
後
緩
徐
ナ
ル
砲
撃
ヲ
継
続
シ
ア
リ 

二
、
昨
二
十
六
日
敵
飛
行
機
ハ
若
干
越
境
シ
来
レ
ル
モ
空
中
戦
生
起
セ
ス
、
天
候
ノ

関
係
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
ス 

三
、
其
他
ノ
全
正
面
特
ニ
変
化
ア
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
点
無
シ 

（
註
）
今
後
電
話
連
絡
ヲ
行
ハ
サ
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ 
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資
料
紹
介 

 

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
海
軍
の
脚
気
対
策 

 

藤
本 

理
志 

 

は
じ
め
に 

本
稿
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
「
史
料
調
査
会
資
料
」
の
中
の
、
「
自
昭
和
十
八
年

七
月 

玄
米
食
関
係
綴
」
を
紹
介
す
る
。
「
玄
米
食
関
係
綴
」
は
、
太
平
洋
戦
争
期
、

海
軍
軍
人
の
脚
気
対
策
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
調
査
研
究
資
料
や
報
告
書
等
（
昭
和
十

八
年
七
月
か
ら
十
九
年
十
一
月
ま
で
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
題
目
は
以
下

の
と
お
り
。
翻
刻
を
行
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
（
番
号
）
と
記
し
た
。 

 

（
一
）、
玄
米
食
ノ
消
化
吸
収
率
ニ
関
ス
ル
文
献
摘
録
並
所
見 

（
二
）、
管
下
海
兵
団
、
航
空
隊
及
学
校
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令 

（
三
）、
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

（
四
）、
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
打
合
並
ニ
講
習
ノ
件
訓
令 

五
、
玄
米
食
調
査
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

六
、
官
房
需
第
一
七
六
号
訓
令
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
ノ
研
究
調
査
実
施
ニ
関
ス
ル 

通
知 

七
、
官
房
需
第
一
七
六
号
及
第
一
七
七
号
訓
令
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
シ
命
令 

八
、
官
房
需
第
一
七
六
号
訓
令
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
ノ
研
究
調
査
実
施
ニ
関
ス
ル

通
知 

九
、
玄
米
試
験
供
給
ノ
保
健
衛
生
学
的
調
査
報
告
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

十
、
玄
米
食
試
験
供
食
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査
報
告
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

十
一
、
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
調
査
表
様
式
ノ
件
通
知 

十
二
、
玄
米
試
験
供
給
実
施
打
合
決
定
事
項
ノ
件
通
知 

十
三
、
官
房
需
第
一
七
六
号
訓
令
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
ノ
研
究
調
査
実
施
ニ
関
ス

ル
通
知 

十
四
、
玄
米
試
験
供
給
実
施
方
案 

（
十
五
）
、
兵
食
ニ
関
ス
ル
健
康
教
育
ニ
就
テ 

十
六
、
玄
米
食
消
化
吸
収
試
験
並
ニ
栄
養
価
計
測
調
査
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

十
七
、
玄
米
食
ニ
関
連
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
一
資
料 

十
八
、［
大
津
航
空
隊
玄
米
食
試
験
供
給
実
験
結
果
所
見
］ 

十
九
、
横
須
賀
刑
務
所
ニ
於
ケ
ル
玄
米
食
消
化
吸
収
試
験
長
期
試
験
施
行
改
正
通
知 

二
十
、
玄
米
食
消
化
吸
収
試
験
成
績
ニ
関
ス
ル
件
送
付 

（
二
十
一
）、
各
種
発
芽
米
ノ
成
分
比
較 

（
二
十
二
）、
玄
米
食
に
関
す
る
調
査 

二
十
三
、
節
米
糧
食
（
一
種
ノ
玄
米
パ
ン
）
ニ
対
ス
ル
所
見
ノ
通
知 

二
十
四
、
横
須
賀
海
軍
刑
務
所
ニ
於
ケ
ル
試
験 

二
十
五
、
海
軍
経
理
学
校
ニ
於
ケ
ル
玄
米
食
消
化
吸
収
試
験
ノ
中
間
成
績
送
付
ノ
件 

（
二
十
六
）
、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
意
見
（
但
シ
昭
和
十
八
年
官
房
需

第
一
七
六
号
訓
令
ニ
対
ス
ル
分
） 

（
二
十
七
）、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
意
見
ノ
件
報
告 

（
二
十
八
）
、
第
二
回
玄
米
試
験
供
給
実
施
経
過
並
ニ
成
果
及
所
見
（
昭
和
十
八
年
舞

鎮
日
令
第
三
三
六
号
ニ
依
リ
昭
和
十
九
年
一
月
入
団
新
兵
ニ
対
シ
実
施

ノ
分
） 

（
二
十
九
）
、
昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一
七
六
号
「
海
兵
団
、
航
空
隊
、
学
校
及
刑
務
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所
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
発
令
」
ニ
対
ス
ル
報
告
（
但
消
化
吸

収
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
ミ
） 

 

三
十
、
研
究
調
査
報
告 

陸
海
軍
糎
糧
食
（
基
本
食
・
航
空
増
加
食
）
比
較
表 

 

三
十
一
、
戦
時
食
生
活
ノ
鍛
錬
教
育
ニ
就
テ 

（
三
十
二
）、
熱
帯
前
線
部
隊
純
白
米
食
禁
止
ニ
関
ス
ル
意
見
ノ
件
照
会 

（
三
十
三
）
、［
福
井
軍
医
中
将
手
紙
］ 

（
三
十
四
）、
玄
米
（
胚
芽
米
）
補
給
ニ
関
ス
ル
件
照
会 

（
三
十
五
）、
南
方
作
戦
ノ
軍
人
等
ニ
玄
米
支
給
ノ
件
照
会 

（
三
十
六
）、
医
務
衛
生
ニ
関
ス
ル
件
送
付 

 

三
十
七
、
潜
水
艦
糧
食
表
改
正
案
ノ
件
送
付 

（
三
十
八
）、
玄
米
食
試
験
供
食
ニ
関
ス
ル
所
見
ノ
件
通
知 

 

三
十
九
、
玄
米
試
験
供
給
調
査
成
績
ノ
件
送
付 

 

四
十
、
潜
水
艦
乗
員
糧
食
表
改
正
ノ
要
旨 

 

四
十
一
、
夏
季
玄
米
食
供
食
調
査
成
績
（
自
六
月
至
九
月
）（
八
月
迄
ノ
臨
時
報
告
） 

（
四
十
二
）
、［
玄
米
食
採
否
ニ
関
シ
兵
食
研
究
調
査
委
員
会
決
定
事
項
］ 

 

四
十
三
、
自
昭
和
十
九
年
六
月
一
日
至
九
月
三
十
日
ノ
玄
米
食
調
査
成
績
ノ
送
付 

 

四
十
四
、
玄
米
炊
飯
法
参
考
資
料1
1 

 

四
十
五
、
げ
ん
の
し
や
う
こ
配
給
割
当
ニ
関
ス
ル
件
照
会 

 

四
十
六
、
潜
水
艦
用
米
ニ
関
ス
ル
件
照
会 

 

脚
気
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
欠
乏
に
よ
り
発
症
す
る
病
気
で
、
神
経
障
害
、
運
動
障

害
、
循
環
器
障
害
、
胃
腸
障
害
の
症
状
が
出
て
、
重
症
化
す
る
と
死
に
至
る
。
明
治
期

を
中
心
に
、
日
本
海
軍
の
脚
気
対
策
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
軍
医

高
木
兼
寛
で
あ
る
。
高
木
は
、
炭
水
化
物
と
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

炭
水
化
物
偏
重
に
な
る
こ
と
で
脚
気
を
発
症
す
る
と
考
え
、
白
米
中
心
の
兵
食
を
麦
飯
、

肉
中
心
の
も
の
に
変
更
し
た
１

。
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
欠
乏
に
よ
り
発
症
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
説
自
体
は
誤
り
で
あ
っ
た
が
、
白
米
中
心
の
兵
食
を
、
実
証
デ
ー
タ

の
積
み
重
ね
を
ふ
ま
え
て
変
更
し
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
脚
気
患
者
の
削
減
に
成
功
し

て
い
る
。 

日
本
海
軍
の
脚
気
対
策
、
兵
食
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
木
の
事
例
を
中
心
に
研
究
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
期
、
特
に
太
平
洋
戦
争
期
の
脚
気
対
策
に
つ
い
て
は
、
資
料

上
の
制
約
も
あ
り
、
さ
ほ
ど
み
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

昭
和
期
の
兵
食
改
正
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
主
な
先
行
研
究
を
み
る
と
、
財
団
法

人
国
民
栄
養
協
会
『
日
本
栄
養
学
史
』
（
秀
潤
社
、
一
九
八
一
年
）
は
、
日
本
国
内
に

お
け
る
栄
養
学
の
発
展
と
海
軍
と
の
関
係
に
つ
い
て
概
説
的
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

山
下
政
三
氏
は
、
海
軍
軍
医
藤
原
元
典
氏
の
回
顧
録
２

を
引
用
し
、
太
平
洋
戦
争
期
に

海
軍
で
脚
気
患
者
が
多
数
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
玄
米
食
関
係
綴
」

を
紹
介
し
、
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
海
軍
の
脚
気
対
策
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。 

 

第
一
章 

南
方
派
遣
艦
隊
の
脚
気
問
題 

太
平
洋
戦
争
期
に
南
方
に
派
遣
さ
れ
た
艦
隊
、
特
に
南
西
方
面
艦
隊
で
は
、
昭
和
十

八
年
以
降
、
脚
気
患
者
が
増
加
し
て
い
る
。
「
玄
米
食
関
係
綴
」
の
作
成
時
期
に
あ
た

る
昭
和
十
八
年
か
ら
十
九
年
の
南
西
方
面
艦
隊
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
南
遣

艦
隊
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
南
遣
艦
隊
は
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
シ
ナ
方
面
、
第
二

南
遣
艦
隊
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
、
第
三
南
遣
艦
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
昭
和
十
八
年
十

一
月
に
創
設
さ
れ
た
第
四
南
遣
艦
隊
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
を
担
当
し
た
。 

こ
こ
で
、
各
艦
隊
の
昭
和
十
七
年
度
と
昭
和
十
八
年
度
の
脚
気
患
者
を
比
較
し
、
患
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品種 台中65号 高雄10号 嘉南2号 西貢米 スラバヤ米 蘭尼米
玄米 600 700 580 120 - -
白米 260 150 180 30 64.5 72.1
糠 2,000 2,300 1,380 - - -

表二　ビタミンＢ１含有量表

艦隊別 海軍全体 第一南遣艦隊 第二南遣艦隊 第三南遣艦隊 第四南遣艦隊
患者数 8,835 836 1,127 52 76

患者比率 18.48 119.43 70.44 10.4 51.82

表一　昭和十八年度脚気患者数及び患者比率 者
増
加
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
（
表
一
）。
以
下
、（
番
号
）
は
、
先
に
述
べ
た
資
料
番

号
を
指
し
て
い
る
。 昭

和
十
八
年
度
の
第
一
南
遣
艦
隊
の
脚
気
患
者
は
八
三
六
人
、
患
者

比
率
（
対
千
人
比
）
は
一
一
九
・
四
三
で
あ
る
（
三
十
八
）。
こ
の
患
者

数
と
患
者
比
率
か
ら
換
算
す
る
と
、
昭
和
十
八
年
度
の
第
一
南
遣
艦
隊

の
総
員
数
は
約
七
千
名
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
昭
和
十
七
年
度
の
患
者
比
率
は
一
一
・
六
二
と
さ
れ
て
い
る

（
同
）。
昭
和
十
七
年
度
の
患
者
数
お
よ
び
艦
隊
総
員
数
が
不
明
で
あ
る

た
め
、
脚
気
患
者
の
増
加
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
総

員
数
が
昭
和
十
八
年
度
と
同
程
度
と
想
定
す
る
と
、
六
百
名
か
ら
七
百

名
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
第
二
南
遣
艦
隊
で
は
、
昭
和
十
七
年
度
に
七
・
二
一
だ
っ

た
患
者
比
率
が
、
昭
和
十
八
年
度
に
七
〇
・
四
四
（
患
者
数
一
一
二
七

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
南
遣
艦
隊
と
同
様
に
換
算
す
る
と
、
脚
気

患
者
の
増
加
数
は
千
名
程
と
み
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、「
海
軍
ニ
於
ケ
ル
最
近
ノ
脚
気
患
者
発
生
状
況
（
軍
人
ノ
ミ
）
」

（
同
）
に
よ
る
と
、
昭
和
十
八
年
度
の
海
軍
全
体
の
脚
気
患
者
比
率
は
、

対
千
人
比
で
一
八
・
四
八
、
患
者
数
は
八
八
三
五
人
で
あ
り
、
南
遣
艦

隊
合
計
が
海
軍
全
体
の
約
二
割
を
占
め
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
南
遣
艦
隊
で
脚
気
患
者
が
多
く
発
生
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
（
三
十
二
）
に
よ
る
と
、
「
主
原
因
ハ
主
食
ガ
現
地
補
給
ノ
白
米

タ
ル
コ
ト
、
及
生
野
菜
ノ
現
地
補
給
潤
沢
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て

い
る
。
現
地
供
給
の
白
米
を
主
食
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
軍
艦
「
扶
桑
」

で
は
、「
兵
員
ノ
心
身
疲
労
甚
ダ
シ
ク
、
且
視
力
減
弱
シ
見
張
能
力
著
シ

ク
低
下
シ
、
対
潜
見
張
等
戦
力
ニ
及
ボ
ス
影
響
甚
大
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。 

 

ま
た
、
軍
艦
「
大
鳳
」
・
「
瑞
鶴
」
・
「
翔
鶴
」
・
そ
の
他
艦
艇
で
は
、

「
純
白
米
ヲ
摂
取
ス
ル
ト
キ
ハ
疲
労
甚
ダ
シ
ク
、
戦
力
ニ
影
響
ス
ル

所
軽
視
ヲ
許
サ
ズ
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
補
給
し
た
白
米
が
問

題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。 

こ
こ
で
、
南
方
で
各
艦
に
供
給
さ
れ
た
現
地
米
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

含
有
量
を
み
て
み
よ
う
。（
二
十
一
）
に
、
台
湾
の
農
業
試
験
場
で
収

穫
さ
れ
た
米
と
、
南
方
で
収
穫
さ
れ
た
米
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
計
量

し
た
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
（
表
二
）
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
南
方
で
収
穫
さ
れ
た
米
（
西
貢
（
サ
イ
ゴ
ン
）
・

ス
ラ
バ
ヤ
・
蘭
尼
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
））
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
含
有
量
が
、

著
し
く
低
い
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。「
湿
度
が
高
い
と
米
の
中
の
Ｂ

１
は
早
く
減
少
」
３

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
南
方
の
熱
帯
地
域
で
収
穫

さ
れ
た
米
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
含
有
量
が
低
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
米
を
主
食
と
し
、
欠
乏
し
た
ビ
タ
ミ

ン
を
補
え
る
だ
け
の
生
野
菜
等
が
戦
況
の
悪
化
に
よ
り
十
分
に
確
保

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
南
方
に
お
い
て
脚
気
患
者
が
増
加
し
た
と
考 

え
ら
れ
よ
う
。 

（
三
十
二
）
、（
三
十
八
）
の
報
告
は
昭
和
十
九
年
の
も
の
だ
が
、
海
軍
省
は
、
南
方

で
脚
気
患
者
が
増
加
し
て
い
た
状
況
を
、
昭
和
十
八
年
時
点
で
認
識
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）（
昭
和
十
八
年
七
月
二
十
七
日
付
）
で
は
、
玄
米
の
適
当
な

炊
飯
方
法
、
玄
米
食
に
よ
り
摂
取
さ
れ
る
窒
素
・
水
炭
素
・
粗
脂
肪
・
粗
灰
分
の
消
化

吸
収
率
の
二
点
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
脚
気
対
策
を
目
的
と
し
て
、
玄
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実施所轄 実施場所
海軍練習連合航空総隊 霞ヶ浦・大津・大分・大村・大井・追浜・土浦各海軍航空隊
佐世保鎮守府 佐世保第一海兵団・佐世保海軍刑務所
呉鎮守府 呉・大竹両海兵団・防府海軍通信学校
横須賀鎮守府 横須賀第一海兵団・海軍砲術学校・横須賀海軍刑務所
舞鶴鎮守府 舞鶴海兵団

表三　玄米試験供給実施所轄・実施場所

米
の
支
給
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
、

調
査
報
告
者
の
清
原
蕃
卿
海
軍
中
佐
は
、「
如
何
ナ
ル
炊
飯
法
、

調
理
法
ニ
ヨ
ル
モ
、
消
化
吸
収
率
並
総
熱
量
利
用
率
ニ
於
テ
ハ
、

玄
米
ハ
胚
芽
米
ニ
劣
ル
事
ハ
否
ミ
難
キ
事
実
（
中
略
）
多
数
ノ

海
軍
兵
員
ニ
対
シ
相
当
長
期
間
（
少
ク
モ
一
ヶ
年
）
ニ
ワ
タ
リ

行
ヒ
（
中
略
）
先
ヅ
人
体
実
験
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
提
唱
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
」
と
、
一
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
る
実
験
の
必
要
性
を

主
張
し
た
。 

 第
二
章 

玄
米
食
供
給
実
験 

 

昭
和
十
八
年
八
月
、
海
軍
大
臣
は
、
各
鎮
守
府
長
官
・
海
軍

軍
医
学
校
長
・
海
軍
経
理
学
校
長
に
「
管
下
海
兵
団
、
航
空
隊

及
学
校
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令
」
（
二
）
を
発
し

た
。
そ
の
目
的
と
し
て
、
「
精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
試
験
供

給
シ
、
玄
米
ノ
主
食
品
ト
シ
テ
ノ
適
否
、
給
与
方
法
、
並
ニ
保

健
衛
生
学
的
影
響
ヲ
調
査
検
討
シ
、
以
テ
兵
食
改
善
ノ
資
料
タ

ラ
シ
ム
ル
」
と
、
兵
食
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
調
査
項

目
は
、
「
精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否
」
、
「
精
米
ニ

換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否
」
の
二
点
で
あ
り
、
調
査
事
項
は
、

「
玄
米
ノ
適
当
ナ
ル
給
与
量
額
」
、「
玄
米
飯
ノ
消
化
吸
収
等
養

価
ノ
計
測
調
査
」
、「
玄
米
ヲ
主
食
品
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
副

食
品
ノ
品
種
及
量
額
ニ
対
ス
ル
調
査
」
、
「
玄
米
飯
ノ
嗜
好
調

査
」
、「
玄
米
ノ
炊
飯
法
」、「
玄
米
飯
実
施
ニ
伴
フ
日
課
等
ニ
関

ス
ル
事
項
」
、「
玄
米
飯
ノ
保
健
衛
生
学
的
調
査
」
の
七
点
で
あ

る
。
ま
た
、（
三
）
で
は
よ
り
詳
細
な
研
究
調
査
実
施
細
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
十
八
年
八
月
二
十
五
日
、
玄
米
試
験
供
給
に
関
す
る
打
合
せ
と
講
習
（
四
）
が

行
わ
れ
、
関
係
各
所
に
て
供
給
が
開
始
さ
れ
た
。
「
玄
米
食
関
係
綴
」
か
ら
確
認
で
き

る
実
施
所
轄
及
び
実
施
場
所
は
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。 

試
験
結
果
に
つ
い
て
は
、
大
津
航
空
隊
（
十
八
）
、
呉
（
二
十
六
、
四
十
一
、
四
十

三
）
、
佐
世
保
鎮
守
府
（
二
十
七
）
、
舞
鶴
海
兵
団
（
二
十
八
）
、
横
須
賀
海
軍
刑
務
所

お
よ
び
海
軍
経
理
学
校
（
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
九
、
三
十
九
）
の
も
の
が
残
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
玄
米
食
支
給
の
可
否
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴

の
報
告
を
み
て
い
こ
う
。 

 

ま
ず
、
佐
世
保
鎮
守
府
の
報
告
を
み
る
と
、
「
調
査
事
項
」
と
し
て
「
玄
米
飯
供
食

方
法
ニ
対
ス
ル
事
項
」
、「
咀
嚼
ニ
関
ス
ル
事
項
」
の
二
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
玄

米
は
、
十
分
な
咀
嚼
を
行
わ
な
い
と
消
化
不
良
を
起
こ
す
た
め
、
供
食
方
法
（
食
事
時

間
等
）
や
咀
嚼
と
い
っ
た
項
目
が
追
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
調

査
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
佐
世
保
鎮
守
府
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。 

 
 

玄
米
食
ガ
、
一
般
ノ
嗜
好
ニ
適
セ
ザ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
食
残
量
ガ
微
量
ナ
リ
シ
ハ
、
食

ハ
ザ
レ
バ
飢
ユ
ル
ガ
故
ニ
食
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
逆
ニ
食
ハ
セ
レ
バ
何
デ
モ
食
フ

ト
モ
言
ヒ
得
ベ
キ
モ
、
之
ヲ
以
テ
直
ニ
適
ス
ト
ハ
断
ジ
難
シ
、
又
保
険
衛
生
学
的

考
察
ニ
於
テ
、
期
待
セ
ル
如
キ
顕
著
ナ
ル
体
位
向
上
ヲ
示
サ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
以
テ
、

兵
食
不
適
ト
ハ
断
ジ
難
キ
モ
、
烹
炊
ニ
長
時
間
ヲ
要
シ
現
烹
炊
施
設
ヲ
以
テ
シ
テ

ハ
作
業
上
多
ク
ノ
困
難
ヲ
伴
ヒ
、
且
玄
米
本
来
ノ
性
質
上
熱
量
（
燃
料
）
ノ
消
費

大
ナ
ル
事
ハ
、
現
下
ノ
燃
料
事
情
ヨ
リ
見
テ
看
過
シ
得
ザ
ル
事
実
ニ
シ
テ
、
玄
米

食
ノ
即
時
採
用
ハ
適
当
ナ
ラ
ズ
ト
認
ム 

「
体
位
向
上
」
が
み
ら
れ
な
い
事
か
ら
、
兵
食
と
し
て
「
不
適
」
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
つ
つ
も
、
炊
飯
に
長
時
間
か
か
り
、
燃
料
を
多
く
消
費
す
る
と
い
う
点
か
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ら
、
玄
米
食
へ
の
移
行
は
適
当
で
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

 

ま
た
、
舞
鶴
海
兵
団
の
例
を
み
る
と
、
「
実
施
経
過
並
ニ
成
果
」
と
「
玄
米
試
験
供

給
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査
成
績
」
の
二
項
目
に
分
け
、
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。「
実

施
経
過
並
ニ
成
果
」
で
は
「
供
食
班
別
及
量
額
等
」
、「
支
給
量
額
ノ
適
否
」
、「
炊
飯
法
」

の
三
点
を
、「
玄
米
試
験
供
給
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査
成
績
」
で
は
「
自
覚
症
状
」
、「
患

者
発
生
率
」
、「
体
重
ノ
変
化
」
の
三
点
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
結

果
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。 

 
 

精
米
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ス
ル
ハ
、
労
力
及
電
力
ノ
節
約
ニ
搗
減
ヲ
生
セ
ザ
ル
等

其
ノ
利
点
多
々
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
、
栄
養
学
的
摂
取
量
ノ
可
否
ハ
未
ダ
区
々
ニ
シ

テ
研
究
ノ
域
ヲ
脱
セ
ズ
、
尚
左
ノ
如
キ
考
慮
ヲ
要
ス
ル
点
ナ
ン
ト
セ
ズ 

１
、
炊
飯
上
ノ
不
便
及
燃
料
ノ
不
経
済 

２
、
喫
食
馴
化
期
間
中
ノ
胃
腸
障
害 

３
、
精
米
ノ
際
ノ
副
産
物
タ
ル
糠
ノ
飼
料
及
増
産
肥
料
等
ノ
利
用
価
値
ノ
減
殺

然
ル
ニ
軍
隊
ニ
於
テ
ハ
炊
飯
ノ
迅
速
喫
食
ノ
容
易
ナ
ル
ヲ
要
ス
ル
点
及
決
戦
態

勢
下
ニ
於
ケ
ル
現
在
健
康
保
持
、
増
進
等
ノ
点
ヨ
リ
考
察
シ
、
直
ヲ
以
テ
玄
米
食

ニ
転
換
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
ト
認
ム 

佐
世
保
鎮
守
府
と
同
じ
く
、
炊
飯
・
燃
料
面
で
の
課
題
に
加
え
、
胃
腸
障
害
や
精
米

の
副
産
物
で
あ
る
糠
の
利
用
価
値
が
下
が
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ
、
玄
米
食
へ
の

変
更
に
つ
い
て
「
不
可
」
と
報
告
し
た
。 

 

次
に
、
呉
鎮
守
府
を
み
る
と
、
「
玄
米
食
ノ
保
健
衛
生
学
的
調
査
」
の
み
報
告
さ
れ

て
お
り
、
調
査
項
目
は
「
体
重
増
減
」
、「
赤
血
球
沈
降
速
度
」
、「
視
力
」
、「
尿
中
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
」
、「
患
者
発
生
率
」、「
食
残
量
」
、「
個
人
申
告
」
の
七
点
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
呉
・
大
竹
海
兵
団
の
全
員
（
二
〇
四
五
五
名
）
に
対
し
、
玄
米
精
麦
食
を
六
ヶ
月

支
給
し
て
お
り
、
患
者
発
生
率
と
実
験
実
施
団
体
長
（
呉
海
兵
団
・
大
竹
海
兵
団
・
防

府
通
信
学
校
）
の
所
見
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

呉
海
兵
団
長
ハ
、
栄
養
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
玄
米
食
ヲ
適
ス
ト
シ
、
府
通
信
学
校
長
ハ
、

玄
米
食
ヲ
全
面
的
ニ
実
施
シ
テ
差
支
ナ
シ
ト
セ
リ
、
大
竹
海
兵
団
長
ハ
、
副
食
物

欠
乏
甚
ダ
シ
ク
、
殆
ド
白
米
食
ノ
ミ
ヲ
食
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
南
方
第
一
線
部
隊
ニ

之
ヲ
供
食
ス
レ
バ
効
果
的
ナ
リ
ト
セ
リ 

こ
の
よ
う
に
、
実
施
団
体
長
の
全
て
が
玄
米
食
実
施
に
肯
定
的
な
報
告
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
呉
鎮
守
府
で
は
全
体
の
総
括
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。 

 
 

元
来
玄
米
食
ハ
「
ビ
タ
ミ
ン
」
類
脂
肪
ソ
ノ
他
ノ
需
要
多
キ
夏
季
又
ハ
熱
帯
ニ
於

テ
始
メ
テ
効
果
ヲ
発
揮
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
冬
季
ニ
於
ケ
ル
今
回
ノ
供
食
試

験
ニ
於
テ
サ
エ
モ
既
ニ
右
ノ
如
キ
良
成
果
ヲ
収
メ
タ
ル
以
上
全
面
的
ニ
実
施
シ

テ
熱
帯
地
作
戦
ノ
一
大
障
害
タ
ル
白
米
禍
ヲ
救
フ
ヲ
焦
眉
ノ
急
ト
認
ム 

 

冬
季
に
行
っ
た
試
験
で
「
良
成
果
」
を
収
め
た
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
南
方
の
熱
帯

地
域
に
お
け
る
白
米
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
玄
米
食
に
変
更
す
る
よ
う
報
告
し
て
い

る
。
こ
の
「
右
ノ
如
キ
良
成
果
」
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

玄
米
班
、
玄
米
精
麦
班
、
精
米
精
麦
班
ノ
三
班
試
験
供
食
中
施
シ
タ
ル
各
種
保
健

衛
生
学
的
調
査
事
項
ノ
総
合
成
績
ニ
於
テ
体
重
以
外
ニ
ハ
著
明
ナ
ル
差
異
ヲ
認

メ
ズ
（
中
略
）
体
重
ハ
呉
海
兵
団
ニ
於
テ
ハ
玄
米
班
、
大
竹
海
兵
団
ニ
於
テ
ハ
玄

米
精
麦
班
夫
々
最
高
ノ
増
加
ヲ
示
シ
防
府
通
信
学
校
ニ
於
テ
ハ
玄
米
班
及
精
米

精
麦
班
略
同
等
ノ
増
加
ヲ
示
シ
三
所
轄
平
均
ニ
テ
ハ
玄
米
精
麦
班
ノ
増
加
最
モ

著
明
ナ
リ
（
中
略
） 

呉
、
大
竹
両
海
兵
団
総
員
（
計
二
〇
、
四
五
五
名
）
同
期
間
六
ヶ
月
玄
米
精
麦
供

食
ヲ
施
行
シ
タ
ル
ニ
該
期
間
中
ノ
人
員
毎
千
患
者
発
生
率
ハ
前
年
同
期
ニ
比
シ

両
団
共
ニ
減
少
シ
タ
リ 

 

ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
体
重
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
呉
・
大
竹
・
防
府
の
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「
三
所
轄
平
均
ニ
テ
ハ
玄
米
精
麦
班
ノ
増
加
最
モ
著
明
ナ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、 

増
加
傾
向
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
増
加
し
た
体
重
は
最
大
で
一
・
一
二
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
（
二
十
六 

第
一
表
）
。
呉
鎮
守
府
は
こ
の
結
果
を
「
著
明
」
な
変
化
と
し

て
い
る
が
、
横
須
賀
海
軍
刑
務
所
お
よ
び
海
軍
経
理
学
校
の
実
験
で
は
、
七
〇
〇
グ
ラ

ム
の
増
加
か
ら
七
〇
〇
グ
ラ
ム
の
減
少
が
み
ら
れ
た
体
重
増
減
に
対
し
て
、
「
著
明
ナ

ル
影
響
ヲ
認
メ
難
シ
」
と
結
論
付
け
て
い
る
（
二
十
九
）。 

二
点
目
は
、
呉
鎮
守
府
が
独
自
に
行
っ
た
呉
・
大
竹
海
兵
団
員
約
二
万
名
へ
の
玄
米

精
麦
食
支
給
で
あ
る
。
こ
の
支
給
試
験
の
結
果
、
「
患
者
発
生
率
ハ
前
年
同
期
ニ
比
シ

両
団
共
ニ
減
少
シ
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
十
六 

第
六
表
）
。
病
名
が
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
効
果
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
患
者
比
率
は
、
前
年
度
同
時
期
と
比
較
す
る
と

〇
・
三
二
減
少
し
て
お
り
、
数
字
上
は
効
果
が
み
ら
れ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。 

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
世
保
鎮
守
府
、
舞
鶴
海
兵
団
は
玄
米
食
採
用
に
反
対

し
、
呉
鎮
守
府
の
み
賛
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
呉
鎮
守
府
は
、
管
下
海
兵
団
に
対
し
て

独
自
の
玄
米
食
供
給
を
実
施
し
て
お
り
、
玄
米
食
採
用
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
が
み
ら
れ

る
。
な
ぜ
、
呉
鎮
守
府
は
、
玄
米
食
を
重
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
玄
米
食
供
給
試
験
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
軍
医
科
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て

み
よ
う
。 

昭
和
十
八
年
十
月
、
呉
鎮
守
府
軍
医
長
及
び
呉
海
軍
病
院
長
と
し
て
、
福
井
信
立
海

軍
軍
医
中
将
が
赴
任
し
た
。
福
井
は
、
前
任
の
別
府
海
軍
病
院
長
時
代
か
ら
、
玄
米
食

の
保
健
衛
生
学
的
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
二
十
二
）
。
ま
た
、
昭
和
十
八
年
九
月
二
十

一
日
に
は
、
大
竹
海
兵
団
に
お
い
て
「
兵
食
ニ
関
ス
ル
健
康
教
育
ニ
就
テ
」
と
題
し
て
、

玄
米
食
に
よ
る
健
康
増
進
に
つ
い
て
講
演
し
て
お
り
（
十
五
）
、
昭
和
十
九
年
六
月
三

日
に
は
、
海
軍
潜
水
学
校
で
も
講
演
を
行
っ
て
い
る
（
三
十
一
）
。
さ
ら
に
、
昭
和
十

九
年
七
月
十
八
日
、
福
井
は
、
海
軍
省
医
務
局
長
保
利
信
明
海
軍
軍
医
中
将
に
、
白
米

禁
止
を
求
め
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
（
三
十
三
）
。 

 

こ
ん
な
純
白
米
を
食
て
戦
争
せ
よ
と
云
ふ
の
は
、
い
ざ
り
に
マ
ラ
ソ
ン
競
争
を
強

ひ
る
以
上
の
苛
酷
性
を
有
す
る
も
の
と
存
候
（
中
略
）
閣
下
の
御
英
断
を
以
て
、

前
線
及
潜
水
艦
の
白
米
禁
止
の
断
乎
た
る
鉄
槌
を
下
さ
れ
度
く
伏
し
て
懇
願
致

候
（
中
略
）
新
大
臣
東
上
の
節
に
も
、
該
白
米
見
本
を
渡
し
よ
く
説
明
致
置
候
、

何
れ
閣
下
へ
何
等
か
質
問
有
之
可
し
と
存
候
間
、
医
務
局
で
も
此
問
題
ハ
非
常
に

重
要
視
し
て
居
る
と
、
御
答
被
下
度
願
上
候 

福
井
は
、
南
方
の
軍
人
の
健
康
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
前
線
及
び
潜
水
艦
に
お
い

て
白
米
食
を
禁
止
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
海
軍
大
臣
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
際
は
、
同

調
し
て
答
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
福
井
は
、
玄
米
食
に
対
し
て
強
い
関
心
を
有
し
て
い
た
と
い
う

点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
玄
米
食
供
給
試
験
は
、
各
所
轄
の
軍
医
科
が
主
導
し
て
お
り
、

福
井
が
軍
医
長
を
務
め
る
呉
鎮
守
府
は
、
玄
米
食
の
導
入
に
つ
い
て
肯
定
的
な
報
告
を

行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
三
章 

南
方
派
遣
艦
隊
か
ら
の
要
請 

 

こ
こ
で
、
南
方
の
前
線
に
お
け
る
脚
気
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
昭

和
十
九
年
七
月
二
十
日
、
南
西
方
面
艦
隊
軍
医
長
・
主
計
長
は
、
各
南
遣
艦
隊
軍
医
長
・

主
計
長
に
対
し
、
昭
和
十
八
年
度
の
脚
気
患
者
比
率
が
、
昭
和
十
六
年
度
よ
り
も
二
倍

以
上
高
い
の
で
、
各
艦
隊
で
玄
米
補
給
を
増
強
す
る
よ
う
指
令
し
て
い
る
（
三
十
四
）
。 

ま
た
、
（
三
十
二
）
に
よ
る
と
、
外
地
産
白
米
を
食
し
た
結
果
、
脚
気
に
罹
患
し
、

作
戦
に
支
障
が
出
て
い
る
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
（
三
十
六
）
で
も
「
外
地
産
純
白
米

ヲ
速
カ
ニ
駆
逐
」
す
る
よ
う
求
め
、
白
米
し
か
手
に
入
ら
な
い
南
方
の
経
済
変
革
と
、

白
米
の
有
毒
性
に
つ
い
て
の
教
育
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
の
要
請
に
直
接
返
答
し
た
資
料
は
み
ら
れ
な
い
が
、
南
西
方
面
艦
隊
担
当
区

域
内
の
第
二
十
四
特
別
根
拠
地
隊
（
ア
ン
ボ
ン
）
か
ら
の
玄
米
支
給
照
会
に
対
す
る
返

書
（
三
十
五
）
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
（
三
十
二
）
や
（
三
十
六
）
へ
の
返
答
内
容
を
類

推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
の
際
の
対
策
と
し
て
混
汁
用
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
等
の
支
給
は

既
に
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
励
行
す
る
こ
と
。 

二
、
分
搗
米
の
代
用
と
し
て
胚
芽
米
を
支
給
で
き
る
様
、
搗
精
機
は
既
に
昭
南
・
ス

ラ
バ
ヤ
・
マ
カ
ッ
サ
ル
に
す
で
に
支
給
し
て
い
る
。 

三
、
玄
米
は
す
で
に
内
地
か
ら
送
っ
て
お
り
、
適
宜
支
給
す
る
こ
と
。
但
し
、
玄
米

の
消
化
吸
収
率
に
つ
い
て
の
科
学
的
実
証
が
無
い
た
め
、
全
体
に
玄
米
を
支
給

す
る
に
は
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
各
所
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
。 

南
方
戦
線
か
ら
物
資
不
足
や
疾
病
に
つ
い
て
対
策
を
求
め
ら
れ
て
も
、
既
に
対
策
済

み
で
あ
る
か
ら
そ
れ
で
凌
ぐ
よ
う
に
と
、
海
軍
省
は
現
場
に
任
せ
る
返
答
し
か
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
六
日
に
玄
米
試
験
供
給
の
総
括
が
海
軍
省
医
務
局

長
か
ら
軍
需
部
長
に
送
付
さ
れ
て
い
る
（
三
十
八
）。 

玄
米
食
ノ
全
面
的
即
時
断
行
ハ
、
現
下
ノ
状
勢
ニ
於
テ
ハ
炊
飯
施
設
、
要
員
、
燃

料
ノ
関
係
上
実
施
困
難
ナ
ル
向
少
カ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
斯
ル
所
轄
ニ
於
テ
ハ
、

差
当
リ
精
米
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ト
ス
、
但
シ
実
施
可
能
ナ
ル
所
轄
ニ
於
テ
ハ
、
仮
令

部
分
的
ナ
リ
ト
モ
玄
米
食
ト
ナ
ス
ヲ
適
当
ト
認
ム 

玄
米
食
の
全
面
的
な
即
時
実
施
は
、
炊
飯
時
間
・
燃
料
の
増
加
と
い
う
観
点
か
ら
困

難
で
あ
る
と
し
、
差
し
当
た
り
精
米
を
支
給
す
る
と
し
て
い
る
が
、
実
施
可
能
な
所
轄

で
は
、
部
分
的
で
も
玄
米
食
と
す
る
こ
と
が
「
適
当
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年

十
一
月
に
行
わ
れ
た
海
軍
兵
食
研
究
調
査
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
行
わ
れ

て
い
る
（
四
十
二
）
。 

 
 

玄
米
食
ハ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
項
デ
ハ
精
米
精
麦
食
ニ
勝
ル
ナ
リ
、
脚
気
予
防
ノ

見
地
カ
ラ
ハ
此
ノ
方
ガ
ヨ
ケ
リ
ト
思
ハ
レ
ル
ガ
、
現
状
ニ
於
テ
ハ
施
設
等
ノ
関
係

上
即
時
今
回
以
テ

マ

マ

採
用
ハ
不
可
能
デ
ア
ル
カ
ラ
、
取
敢
エ
ズ
部
搗
米
（
三
分
）
ト

シ
、
尚
必
要
ノ
向
ノ
長
官
ノ
許
可
ヲ
得
テ
玄
米
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
（
中
略
）
一
分
搗

米
ニ
持
ッ
テ
行
ク
ヤ
ウ
努
力
ス
ル 

海
軍
は
、
施
設
上
の
問
題
か
ら
、
玄
米
食
の
全
面
的
な
採
用
を
却
下
し
て
お
り
、
一

分
搗
米
の
採
用
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

「
玄
米
食
関
係
綴
」
か
ら
、
昭
和
十
八
年
七
月
か
ら
昭
和
十
九
年
十
一
月
ま
で
の
海

軍
の
脚
気
対
策
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
昭
和
十
八
年
に
始
め
ら
れ
た
玄
米
食
の
支
給
は
、

六
ヶ
月
の
実
験
を
実
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
採
用
に
終
わ
っ
て
お
り
、
海
軍
は
、

一
分
搗
米
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
玄
米
の
不
採
用
が
決
定
さ
れ
た
昭
和
十
九
年
十
一
月
は
、
レ
イ
テ
沖
海
戦

の
後
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
南
方
に
展
開
す
る
南
西
方
面
艦
隊
に
向
け
て
一
分
搗

米
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
南
西
方

面
艦
隊
に
対
す
る
一
分
搗
米
の
全
面
的
な
支
給
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。 

  

註 

１
、
内
田
正
夫
「
日
清
・
日
露
戦
争
と
脚
気
」（『
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
』
二
〇

〇
七
年
）
、
山
下
政
三
『
鴎
外
森
林
太
郎
と
脚
気
紛
争
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
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を
参
照
し
た
。 

２
、
藤
原
元
典
「
脚
気
と
ア
リ
チ
ア
ミ
ン
の
発
見
」（
『
ビ
タ
ミ
ン
』
第
７
３
巻
第
３
号 

一 

九
九
九
年
） 

３
、
藤
原
「
脚
気
と
ア
リ
チ
ア
ミ
ン
の
発
見
」
（
前
掲
） 

（
当
館
嘱
託
職
員
） 

 

［
凡
例
］ 

 

資
料
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
基
準
で
標
記
し
た
。 

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。 

二
、
変
体
仮
名
は
、
現
行
の
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
ま
た
「
ゟ
」
及
び
「
ヿ
」
は
、「
ヨ

リ
」
、
「
コ
ト
」
と
し
た
。 

三
、
記
述
の
語
句
を
省
略
し
て
い
る
場
合
は
、「
～
」
は
該
当
す
る
語
句
を
用
い
、「
々
」
、

「
ゝ
」
、「
〃
」
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
、 

四
、
句
読
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 

五
、
破
損
・
汚
損
で
判
読
不
明
箇
所
の
文
字
は
□
ま
た
は
［ 

］
で
示
し
た 

六
、
筆
者
が
資
料
整
理
時
に
便
宜
上
付
け
た
資
料
名
は
［ 

］
で
表
記
し
た
。 

七
、
現
在
で
は
差
別
的
表
現
と
さ
れ
る
言
葉
が
一
部
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
。 

八
、
紙
面
の
都
合
上
、
資
料
の
一
部
を
略
し
た
。
ま
た
、
一
部
を
末
尾
に
掲
載
し
た
。 

  

一
、
玄
米
食
ノ
消
化
吸
収
率
ニ
関
ス
ル
文
献
摘
録
並
所
見 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

 
 

 

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
軍
々
医
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
軍
々
医
中
佐 

清
原
蕃
卿
㊞ 

小
田
海
軍
省
医
務
局
第
二
課
長
殿 

 
 

 
 

 

㊞ 

 
 

 

玄
米
食
ノ
消
化
吸
収
率
ニ
関
ス
ル
文
献
摘
録
並
ニ
所
見
ノ
件 

首
題
ノ
件
別
紙
ノ
通
及
御
送
付
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

※ 

以
下
横
書
き
の
た
め
、
末
尾
に
記
載 

  

二
、
管
下
海
兵
団
、
航
空
隊
及
学
校
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令 

官
房
需
一
七
六
号 

 
 

 

昭
和
十
八
年
八
月 

 

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海 

軍 

大 

臣 

 
 

 
 

各
鎮
守
府
長
官 

 
 

 
 

海
軍
軍
医
学
校
長 

 
 

宛 

 
 

 
 

海
軍
経
理
学
校
長 

 
 

 
 

 

管
下
海
兵
団
、
航
空
隊
及
学
校
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令 

其
ノ
府
（
校
）
管
下
海
兵
団
、
航
空
隊
及
学
校
ノ
一
部
ニ
対
シ
左
記
要
領
ニ
依
リ
精
米
精
麦

ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
シ
兵
食
ト
シ
テ
ノ
適
否
、
給
与
方
法
並
ニ
保
健
衛
生
学
的
影
響
ニ
付
研

究
調
査
セ
シ
ム
ベ
シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 
一
、
目
的 

 
 

海
兵
団
、
航
空
隊
及
学
校
ノ
一
部
ニ
対
シ
精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
試
験
供
給
シ
玄
米

ノ
主
食
品
ト
シ
テ
ノ
適
否
、
給
与
方
法
並
ニ
保
健
衛
生
学
的
影
響
ヲ
調
査
検
討
シ
以
テ

兵
食
改
善
ノ
資
料
タ
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
リ 
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二
、
実
施
所
轄 

海
軍
経
理
学
校 

横
須
賀
第
一
海
兵
団 

右
以
外
ハ
各
鎮
守
府
司
令
長
官
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル 

三
、
試
験
期
間 

昭
和
十
八
年
九
月
ヨ
リ
向
フ
六
箇
月 

四
、
主
要
研
究
調
査
事
項 

一 

調
査
項
目 

 
 

 
 

１ 

精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

 
 

 
 

２ 

精
米
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

 
 

二 

調
査
事
項 

前
項
調
査
項
目
ニ
ツ
キ
左
記
事
項
ヲ
研
究
調
査
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

１ 

玄
米
ノ
適
当
ナ
ル
給
与
量
額 

２ 

玄
米
飯
ノ
消
化
吸
収
等
養
価
ノ
計
測
調
査 

 
 

 
 

３ 

玄
米
ヲ
主
食
品
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
副
食
品
ノ
品
種
及
量
額
ニ
対
ス
ル

調
査 

 
 

 
 

４ 

玄
米
飯
ノ
嗜
好
調
査 

 
 

 
 

５ 

玄
米
ノ
炊
飯
法 

 
 

 
 

６ 

玄
米
飯
実
施
ニ
伴
フ
日
課
等
ニ
関
ス
ル
事
項 

 
 

 
 

７ 

玄
米
飯
ノ
保
健
衛
生
学
的
調
査 

 

五
、
職
員 

 
 

 

研
究
調
査
ニ
要
ス
ル
職
員
ハ
各
実
施
所
轄
ノ
職
員
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
ノ
外
左
ノ

職
員
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得 

 
 

海
軍
軍
需
部
職
員 

海
軍
病
院
職
員 

海
軍
軍
医
学
校
職
員 

海
軍
経
理
学
校
職
員 

六
、
経
費 

研
究
調
査
ニ
要
ス
ル
経
費
ハ
請
求
ヲ
俟
テ
別
途
配
布
ス 

七
、
報
告 

試
験
終
了
後
研
究
調
査
ノ
成
果
並
ニ
意
見
ヲ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

八
、
本
研
究
ノ
詳
細
ニ
関
シ
テ
ハ
海
軍
省
軍
医
局
長
、
同
医
務
局
長
ヲ
シ
テ
直
接
実 

施
所
轄
長
ニ
通
牒
セ
シ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

 

  

三
、
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

 
 

昭
和
十
八
年
九
月 

 

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
軍
省
軍
医
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
軍
省
医
務
局
長 

 
 

 
 

 

関
係
海
兵
団
長 

 
 

 
 

 

関
係
学
校
長 

宛 

玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
件
申
進 

官
房
需
第 

 

号
ニ
依
ル
主
題
ノ
件
別
紙
ノ
通
ニ
有
之
候 

 
 

 

（
別
紙
添
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

 
 

 
 

研
究
調
査
要
領 

一
、 

主
要
研
究
調
査
事
項
実
施
細
目 
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１ 

供
食
方
法 

 
 

 
精
米
精
麦
ニ
換
給
ノ
玄
米
食
班
ト
精
米
ニ
換
給
ノ
玄
米
食
班
ト
ニ
分
ケ
供
食
班
ヲ

定
メ
試
験
期
間
中
継
続
給
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 

供
食
班
ノ
総
員
ハ
概
ネ
其
ノ
団
隊
（
学
校
）
員
数
ノ
半
数
以
内
適
宜
ト
ス 

 
 

２ 

給
与
量
額 

 
 

 

イ 

精
米
精
麦
ノ
規
定
量
額
ニ
対
シ
等
量
換
給
ニ
依
リ
給
与
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
食
残

量
、
摂
取
量
ニ
付
調
査
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 

ロ 

食
残
量
ニ
付
テ
ハ
非
供
食
班
（
常
食
班
）
ト
比
較
調
査
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

３ 

栄
養
計
測
並
ニ
調
査 

 
 

 
 

海
軍
経
理
学
校
練
習
生
並
ニ
横
須
賀
第
一
海
兵
団
ノ
試
験
班
ノ
一
群
ニ
付
調
査

ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

４ 

炊
飯
法 

 
 

 
 

現
行
烹
炊
ニ
依
ル
適
当
ナ
ル
炊
飯
法
ヲ
研
究
シ
併
テ
之
ガ
改
善
策
ニ
付
検
討
ス 

 
 

５ 

日
課 

 
 

 
 

玄
米
食
ハ
喫
食
ニ
時
間
ヲ
要
ス
ル
ト
共
ニ
炊
飯
ニ
モ
長
時
間
ヲ
要
ス
ル
ニ
付
之

ガ
実
施
ノ
為
ニ
適
ス
ル
日
課
ノ
検
討 

 
 

６ 

玄
米
食
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査 

 
 

 
 

玄
米
供
食
班
ト
之
ト
略
同
員
数
ノ
非
供
食
班
（
常
食
班
）
ト
ニ
付
隔
月
ノ
体 

重
増
減
並
ニ
脚
気
、
結
核
性
及
消
化
器
性
疾
患
ノ
発
生
率
ヲ
比
較
調
査
ス 

二
、 

報
告 

調
査
項
目
毎
ニ
実
施
ノ
経
過
並
ニ
調
査
事
項
ノ
成
果
所
見
ニ
ツ
キ
報
告
ス
ル
モ 

ノ
ト
ス
但
シ
給
与
量
額
ニ
関
ス
ル
調
査
ニ
ツ
キ
テ
ハ
別
紙
様
式
ニ
ヨ
ル
調
査
票
ヲ
添

付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

三
、
雑
件 

 
 

玄
米
供
食
班
ニ
対
シ
テ
ハ
左
ニ
依
ル 

 
 

１ 

海
軍
給
与
令
施
行
細
則
第
二
十
表
備
考
第
三
号
乃
至
第
五
号
及
第
六
号
第
二
項

ハ
適
用
セ
ズ 

 
 

２ 

昭
和
十
五
年
官
房
第
六
一
五
号
ハ
適
用
セ
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
別
紙
様
式
添
） 

（
表
略
） 

  

四
、
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
打
合
並
ニ
講
習
ノ
件
訓
令 

官
房
需
一
七
七
号 

 

昭
和
十
八
年
八
月 

 

日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
軍
大
臣 

 
 

各
鎮
守
府
参
謀
長
官 

 
 

海
軍
軍
医
学
校
長 

 

宛 
 

㊞ 

 
 

海
軍
経
理
学
校
長 

玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
打
合
並
ニ
講
習
ノ
件
訓
令 

官
房
需
第 

 

号
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
実
施
ニ
関
シ
左
記
ニ
依
リ
之
ガ
打
合
並
ニ
講

習
ヲ
施
行
ス
ベ
シ 

記 一
、
期
間
及
打
合
並
ニ
講
習
項
目 

 
 

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
日
二
十
五
日 

 
 

 
 

玄
米
試
験
供
給
実
施
ニ
関
ス
ル
打
合 

 
 

昭
和
十
八
年
八
月
三
十
一
日
二
十
六
日 
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玄
米
炊
飯
ニ
関
ス
ル
講
習 

二
、
場
所 

 
 

海
軍
経
理
学
校 

三
、
参
加
員 

 

（
１
）
第
一
日 

 
 

各
実
施
所
轄
ノ 

 
 

 
 

軍
医
長
又
ハ
軍
医
科
士
官 

 

一 

 
 

 
 

主
計
長
又
ハ
主
計
科
士
官 

 
一 

 
 

 
 

掌
衣
糧
長
又
ハ
主
計
科
特
務
士
官
若
ハ
同
准
士
官 

 

一 

 
 

 
 

烹
炊
長 

一 

 
 

 
 

横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴 

海
軍
軍
需
部
第
四
課
部
員 

 
 

 

各 

一 

横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
、
舞
鶴 

海
軍
病
院
軍
医
科
士
官 

 

各 

一 

海
軍
軍
医
学
校
軍
医
科
士
官 

一 

 

（
２
）
第
二
日
及
第
三
日 

 
 

 
 

各
実
施
所
轄
ノ 

 
 

 
 

 
 

主
計
長
又
ハ
主
計
科
士
官 

一 

 
 

 
 

 
 

掌
衣
糧
長
又
ハ
主
計
科
特
務
士
官
若
ハ
同
准
士
官 

一 

 
 

 
 

 
 

烹
炊
長 

一 

四
、
所
要
経
費 

（
１
）
講
習
ノ
為
特
ニ
要
ス
ル
糧
食
品 

 
 

臨
時
軍
事
費
、
臨
時
軍
事
費

マ

マ

、
衣
糧
費
支
弁
ト
シ
請
求
ヲ
俟
テ
別
途
配
付
ス 

（
２
）
旅
費 

 
 

臨
時
軍
事
費
、
臨
時
軍
事
費

マ

マ

、
雑
給
及
雑
費
、
出
張
旅
費
支
弁
ト
シ
請
求
ヲ
別
途
配
布

ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

  

十
五
、
兵
食
ニ
関
ス
ル
健
康
教
育
ニ
就
テ 

海
軍
省
医
務
局
長
殿 

 

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
一
日
大
竹
海
兵
団 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
二
十
九
日
送
付
㊞ 

 
 

㊞ 

別
府
海
軍
病
院
長 

海
軍
軍
医
少
尉 

福
井
信
立
講
演 

  

兵
食
ニ
関
ス
ル
健
康
教
育
ニ
就
テ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
竹
海
兵
団 

御
参
考 

 
 

 
 

 

第
一
課
長
㊞ 

局
員 

㊞ 
 

㊞ 
 

 
 

 
 

 

㊞ 

医
務
局
長
㊞ 

 
 

 
 

 

第
二
課
長
㊞ 

局
員 

㊞ 

㊞ 
 

 
 

㊞ 

  
目
次 

（
１
） 
早
飯
ノ
矯
正
教
育 

䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣 

 

１ 

（
２
） 
正
食
ト
味
覚
教
育 

䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣 

 

６ 

（
３
） 

玄
米
食
ノ
本 

態 

䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣 

１
０ 
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（
４
） 

其
ノ
他
ノ
参
考
資
料 

䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣
䢣 

１
５ 

 

今
回
大
臣
訓
令
ヲ
以
テ
玄
米
ノ
試
験
供
食
ノ
実
験
ガ
行
ハ
レ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
幹
部

級
ニ
対
シ
之
ニ
関
ス
ル
注
意
事
項
ヲ
話
セ
ト
云
フ
団
長
閣
下
ノ
御
要
請
ニ
依
リ
只
今
ヨ
リ

兵
食
ニ
関
ス
ル
健
康
教
育
ト
題
シ
要
点
ヲ
述
ベ
テ
見
マ
ス
。
玄
米
食
ニ
対
ス
ル
部
内
ノ
先
覚

者
タ
ル
前
教
育
部
長
福
永
少
将
ハ
常
ニ
健
康
教
育
ノ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ヲ
力
説
シ
テ
居
ラ
レ

タ
ガ
健
康
教
育
ノ
問
題
ハ
刻
下
ノ
帝
国
海
軍
ニ
ハ
甚
ダ
必
要
デ
ア
リ
且
非
常
ニ
範
囲
ノ
広

イ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
私
ハ
本
日
兵
食
ニ
関
ス
ル
方
面
ダ
ケ
ノ
健
康
教
育
ニ
就
テ
話
シ
テ
見
タ
イ

ト
思
フ
、
私
ハ
元
来
玄
米
食
賛
成
論
者
デ
ア
ル
ガ
今
回
ノ
大
臣
訓
令
ハ
試
験
供
食
ニ
ア
ル
ノ

デ
ア
ッ
テ
無
闇
ニ
玄
米
ノ
ヨ
イ
コ
ト
バ
カ
リ
ヲ
兵
員
ニ
吹
込
ム
ト
公
平
ナ
ル
観
察
ガ
出
来

ナ
ク
ナ
ル
惧
ガ
ア
ル
ノ
デ
今
日
ハ
玄
米
ニ
関
係
ナ
ク
兵
員
ノ
食
生
活
上
健
康
教
育
ト
シ
テ

是
非
矯
正
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
問
題
ニ
就
テ
話
シ
テ
見
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
諸
君

ニ
オ
カ
レ
テ
モ
本
日
ノ
私
ノ
講
演
ハ
単
ニ
参
考
ト
シ
テ
消
化
セ
タ
テ
自
己
ノ
御
識
見
ニ
ヨ

リ
今
回
ノ
玄
米
ノ
試
験
供
食
ニ
ハ
至
公
至
平
ノ
立
場
デ
監
督
指
導
ノ
上
精
確
ニ
観
察
セ
ラ

レ
此
重
大
実
験
ヲ
完
遂
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
呉
々
モ
祈
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。 

 

（
１
）
早
飯
ノ
矯
正
教
育 

帝
国
海
軍
食
生
活
ニ
於
ケ
ル
悪
習
慣
ノ
一
ツ
ハ
早
飯
早
糞
デ
ア
ル
、
我
無
敵
艦
隊
ニ
於
ケ
ル

疾
病
ノ
中
デ
一
番
多
イ
モ
ノ
ハ
急
性
腸
炎
（
は
ら
く
だ
し
）
之
ニ
次
グ
モ
ノ
ガ
急
性
咽
頭
炎

（
の
ど
か
ぜ
）
ト
ナ
ッ
テ
イ
ル
毎
年
ノ
疾
病
統
計
デ
見
ル
ト
此
ノ
急
性
腸
炎
即
チ
下
痢
ガ
最

モ
多
イ
ガ
コ
ノ
有
力
ナ
ル
原
因
ガ
早
飯
ニ
ア
ル
ト
私
ハ
思
ッ
テ
イ
ル
、
入
団
ト
同
時
ニ
飯
ヲ

早
ク
食
フ
習
慣
ヲ
仕
込
マ
レ
ル
先
日
大
分
航
空
隊
ノ
軍
医
長
ガ
兵
員
ノ
食
事
時
間
ノ
統
計

ヲ
ト
ラ
レ
タ
処
ニ
ヨ
ル
ト
第
一
図
ニ
示
ス
様
ニ
朝
食
デ
ハ
五
分
間
昼
食
デ
ハ
三
分
間
夕
食

ハ
六
分
間
カ
カ
ル
モ
ノ
ガ
最
モ
多
ク
大
体
ハ
五
分
間
前
後
デ
食
ヒ
終
ル
様
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、

別
府
海
軍
病
院
ノ
兵
員
ノ
食
事
時
間
モ
大
体
五
分
前
後
ガ
最
モ
多
イ
恐
ラ
ク
部
内
ド
コ
デ

モ
兵
食
ノ
食
事
時
間
ノ
大
多
数
ハ
五
分
間
前
後
ト
見
テ
ヨ
イ
ト
思
フ
。
米
飯
ナ
レ
バ
コ
ン
ナ

ニ
早
ク
食
テ
モ
大
シ
タ
障
害
ガ
ハ
ナ
イ
ガ

マ

マ

麦
飯
デ
ア
ル
ト
早
飯
ノ
障
害
ガ
ア
ラ
ハ
レ
テ
帝

国
海
軍
疾
病
ノ
横
綱
タ
ル
腹
ク
ダ
シ
ノ
原
因
ト
ナ
ル
ト
私
ハ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
ル
。
部
内
ノ
毎

年
ノ
統
計
デ
見
ル
ト
毎
年
毎
千
対
七
十
名
前
後
ノ
急
性
腸
炎
即
チ
下
痢
患
者
ヲ
出
シ
テ
居

ル
ガ
之
ハ
登
録
患
者
丈
ケ
ノ
数
字
デ
ア
ル
此
外
ニ
尚
一
日
乃
至
数
日
デ
治
ル
程
度
ノ
軽
イ

未
登
録
ノ
下
痢
患
者
ガ
恐
ラ
ク
之
ノ
三
倍
以
上
ハ
ア
ル
ト
ス
ル
ト
毎
年
毎
千
対
三
百
名
以

上
即
チ
三
割
ノ
下
痢
患
者
ヲ
出
ス
コ
ト
ニ
ナ
ル
下
痢
患
者
ダ
ト
テ
馬
鹿
ニ
ナ
ラ
ヌ
。
戦
力
消

耗
モ
仲
々
大
キ
イ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
ソ
コ
デ
玄
米
食
ト
咀
嚼
主
義
ト
ヲ
表
裏
一
体
ト
シ
テ
考
ヘ

茲
ニ
玄
米
食
ニ
ヨ
ル
栄
養
効
果
ト
帝
国
海
軍
悪
習
ノ
早
飯
退
治
ト
ノ
一
石
二
鳥
ヲ
狙
フ
ノ

ガ
最
モ
有
効
デ
ア
ル
ド
チ
ラ
モ
大
キ
イ
獲
物
デ
ア
ル
、
玄
米
食
ヲ
従
来
ノ
海
軍
ノ
早
飯
主
義

デ
食
フ
タ
日
ニ
ハ
麦
飯
同
様
ニ
障
害
ガ
多
イ
ノ
ハ
当
然
デ
ア
ル
換
言
ス
レ
バ
五
分
間
ト
云

フ
極
端
ナ
早
飯
主
義
デ
ハ
胃
腸
ノ
障
害
ノ
多
イ
ノ
ハ
麦
飯
デ
モ
玄
米
食
デ
モ
五
十
歩
百
歩

デ
ア
ル
、
茲
ニ
海
兵
団
ノ
新
兵
教
育
ニ
於
テ
玄
米
食
ナ
レ
バ
勿
論
従
来
ノ
兵
食
デ
モ
現
在
ノ

早
飯
主
義
ヲ
全
廃
シ
テ
食
事
時
間
ヲ
ニ
十
分
以
上
ト
改
正
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
、
但
シ
食
事
時

間
ニ
ニ
十
分
モ
掛
カ
ル
ノ
ハ
日
課
ノ
関
係
デ
困
ル
ト
云
フ
ノ
ナ
レ
バ
十
分
間
デ
モ
ヨ
ロ
シ

イ
、
元
来
海
軍
ノ
早
飯
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
絶
対
ニ
必
要
ノ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
一
食
事
デ
十
分
ヤ
十

五
分
ヲ
費
ス
ノ
ハ
衛
生
上
ハ
勿
論
慰
安
ノ
点
カ
ラ
見
テ
モ
寧
ロ
当
然
デ
ユ
ッ
ク
リ
味
ハ
ッ

テ
食
ベ
ル
ト
胃
液
ノ
分
泌
モ
多
イ
誰
ガ
考
ヘ
タ
ッ
テ
五
分
間
デ
飯
ヲ
終
ル
ナ
ゾ
ハ
イ
ク
ラ

海
軍
ノ
伝
統
ト
ハ
云
ヘ
決
シ
テ
良
習
慣
ト
ハ
云
ヘ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
之
デ
ハ
鶏
ト
同
様
デ
麦

飯
ヲ
丸
呑
ミ
シ
テ
胃
嚢
ニ
入
レ
ル
丈
ケ
デ
ア
ッ
テ
障
害
ノ
起
ル
ノ
ガ
当
然
デ
ア
ル
之
ガ
鶏

ト
人
間
ト
違
タ
点
デ
ア
ル
我
国
ハ
神
代
ノ
昔
カ
ラ
玄
米
ヲ
食
テ
来
タ
ガ
元
禄
時
代
頃
カ
ラ

米
ノ
搗
精
ヲ
始
メ
タ
ノ
デ
ア
ッ
テ
精
米
ニ
ナ
ッ
テ
カ
ラ
ハ
噛
ム
必
要
ガ
減
ジ
テ
来
タ
即
チ
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荒
噛
ミ
ノ
習
慣
ニ
陥
ッ
テ
終
ッ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
玄
米
デ
ア
ル
ト
噛
メ
バ
噛
ム
程
美
味
ト
ナ
ル

「
米
か
み
」
ト
云
フ
ノ
ハ
之
カ
ラ
来
タ
言
葉
デ
ア
ル
。
現
代
人
ハ
元
禄
時
代
以
来
ノ
精
米
デ 

（
表
略
） 

祖
先
ノ
玄
米
食
ノ
習
慣
ヲ
忘
レ
テ
只
玄
米
飯
ダ
ケ
ヲ
見
テ
ソ
ノ
食
ベ
方
即
チ
咀
嚼
法
ヲ
忘

レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
、
総
テ
生
活
科
学
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
自
然
科
学
ダ
ケ
ヲ
以
テ
律
ス
ル
コ
ト

ガ
出
来
ヌ
、
玄
米
食
ニ
ハ
反
対
ス
ル
人
ノ
多
ク
ハ
此
ノ
点
ニ
欠
点
ガ
ア
ル
、
吾
人
ハ
生
活
科

学
ニ
関
ス
ル
限
リ
須
ク
自
然
科
学
ニ
加
フ
ル
ニ
人
文
科
学
ヲ
モ
取
入
レ
テ
考
ヘ
ネ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
云
フ
ノ
ハ
茲
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
。
別
府
海
軍
病
院
デ
患
者
及
職
員
総
員
デ
混
麦
玄
米
食
ヲ

食
テ
居
ル
ガ
二
十
分
以
上
咀
嚼
法
ノ
健
康
教
育
ガ
徹
底
シ
テ
以
来
食
欲
ガ
増
シ
テ
胃
腸
ノ

具
合
ガ
ヨ
ク
ナ
ッ
タ
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
俄
然
増
加
シ
テ
来
タ
本
院
デ
補
充
兵
国
民
兵
ニ
咀
嚼

教
育
ヲ
行
ッ
タ
統
計
ヲ
見
ル
ト
最
初
ハ
例
ノ
鶏
主
義
デ
五
分
間
前
後
デ
丸
呑
ミ
ヲ
サ
セ
テ

居
タ
ガ
第
二
図
ニ
示
ス
様
ニ
段
々
十
分
間
前
後
デ
二
曲
線
ノ
山
頂
ヲ
作
リ
最
近
ハ
ニ
十
分

間
前
後
ニ
曲
線
ノ
山
頂
ガ
異
動
シ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
ル
山
ガ
右
方
ニ
推
移
ス
ル
ニ
従
テ
高
ク

ナ
ル
ノ
ガ
理
想
デ
ア
ル
ガ
大
体
約
三
週
間
デ
目
的
ノ
総
員
二
十
分
間
食
事
ヲ
実
施
セ
シ
メ

得
タ
次
第
デ
ア
ル
、
全
国
玄
米
食
者
一
一
、
二
三
五
人
ニ
就
テ
採
タ
統
計
ニ
ヨ
ル
ト
種
々
ノ

病
気
ノ
治
癒
統
計
上
胃
腸
系
統
ノ
疾
病
治
癒
者
ガ
最
モ
多
ク
七
、
四
五
一
人
即
チ
約
七
〇
％

ニ
達
シ
テ
居
ル
ノ
ヲ
見
テ
モ
玄
米
食
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
決
シ
テ
胃
痛
ヲ
悪
ク
ス
ル
モ
ノ
デ
ナ

イ
コ
ト
ガ
判
ル
仇
敵
米
国
ノ
フ
レ
ッ
ジ
ャ
ー
ト
云
フ
男
ハ
咀
嚼
主
義
ヲ
国
民
ニ
普
及
シ
テ

咀
嚼
主
義
ハ
第
一
ニ
食
物
ノ
栄
養
ノ
吸
収
ヲ
ヨ
ク
シ
第
二
ニ
胃
腸
病
ヲ
現
象
セ
シ
メ
第
三

ニ
ハ
食
物
ノ
量
ガ
少
ク
テ
ス
ム
ト
云
フ
諸
利
点
ヲ
挙
ゲ
テ
フ
レ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
ト
シ
テ
世

界
ニ
喧
伝
サ
レ
テ
居
ル
ノ
ハ
御
承
知
ノ
通
デ
ア
ル
、
ヨ
ク
噛
ン
デ
食
フ
ト
云
フ
良
習
慣
ニ
於

テ
モ
決
シ
テ
敵
国
ニ
負
ケ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
。
玄
米
ヲ
ヨ
ク
噛
ン
デ
ア
ト
ニ
糠
ノ
カ
ス
ガ

ノ
コ
ル
之
ガ
有
効
繊
維
ト
称
シ
テ
胃
腸
粘
膜
ヲ
刺
激
シ
テ
蠕
動
ヲ
起
シ
消
化
液
分
泌
ヲ
催

進
シ
消
化
ヲ
ヨ
ク
シ
便
通
ヲ
整
エ
ル
ニ
必
要
デ
ア
ル
、
糞
便
ガ
不
消
化
様
便
ノ
様
ニ
見
エ
テ

モ
少
シ
モ
驚
ク
必
要
ハ
ナ
イ
、
水
溶
性
ノ
養
分
ハ
ア
レ
デ
吸
収
サ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
、
換

言
ス
レ
バ
番
茶
ノ
出
殻
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
見
テ
不
消
化
ト
勘
違
セ
ヌ
様
ニ
教
エ
ル
必
要
ガ
ア

ル
要
之
ヨ
ク
噛
ン
デ
食
エ
ト
云
タ
所
デ
三
十
分
モ
四
十
分
間
モ
カ
カ
ッ
テ
飯
ヲ
食
エ
ト
云

フ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
現
今
ノ
帝
国
海
軍
デ
行
ハ
レ
テ
居
ル
様
ナ
五
分
間
前
後
ト
云
フ
様
ナ
篦
棒

ナ
早
飯
主
義
ヲ
矯
正
シ
度
イ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
ル
、
玄
米
食
ト
共
ニ
咀
嚼
教
育
ヲ
徹
底
セ
シ
メ

テ
第
一
ニ
栄
養
ノ
向
上
ニ
ヨ
ル
要
員
確
保
戦
力
増
強
、
第
二
ニ
海
軍
早
飯
ノ
矯
正
ニ
ヨ
リ
人

間
ト
鶏
ト
区
別
ヲ
判
然
ト
ス
ル
コ
ト
第
三
ニ
帝
国
海
軍
疾
病
ノ
最
上
位
ヲ
占
メ
ル
胃
腸
疾

患
ヲ
減
少
セ
シ
メ
様
ト
云
フ
正
ニ
一
石
三
鳥
ヲ
期
ス
ル
ノ
ガ
帝
国
海
軍
兵
食
生
活
ヲ
改
善

ス
ル
上
ニ
於
テ
最
モ
理
想
的
ト
思
フ
次
第
デ
ア
ル 

 

（
２
）
正
食
ト
味
覚
教
育 

明
治
十
七
年
兵
食
改
正
以
前
ノ
帝
国
海
軍
兵
食
ハ
純
白
米
デ
ア
ッ
タ
ガ
改
正
後
パ
ン
食
ヤ

麦
飯
ニ
ナ
ッ
タ
時
兵
員
中
ノ
中
デ
ハ
相
当
ニ
之
ヲ
嫌
ヒ
不
食
同
盟
ヲ
起
シ
タ
リ
相
当
不
穏

ナ
行
動
ニ
出
タ
ト
云
フ
記
事
ガ
残
ッ
テ
居
ル
、
無
智
ナ
ル
下
層
階
級
ヤ
労
働
者
ニ
ハ
「
副
食

物
ガ
マ
ヅ
イ
カ
ラ
セ
メ
テ
飯
ダ
ケ
デ
モ
銀
メ
シ
ニ
シ
ヨ
ウ
」
ト
カ
又
ハ
「
飯
ガ
白
イ
ト
オ
カ

ズ
ハ
不
要
ダ
胡
麻
塩
ト
沢
庵
デ
充
分
ダ
」
ト
云
フ
如
キ
言
葉
ヲ
聞
ク
之
ハ
白
米
ガ
見
タ
目
ニ

ハ
綺
麗
デ
食
欲
ヲ
亢
進
セ
シ
メ
ル
様
ニ
思
フ
カ
ラ
デ
ア
ル
、
帝
国
海
軍
ノ
第
一
次
兵
食
改
正

デ
高
木
兼
寛
為
ガ

マ

マ

白
米
食
退
治
ヲ
シ
テ
カ
ラ
既
ニ
六
十
年
ヲ
経
過
シ
タ
又
前
東
京
帝
大
病

院
長
島
薗
博
士
ハ
病
人
ニ
白
米
粥
ヲ
食
ハ
ス
ノ
ハ
不
合
理
ダ
ト
云
フ
ノ
デ
半
搗
米
ノ
粥
ヲ

食
ハ
セ
又
食
欲
ノ
無
キ
結
核
患
者
等
ニ
ハ
第
一
ニ
米
ヲ
黒
ク
ス
ル
必
要
ヲ
力
説
シ
テ
以
来

二
十
年
ヲ
経
過
シ
テ
居
ル
、
目
下
帝
国
海
軍
潜
水
艦
乗
員
ハ
白
米
食
ヲ
食
テ
居
ル
ノ
ハ
御
存

ジ
ノ
通
リ
デ
ア
ル
之
モ
白
米
ガ
食
欲
ヲ
唆
ル
様
ニ
思
フ
カ
ラ
デ
ア
ル
ダ
ガ

マ

マ

実
際
ニ
ハ
白
米
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ヲ
食
フ
ト
食
欲
催
進
性
ビ
タ
ミ
ン
ノ
欠
乏
ヲ
起
シ
テ
反
対
ニ
食
欲
不
振
ニ
陥
ル
ノ
デ
ア
ッ

テ
本
末
ヲ
転
倒
シ
テ
イ
ル
ノ
デ
ア
ル
潜
水
艦
内
ノ
生
活
ハ
御
苦
労
ナ
ノ
ダ
カ
ラ
セ
メ
テ
飯

ダ
ケ
デ
モ
白
米
ヲ
食
ハ
セ
テ
犒
ラ
イ
度
イ
ト
ノ
純
情
掬
ス
ベ
キ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ガ
之
ハ
親
切

ガ
却
テ
仇
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
ル
、
独
逸
ノ
潜
水
艦
デ
ハ
黒
パ
ン
ヲ
食
テ
居
ル
黒
パ
ン
ハ
玄
米
粉

デ
作
ッ
タ
パ
ン
デ
ア
ッ
テ
玄
米
ニ
相
当
ス
ル
、
独
逸
潜
水
艦
乗
員
ガ
ヨ
ク
長
期
航
海
ニ
堪
エ

疲
レ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ヌ
原
因
ハ
斯
ノ
如
キ
正
シ
キ
主
食
物
ニ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
。
帝
国
海
軍
デ

白
米
ヲ
食
テ
居
ル
ノ
ハ
潜
水
艦
バ
カ
リ
デ
ハ
ナ
イ
熱
帯
最
前
線
艦
船
ノ
士
官
、
准
士
官
食
卓

デ
白
米
ヲ
食
テ
居
ル
処
ガ
非
常
ニ
多
イ
現
地
デ
モ
ジ
ャ
バ
米
ノ
白
イ
ヤ
ツ
ヲ
食
テ
居
ル
筈

ダ
皆
様
ノ
ウ
チ
ニ
モ
ソ
ノ
経
験
者
ガ
少
ク
ナ
イ
筈
ダ
之
ハ
副
食
物
ニ
新
鮮
ナ
野
菜
等
ヲ
採

レ
バ
大
体
辛
フ
ジ
テ
白
米
ニ
ヨ
ル
不
足
分
ヲ
補
ヒ
得
ル
ガ
生
糧
品
ガ
欠
乏
シ
テ
来
タ
リ
又

ハ
副
食
物
ニ
缶
詰
ノ
様
ナ
モ
ノ
ヲ
食
フ
食
卓
デ
ハ
病
人
ガ
多
ク
出
ル
近
時
前
線
デ
准
士
官

ニ
戦
病
ノ
多
イ
理
由
モ
私
ハ
茲
ニ
大
キ
ナ
穴
ガ
ア
ル
ト
ニ
ラ
ン
デ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
。
結
核

患
者
デ
食
欲
ガ
ナ
ク
ナ
ル
ト
可
愛
想
ダ
カ
ラ
ト
云
ッ
テ
白
米
ヲ
与
エ
テ
却
テ
益
益
食
欲
ヲ

悪
ク
シ
テ
折
角
ノ
親
切
心
ヲ
以
テ
悪
化
サ
セ
テ
殺
シ
テ
終
フ
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
之
モ
健
康
教

育
ヲ
徹
底
セ
シ
メ
ナ
イ
所
ニ
罪
ガ
ア
ル
、
子
供
ノ
可
愛
サ
カ
ラ
菓
子
ヲ
ヤ
リ
過
ギ
テ
健
康
ヲ

害
ス
ル
親
馬
鹿
ト
称
ス
ル
無
智
ト
同
然
デ
ア
ル
。
ト
ニ
カ
ク
此
ノ
現
代
ニ
艦
船
内
デ
白
米
ヲ

食
フ
様
ナ
コ
ト
ハ
明
治
十
七
年
第
一
次
兵
食
改
正
以
前
ノ
栄
養
暗
黒
時
代
ヘ
ノ
逆
所
デ
ア

ル
。
茲
ニ
正
シ
キ
主
食
ノ
健
康
教
育
ヲ
常
識
ト
シ
テ
徹
底
セ
シ
ム
ル
必
要
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
、

独
逸
ノ
武
官
ガ
水
交
社
ニ
来
テ
白
イ
パ
ン
ヲ
見
テ
自
分
ノ
国
ノ
黒
パ
ン
ト
比
較
シ
我
国
ノ

戦
時
栄
養
科
学
ノ
遅
レ
テ
居
ル
ノ
ニ
驚
イ
タ
ト
云
フ
話
ガ
ア
ル
ガ
之
ハ
正
シ
キ
主
食
ノ
健

康
教
育
ガ
普
及
シ
テ
居
ル
証
拠
デ
ア
ル
、
総
テ
正
シ
イ
食
物
ハ
加
工
ヲ
シ
ナ
イ
モ
ノ
即
チ
玄

米
ノ
様
ナ
モ
ノ
カ
又
原
型
ノ
マ
マ
加
工
シ
タ
ル
モ
ノ
即
チ
列
強
ガ
今
般
旺
ン
ニ
用
ヒ
テ
居

ル
黒
パ
ン
ノ
如
キ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
文
化
ノ
向
上
シ
タ
民
族
ニ
対
シ
テ
ハ
正
食
ガ
文
化
ノ
逆

行
ノ
様
ナ
観
ヲ
与
エ
ル
ノ
モ
無
理
ハ
ナ
イ
。
明
治
初
年
帝
国
海
軍
兵
員
ガ
折
角
純
白
米
ヲ
食

ッ
テ
居
ル
ノ
ニ
兵
食
改
正
デ
麦
飯
ヲ
食
ハ
サ
レ
ル
ト
虐
待
サ
レ
ル
様
ニ
思
ッ
タ
ノ
デ
ア
ッ

テ
之
モ
健
康
教
育
ノ
徹
底
シ
テ
居
ナ
カ
ッ
タ
証
拠
デ
ア
ル
、
正
食
ニ
復
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ

急
坂
ヲ
攀
登
ル
如
ク
困
難
デ
ア
ル
ソ
ノ
矯
正
教
育
ニ
ハ
不
断
ノ
努
力
ガ
要
ル
ガ
反
対
ニ
不

正
食
（
白
米
）
ヘ
ノ
道
ハ
坂
ヲ
下
リ
ル
様
ニ
ト
カ
ク
ズ
ル
ズ
ル
ト
滑
リ
込
ミ
タ
ガ
ル
モ
ノ
デ

ア
ル
。
ソ
コ
デ
玄
米
食
ニ
ナ
ル
ト
最
初
慣
レ
ル
迄
ハ
急
ニ
粗
末
ナ
食
物
ノ
如
キ
感
ヲ
懐
キ
又

慣
レ
ル
迄
ハ
舌
ザ
ハ
リ
ガ
悪
ク
マ
ヅ
イ
ト
思
フ
ガ
之
ニ
健
康
教
育
ヲ
徹
底
ス
ル
ト
始
メ
テ

有
難
ガ
ッ
テ
食
フ
様
ニ
ナ
ル
ソ
シ
テ
咀
嚼
教
育
ガ
テ
ッ
テ
イ
シ
テ
ヨ
ク
噛
ム
ト
段
々
玄
米

ノ
ウ
マ
イ
味
ガ
判
ッ
テ
来
ル
ノ
デ
ア
ル
。
別
府
海
軍
病
院
デ
ハ
従
来
オ
恥
シ
イ
話
ダ
ガ
結
核

患
者
ニ
白
米
飯
ヲ
与
ヘ
テ
居
タ
ガ
ソ
ノ
非
ナ
ル
所
以
ヲ
諄
々
ト
説
イ
テ
混
麦
玄
米
ヲ
ヨ
ク

咀
嚼
シ
テ
食
フ
コ
ト
ヲ
教
育
シ
テ
以
来
喜
ン
デ
之
ヲ
食
フ
様
ニ
ナ
リ
薬
品
ヲ
以
テ
シ
テ
モ

出
ナ
カ
ッ
タ
食
欲
ガ
俄
然
出
テ
来
タ
ガ
之
ヲ
見
テ
モ
正
シ
キ
主
食
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
対
ス
ル

健
康
教
育
ノ
必
要
ナ
コ
ト
ガ
ワ
カ
ル
次
第
デ
ア
ル
。
玄
米
飯
ヤ
二
分
搗
ノ
様
ナ
黒
イ
飯
ニ
慣

レ
テ
来
ル
ト
噛
ム
程
味
ガ
出
テ
来
ル
今
度
ハ
反
対
ニ
白
米
ニ
ナ
ル
ト
水
ク
サ
ク
テ
却
テ
マ

ヅ
ク
ナ
ル
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
正
食
ノ
有
難
サ
ヲ
ヨ
ク
理
解
シ
ソ
シ
テ
正
シ
キ
食
ベ
方
デ
慣
レ

シ
メ
ル
コ
ト
ガ
味
覚
教
育
ノ
根
本
デ
ア
ル
。
茲
デ
序
ニ
玄
米
飯
ニ
対
ス
ル
不
平
矯
正
教
育
ニ

就
テ
一
言
述
ベ
テ
オ
キ
マ
ス
、
別
府
病
院
デ
最
初
部
分
的
ニ
混
麦
玄
米
食
ヲ
食
ハ
セ
タ
ガ
之

ヲ
食
ハ
サ
レ
タ
方
ノ
組
ハ
普
通
ノ
兵
食
組
ノ
方
ヲ
羨
ミ
玄
米
食
ニ
ナ
ッ
テ
カ
ラ
食
欲
ガ
出

ヌ
ト
カ
マ
ヅ
イ
ト
カ
苦
情
ガ
多
イ
ノ
デ
今
度
ハ
院
長
以
下
職
員
患
者
総
員
デ
食
フ
コ
ト
ニ

シ
タ
処
不
平
ガ
消
滅
シ
今
度
ハ
反
対
ニ
玄
米
ノ
方
ガ
噛
ム
程
味
ガ
出
テ
ウ
マ
イ
ト
カ
胃
腸

ノ
具
合
ガ
ヨ
ク
ナ
ッ
タ
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
多
ク
ナ
ッ
タ
。
然
シ
部
分
的
ニ
食
ハ
セ
テ
モ
不
平
ナ

ク
喜
ン
デ
食
ハ
セ
ル
確
カ
ナ
方
法
ガ
只
一
ツ
ア
ル
ソ
レ
ハ
国
民
栄
養
ノ
向
上
ト
云
フ
高
邁

ナ
識
見
ニ
基
イ
タ
健
康
教
育
ノ
徹
底
デ
ル
、
換
言
ス
レ
バ
従
来
ノ
兵
食
ヨ
リ
モ
ヨ
リ
黒
イ
飯

（
玄
米
ニ
限
ラ
ヌ
）
ノ
方
ガ
栄
養
ニ
富
ミ
且
心
身
ノ
為
ニ
ヨ
イ
ト
思
フ
理
由
ヲ
ヨ
ク
説
明
シ

テ
聴
カ
セ
納
得
セ
シ
メ
ル
事
デ
ア
ル
ソ
レ
ト
モ
ウ
一
ツ
ハ
炊
キ
方
ガ
上
手
デ
ナ
ク
テ
ハ
イ
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ケ
ナ
イ
炊
キ
方
ノ
問
題
ハ
帝
国
海
軍
主
計
科
ノ
優
秀
ナ
ル
技
術
デ
総
テ
ガ
解
決
サ
レ
ル
ト

思
フ
ガ
素
人
ト
シ
テ
私
ノ
希
望
ヲ
述
ベ
ル
コ
ト
ガ
許
サ
レ
ル
ナ
ラ
バ
ソ
レ
ハ
第
一
ニ
軟
カ

ク
炊
ク
コ
ト
デ
ア
ル
、
少
ク
ト
モ
最
初
ノ
二
、
三
ヶ
月
ノ
慣
れ
レ
ル
迄
ハ
断
ジ
テ
硬
イ
ボ
ロ

ボ
ロ
デ
ハ
イ
ケ
ナ
イ
、
第
二
ニ
ハ
ヨ
ク
飯
ガ
ム
レ
テ
居
ル
コ
ト
デ
ア
ル
軟
ク
炊
イ
テ
モ
噛
ン

デ
ブ
ツ
ト
音
ノ
ス
ル
ヨ
ウ
ナ
コ
ト
デ
ハ
イ
ケ
ナ
イ
玄
米
ノ
皮
ガ
破
レ
テ
白
イ
飯
ノ
部
分
ガ

出
テ
イ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
親
切
心
ヲ
以
テ
美
味
シ
ク
皆
ガ
喜
ン
デ
食
フ
様

ニ
炊
キ
方
ヲ
研
究
努
力
ス
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル
。 

 （
３
）
玄
米
食
ノ
本
態 

之
ハ
兵
隊
ニ
云
テ
聞
カ
サ
レ
ナ
ク
ト
モ
ヨ
イ
幹
部
ト
シ
テ
玄
米
食
ノ
本
態
ニ
関
ス
ル
常
識

ト
シ
テ
知
テ
置
イ
テ
頂
キ
度
イ
コ
ト
ヲ
述
ベ
ル
ノ
デ
ア
ル
。
第
一
ニ
玄
米
ニ
ハ
白
米
ヤ
精
米

乃
至
精
米
ニ
比
較
シ
テ
身
体
ニ
必
要
ナ
成
分
ヲ
多
ク
含
有
シ
テ
居
ル
、
第
二
ニ
ハ
玄
米
ハ
生

キ
タ
新
鮮
ナ
ル
食
物
デ
ア
ル
、
玄
米
ハ
蛋
白
脂
肪
、
無
機
物
質
、
有
効
繊
維
、
燐
酸
及
ビ
各

種
ビ
タ
ミ
ン
類
等
ヲ
皮
ヤ
胚
芽
即
チ
糠
ノ
中
ニ
多
量
ニ
含
有
シ
ソ
ノ
量
ガ
精
白
度
ニ
応
ジ

テ
減
少
シ
テ
行
ク
ノ
デ
ア
ル
。
ソ
レ
ニ
少
シ
デ
モ
精
白
ス
ル
ト
淘
洗
ノ
時
ノ
損
失
量
ガ
又
相

当
ニ
多
イ
之
等
ノ
有
効
成
分
ノ
中
必
要
ナ
ノ
ハ
蛋
白
ト
脂
肪
デ
ア
ル
、
特
ニ
重
要
モ
ノ
ハ

マ

マ

米

ノ
油
ト
シ
テ
呼
ブ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
大
和
民
族
ハ
元
禄
時
代
迄
ハ
脂
肪
ヲ
玄
米
食
カ
ラ
採
テ
居

タ
従
ッ
テ
副
食
物
中
ニ
脂
肪
ヲ
要
求
セ
ヌ
カ
ラ
所
謂
ア
ッ
サ
リ
シ
タ
油
気
ノ
少
ナ
イ
日
本

料
理
ナ
ル
モ
ノ
ガ
発
達
シ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
ル
、
ソ
レ
ガ
白
米
ニ
ナ
ッ
テ
糠
ノ
油
ヲ
採
ラ
ナ
ク

ナ
ッ
テ
モ
副
食
物
ハ
以
前
ト
シ
テ
脂
肪
分
ニ
不
足
シ
テ
居
ル
ノ
デ
爾
来
民
族
的
ニ
脂
肪
ノ

欠
乏
ヲ
起
ス
ニ
至
ッ
タ
我
国
ガ
欧
米
ヤ
支
那
ニ
比
シ
テ
結
核
ノ
多
イ
理
由
ハ
食
物
中
ニ
脂

肪
ガ
少
ナ
イ
為
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
我
国
有
識
者
ノ
斎
シ
ク
認
ム
ル
ト
コ
ロ
デ
ア
ル
。
独

逸
ノ
潜
水
艦
乗
員
ハ
如
何
程
長
期
航
行
ヲ
ヤ
ッ
テ
モ
疲
労
ガ
少
ク
病
気
ノ
発
生
ガ
断
然
少

ナ
イ
、
コ
ノ
体
力
ノ
根
源
ニ
ツ
キ
最
近
独
逸
カ
ラ
帰
朝
シ
タ
杉
田
軍
医
中
佐
ハ
黒
パ
ン
ト
多

量
ノ
バ
タ
ー
ニ
重
点
ヲ
置
イ
テ
居
ラ
レ
ル
、
黒
パ
ン
ハ
丁
度
米
ノ
玄
米
ニ
相
当
ス
ル
玄
麦
ノ

粉
カ
ラ
作
ル
ガ
脂
肪
分
ハ
米
糠
ノ
方
ガ
麦
糠
ニ
比
較
シ
断
然
多
イ
、
玄
米
ナ
レ
バ
米
ノ
油
ヲ

摂
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
カ
ラ
コ
ノ
点
有
利
デ
ア
ル
、
然
シ
兵
食
ニ
ハ
モ
ッ
ト
脂
肪
ノ
必
要
ナ
コ

ト
ハ
勿
論
デ
ア
ル
ガ
之
ハ
茲
デ
ハ
別
ノ
問
題
デ
ア
ル
水
交
社
気
医
事
「
酒
と
艦
隊
」
（
六
）

ノ
中
に
「
油
と
艦
隊
」
ト
題
シ
評
論
シ
テ
オ
イ
タ
カ
ラ
御
笑
読
ヲ
希
望
ス
ル
。
玄
米
ヲ
食
フ

ト
副
食
物
ニ
御
馳
走
ヲ
欲
シ
ク
ナ
ル
ト
云
ハ
レ
テ
居
ル
ガ
之
ハ
玄
米
中
ノ
米
ノ
油
デ
脂
肪

分
ヲ
取
ル
カ
ラ
副
食
物
ニ
脂
肪
気
ノ
モ
ノ
即
チ
御
馳
走
ヲ
要
求
シ
ナ
ク
ナ
ル
ノ
デ
ア
ル
。
我

国
産
米
七
千
万
石
カ
ラ
毎
年
失
ハ
レ
テ
居
ル
油
ノ
量
ハ
百
六
十
万
石
ニ
達
シ
テ
居
ル
、
ソ
レ

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
玄
米
ニ
ハ
生
命
維
持
ニ
最
モ
必
要
ナ
ル
脂
肪
類
即
チ
生
命
素
ガ
コ
ノ
油
ノ
中

ニ
含
有
サ
レ
テ
居
ル
之
ガ
二
分
搗
以
下
デ
ハ
死
滅
シ
変
質
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ッ
テ
玄
米
ノ

中
ノ
脂
肪
ハ
到
底
他
ノ
脂
肪
デ
補
充
出
来
ナ
イ
完
全
効
力
脂
肪
デ
ア
ル
。
次
ニ
玄
米
ハ
無
機

分
ヲ
含
有
シ
テ
居
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
燐
、
鉄
ノ
如
キ
無
機
分
ハ
即
チ
之

デ
ア
ル
。
次
ニ
有
効
繊
維
デ
ア
ル
ガ
昔
ハ
繊
維
ハ
不
消
化
デ
有
害
ナ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
レ
テ
居

タ
ガ
最
近
デ
ハ
之
ハ
腸
ノ
蠕
動
ヲ
起
サ
セ
テ
便
秘
ヲ
防
ギ
消
化
液
ヲ
分
泌
セ
シ
メ
テ
消
化

ヲ
助
ケ
ル
コ
ト
ガ
判
テ
有
効
繊
維
ト
称
セ
ラ
レ
ル
様
ニ
ナ
ッ
タ
コ
ト
ハ
既
述
ノ
通
デ
ア
ル
。

元
禄
時
代
以
来
白
米
ノ
為
便
秘
ノ
傾
向
ヲ
生
ジ
我
国
民
ニ
比
較
的
疾
病
ノ
多
イ
ノ
ハ
近
代

ノ
コ
ト
デ
ア
ッ
テ
其
ノ
原
因
ハ
正
ニ
之
ニ
基
ク
モ
ノ
デ
ア
ル
、
ソ
ノ
証
拠
ニ
玄
米
食
ヲ
ヤ
ル

ト
統
計
上
最
モ
ヨ
ク
治
ル
モ
ノ
ハ
胃
腸
病
及
痔
疾
デ
ア
ッ
テ
洵
ニ
皮
肉
ニ
モ
此
ノ
間
ノ
事

情
ヲ
ヨ
ク
説
明
シ
テ
居
ル
。
次
ニ
玄
米
無
機
分
ノ
中
最
モ
大
量
デ
而
モ
最
モ
必
要
ナ
成
分
ガ

燐
酸
デ
ア
ル
、
之
ハ
歯
骨
等
ノ
重
要
成
分
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
脳
髄
、
心
臓
等
ノ
主
要
器
管
ニ
不
可

欠
ノ
物
質
デ
ア
ル
而
モ
燐
酸
ハ
有
機
化
サ
レ
テ
吸
収
利
用
セ
ラ
レ
易
イ
完
全
状
態
ニ
ア
ル
、

ソ
シ
テ
脳
ノ
働
キ
ヲ
十
分
ニ
シ
テ
神
経
性
心
機
能
ヲ
活
溌
ニ
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
。
神
経
衰
弱
ヤ

精
神
的
疲
労
用
ト
シ
テ
医
者
ガ
「
フ
イ
チ
ン
」
ト
云
フ
特
殊
栄
養
素
ヲ
ヨ
ク
用
フ
ル
ガ
コ
ノ
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「
フ
イ
チ
ン
」
ヲ
作
ル
原
料
ガ
糠
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
置
ク
必
要
ガ
ア
ル
コ
ン
ナ
モ
ノ
ハ
玄

米
食
ヲ
ヤ
ッ
テ
居
レ
バ
日
ニ
三
度
充
分
ニ
恵
マ
レ
ル
ワ
ケ
デ
ア
ル
玄
米
食
ヲ
ヤ
ル
ト
統
計

上
神
経
精
神
ノ
諸
病
特
ニ
不
眠
ガ
ヨ
ク
治
ル
ト
云
フ
数
字
ガ
出
テ
居
ル
ノ
ハ
注
目
ス
ベ
キ

コ
ト
ト
思
フ
。
更
ニ
玄
米
中
ニ
ハ
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
ヲ
多
量
ニ
含

有
シ
此
ノ
中
最
モ
米
食
者
ニ
必
要
ナ
ル
ハ
Ｂ
１
デ
ア
ル
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
、
Ｄ
等
ガ
心

身
ヲ
増
強
シ
結
核
、
急
性
伝
染
病
ソ
ノ
他
各
種
疾
患
ノ
予
防
上
必
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
蓋
シ
莫
大

デ
ア
ル
、
Ａ
は
細
菌
感
染
ヲ
予
防
シ
夜
盲
症
ヲ
予
防
ス
ル
、
Ｂ
１
ハ
脚
気
、
結
核
ソ
ノ
他
総

ユ
ル
伝
染
病
ヲ
予
防
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
燐
酸
含
有
ノ
「
フ
イ
チ
ン
」
ト
相
俟
テ
神
経
系
ノ
緊

張
ヲ
保
ツ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
日
本
国
民
ハ
玄
米
ヲ
離
レ
テ
以
来
殆
ド
全
国
民
ガ
相
対
的
Ｂ
１
欠

乏
状
態
ニ
ア
リ
ト
云
フ
人
モ
ア
ル
位
デ
ア
ル
、
玄
米
ハ
日
本
人
食
物
ニ
不
足
セ
ル
脂
肪
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
等
ヲ
補
給
シ
我
国
民
病
タ
ル
結
核
ノ
予
防
ニ
重
大
ナ
ル
意
義
ガ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
疲
労
ヲ
去
リ
睡
眠
ヲ
良
ク
シ
一
般
健
康
状
態
ヲ
著
シ
ク
向
上
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
シ
カ
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
最
近
内
外
医
学
界
デ
ハ
疲
労
予
防
ニ
一
番
キ
ク
ノ
ガ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
デ
ア
ル
コ
ト

ガ
判
明
シ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
ル
。
又
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
ヲ
モ
含
有
シ
テ
居
ル
ガ
此
ノ
Ｂ
２
ハ
結
核

ヤ
伝
染
病
ニ
対
ス
ル
免
疫
体
ヲ
造
ル
ノ
ニ
役
立
ツ
コ
ト
ガ
最
近
伝
染
病
研
究
所
ノ
矢
追
博

士
ニ
ヨ
ッ
テ
証
明
サ
レ
テ
最
近
特
ニ
重
要
視
サ
レ
テ
来
タ
、
ソ
ノ
他
ニ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
ヲ
モ
含

有
シ
新
鮮
ナ
ル
野
菜
ノ
ナ
イ
潜
水
艦
食
ト
シ
テ
モ
理
想
的
デ
ア
ル
、
昔
ハ
籠
城
ニ
ハ
玄
米
ト

塩
ト
水
ト
デ
長
日
月
堪
ヘ
タ
ノ
モ
コ
ノ
生
キ
タ
玄
米
ノ
中
ノ
Ｃ
ノ
御
蔭
デ
ア
ル
、
前
線
デ
兵

站
ヲ
絶
タ
レ
タ
時
ナ
ド
ニ
ハ
精
米
ヤ
精
麦
デ
ハ
有
効
ビ
タ
ミ
ン
類
ハ
熱
帯
ノ
温
熱
デ
腐
敗

酸
化
分
解
シ
栄
養
失
調
病
ヤ
戦
争
浮
腫
ヲ
来
ス
ガ
玄
米
ヲ
食
テ
居
ル
ト
之
ヲ
予
防
シ
得
ル

ノ
デ
ア
ル
。
以
上
ハ
玄
米
ノ
中
ノ
有
効
成
分
ノ
量
的
観
察
デ
ア
ル
ガ
其
ノ
質
ニ
於
テ
モ
生
キ

タ
ル
食
物
ト
云
フ
点
ニ
於
テ
重
大
ナ
意
義
ガ
ア
ル
、
玄
米
ハ
貯
蔵
ガ
良
ケ
レ
バ
数
ヶ
月
ト
雖

モ
尚
九
八
％
余
ノ
発
芽
力
ヲ
持
テ
居
ル
ガ
搗
精
シ
タ
米
ハ
タ
ト
ヘ
二
分
搗
デ
モ
ソ
ノ
日
カ

ラ
百
％
死
滅
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
夏
季
又
ハ
熱
帯
地
ニ
於
テ
ハ
変
質
腐
敗
シ
易
イ
ノ
デ

ア
ル
。
次
ニ
之
等
ノ
有
効
成
分
ヲ
有
シ
テ
居
ル
玄
米
食
ヲ
ヤ
ル
ト
統
計
上
イ
カ
ナ
ル
結
果
ガ

出
テ
居
ル
カ
ト
云
フ
ト
左
ノ
統
計
ニ
見
ル
様
ナ
結
果
ニ
ナ
ル
。 

（
表
略
） 

右
ノ
統
計
ヲ
見
テ
モ
ワ
カ
ル
様
ニ
一
般
健
康
状
態
デ
ヨ
ク
ナ
ル
モ
ノ
ト
胃
腸
病
ノ
治
ル
者

ガ
最
モ
多
イ
、
而
カ
モ
一
般
健
康
状
態
ガ
ヨ
ク
ナ
ッ
タ
ト
云
フ
者
ノ
中
ニ
ハ
結
核
ガ
治
リ
又

結
核
ヲ
予
防
シ
得
タ
効
果
ガ
含
マ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
。
綾
部
郡
是
製
糸
工
場
デ
ノ
統
計
デ

ハ
白
米
食
実
施
ノ
四
年
間
ノ
結
核
発
生
率
ハ
平
均
五
・
〇
％
デ
ア
ッ
タ
ガ
其
ノ
後
四
年
間
玄

米
食
実
施
期
間
ノ
結
核
発
生
率
ハ
三
、
四
％
ニ
減
ジ
テ
居
ル
、
次
イ
デ
麦
飯
ニ
移
リ
タ
ル
五

年
間
ノ
同
発
生
率
ハ
四
・
二
％
デ
ア
ッ
タ
、
之
ヲ
見
ル
モ
玄
米
食
ガ
如
何
ニ
結
核
予
防
上
有

効
デ
ア
ル
カ
ガ
判
ル
。
一
般
健
康
増
進
統
計
ノ
細
目
分
類
ニ
依
ル
ト
疲
レ
ヌ
様
ニ
ナ
ッ
タ
者

仕
事
ノ
能
率
ガ
増
進
シ
タ
モ
ノ
ガ
断
然
多
イ
ノ
ヲ
見
テ
モ
玄
米
食
ノ
心
身
作
業
能
率
ニ
及

ボ
ス
影
響
ガ
一
目
瞭
然
デ
ア
ル
。 

 

（
４
）
其
ノ
他
ノ
参
考
資
料 

イ 

帝
国
海
軍
ノ
疾
病
発
生
状
況
ヤ
体
重
ノ
増
減
ハ
第
三
図
ノ
如
キ
曲
線
ヲ
以
テ
増
減
ス

ル
。
之
ハ
陸
軍
デ
モ
一
般
社
会
ニ
於
テ
モ
我
国
デ
ハ
ド
コ
デ
モ
大
体
同
様
デ
ア
ル
、
晩

秋
カ
ラ
冬
ニ
カ
ケ
テ
衛
生
状
況
ハ
段
々
ヨ
ク
ナ
ル
ガ
晩
春
カ
ラ
夏
ニ
カ
ケ
テ
俄
然
悪

ク
ナ
ル
、
即
チ
夏
ニ
ナ
ル
ト
体
重
ハ
減
ジ
テ
急
性
ノ
消
化
器
病
ヤ
結
核
性
ノ
呼
吸
器
病

ガ
増
シ
テ
来
ル
ガ
冬
ニ
ナ
ル
ト
体
重
ハ
増
シ
テ
来
テ
之
等
ノ
病
気
ハ
減
ジ
テ
来
ル
、
玄

米
食
ノ
狙
ラ
イ
処
ハ
コ
ノ
夏
ノ
非
衛
生
状
況
ヲ
叩
カ
ン
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
換
言
ス
レ

バ
玄
米
食
ハ
身
体
抵
抗
力
ノ
増
強
ニ
ヨ
リ
常
夏
ノ
熱
帯
前
線
ノ
「
マ
ラ
リ
ア
」
ヲ
始
メ

各
種
熱
帯
病
ヤ
結
核
ノ
発
病
ヲ
予
防
シ
疲
労
ヲ
防
イ
デ
要
員
ヲ
確
保
シ
戦
力
ヲ
増
強

セ
ン
ト
云
フ
遠
大
ニ
シ
テ
而
モ
焦
眉
ノ
急
ヲ
要
ス
ル
目
的
ヲ
持
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル

ト
確
信
ス
ル
。
九
月
カ
ラ
二
月
迄
病
気
発
生
状
況
ヤ
体
重
ヲ
採
テ
玄
米
食
ノ
影
響
ヲ
見
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ル
ニ
ハ
第
三
図
ノ
曲
線
ノ
予
備
常
識
ヲ
以
テ
観
察
ス
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル
、
本
年
陸

軍
デ
ハ
内
地
部
隊
デ
二
月
カ
ラ
八
月
迄
玄
米
食
ノ
試
行
ヲ
ヤ
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
聞

イ
テ
居
ル
ガ
之
ナ
レ
バ
玄
米
食
デ
夏
ノ
非
衛
生
状
況
ヲ
叩
ク
ノ
ニ
丁
度
ヨ
イ
観
察
ガ

出
来
タ
コ
ト
ト
思
フ
ガ
然
シ
乍
ラ
冬
デ
モ
観
察
差
支
ヘ
ガ
ア
ル
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、

冬
期
ハ
病
気
ガ
出
ナ
イ
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
夏
季
ニ
比
較
シ
テ
エ
少
ナ
イ
ト
云
フ
丈

ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
カ
ラ
コ
ソ
予
備
知
識
ヲ
以
テ
実
験
ス
レ
バ
比
較
的
正
確
ナ
ル
観
察

ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ノ
デ
ア
ル
。 

 

ロ 

次
ニ
玄
米
食
デ
ア
ル
ト
白
米
食
ニ
比
較
シ
栄
養
価
ガ
多
イ
ノ
デ
沢
山
食
フ
必
要
ガ
ナ

ク
ナ
ル
百
姓
ガ
自
家
用
米
ヲ
純
白
ニ
精
白
シ
テ
田
植
ヤ
稲
刈
ノ
時
ニ
一
日
ニ
五
六
回

モ
大
食
ス
ル
ガ
ア
レ
ハ
白
米
ノ
中
ニ
有
効
成
分
ガ
少
ナ
イ
カ
ラ
部
分
的
飢
餓
感
ニ
カ

カ
ル
ノ
デ
ア
ッ
テ
換
言
ス
レ
バ
量
ヲ
以
テ
質
ノ
欠
乏
ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル
一
ツ
ノ
生
理

現
象
デ
ア
ッ
テ
之
ヲ
白
米
ガ
食
欲
ヲ
出
ス
ト
誤
認
サ
レ
易
イ
ノ
デ
ア
ル
。
玄
米
食
デ
ア

ル
ト
食
欲
ガ
増
ス
ニ
拘
ラ
ズ
食
フ
量
ガ
減
テ
来
ル
理
由
ハ
少
量
デ
モ
充
分
ニ
栄
養
ガ

ト
レ
ル
カ
ラ
デ
ア
ル
、
又
玄
米
食
ハ
糠
ノ
中
ノ
所
謂
米
ノ
油
ト
云
フ
ヤ
ツ
デ
脂
肪
ガ
充

分
ト
レ
ル
カ
ラ
脂
肪
分
ニ
富
ン
ダ
副
食
換
言
ス
レ
バ
御
馳
走
ガ
要
ラ
ナ
ク
ナ
ル
嗜
好

ガ
変
テ
野
菜
ヤ
塩
カ
ラ
イ
モ
ノ
ガ
欲
ク
ナ
ル
、
従
テ
玄
米
食
開
始
ノ
当
初
ハ
残
飯
ヤ
残

菜
ガ
ア
ッ
テ
モ
之
ハ
マ
ヅ
イ
カ
ラ
食
イ
残
ス
様
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
段
々

食
欲
亢
進
性
ビ
タ
ミ
ン
ノ
影
響
ニ
ヨ
ッ
テ
食
欲
ガ
増
シ
テ
来
テ
モ
残
飯
ヤ
残
菜
ガ
出

ル
様
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
カ
カ
ル
減
少
ヲ
直
チ
ニ
食
欲
減
退
ヲ
見
誤
ラ
ヌ
様

ニ
ヨ
ク
調
ベ
テ
以
上
ノ
理
由
カ
ラ
玄
米
ノ
兵
食
ト
シ
テ
ノ
所
要
量
ヤ
副
食
物
ノ
吟
味

ノ
方
ニ
参
考
ニ
ス
ル
材
料
ト
シ
テ
考
ヘ
テ
見
ル
コ
ト
モ
又
必
要
デ
ア
ル
、
別
府
海
軍
病

院
デ
ハ
混
麦
玄
米
食
ヲ
開
始
シ
タ
当
時
ハ
二
日
カ
三
日
間
程
ハ
残
飯
ガ
増
シ
タ
ガ

段
々
少
ナ
ク
ナ
リ
今
デ
ハ
豚
飼
ノ
残
飯
屋
ヲ
泣
カ
セ
ル
状
態
デ
ア
ッ
テ
玄
米
量
モ
今

ノ
処
ハ
現
量
デ
必
要
ニ
シ
テ
且
充
分
ナ
リ
ノ
感
ヲ
具
エ
テ
居
ル
兎
ニ
角
今
回
ノ
玄
米

食
試
験
供
食
ハ
帝
国
海
軍
ト
シ
テ
ハ
正
ニ
重
大
ナ
ル
問
題
デ
ア
ル
カ
ラ
総
ユ
ル
方
面

カ
ラ
飽
ク
迄
至
公
至
平
精
確
ナ
ル
観
察
ガ
絶
対
ニ
必
要
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
重
ネ
テ
御
注

意
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

（
表
略
） 

送
付
先 

 

各
鎮
守
府
参
謀
長
、
病
院
長
、
経
理
部
長
、
軍
需
部
長 

 

各
海
兵
団
長
、
各
学
校
長 

 

軍
令
部
次
長
、
大
臣
官
房
、
軍
需
局
長
、
医
務
局
長
、
教
育
局
長
、
経
理
局
長 

 

軍
務
局
長
、
整
備
局
長
、
航
空
本
部
総
務
部
長
、
艦
政
本
部
総
務
部
長 

 

施
設
本
部
総
務
部
長
、
横
須
賀
刑
務
所
長
、
別
府
病
院 

  

二
十
一
、
各
種
発
芽
米
ノ
成
分
比
較 

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
原
医
務
局
員
㊞ 

広
島
医
務
局
局
員
殿 

玄
米
食
消
化
吸
収
試
験
ニ
関
ス
ル
貴
重
ナ
ル
参
考
資
料
御
貸
与
被
預
カ
リ
真
深
謝
候
。
本
日

別
紙
資
料
御
返
送
申
上
候
条
御
書
收
方
預
上
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

※ 
以
下
横
書
き
の
た
め
、
末
尾
に
掲
載 
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二
十
二
、
玄
米
食
に
関
す
る
調
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

別 

病 

玄
米
食
に
関
す
る
調
査 

 

玄
米
食
が
患
者
食
と
し
て
適
せ
る
や
否
や
を
検
査
せ
ん
と
し
て
本
院
に
於
て
は
昨
年
八
月

以
来
三
分
搗
・
二
分
搗
・
一
分
搗
・
玄
米
食
と
移
行
し
約
四
か
月
後
の
経
過
に
於
て
左
記
事

項
即
ち
食
欲
胃
症
腹
部
便
適
体
力
増
進
感
の
有
無
玄
米
食
続
行
の
望
否
等
を
在
院
患
者
九

八
〇
名
看
護
科
下
士
官
兵
一
三
六
名
看
護
婦
一
三
一
名
に
付
て
調
査
し
次
表
の
ご
と
き
成

績
を
得
た
る
を
以
て
参
考
資
料
と
し
て
報
告
せ
ん
と
す 

 

一
、
病
類
別
と
玄
米
食 

肺
結
核
一
九
九 

肺
結
核
以
外
の
胸
部
疾
患
二
七
一 
消
化
器
二
〇 

マ
ラ
リ
ア
一
一
一

そ
の
他
の
内
科
疾
患
一
〇
二 

外
科
二
七
七 

計
九
八
〇
名
に
付
て
の
調
査
に
於
て
は
肺

結
核
は
食
欲
不
良
四
四
・
二
％ 

胃
症
及
び
腹
部
膨
満
感
に
於
て
三
四
％ 

前
後
に
不
良
に

し
て
体
力
増
進
感
は
僅
に
一
〇
％ 

と
い
ふ
状
況
に
あ
り
消
化
器
病
に
於
て
は
食
欲
不
良

三
〇
％ 

胃
症
及
び
腹
部
膨
満
感
等
不
良
所
見
三
〇
乃
至
五
〇
％
に
し
て
体
力
増
進
感
又

一
五
％
な
り
其
の
他
の
疾
患
に
於
て
は
略
ゝ
同
じ
傾
向
を
と
り
食
欲
不
良
胃
症
不
良
一

五
％
前
後 

体
力
増
進
感
二
四
％
前
後 

玄
米
続
行
望
三
七
乃
至
三
八
％
前
後
な
り 

 

二
、
患
者
の
運
動
別
と
玄
米
食 

長
運
動
患
者
一
五
五
名 

短
運
動
患
者
一
九
六
名 

軽
運
動
患
者
一
一
〇
名 

運
動
な
き

も
の
四
六
五
名 

計
九
二
六
名
に
お
け
る
調
査
に
於
て
各
調
査
所
見
と
も
運
動
の
長
よ
り

短
、
軽
、
無
に
従
ひ
て
不
良
所
見
増
加
し
運
動
な
き
患
者
に
於
て
は
食
欲
不
良
二
三
％ 

胃

症
不
快
感
も
た
れ
感
同
じ
く
二
三
％ 

腹
部
膨
満
感
三
五
・
九
％
下
痢
又
は
便
秘
二
三
％
に

し
て
体
力
増
進
感
二
一
・
九
％
な
り 

 

三
、
年
齢
別
と
玄
米
食 

玄
米
食
の
適
不
適
は
年
齢
と
関
係
あ
る
も
の
と
認
め
患
者
及
び
下
士
官
兵
及
び
看
護
婦
に

於
て
十
代
・
二
十
代
・
三
十
代
・
四
十
代
と
各
区
別
し
て
調
査
せ
し
に
患
者
及
び
健
康
者
共

大
体
に
於
て
若
年
者
程
調
査
事
項
に
於
け
る
不
良
所
見
少
し
今
患
者
の
食
欲
に
付
て
見
る

に
不
良
二
十
才
以
下
一
二
・
二
％ 

二
十
一
才
䢣
三
十
才
二
一
・
七
％ 

三
十
一
才
䢣
四
十

才
二
二
・
八
％ 

四
十
一
歳
以
上
一
〇
％
な
り
下
士
官
兵
に
つ
い
て
同
じ
く
食
欲
不
良
二
十

才
以
下
八
・
六
％ 

三
十
一
才
䢣
三
十
才
一
六
・
三
％ 

三
十
一
才
䢣
四
十
才
二
八
・
七
％ 

四
十
一
才
以
上
三
三
・
三
％
な
り 

以
下
日
赤
看
護
婦
及
定
員
看
護
婦
に
於
て
も
略
ゝ
同
様

の
傾
向
に
あ
り
即
ち
若
年
に
し
て
体
力
旺
盛
な
る
も
の
に
於
て
は
玄
米
食
の
影
響
比
較
的

少
な
き
も
歳
を
と
る
に
随
ひ
て
体
力
又
減
弱
し
各
種
の
所
見
に
不
良
の
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
思
考
す 

 

四
、
肺
結
核
患
者
の
体
重
と
玄
米
食 

玄
米
食
が
肺
結
核
患
者
の
体
重
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
ん
と
し
て
昨
年
九
月
一
日
よ
り
本
年

一
月
三
十
一
日
迄
在
院
し
玄
米
食
を
食
せ
る
患
者
一
三
三
名
に
つ
い
て
調
査
せ
し
に
九
月

に
比
し
増
加
せ
る
も
の
五
五
名
四
一
％ 

不
変
二
八
名
二
一
％ 

減
少
五
〇
名
三
八
％
に

し
て
増
加
せ
る
も
の
減
少
せ
し
も
の
に
比
し
僅
に
多
し
然
れ
共
玄
米
食
を
食
せ
ず
海
軍
規

定
の
三
分
搗
米
を
食
せ
る
同
一
時
即
ち
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
よ
り
同
十
八
年
一
月
三
十

一
日
迄
在
院
せ
し
肺
結
核
感
謝
一
一
七
名
に
於
て
は
増
加
七
八
名
六
七
％ 

不
変
一
三
名

一
一
％ 
減
少
二
六
名
二
二
％
に
し
て
増
加
者
は
減
少
者
の
約
三
倍
な
り
此
の
両
期
間
に

於
け
る
体
重
の
増
減
に
は
相
当
の
開
き
あ
り
て
肺
結
核
に
於
て
は
一
般
に
玄
米
食
に
於
て

体
重
増
加
者
少
ク
減
少
者
多
し
然
れ
ど
も
此
の
患
者
は
各
種
の
条
件
同
一
な
ら
ざ
る
に
よ
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り
確
言
し
得
ざ
る
も
そ
の
傾
向
に
於
て
は
間
違
な
き
も
の
と
認
む
る
を
以
て
肺
結
核
患
者

に
は
玄
米
食
は
考
慮
の
余
地
あ
る
も
の
と
思
考
す 

 

五
、
其
の
他
の
内
科
疾
患
に
於
け
る
体
重
と
玄
米
食 

肺
結
核
以
外
の
内
科
的
疾
患
々
者
一
六
二
名
に
於
け
る
昨
年
九
月
一
日
よ
り
本
年
一
月
三

十
一
日
迄
在
院
し
玄
米
食
を
食
せ
る
も
の
に
付
き
調
査
せ
し
に
謳
歌
一
〇
七
名
六
六
％
不

変
二
二
名
一
四
％
減
少
三
三
名
二
〇
％
に
し
て
増
加
せ
る
も
の
は
減
少
者
の
三
倍
強
な
り 

 

同
一
の
疾
患
に
し
て
玄
米
食
を
食
せ
ざ
る
一
昨
年
九
月
一
日
よ
り
昨
年
一
月
三
十
一
日
迄

在
院
せ
る
三
九
〇
名
に
つ
い
て
増
加
せ
る
も
の
二
八
四
名
七
三
％ 

不
変
四
八
名
一
二
％ 

減
少
五
八
名
一
五
％
に
し
て
増
加
者
は
減
少
者
の
約
五
倍
弱
な
り
即
ち
肺
結
核
の
み
な
ら

ず
そ
の
他
の
内
科
疾
患
に
於
て
み
体
重
の
増
加
は
玄
米
食
に
於
け
る
よ
り
も
海
軍
所
定
の

三
分
搗
の
方
成
績
優
良
な
り
体
重
の
増
加
疾
病
の
治
療
に
必
ず
し
も
好
影
響
を
与
へ
ず
と

の
異
論
あ
ら
ん
も
少
く
と
も
呼
吸
器
疾
患
に
於
て
は
栄
養
の
増
進
は
経
験
上
各
方
面
に
好

影
響
を
与
ふ
る
も
の
と
確
信
す 

 

六
、
下
士
官
兵
及
看
護
婦
と
玄
米
食 

下
士
官
兵
一
三
六
名
看
護
婦
一
三
一
名
計
二
六
七
名
の
健
康
者
に
於
て
は
全
般
を
通
じ
て

患
者
に
比
し
各
調
査
事
項
に
於
て
良
好
と
な
り
し
も
の
多
し 

殊
に
看
護
婦
に
於
て
は
食

欲
不
良
と
な
り
し
も
の
〇
・
八
％ 

胃
症 

腹
部 

所
見
便
通
等
に
於
て
不
良
所
見
は
一

〇
％
前
後
な
り
以
上
の
所
見
よ
り
患
者
を
除
き
健
康
な
る
下
士
官
兵
に
は
大
体
玄
米
食
を

続
行
す
る
を
可
と
認
む 

 

総
括 

昨
年
八
月
中
旬
以
降
本
年
一
月
末
日
に
至
る
約
五
ヶ
月
在
院
患
者
九
八
〇
名
下
士
官
兵
一

三
六
名
看
護
婦
一
三
一
名
に
玄
米
食
を
供
食
し
各
種
主
観
的
事
項
及
体
重
等
を
調
査
し
次

の
結
論
に
達
し
た
り 

一
、 

肺
結
核
患
者
及
び
消
化
器
疾
患
に
於
て
は
玄
米
食
は
考
慮
の
余
地
あ
り
そ
の
他
の
疾

患
に
於
て
は
大
体
良
好
一
五
％
前
後 

不
良
二
〇
％
前
後 

不
変
六
〇
％
前
後
な
り 

二
、 

運
動
患
者
に
は
玄
米
食
は
大
な
る
支
障
な
き
も
多
数
の
運
動
な
き
重
症
並
に
之
に
次

ぐ
症
状
に
あ
る
も
の
に
於
て
は
玄
米
食
は
考
慮
の
余
地
あ
り 

三
、 

患
者
及
健
康
な
る
下
士
官
兵
看
護
婦
に
於
て
大
体
年
齢
の
増
加
と
共
に
玄
米
食
は
多

少
の
支
障
の
増
加
あ
り 

四
、 

肺
結
核
患
者
及
び
其
の
他
の
内
科
的
疾
患
に
於
て
玄
米
食
を
供
食
せ
し
も
の
と
海 

 

軍
所
定
の
三
分
搗
を
供
食
せ
し
も
の
に
於
て
略
同
一
条
件
に
於
て
は
後
者
の
方
体 

 

重
増
加
著
し
く
大
な
り 

五
、 

健
康
な
る
下
士
官
兵
及
び
看
護
婦
に
於
て
は
多
少
の
不
良
所
見
あ
る
も
患
者
に
比
し

其
の
数
一
般
に
少
な
き
を
以
て
玄
米
食
の
続
行
を
可
と
認
む
之
を
要
す
る
に
玄
米
食

は
一
般
的
患
者
食
と
し
て
最
適
の
も
と
は
認
め
難
く
強
い
て
之
を
供
食
せ
ん
に
は
海

兵
団
其
の
他
の
所
轄
に
於
て
玄
米
食
に
馴
ら
し
た
る
後
に
実
施
す
る
を
良
策
と
認
む 

一
般
健
康
な
る
下
士
官
兵
及
び
看
護
婦
に
は
玄
米
食
の
続
行
を
可
と
認
む 

尚
最
近

玄
米
食
の
供
食
に
よ
り
院
内
の
糞
便
の
ろ
過
装
置
の
故
障
続
出
せ
る
に
依
り
之
ま
た

考
慮
の
余
地
あ
り 

（
表
略
） 

  
二
十
六
、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
意
見
（
但
シ
昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一

七
六
号
訓
令
ニ
対
ス
ル
分
） 

海
軍
省
軍
需
局
第
三
課 

㊞ 
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医
務
局
御
中 

別
紙
致
返
却
候
也
尚
医
校
ノ
分
ノ
外
横
鎮
、
経
校
、
練
習
航
空
ノ
分
ア
レ
バ
オ
借
リ
シ
度 

 

為
御
参
考 

海
軍
省
医
務
局
長 

写 

呉
鎮
第
三
〇
六
号 

 

昭
和
十
九
年
五
月
十
七
日 

 
呉
鎮
守
府
副
官 

㊞ 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

呉
鎮
守
府
司
令
長
官 

 

海
軍
大
臣
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

 

報
告 

一
、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
所
見 

 
 

一
通 

 
 

 

（
但
シ
昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一
七
六
号
訓
令
ニ
対
ス
ル
分
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
別
紙
添
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

 
 

 
 

 
 

第
一
課
長 

㊞ 

局
員 

㊞ 

医
務
局
長 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

第
二
課
長 

 
 

局
員 

㊞ 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㊞ 
 

㊞ 

 

玄
米
食
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査
総
合
所
見 

官
房
需
第
一
七
六
号
訓
令
及
呉
鎮
日
令
第
三
一
三
号
ニ
ヨ
リ
呉
海
兵
団
、
大
竹
海
兵
団
、
防

府
通
信
学
校
ニ
於
テ
昭
和
十
八
年
九
月
一
日
ヨ
リ
同
十
九
年
二
月
末
日
迄
六
ヶ
月
間
玄
米

試
験
供
食
ヲ
行
ヒ
其
ノ
保
険
衛
生
学
的
影
響
ヲ
調
査
シ
次
ノ
如
キ
所
見
及
総
合
成
績
ヲ
得

タ
リ 

 

所
見 

一
、
玄
米
班
、
玄
米
精
麦
班
、
精
米
精
麦
班
ノ
三
班
試
験
供
食
中
施
シ
タ
ル
各
種
保
険
衛
生

学
的
調
査
事
項
ノ
総
合
成
績
ニ
於
テ
体
重
以
外
ニ
ハ
著
明
ナ
ル
差
異
ヲ
認
メ
ズ 

二
、 

体
重
ハ
呉
海
兵
団
ニ
於
テ
ハ
玄
米
班
、
大
竹
海
兵
団
ニ
於
テ
ハ
玄
米
精
麦
班
夫
々
最

高
ノ
増
加
ヲ
示
シ
防
府
通
信
学
校
ニ
於
テ
ハ
玄
米
班
及
精
米
精
麦
班
略
同
等
ノ
増
加

ヲ
示
シ
三
所
轄
平
均
ニ
テ
ハ
玄
米
精
麦
班
ノ
増
加
最
モ
著
明
ナ
リ 

三
、 

呉
、
大
竹
両
海
兵
団
総
員
（
計
二
〇
、
四
五
五
名
）
同
期
間
六
ヶ
月
玄
米
精
麦
供
食

ヲ
施
行
シ
タ
ル
ニ
該
期
間
中
ノ
人
員
毎
千
患
者
発
生
率
ハ
前
年
同
期
ニ
比
シ
両
団
共

ニ
減
少
シ
タ
リ 

四
、 

呉
海
兵
団
長
ハ
栄
養
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
玄
米
食
ヲ
適
ス
ト
シ
防
府
通
信
学
校
長
ハ
玄
米

食
ヲ
全
面
的
ニ
実
施
シ
テ
差
支
ナ
シ
ト
セ
リ
大
竹
海
兵
団
長
ハ
副
食
物
欠
乏
甚
ダ
シ

ク
殆
ド
白
米
食
ノ
ミ
ヲ
食
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
南
方
第
一
線
部
隊
ニ
之
ヲ
供
食
ス
レ
バ

効
果
的
ナ
リ
ト
セ
リ 

五
、 

元
来
玄
米
食
ハ
「
ビ
タ
ミ
ン
」
類
脂
肪
ソ
ノ
他
ノ
需
要
多
キ
夏
季
又
ハ
熱
帯
ニ
於
テ

始
メ
テ
効
果
ヲ
発
揮
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
冬
季
ニ
於
ケ
ル
今
回
ノ
供
食
試
験
ニ
於

テ
サ
エ
モ
既
ニ
右
ノ
如
キ
良
成
果
ヲ
収
メ
タ
ル
以
上
全
面
的
ニ
実
施
シ
テ
熱
帯
地
作

戦
ノ
一
大
障
害
タ
ル
白
米
禍
ヲ
救
フ
ヲ
焦
眉
ノ
急
ト
認
ム 

 
総
合
成
績 

一
、 
供
食
方
法 

各
部
ニ
於
テ
（
イ
）
玄
米
食
（
玄
米
一
食
二
四
〇
瓦
）
（
ロ
）
玄
米
、
精
麦
食
（
玄
米

八
〇
瓦
、
精
麦
六
〇
瓦
）（
ハ
）
精
米
精
麦
食
（
精
米
一
八
〇
瓦
、
精
麦
六
〇
瓦
）
ノ
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三
班
ニ
分
チ
呉
団
ニ
於
テ
ハ
各
班
員
数
一
〇
〇
名
宛
（
二
〇
年
未
満
三
〇
年
以
上
ヲ

含
ム
）
大
竹
団
ニ
於
テ
ハ
各
班
練
習
兵
二
〇
〇
名
宛
（
二
〇
年
未
満
）、
防
府
通
信
学

校
ニ
於
テ
ハ
各
班
練
習
生
三
〇
三
名
宛
（
二
〇
年
未
満
三
〇
年
未
満
ヲ
含
ム
）
比
較

的
転
出
等
ナ
キ
固
定
的
ノ
モ
ノ
ヲ
選
ビ
タ
リ
、
尚
其
ノ
外
ニ
呉
、
大
竹
両
海
兵
団
ニ

ア
リ
テ
ハ
同
期
間
中
総
員
精
麦
玄
米
食
ヲ
施
行
シ
前
年
期
間
中
ト
ノ
患
者
（
外
傷
ヲ

除
ク
）
発
生
率
ヲ
比
較
シ
タ
リ 

二
、
三
、（
略
） 

四
、
成
果 

（
一
）
体
重
ノ
増
加
セ
ル
ハ
玄
米
、
精
麦
班
ノ
ミ
ニ
シ
テ
（
一
・
四
％
ノ
増
加
）
玄
米
班
ハ

〇
・
二
％
減
少
、
精
米
、
精
麦
班
ハ
〇
・
六
％
ノ
減
少
ヲ
示
ス
（
第
一
表
及
第
四
図
） 

（
二
）
赤
血
球
沈
降
速
度
ハ
各
班
共
増
加
セ
ル

？

モ
大
差
ヲ
認
メ
ズ
（
第
二
表
） 

（
三
）
視
力
ハ
各
班
共
増
加
セ
ル
モ
大
差
ヲ
認
メ
ズ
（
第
三
表
） 

（
四
）
尿
中
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
排
泄
量
ハ
各
班
共
増
加
セ
ル
モ
大
差
ヲ
認
メ
ズ
（
第
四
表
） 

（
五
）
患
者
発
生
率
ハ
各
供
食
班
ヲ
比
較
ス
ル
時
ハ
玄
米
食
班
最
高
率
（
八
・
二
六
％
）
次

ハ
玄
米
班
ノ
六
・
九
％
ニ
シ
テ
精
米
、
精
麦
班
最
低
率
（
四
・
八
二
％
）
ヲ
示
ス
（
第

五
表
） 

（
六
）
総
員
精
麦
、
玄
米
供
食
（
呉
団
平
均
八
、
八
三
七
名
、
大
竹
団
平
均
一
一
、
六
一
八

名
）、
六
ヶ
月
間
ノ
患
者
発
生
率
（
外
傷
ヲ
除
ク
）
ハ
前
年
同
期
間
患
者
発
生
率
（
外

傷
ヲ
除
ク
）
ニ
比
較
シ
何
レ
モ
減
少
ヲ
示
シ
タ
リ
（
第
六
表
） 

（
七
）
残
食
量 

 
 

 

次
第
ニ
順
化
ス
ル
ト
共
ニ
減
少
シ
各
供
食
班
ノ
残
食
量
一
人
平
均
一
日
一
〇
瓦
前

後
ニ
シ
テ
大
差
ヲ
認
メ
ズ
（
第
七
表
） 

（
八
）
玄
米
食
ニ
対
ス
ル
個
人
申
告 

 
 

 

過
半
数
（
六
八
・
七
五
％
）
ニ
於
テ
不
利
ナ
ル
点
ヲ
挙
ゲ
又
ハ
嗜
好
セ
ズ
（
第
八
表
） 

 

玄
米
試
食
成
績
総
合
一
覧
表
（
黒
書
ハ
増
、
朱
書
ハ
減
ヲ
示
ス
） 

第
一
表 

体
重
増
減
表 

 

 

第
二
表
～
第
四
表
（
略
） 

第
五
表 

患
者
発
生
率
月
別
比
較
表 

 

 

第
六
表 

呉
、
大
竹
両
海
兵
団
六
ヶ
月
間
総
員
玄
米
、
精
麦
供
食
期
間
中
受
療
患
者
（
外
傷

ヲ
除
ク
）
前
年
同
期
ト
ノ
比
較
（
表
番
号
１
） 

第
七
表
～
別
表
第
三
（
略
） 

  

二
十
七
、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
意
見
ノ
件
報
告 

本
紙
返
還
致
候 

写 白
麦
食

玄
麦
食

玄
米
食

五
一
・
九
四

五
二
・
二
四

一
人
平
均
体
重

四
九
・
六
四

九
　
月

〇
・
五
二

〇
・
四
九

〇
・
一
六

十
　
月

〇
・
四
一

〇
・
六
一

〇
・
〇
八

十
一
月

〇
・
五
九

一
・
一
二

〇
・
三
五

十
二
月

〇
・
一
八

〇
・
六
四

〇
・
〇
四

一
　
月

白
、

麦
　
食

玄
、

麦
　
食

玄
　
米
　
食

三
・
四
三

二
・
二
五

調
査
人
員

対
百
分
比

一
・
八
〇

九
　
月

一
・
一
〇

二
・
五
一

二
・
五
五

十
　
月

二
・
七
三

八
・
二
〇

一
〇
・
九
五

十
一
月

三
・
〇
〇

六
．
八
一

六
・
六
〇

十
二
月

四
・
八
三

六
・
九
一

八
・
二
六

一
　
月
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佐
鎮
機
密
第
一
一
〇
一
号
ノ
二 

 

昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官 

 

海
軍
大
臣
殿 

 
 

玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
意
見
ノ
件
報
告 

昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一
七
六
号
ニ
依
ル
首
題
ノ
件
別
紙
ノ
通
ニ
有
之
候 

 
 

（
別
紙
添
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

 

別
紙 

佐
海
団
機
密
第
三
一
号
ノ
二
〇
三 

 
 

 

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
世
保
鎮
守
府
玄
米
試
験
供
給
委
員
長 

 
 

 
 

 

佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官 

殿 

 
 

 
 

 
 

 

左
ノ
件
提
出 

一
、
玄
米
試
験
供
給
研
究
調
査
ノ
成
果
及
所
見 

 

一
通 

 
 

 

但
シ
佐
世
保
鎮
守
府
命
令
第
二
二
号
ニ
依
ル
分 

 
 

 
 

 
 

（
別
紙
添
） 

 

目
次 

一
、
計
画
及
経
過 

二
、
成
果
並
ニ
所
見 

（
イ
）
調
査
項
目 

 

（
一
）
精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

 

（
二
）
精
米
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

（
ロ
）
調
査
事
項 

 

（
一
）
玄
米
ノ
適
当
ナ
ル
給
与
量
額 

 

（
二
）
玄
米
ヲ
主
食
品
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
副
食
品
ノ
品
種
及
量
額
ニ
対
ス
ル
調
査 

 

（
三
）
玄
米
飯
ノ
嗜
好
調
査 

 

（
四
）
玄
米
ノ
炊
飯
方
法
（
玄
米
精
麦
飯
炊
飯
法
） 

 

（
五
）
玄
米
飯
実
施
ニ
伴
フ
日
課
等
ニ
関
ス
ル
事
項 

 

（
六
）
玄
米
飯
ノ
保
健
衛
生
学
的
調
査 

 

（
七
）
玄
米
飯
供
食
方
法
ニ
対
ス
ル
事
項 

 

（
八
）
咀
嚼
ニ
関
ス
ル
事
項 

（
ハ
）
総
合
所
見 

 

一
、
計
画
及
経
過 

 
 

佐
世
保
鎮
守
府
命
令
第
二
二
号
ニ
依
ル
玄
米
試
験
供
給
ニ
関
ス
ル
計
画
及
経
過
左
ノ

如
シ 

（
イ
）
既
ニ
提
出
ノ
実
施
計
画
ニ
基
キ
玄
米
供
給
調
査
班
ヲ
編
成
シ
調
査
委
員
指
導
ノ
下
ニ

下
士
官
三
名
ヲ
専
任
シ
実
施
セ
リ 

（
ロ
）
実
施
期
間 

 
 

 

自
昭
和
十
八
年
十
月
朔
日 

 
 

 

至
昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日 

（
ハ
）
実
施
ニ
使
用
セ
ル
烹
炊
器
具
及
設
備 

 
 

 

本
団
烹
炊
設
備
其
ノ
儘
ヲ
充
ツ
即
チ
蒸
気
炊
飯
器
、
玄
米
飯
炊
飯
一
個
、
玄
米
精
麦

飯
炊
飯
一
個
ヲ
専
用
セ
リ 

（
ニ
）
洗
米
、
浸
水
、
水
量
、
炊
飯
時
間
、
炊
上
量
等
ニ
関
ス
ル
玄
米
炊
飯
研
究
記
録
簿
ヲ

設
ケ
炊
飯
ノ
都
度
之
ヲ
記
録
シ
調
査
委
員
ニ
於
テ
其
ノ
出
来
栄
及
状
況
ヲ
点
検
検
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討
ス 

（
ホ
）
配
食
器
、
食
残
量
其
ノ
他
調
査
資
料
ノ
調
査
ヲ
行
フ
。 

（
ヘ
）
別
紙
計
画
（
別
表
一
八
）
ニ
依
ル
供
食
方
法
ヲ
以
テ
特
定
ノ
下
士
官
、
兵
ニ
試
給
供

食
セ
リ
。 

 

二
、
成
果
並
ニ
所
見 

（
イ
）
調
査
項
目 

 

（
一
）
精
米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

 
 

 

施
行
調
査
別
表
第
四
第
五
及
感
想
ノ
統
計
ニ
於
テ
ハ
凡
ソ
玄
米
ノ
「
嫌
ヒ
ナ
」
者
六

十
％
「
好
キ
ナ
」
者
二
五
％
何
レ
ニ
テ
モ
良
キ
者
一
五
％
示
ス
モ
之
レ
ガ
連
用
ニ
依

リ
テ
漸
次
「
嫌
ヒ
ナ
」
者
ヲ
減
ジ
「
好
キ
ナ
」
者
ヲ
増
加
ス
ベ
ク
直
ニ
供
給
ニ
適
セ

ズ
ト
認
メ
ラ
レ
ザ
ル
モ
食
残
量
ニ
於
テ
玄
米
飯
食
残
量
ト
玄
米
精
麦
飯
食
残
量
ト

精
米
精
麦
飯
食
残
量
ト
ノ
比
較
対
照
ヲ
見
ル
ニ
別
表
第
一
第
二
ト
別
表
第
二
ニ
示

ス
如
ク
格
段
ノ
相
違
ア
リ
テ
精
米
精
麦
飯
ハ
最
小
、
玄
米
精
麦
飯
ハ
最
多
ナ
リ
。
且

ツ
炊
爨
ニ
当
リ
テ
長
時
間
ヲ
要
シ
熱
量
モ
倍
加
シ
作
業
労
度
ノ
過
重
ヲ
来
タ
シ
精

米
精
麦
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ス
ル
コ
ト
ハ
本
団
現
施
設
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
（
ロ
）
調
査

事
項
（
五
）
ニ
示
ス
如
ク
作
業
上
無
理
ア
リ 

 

（
二
）
精
米
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ノ
適
否 

 
 

 

前
項
調
査
ノ
結
果
ト
等
シ
ク
精
米
ヲ
玄
米
ニ
換
ヘ
供
食
ス
ル
コ
ト
モ
不
適
当
ト
ハ

認
メ
ザ
ル
モ
前
項
ト
同
様
現
施
設
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
作
業
上
無
理
ア
リ 

（
ロ
）
調
査
事
項 

 

（
一
）（
二
）（
略
） 

 

（
三
）
玄
米
飯
ノ
嗜
好
調
査 

 
 

兵
食
ノ
給
養
ハ
軍
隊
ノ
保
険
、
衛
生
、
士
気
、
延
テ
ハ
戦
力
ノ
消
長
ニ
影
響
シ
調
理
ノ

良
否
嗜
好
ノ
適
否
ハ
兵
食
給
養
上
最
重
要
ノ
要
素
ニ
シ
テ
且
又
軍
隊
生
活
ニ
於
ケ
ル

唯
一
無
二
ノ
慰
安
タ
リ
、
戦
時
食
生
活
ノ
見
地
ヨ
リ
動
モ
ス
レ
バ
慰
安
及
嗜
好
ヲ
無
視

ス
ル
如
キ
栄
養
学
説
ヲ
為
向
ア
ル
モ
嗜
好
ハ
兵
食
給
与
上
絶
対
必
要
欠
ク
可
カ
ラ
ザ

ル
条
件
ナ
リ
、
本
嗜
好
調
査
ノ
統
計
別
表
四
、
五
、
六
乃
至
一
五
、
一
六
、
一
七
表
及

玄
米
食
ニ
対
ス
ル
感
想
文
統
計
ニ
就
テ
見
ル
ニ 

 
 

◎
嫌
ナ
モ
ノ 

 
 

 
 

 

六
〇
％ 

 
 

◎
好
キ
ナ
モ
ノ 

 
 

 
 

二
五
％ 

 
 

◎
可
、
不
可
ナ
キ
モ
ノ 

 

一
五
％ 

 
 

ニ
シ
テ
食
残
量
ノ
調
査
ニ
就
テ
見
ル
モ
精
米
精
麦
飯
ニ
比
シ
玄
米
飯
ノ
食
残
量
ハ
遙

カ
ニ
多
ク
本
試
験
期
間
ニ
就
テ
見
ル
ニ
一
般
兵
員
ノ
嗜
好
ニ
適
ス
ト
ハ
認
メ
難
シ 

 

（
四
）
～
（
八
）
（
略
） 

（
九
）
総
合
所
見 

 
 

調
査
期
間
短
ク
人
員
ノ
出
入
極
テ
頻
繁
ニ
シ
テ
長
キ
モ
三
ヶ
月
ニ
及
ビ
シ
者
極
メ
テ

少
ナ
ク
従
テ
、
嗜
好
食
残
量
及
保
険
衛
生
学
的
調
査
ニ
対
シ
適
確
ナ
ル
判
断
資
料
ヲ
得

ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
モ 

 

（
１
）
嗜
好
ニ
関
シ
テ
ハ
一
般
ノ
嗜
好
ニ
適
セ
ズ
嫌
ヒ
ナ
モ
ノ
六
〇
％
ア
リ 

 

（
２
）
主
食
食
残
量
ハ
左
ノ
如
ク
微
量
ニ
シ
テ
喫
食
状
況
ハ
概
ネ
良
好
ナ
ル
モ
現
行
食
ニ

比
シ
格
段
ノ
相
違
ア
リ 

玄
米
食 

 
 

一
日
平
均
四
、
三
七
瓦 

配
食
量
ノ
〇
、
六
八
五
％ 

玄
米
精
麦
食 

 

同 
 

三
、
七
六
五
瓦 

同 
 

〇
、
九
四
四
％ 

（
対
照
）
精
米
精
麦
食 

 

同 
 

〇
、
〇
九
二
瓦 

同 
 

〇
、
〇
七
〇
％ 

 

（
３
）
保
険
衛
生
学
的
所
見
ニ
於
テ
著
明
ナ
ル
健
康
増
進
ヲ
見
ザ
リ
シ
ハ
試
験
短
期
間
ナ

リ
シ
事
及
ビ
人
員
ノ
交
代
頻
繁
ナ
ル
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。 

 

（
４
）
烹
炊
作
業
関
係
ニ
於
テ 
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（
イ
）
炊
上
時
間
約
二
倍
ヲ
要
シ
弁
当
食
等
ノ
急
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
間
ニ
合
ハ
ズ 

 
 

（
ロ
）
現
施
設
ノ
儘
ニ
テ
ハ
連
続
二
回
繰
返
シ
長
時
間
ノ
主
食
炊
飯
ヲ
要
ス
ル
為
メ
副 

 
食
用
ニ
充
ツ
ル
釜
ナ
ク
献
立
ノ
変
更
ヲ
余
儀
ナ
ク
ス
烹
炊
釜
ヲ
増
設
セ
ザ
レ
バ

作
業
上
無
理
ア
リ 

 
 

（
ハ
）
烹
炊
作
業
日
課
ノ
変
更
ヲ
要
ス 

 
 

（
ニ
）
烹
炊
員
ノ
労
働
過
重
ヲ
示
ス 

 

（
５
）
日
課
週
課
ハ
変
更
ノ
要
ナ
シ 

 

（
６
）
熱
量
（
燃
料
）
ニ
於
テ
一
、
五
時
間
乃
至
二
倍
ヲ
要
ス 

 

右
各
項
ノ
所
見
ヲ
総
合
ス
ル
ニ
玄
米
食
ガ
一
般
ノ
嗜
好
ニ
適
セ
ザ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
食
残
量
ガ

微
量
ナ
リ
シ
ハ
食
ハ
ザ
レ
バ
飢
ユ
ル
ガ
故
ニ
食
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
逆
ニ
食
ハ
セ
レ
バ
何
デ

モ
食
フ
ト
モ
言
ヒ
得
ベ
キ
モ
之
ヲ
以
テ
直
ニ
適
ス
ト
ハ
断
ジ
難
シ
又
保
険
衛
生
学
的
考
察

ニ
於
テ
期
待
セ
ル
如
キ
顕
著
ナ
ル
体
位
向
上
ヲ
示
サ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
以
テ
兵
食
不
適
ト
ハ

断
ジ
難
キ
モ
烹
炊
ニ
長
時
間
ヲ
要
シ
現
烹
炊
施
設
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
作
業
上
多
ク
ノ
困
難
ヲ

伴
ヒ
且
玄
米
本
来
ノ
性
質
上
熱
量
（
燃
料
）
ノ
消
費
大
ナ
ル
事
ハ
現
下
ノ
燃
料
事
情
ヨ
リ
見

テ
看
過
シ
得
ザ
ル
事
実
ニ
シ
テ
玄
米
食
ノ
即
時
採
用
ハ
適
当
ナ
ラ
ズ
ト
認
ム 

別
表
第
一
～
十
七
（
略
） 

  

二
十
八
、
第
二
回
玄
米
試
験
供
給
実
施
経
過
並
ニ
成
果
及
所
見
（
昭
和
十
八
年
舞
鎮
日

令
第
三
三
六
号
ニ
依
リ
昭
和
十
九
年
一
月
入
団
新
兵
ニ
対
シ
実
施
ノ
分
） 

 
 

 
 

 

第
一
課
長
㊞ 

局
員 

㊞ 
 

 
 

 

㊞ 

㊞
㊞ 

医
務
局
長
㊞ 

 
 

 
 

 

第
二
課
長
㊞ 

局
員 

 
 

舞
鶴
団
機
密
第
一
〇
〇
〇
号
ノ
三
六 

ア
ト
㊞
㊞ 

ア
ト
㊞
㊞
㊞ 

 

㊞ 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
ト
萱
嶋
借
申
上
候 

 

第
二
回
玄
米
試
験
供
給
実
施
経
過
並
ニ
成
果
及
所
見
（
昭
和
十
八
年
舞
鎮
日
令
第
三
三
六

号
ニ
依
リ
昭
和
十
九
年
一
月
入
団
新
兵
ニ
対
シ
実
施
ノ
分
） 

一
、
実
施
経
過
並
ニ
成
果 

 

（
イ
）
供
食
班
別
及
量
額
等 

 

 

（
ロ
）
（
ハ
）（
略
） 

二
、
所
見 

 
 

本
調
査
ニ
於
ケ
ル
成
績
ハ
別
表
ノ
通
ニ
シ
テ
精
米
ニ
換
ヘ
玄
米
ヲ
供
給
ス
ル
モ
嗜
好

度
及
喫
食
量
額
等
ニ
於
テ
ハ
普
通
食
ト
大
差
ナ
キ
モ
唯
玄
米
食
ニ
最
モ
重
要
ナ
ル
咀

嚼
ニ
於
テ
従
来
ノ
（
Ａ
）
慣
習
上
不
充
分
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
抑
モ
精
米
ニ
換
ヘ
玄
米

ヲ
供
給
ス
ル
ハ
労
力
及
電
力
ノ
節
約
ニ
搗
減
ヲ
生
セ
ザ
ル
等
其
ノ
利
点
多
々
ア
ル
ベ

シ
ト
雖
モ
（
Ｂ
）
栄
養
学
的
摂
取
量
ノ
可
否
ハ
未
ダ
区
々
ニ
シ
テ
研
究
ノ
域
ヲ
脱
セ

ズ
。
尚
左
ノ
如
キ
考
慮
ヲ
要
ス
ル
点
ナ
ン
ト
セ
ズ
。 

（
Ｃ
）
１
、
炊
飯
上
ノ
不
便
及
燃
料
ノ
不
経
済 

（
Ｄ
）
２
、
喫
食
馴
化
期
間
中
ノ
胃
腸
障
害 

丙
班

乙
班

甲
班

普
通
食

精
米
ニ
換
ヘ

精
米
精
麦
ニ
換
ヘ

精
米

精
麦

玄
米

精
麦

玄
米

一
七
〇

五
四

一
七
〇

五
四

二
一
三
瓦

二
月
十
八
日
迄

一
七
五

五
八

一
七
五

五
八

二
三
〇
瓦

二
月
十
九
日
ヨ
リ

兵
科
機
関
科
整

備
科
主
計
科
新

兵
一
一
〇
〇
名

量
額

供
食
人
員

品
種
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（
Ｅ
）
３
、
精
米
ノ
際
ノ
副
産
物
タ
ル
糠
ノ
飼
料
及
増
産
肥
料
等
ノ
利
用
価
値
ノ
減
殺 

 
 

然
ル
ニ
軍
隊
ニ
於
テ
ハ
炊
飯
ノ
迅
速
喫
食
ノ
容
易
ナ
ル
ヲ
要
ス
ル
点
及
決
戦
態
勢
下

ニ
於
ケ
ル
（
Ｆ
）
現
在
健
康
保
持
、
増
進
等
ノ
点
ヨ
リ
考
察
シ
直
ヲ
以
テ
玄
米
食
ニ

転
換
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
ト
認
ム 

 

（
Ｇ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

（
表
略
） 

 

附
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

舞
鶴
海
兵
団 

 
 

玄
米
試
験
供
給
ノ
保
険
衛
生
学
的
調
査
成
績 

 

一
～
三
（
略
） 

四
、
所
見 

玄
米
食
班
（
甲
班
）
ヲ
他
班
ト
比
較
対
照
ス
ル
ニ
甲
班
ハ
食
欲
減
少
セ
ル
者
一
般
ニ
多

ク
初
期
中
期
後
期
ト
進
ム
ニ
従
ッ
テ
漸
減
ス
、
ソ
ノ
他
胃
腸
症
状
ヲ
訴
フ
ル
モ
ノ
便
性
不

良
ヲ
来
セ
ル
モ
ノ
ハ
増
加
ノ
傾
向
ヲ
示
ス
患
者
発
生
率
ニ
ツ
イ
テ
見
ル
モ
甲
班
ニ
ハ
急
性

胃
腸
炎
ノ
発
生
稍
多
ク
、
ソ
ノ
他
ノ
疾
病
ノ
発
生
ニ
ハ
大
差
ヲ
認
メ
ザ
ル
モ
受
診
患
者
総

計
ハ
甲
班
ニ
稍
多
シ
、
体
重
変
化
ハ
練
習
兵
ニ
ア
リ
テ
ハ
反
対
ニ
体
重
増
加
者
少
ク
体
重

減
少
者
多
ク
ソ
ノ
成
果
不
足
ナ
リ
、
以
上
保
険
衛
生
学
的
調
査
事
項
ヨ
リ
玄
米
食
ニ
因
ル

影
響
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
本
試
験
施
行
後
短
期
日
内
ニ
於
テ
ハ
寧
ロ
成
績
不
良
ニ
シ
テ
特
ニ
胃

腸
疾
患
者
ニ
対
シ
テ
ハ
ソ
ノ
影
響
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
思
考
ス 

（
Ｈ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

 

※ 

Ａ
～
Ｈ
部
分
よ
り
欄
外
に
線
を
引
き
、
医
務
局
局
員
の
所
見
が
書
か
れ
て
い
た
。 

Ａ
、
教
育
ニ
ヨ
リ
解
決
（
杉
田
） 

Ｂ
、
医
校
ノ
試
験
ニ
ヨ
リ
解
明
セ
ラ
ル
ル
（
杉
田
） 

Ｃ
、
問
題
ナ
リ 

Ｄ
、
モ
ン
ダ
イ
ナ
シ 

Ｅ
、
海
軍
ノ
分
ノ
ミ
ナ
ラ
バ
大
ジ
ナ
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ 

Ｆ
、
精
米
ニ
於
テ
特
ニ
有
利
ナ
リ
ト
ノ
事
実
ナ
シ 

Ｇ
、
要
之
、
炊
飯
施
設
、
燃
料
、
要
員
、
時
間
ノ
点
ニ
於
テ
難
色
ア
ル
モ
、
栄
養
学
的
ニ

ハ
特
ニ
不
利
ト
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
、
概
ネ
従
来
ノ
杞
憂
ニ
過
ギ
ズ
（
杉
田
） 

Ｈ
、
咀
嚼
教
育
ノ
徹
底
ヲ
図
レ
バ
之
等
ノ
欠
点
ハ
除
去
シ
得
ベ
シ 

杉
田 

  

二
十
九
、
昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一
七
六
号
「
海
兵
団
、
航
空
隊
、
学
校
及
刑
務
所
ノ

一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令
」
ニ
対
ス
ル
報
告
（
但
消
化
吸
収
ニ
関
ス

ル
事
項
ノ
ミ
） 

昭
和
十
八
年
官
房
需
第
一
七
六
号 

「
海
兵
団
、
航
空
隊
、
学
校
及
刑
務
所
ノ
一
部
ニ
玄
米
試
験
供
給
ノ
件
訓
令
」
ニ
対
ス
ル
報

告
（
但
消
化
吸
収
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
ミ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
軍
軍
医
学
校
長 

 
 

 

内
容
目
次 

第
一
節 

訓
令
（
写
） 

第
二
節 

成
果
及
所
見 

 
 

甲 
成
果
及
所
見
総
説 

 
 

乙 
成
果
及
所
見
各
論 

第
三
節 

解
説 
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第
一
節
（
略
） 

 
 

第
二
節 
成
果
及
所
見 

甲 

成
果
及
所
見
総
説 

昭
和
十
八
年
十
月
ヨ
リ
昭
和
十
九
年
二
月
ニ
亘
リ
横
須
賀
海
軍
刑
務
所
及
海
軍
経
理
学
校

ニ
於
テ
健
康
ナ
ル
四
名
宛
ノ
兵
ニ
用
ヒ
、
精
米
精
麦
飯
（
現
行
兵
食
ニ
使
用
ノ
モ
ノ
ト
同
様

ニ
シ
テ
精
米
ハ
三
分
搗
）
玄
米
精
麦
飯
、
玄
米
飯
ノ
消
化
吸
収
試
験
ヲ
実
施
セ
ル
ニ
、
其
ノ

成
績
大
要
左
ノ
如
シ 

三
大
栄
養
素
ノ
消
化
吸
収
ニ
就
テ
ハ
玄
米
精
麦
飯
、
玄
米
飯
ニ
於
テ
モ
咀
嚼
ヲ
充
分
ナ
ラ
シ

ム
ル
時
ハ
精
米
精
麦
飯
ニ
比
シ
テ
稍
劣
ツ
程
度
ニ
シ
テ
大
差
ヲ
認
メ
難
シ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ニ
就
テ
ハ
玄
米
食
多
少
遊
離
ナ
リ
即
チ
之
ヲ
詳
述
ス
レ
バ
、 

一
、
本
試
験
期
間
中
ニ
於
テ
ハ
主
食
別
ニ
依
ル
体
重
ノ
変
化
ヲ
比
較
ナ
ル
モ
影
響
ヲ
認
メ
ズ 

二
、
主
食
ノ
炊
上
リ
量
ノ
原
料
ニ
対
ス
ル
比
率
ハ 

 
 

 

精
米
精
麦
飯
（
精
米
三
二
〇
瓦
、
精
麦
三
二
〇
瓦
） 

二
六
四
％ 

 
 

 

精
米
精
麦
飯
（
精
米
四
八
〇
瓦
、
精
麦
一
六
〇
瓦
） 

二
七
五
％ 

 
 

 

玄
米
精
麦
飯
（
玄
米
三
二
〇
瓦
、
精
麦
三
二
〇
瓦
） 

三
二
四
％ 

 
 

 

玄
米
精
麦
飯
（
玄
米
四
八
〇
瓦
、
精
麦
一
六
〇
瓦
） 

三
〇
一
％ 

 
 

 

玄 

米 

飯
（
玄
米
六
四
〇
瓦
） 

 
 

 
 

 
 

 

二
六
四
䢣
二
九
一
％ 

 
 

 

精
白
米 

飯
（
精
白
米
六
四
〇
瓦
） 

 
 

 
 

 
 

二
四
二
％ 

 
 

ニ
シ
テ
吾
人
ノ
満
腹
感
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
点
ヨ
リ
ス
レ
バ
玄
米
精
麦
飯
ヲ
最
良
ト
ス
炊

飯
ニ
要
ス
ル
時
間
ハ
玄
米
精
麦
飯
、
玄
米
飯
共
ニ
精
米
精
麦
飯
ノ
一
、
五
䢣
一
、
六
倍

ヲ
要
ス 

三
、
玄
米
食
ノ
消
化
吸
収
ハ
咀
嚼
回
数
ノ
多
少
即
チ
食
事
時
間
ノ
長
短
ニ
密
接
ナ
ル
関
係
ア

リ
現
行
兵
食
ノ
場
合
ハ
食
事
時
間
一
五
䢣
二
〇
分
、
玄
米
食
ニ
存
リ
テ
ハ
二
〇
䢣
二
五

分
ヲ
食
事
時
間
ト
ス
ル
ノ
要
ア
ル
モ
ノ
ト
認
ム 

四
、
糞
便
量
ハ
玄
米
精
麦
飯
、
玄
米
飯
ニ
於
テ
ハ
増
量
シ
精
米
精
麦
飯
時
ニ
比
シ
ソ
ノ
一
、

三
倍
ニ
達
ス 

五
、
各
食
品
ノ
栄
養
価
ハ
別
表
第
一
ノ
通
リ
ニ
テ
、
三
大
栄
養
素
ニ
就
テ
見
ル
ニ
蛋
白
質
ハ

精
米
精
麦
飯
ニ
多
ク
、
糖
質
ハ
精
米
精
麦
飯
及
ビ
玄
米
飯
ニ
多
ク
、
脂
質
ハ
玄
米
飯
ニ

多
シ
。
又
総
熱
量
ハ
精
米
精
麦
飯
ニ
於
テ
多
少
優
ル 

 

（
略
） 

六
、
各
栄
養
素
ノ
消
化
吸
収
率
並
ニ
吸
収
実
量
比
較
ハ
別
表
第
二
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
、
一
般
ニ

玄
米
精
麦
飯
、
玄
米
飯
ノ
消
化
吸
収
ハ
、
咀
嚼
ヲ
充
分
ニ
行
ハ
シ
ム
ル
時
ハ
精
米
精
麦

飯
ニ
比
シ
テ
稍
劣
ル
程
度
ニ
シ
テ
其
ノ
間
ニ
大
差
ヲ
認
メ
難
シ
。
而
シ
テ
横
須
賀
海
軍

刑
務
所
ト
海
軍
経
理
学
校
ト
ノ
間
ニ
成
績
ニ
於
テ
多
少
ノ
差
異
ア
リ
。
即
チ
後
者
ニ
ア

リ
テ
ハ
、
玄
米
飯
ノ
消
化
吸
収
実
量
ハ
脂
質
、
糖
質
ニ
於
テ
ハ
精
米
精
麦
飯
ノ
夫
ヲ
凌

駕
ス
。
然
レ
共
各
試
験
所
区
別
ニ
因
ル
脂
質
ノ
消
化
吸
収
上
ニ
於
ケ
ル
量
的
差
異
ハ
僅

少
ニ
シ
テ
栄
養
学
上
問
題
ト
ナ
ル
程
度
ニ
非
ズ 

尚
玄
米
食
中
脂
肪
ノ
吸
収
率
ニ
就
イ
テ
ハ
刑
務
所
経
理
学
校
共
、
同
傾
向
ニ
在
ル
モ

吸
収
実
量
ニ
就
イ
テ
ハ
前
者
ハ
精
米
精
麦
飯
ニ
比
シ
テ
玄
米
飯
ニ
少
ク
、
後
者
ニ
於

テ
ハ
精
米
精
麦
飯
ヨ
リ
モ
大
ナ
ル
成
績
ヲ
得
タ
リ
。
斯
ク
ル
吸
収
実
量
ニ
相
反
ス
ル

成
績
ヲ
得
タ
ル
理
由
ハ
不
明
ナ
ル
モ
環
境
条
件
及
ビ
副
食
物
ノ
差
異
良
否
モ
関
係
ア

ル
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ
ル
。 

 

（
略
） 

七
、
灰
分
中
ノ
諸
成
分
ノ
吸
収
率
、
吸
収
量
ハ
別
表
第
三
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
横
須
賀
刑
務
所
ニ

於
ケ
ル
成
績
ニ
テ
ハ
精
米
精
麦
飯
ニ
於
テ
良
好
ナ
リ
。 

 

（
略
） 

八
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ヲ
其
ノ
摂
取
量
ノ
ミ
依
リ
見
ル
時
ハ
玄
米
飯
ハ
精
米
精
麦
、
玄
米
精
麦
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飯
ニ
比
シ
遥
ニ
大
ナ
リ
。
又
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
体
内
吸
収
状
況
ノ
推
定
ハ
尿
中
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
排
出
量
ノ
多
寡
ニ
ヨ
ル
ト
ノ
現
定
説
ニ
従
ヒ
本
成
績
ヲ
検
討
ス
ル
ニ
玄
米
飯

ニ
在
リ
テ
ハ
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
尿
中
排
出
量
ハ
多
少
多
ク
随
ッ
テ
吸
収
実
量
ハ
玄
米

飯
ニ
於
テ
最
モ
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ
ル
。 

九
、
玄
米
飯
、
玄
米
精
麦
飯
ハ
長
期
（
一
䢣
二
ヶ
月
）
連
用
ス
ル
モ
所
謂
「
馴
れ
」
ノ
現
象

ニ
ヨ
ル
消
化
吸
収
率
ノ
上
昇
ハ
認
メ
ラ
レ
ズ
、
而
シ
テ
玄
米
食
連
用
後
ニ
消
化
吸
収
良

好
ナ
ル
可
キ
精
米
精
麦
飯
ヲ
給
ス
ル
ニ
一
時
的
ニ
其
ノ
吸
収
率
ハ
低
下
ス
（
刑
務
所
ノ

ミ
）
即
玄
米
食
連
用
ニ
ヨ
リ
消
化
吸
収
力
ハ
一
般
ニ
低
下
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル 

一
〇
、
玄
米
飯
モ
咀
嚼
ヲ
充
分
（
百
回
以
上
）
行
ハ
シ
ム
レ
バ
精
米
精
麦
飯
ニ
匹
敵
シ
得
ル

吸
収
率
ニ
適
シ
得
ベ
シ
。 

 

乙 

成
果
及
所
見
各
論 

第
一
項 

横
須
賀
海
軍
刑
務
所
ニ
於
ケ
ル
試
験 

一
、
緒
言 

 
 

本
試
験
ハ
横
須
賀
海
軍
刑
務
所
出
役
囚
徒
四
人
ニ
就
キ
実
施
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
昭
和

十
八
年
十
月
及
十
一
月
ハ
短
期
試
験
同
十
に
発
ヨ
リ
翌
年
二
月
ニ
亘
リ
長
期
試
験
ヲ

施
行
セ
リ 

註
１
、
食
品
ニ
依
リ
テ
ハ
食
習
慣
ニ
ヨ
リ
消
化
吸
収
ノ
最
上
ス
ル
ト
ハ
夙
ニ
言
ハ
ル
ル
所
ナ

リ
。
玄
米
食
ニ
於
テ
モ
カ
カ
ル
「
馴
れ
」
ノ
現
象
ノ
起
ル
可
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
短
期
試

験
ニ
ヨ
リ
各
主
食
ノ
消
化
吸
収
状
況
ヲ
調
査
シ
、
長
期
試
験
ニ
ヨ
リ
「
馴
れ
」
ノ
現
象

ノ
消
化
吸
収
上
ニ
現
ハ
ル
ル
ヤ
同
一
食
品
ノ
連
用
試
験
ニ
ヨ
リ
調
査
セ
リ 

註
２
、
短
期
試
験
ト
ハ
試
験
食
ヲ
二
日
乃
至
三
日
間
供
食
セ
シ
試
験
長
期
試
験
ト
ハ
試
験
食

事
ヲ
一
ヶ
月
ニ
亘
リ
供
食
セ
シ
試
験
ノ
云
ヒ
ナ
リ 

二
、
体
重
ノ
消
長 

 

  
 

短
期
試
験
ニ
於
テ
モ
長
期
試
験
ニ
於
テ
モ
試
験
期
別
ニ
依
リ
体
重
ノ
消
長
ニ
関
シ
著

明
ナ
ル
影
響
ヲ
認
メ
難
シ 

三
～
九
（
略
） 

 

第
二
項 

海
軍
経
理
学
校
ニ
於
ケ
ル
試
験 

一
、
緒
言 

 
 

本
試
験
ハ
海
軍
経
理
学
校
附
兵
四
人
ニ
就
キ
実
勢
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
昭
和
十
八
年
十

一
月
ヨ
リ
翌
年
二
月
ニ
亘
リ
施
行
セ
リ
、 

ニ
、
体
重
ノ
消
長 

 

  
 

各
試
験
期
共
減
少
ノ
傾
向
ア
ル
モ
〇
・
二
瓦
䢣
〇
・
七
瓦
ノ
減
少
ニ
シ
テ
試
験
期
別
ニ

十
一
月

十
月

月

五
一
・
四

五
一
・
〇
瓩

開
始
時

五
〇
・
七

五
一
・
二

精
米
精
麦
期

五
一
・
三

五
二
・
〇

玄
米
精
麦
期

五
二
・
〇

五
一
・
七

玄
米
期

（

二
）
各
試
験
期
別
体

重
ハ
各
試
験
期
ノ
翌
朝

ノ
体
重
ヲ
示
ス

(

一
）
一
人
平
均
体
重

ヲ
示
ス

備
　
考

十
二
月

十
一
月

月

精
米
精
麦
期

玄
　
米
　
期

玄
　
米
　
期

（

咀
嚼
充
分
）

玄
　
米
　
期

（

咀
嚼
普
通
）

玄
米
精
麦
期

精
米
精
麦
期

試
験
期

五
八
・
六

五
九
・
三

五
七
・
九

五
八
・
四

五
七
・
七

五
七
・
〇
瓩

開
始
時

五
八
・
二

五
八
・
六

五
七
・
六

五
七
・
九

五
七
・
二

五
六
・
八

試
験
翌
日

（

一
）
平
均
体
重
ヲ
示
ス

備
　
　
考

一
月

二
月
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依
ル
著
明
ナ
ル
差
異
ヲ
認
メ
難
シ 

三
～
九
（
略
） 

  

三
十
二
、
熱
帯
前
線
部
隊
純
白
米
食
禁
止
ニ
関
ス
ル
意
見
ノ
件
照
会 

呉
鎮
機
密
第
四
二
三
号 

 
 

 

昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

呉
鎮
守
府
参
謀
長 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
呉
海
軍
病
院
長
㊞ 

 
 

 
 

海
軍
省
軍
務
局
長
殿 

 
 

 
 

海
軍
省
軍
需
局
長
殿 

 
 

 
 

海
軍
省
医
務
局
長
殿 

 

熱
帯
前
線
部
隊
純
白
米
食
禁
止
ニ
関
ス
ル
意
見
ノ
件
照
会 

一
、 

熱
帯
前
線
部
隊
ニ
於
テ
ハ
白
米
食
ヲ
禁
止
ス
ル
ヲ
要
ス 

若
シ
現
地
精
搗
経
済
機
構
上
ノ
理
由
等
ニ
ヨ
リ
白
米
食
離
脱
絶
対
不
可
能
ナ
ル
場
合

ハ
即
刻
適
当
ナ
ル
対
策
ヲ
実
施
ス
ル
ヲ
要
ス 

戦 

訓 

（
イ
）
第
二
十
四
特
別
根
拠
地
隊
司
令
官
意
見
具
申
（
十
九
年
四
月
十
八
日
二
四
根
機
密
一

五
ノ
九
八
） 

 
 

 
 

 
 

第
一
課
長
㊞ 

局
員 

㊞ 

医
務
局
長
㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

第
二
課
長 

 

局
員 

 

㊞
㊞
㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

 

要
旨 

当
隊
警
備
地
区
中
「
チ
モ
ー
ル
」
及
「
ス
ン
バ
」
島
ニ
於
ケ
ル
軍
人
軍
属
ハ
「
マ
ラ
リ
ア
」
、

「
デ
ン
グ
」
熱
、
脚
気
等
ノ
為
常
時
総
員
ノ
一
五
乃
至
二
〇
％
ハ
休
業
中
特
ニ
小
艦
艇
（
掃

海
特
務
艇
）
ニ
於
テ
ハ
脚
気
二
五
％
ニ
達
ス
主
原
因
ハ
主
食
ガ
現
地
補
給
ノ
白
米
タ
ル
コ
ト

及
生
野
菜
ノ
現
地
補
給
潤
沢
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
対
策
ト
シ
テ
玄
米
ヲ
理
想
ト
ス
ベ
キ
モ
現
地

支
給
ノ
実
効
性
ヲ
考
慮
シ
四
割
程
度
ノ
玄
米
混
合
ナ
レ
バ
実
行
可
能
ト
認
ム 

（
ロ
）
軍
艦
扶
桑 

 
 

 

昭
南
ニ
テ
積
込
シ
タ
ル
外
地
産
純
白
米
ノ
使
用
ヲ
続
行
シ
タ
ル
結
果
兵
員
ノ
心
身

疲
労
甚
ダ
シ
ク
且
視
力
減
弱
シ
見
張
能
力
著
シ
ク
低
下
シ
対
潜
見
張
等
戦
力
ニ
及

ボ
ス
影
響
甚
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
（
詳
細
同
艦
報
告
ア
ル
筈
） 

（
ハ
）
軍
艦
大
鳳
、
瑞
鶴
、
翔
鶴
、
ソ
ノ
他 

 
 

 

大
鳳
、
瑞
鶴
、
翔
鶴
ハ
外
地
産
純
白
米
ニ
僅
ニ
麦
二
割
ヲ
混
ジ
テ
食
シ
駆
逐
艦
巡
洋

艦
等
ニ
テ
ハ
純
白
米
ノ
ミ
ヲ
食
シ
居
タ
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
之
等
ノ
戦
傷
者
ノ
戦
訓

ヲ
徴
ス
ル
モ
純
白
米
ヲ
摂
取
ス
ル
ト
キ
ハ
疲
労
甚
ダ
シ
ク
戦
力
ニ
影
響
ス
ル
所
軽

視
ヲ
許
サ
ズ
一
刻
モ
早
ク
純
白
米
ノ
離
脱
ヲ
熱
望
ス 

（
ニ
）
第
二
艦
隊
司
令
部
軍
医
長
会
報
摘
録
（
十
九
年
五
月
三
十
日
二
艦
隊
機
密
一
一
ノ
三

三
） 

 
 

 

近
時
補
給
ノ
関
係
上
主
食
ハ
精
白
外
米
ニ
シ
テ
殆
ド
胚
芽
ナ
ク
且
麦
不
足
セ
ル
為

各
部
ニ
脚
気
及
同
予
備
状
能

マ

マ

者
発
生
シ
決
戦
下
遺
憾
ト
ス

マ

マ

各
艦
ニ
於
テ
ハ
主
計
科

ト
連
絡
予
防
ニ
万
全
ヲ
期
シ
度
尚
此
外
ニ
支
那
方
面
艦
隊
、
海
南
警
備
府
、
第
二
南

遣
艦
隊
等
ノ
軍
医
長
会
報
摘
録
ニ
モ
白
米
禍
ニ
関
ス
ル
記
事
ア
リ 

二
、 

白
米
食
離
脱
上
難
点
ト
セ
ラ
ル
ル
事
項 

最
大
ノ
難
点
ハ
仏
印
、
「
ビ
ル
マ
」
精
米
一
貫
作
業
機
構
ニ
ア
リ
而
モ
絶
対
不
破
ノ
経
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済
機
構
ノ
裏
面
ニ
ハ
敵
側
ノ
謀
略
ア
リ
ト
サ
ヘ
評
判
セ
ラ
レ
ア
リ
、
該
経
済
機
構
ノ

変
革
ハ
強
力
ナ
ル
政
治
力
ヲ
以
テ
セ
バ
必
ズ
シ
モ
不
可
能
ニ
非
ズ
ト
目
セ
ラ
ル
ル
ヲ

以
テ
本
件
外
地
当
局
ニ
対
シ
速
ニ
指
令
実
施
セ
シ
ム
ル
要
ア
リ
ト
認
ム 

三
、 

白
米
完
全
離
脱
迄
ノ
臨
時
対
策 

下
記
ヲ
混
汁
用
又
ハ
食
後
服
用
ト
シ
テ
摂
取
セ
シ
ム
特
ニ
対
潜
見
張
員
及
航
空
塔
乗

員
ニ
ハ
厳
重
ニ
実
施
ス 

（
イ
）
糠
又
ハ
酵
母
ヨ
リ
抽
出
シ
タ
ル
天
然
Ｂ
１
ヲ
主
用
ト
シ
之
ニ
糠
又
ハ
肝
臓
ヨ
リ
抽
出

セ
ル
天
然
Ｂ
２
ヲ
添
加
ス 

（
ロ
）
従
来
ノ
混
汁
用
ソ
ノ
他
ニ
用
ヒ
タ
ル
合
成
Ｂ
１
ヲ
已
ム
ヲ
得
ズ
用
フ
ル
場
合
ハ
従
来

使
用
料
ノ
二
乃
至
三
倍
ト
シ
無
論
Ｂ
２
ヲ
併
用
ス 

（
ハ
）
Ａ
、
Ｄ
ハ
従
来
通
ト
シ
之
ニ
相
当
セ
ル
脂
肪
ヲ
一
日
量
二
〇
瓦
以
上
摂
取
セ
シ
メ
更

ニ
糠
ヨ
リ
抽
出
セ
ル
「
コ
イ
チ
ン
」
ヲ
加
フ 

四
、
参
考 

 
 

イ 

軍
艦
扶
桑
ガ
昭
南
ニ
於
テ
積
込
ミ
タ
ル
外
地
産
白
米
ヲ
参
考
ト
シ
テ
送
付
ス 

 
 

 
 

長
形
西
貢
米
ニ
シ
テ
糠
成
分
ハ
勿
論
胚
芽
ハ
悉
無
ナ
リ
而
モ
米
ノ
表
層
迄
削
リ

タ
ル
極
度
精
白
ナ
リ
（
黒
丸
軍
医
大
尉
式
精
搗
比
色
計
ニ
ヨ
ル
） 

 
 

ロ 

米
捕
虜
軍
医
ノ
談
話 

 
 

 
 

陸
軍
病
院
船
ニ
収
容
シ
タ
ル
一
米
捕
虜
軍
医
ガ
我
ガ
陸
軍
軍
医
官
ニ
語
リ
シ
談

話
ト
シ
テ
次
ノ
項
ヲ
聞
及
ブ 

 
 

 
 

「
病
院
船
内
ニ
テ
斯
ル
純
白
米
ヲ
用
フ
ル
ハ
治
療
上
有
害
ナ
リ
熱
帯
前
線
ニ
テ
斯 

 
 

 
 

ル
白
米
ヲ
食
テ
居
タ
ト
ス
レ
バ
斯
ル
多
種
多
様
ノ
戦
病
ハ
悉
ク
白
米
ニ
ヨ
ル 

 
 

 
 

C
o
m
b
i
n
e
d
 
de

f
i
c
i
en

t
 
d
i
s
e
as

e
s

（
総
合
性
欠
乏
症
）
ヲ
基
調
ト
セ
ル
変
貌
ニ

ス
ギ
ズ
戦
争
ニ
白
米
ハ
絶
対
禁
物
ナ
リ
云
々
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
白
米
見
本
袋
添
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 

三
十
三
、
［
福
井
軍
医
中
将
手
紙
］ 

局
長
宛 

福
井
院
長
ヨ
リ 

拝
啓
時
下
炎
暑
の
候
愈
々
御
清
武
之
段
賀
候
さ
て
例
の
玄
米
飯
の
儀
に
候
へ
ど
も
之
ハ
単

に
手
段
に
過
ぎ
ず
真
の
目
標
ハ
昨
年
来
旺
ん
に
各
方
面
に
説
き
廻
り
居
る
前
線
の
白
米
禍

の
撲
滅
に
有
之
候
実
際
こ
ん
な
純
白
米
を
食
て
戦
争
せ
よ
と
云
ふ
の
は
い
ざ
り
に
マ
ラ
ソ

ン
競
争
を
強
ひ
る
以
上
の
苛
酷
性
を
有
す
る
も
の
と
存
候
此
際
閣
下
の
御
英
断
を
以
て
前

線
及
潜
水
艦
の
白
米
禁
止
の
断
乎
た
る
鉄
槌
を
下
さ
れ
度
く
伏
し
て
懇
願
致
候
、
必
勝
の
信

念
は
先
づ
兵
食
改
正
か
ら
と
の
思
想
ハ
幸
に
し
て
新
大
臣
野
村
直
邦
閣
下
も
同
意
見
ニ
有

之
候
ヘ
バ
此
次
の
決
戦
こ
そ
ハ
白
米
禍
を
離
脱
し
て
か
ら
開
始
す
る
要
あ
り
と
存
候
軍
艦

扶
桑
に
積
み
込
み
た
る
外
地
産
純
白
米
を
同
封
し
御
高
覧
に
供
し
候
尚
前
線
白
米
禍
の
離

脱
に
関
し
て
ハ
金
井
、
杉
田
、
清
原
三
氏
へ
詳
細
説
明
致
候
、
尚
本
府
参
謀
長
大
西
少
将
も

此
問
題
に
つ
き
痛
心
一
方
な
ら
ず
近
く
小
生
と
連
名
に
て
白
米
食
禁
止
に
関
す
る
意
見
具

申
の
予
定
ニ
有
之
候
。
新
大
臣
東
上
の
節
に
も
該
白
米
見
本
を
渡
し
よ
く
説
明
致
置
候
、
何

れ
閣
下
へ
何
等
か
質
問
有
之
可
し
と
存
候
間
医
務
局
で
も
此
問
題
ハ
非
常
に
重
要
視
し
て

居
る
と
御
答
被
下
度
願
上
候
先
ハ
右
要
用
の
み
、
一
二
課
長
杉
田
清
原
両
局
員
へ
も
よ
ろ
し

く
御
鶴
声
の
程
願
上
候 

 

敬
具 

七
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

福
井
生 

保
利
信
明
閣
下 

侍
史 

  
三
十
四
、
玄
米
（
胚
芽
米
）
補
給
ニ
関
ス
ル
件
照
会 

 
 

 
 

 
 

第
一
課
長 

㊞ 

局
員 

医
務
局
長 
㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

第
二
課
長 

㊞ 

局
員 

㊞ 

㊞ 

㊞ 

㊞ 

ア
ト
杉
田 

㊞ 

㊞ 
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南
西
方
面
艦
隊
機
密
第
九
四
号
ノ
三
七 

 
 

 

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
日 

写 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
西
方
面
艦
隊
軍
医
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
西
方
面
艦
隊
主
計
長 

各
南
遣
艦
隊 

 
 

 
 

 

軍
医
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
計
長 

殿 

 

当
方
面
ニ
於
ケ
ル
脚
気
ニ
就
キ
テ
ハ
十
八
年
度
ニ
ア
リ
テ
モ
一
日
平
均
現
員
毎
千
患
者
比

例
二
八
・
三
一
ニ
シ
テ
昭
和
十
六
年
度
海
軍
全
般
ノ
一
一
・
六
九
ニ
比
シ
約
二
・
四
倍
ナ
リ

シ
処
最
近
人
員
ノ
増
加
輸
送
ノ
逼
迫
ニ
伴
ヒ
第
四
南
遣
艦
隊
地
区
特
ニ
東
方
離
島
方
面
ノ

戦
局
苛
烈
ナ
ル
地
域
ニ
在
リ
テ
ハ
脚
気
患
者
ノ
発
生
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
斯
ク
テ
ハ
作
戦
遂

行
上
ニ
モ
支
障
ヲ
来
ス
ベ
キ
憂
慮
サ
ル
ベ
キ
状
況
ナ
リ
、
之
ガ
原
因
ハ
多
々
ア
リ
ト
雖
モ
当

方
面
米
穀
事
情
ニ
因
リ
主
食
ニ
精
白
米
ヲ
充
当
ス
ル
ノ
余
儀
ナ
カ
リ
シ
上
ニ
当
該
地
区
ノ

生
糧
品
不
足
ニ
基
ク
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
、
生
糧
品
輸
送
及
現
地
生
産
ハ
急
速
ニ
ハ
実
現
ヲ
期

待
シ
得
ズ
、
混
汁
用
ビ
タ
ミ
ン
配
給
モ
亦
輸
送
等
ノ
関
係
ニ
テ
必
ズ
シ
モ
期
待
シ
得
ザ
ル
ヲ

以
テ
別
紙
軍
医
学
校
及
経
理
学
校
ニ
於
ケ
ル
精
密
ナ
ル
基
礎
研
究
成
果
ニ
基
キ
嗜
好
等
実

際
的
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
玄
米
胚
芽
米
若
ハ
二
分
搗
米
等
ノ
補
給
ハ
是
非
共
必
要
ナ
ル
ニ
付

急
速
実
現
強
化
方
手
配
相
成
度
尚
玄
米
（
胚
芽
米
）
供
食
状
況
御
一
報
相
成
度 

 
 

（
別
紙
添
） 

 
 

 
 

 

写
送
付
先 

 
 

 
 

 
 

第
百
一
・
百
二
・
百
三
軍
需
部
長 

 
 

 
 

 
 

軍
需
局
長 

 
 

 
 

医
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

経
理
局
長 

 
 

 

軍
医
学
校
長 

 
 

 
 

 
 

経
理
学
校
長 

（
別
紙
略
） 

  

三
十
五
、
南
方
作
戦
ノ
軍
人
等
ニ
玄
米
支
給
ノ
件
照
会 

医
務
局
長
殿 

軍
需
機
密
糧
第
二
三
九
号 

医
務
局
長 

 
 

第
一
課
長
㊞ 

 
 

 
 

 

㊞ 
 

㊞ 
 

㊞ 

 
 

 
 

昭
和
十
九
年
七
月
三
十
一
日 

 

軍
極
秘 

 
 

第
二
課
長
㊞ 

局
員 

 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
軍
省
軍
需
局
長 

 
 

 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 
 

㊞ 

 
 

第
二
十
四
根
拠
地
隊
司
令
官 

殿 

写 

南
方
作
戦
地
ノ
軍
人
等
ニ
玄
米
支
給
ノ
件
照
会 

主
題
ニ
関
シ
二
四
根
機
密
第
一
五
号
ノ
九
八
ヲ
以
テ
上
申
相
成
候
処
糧
食
支
給
ノ
重
大
性

ニ
鑑
ミ
左
記
御
了
知
ノ
上
部
下
指
導
上
特
ニ
御
配
慮
相
成
度 

記 一
、 

南
方
作
戦
地
ニ
於
ケ
ル
白
米
支
給
等
ニ
伴
フ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
ニ
対
シ
テ
ハ
従
来

ヨ
リ
対
策
ヲ
講
ジ
ア
リ
実
施
部
隊
ハ
極
力
之
ガ
実
行
ニ
努
ム
ル
ヲ
要
ス 

 
一 

南
方
地
区
ヘ
ノ
内
地
米
及
麦
輸
送
ノ
困
難
ニ
鑑
ミ
已
ム
ヲ
得
ズ
麦
ヲ
混
ゼ
ザ
ル
現

地
米
ノ
使
用
ヲ
認
メ
タ
ル
モ
現
地
米
ハ
搗
機
構
ノ
関
係
上
歩
搗
米
搗
精
困
難
ナ
リ

シ
ヲ
以
テ
之
ガ
救
済
策
ト
シ
テ
混
汁
用
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
（
〇
・
二
瓦
一
〇
〇
〇
γ
）

ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ニ
定
メ
ア
リ
之
ガ
励
行
セ
ラ
ル
ル
場
合
ニ
ハ
脚
気
病
患
者
ノ
発
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生
ナ
キ
筈
又
マ
ラ
リ
ヤ
罹
病
防
止
ノ
効
果
ニ
モ
鑑
ミ
之
ガ
受
入
ニ
緊
密
ナ
ル
連
緊

ヲ
保
ツ
ト
共
ニ
支
給
励
行
ヲ
要
ス 

 

二 

脂
肪
分
ノ
不
足
ニ
付
テ
ハ
十
八
年
八
月
ヨ
リ
凝
脂
従
来
ノ
二
倍
量
支
給
ノ
コ
ト
ニ

改
メ
ラ
レ
タ
リ 

 

三 

生
野
菜
ノ
不
足
対
策
及
マ
ラ
リ
ヤ
予
防
等
ノ
一
案
ト
シ
テ
混
汁
用
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

（
〇
・
二
瓦
）
ノ
支
給
ヲ
定
メ
ア
リ
一
同
様
支
給
励
行
ヲ
要
ス 

二
、
南
方
地
区
ハ
従
来
精
米
機
ノ
関
係
上
歩
搗
米
ノ
搗
精
困
難
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
西
貢
軍
需
支

部
ハ
同
地
ニ
歩
搗
米
ニ
適
ス
ル
胚
芽
米
搗
機
構
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト
ト
シ
既
ニ
精
搗
開

始
ノ
筈
ナ
リ
尚
左
記
各
地
ニ
ハ
佐
竹
式
精
米
機
ヲ
設
備
ス
ル
コ
ト
ト
シ
十
八
年
八
月

通
牒
済
ナ
リ 

 
 

 

昭 

南 

ス
ラ
バ
ヤ 

マ
カ
ッ
サ
ル 

三
、 

海
軍
ニ
於
ケ
ル
米
ハ
現
在
玄
米
ニ
対
シ
搗
上
リ
重
量
比
九
割
七
分
（
約
三
分
搗
）
ヲ

標
準
ト
ス
ル
モ
各
種
ノ
状
況
ニ
応
ジ
前
述
ノ
通
白
米
ヲ
供
給
ス
ル
場
合
（
混
汁
用
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
併
給
）
ア
ル
モ
又
内
地
ヨ
リ
送
遣
ノ
米
ノ
中
ニ
ハ
既
ニ
玄
米
ヲ
モ
相
当

量
混
送
シ
ア
ル
実
情
ナ
ル
ヲ
以
テ
情
況
ニ
即
応
シ
テ
適
当
ニ
支
給
セ
ラ
レ
度
此
点
既

ニ
第
四
南
遣
司
令
部
ヨ
リ
ハ
指
示
セ
ラ
レ
ア
ル
ガ
如
シ
尚
精
米
、
精
麦
ノ
名
称
ハ
米
、

麦
ニ
改
正
セ
ラ
ル
ル
予
定
ナ
リ 

追
而 

玄
米
問
題
ニ
付
テ
ハ
玄
米
自
体
ノ
栄
養
価
ガ
白
米
及
歩
搗
米
ニ
比
シ
優
ル
コ
ト
ハ

勿
論
ナ
ル
モ
之
ガ
摂
取
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ノ
消
化
吸
収
ニ
付
テ
ハ
実
験
者
中
ノ
一
部

ノ
経
験
ニ
依
ル
ノ
外
科
学
的
ニ
真
ニ
信
憑
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
資
料
ナ
ク
之
ヲ
以
テ

一
般
ニ
及
ボ
ス
ハ
尚
早
事
重
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
尚
慎
重
措
置
ス
ル
ノ
要
ア
リ
テ
目
下

経
校
、
横
刑
、
各
鎮
ニ
於
テ
根
本
的
ノ
試
験
研
究
ヲ
行
ハ
レ
ツ
ツ
ア
ル
次
第
ナ
リ 

  
 

 
 

 
 

 

南
西
方
面
艦
隊
司
令
長
官 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
南
遣
艦
隊
司
令
長
官 

 
 

 
 

 
 

 

医
務
局
長 

 
 

御
送
付
先 

軍
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 

経
理
学
校
長 

 
 

 
 

 
 

 

軍
医
学
校
長 

 
 

 
 

 
 

 

呉
病
院
長 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
六
警
備
部
隊
司
令 

  

三
十
六
、
医
務
衛
生
ニ
関
ス
ル
件
送
付 

 
 

 
 

 

第
一
課
長
㊞ 

局
員 

㊞
㊞
㊞ 

 
 

 
 

㊞
㊞ 

医
務
局
長
㊞ 

 
 

 
 

 

第
二
課
長
㊞ 

局
員 

ア
ト
杉
田
局
員
㊞
㊞ 

 

㊞
㊞ 

 

㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

㊞ 

 

医
務
局
長
殿 

扶
桑
機
密
第
四
八
号 

 
 

 

 
 

 
 

昭
和
十
九
年
八
月
一
日 

 

㊞ 

軍
極
秘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

扶 

桑 

艦 

長
㊞ 

 
 

 
 

 

軍 

需 

局 

長 

殿 

 
 

 
 

 

医 

務 

局 

長 

殿 

 
 

 
 

 

経 

理 

局 

長 

殿 

 
 

 
 

 
関
係
各
部
隊
庁
長 

殿 

 
 

医
務
衛
生
ニ
関
ス
ル
件
送
付 
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本
艦
昭
和
十
八
年
八
月
内
地
ヲ
出
撃
シ
南
方
諸
地
域
ニ
転
戦
シ
現
在
ニ
至
ル
約
一
ヶ
年
間

ニ
於
ケ
ル
研
究
所
見
別
紙
ノ
通 

 

（
別 

紙 
添
） 

（
終
） 

 

 
 

外
地
産
純
白
米
ヲ
速
カ
ニ
駆
逐
ス
ル
ヲ
要
ス 

南
方
諸
地
域
ノ
作
戦
ニ
従
事
シ
ツ
ツ
ア
ル
将
兵
間
ニ
屡
々
耳
ニ
ス
ル
言
葉
ハ
半
年
モ
経
過

ス
レ
バ
身
体
ノ
芯
疲
レ
全
ク
根
気
無
ク
ナ
レ
リ
ト
言
ヒ
又
或
モ
ノ
ハ
南
洋
惚
ケ
シ
思
考
力

著
シ
ク
減
退
セ
リ
又
急
ニ
白
毛
増
加
シ
老
ケ
タ
リ
ト
言
ヒ
又
急
ニ
目
、
歯
ノ
具
合
悪
ク
ナ
レ

リ
ト
言
ヒ
又
抵
抗
力
著
シ
ク
減
弱
シ
風マ

マ

ヲ
引
キ
易
ク
又
腹
ヲ
コ
ワ
シ
易
ク
ナ
レ
リ
等
々
ナ

リ
飜
テ
患
者
ノ
状
況
ヲ
観
ル
ニ
各
種
ノ
対
策
ハ
講
ゼ
ラ
レ
居
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
結
核
性
諸
疾

患
ハ
減
少
セ
ン
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
増
加
ノ
傾
向
ニ
ア
リ
其
ノ
他
脚
気
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
脚
気
準
備

状
態
、
原
因
不
明
ノ
発
熱
下
痢
等
々
多
種
多
様
ノ
疾
病
発
生
シ
ツ
ツ
ア
ル
現
状
ニ
シ
テ
脚
気

ノ
如
キ
ハ
軽
症
ニ
シ
テ
所
謂
Ｂ
１
欠
乏
状
態
ト
称
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
ラ
バ
驚
ク
程
多
数
発

生
セ
ル
コ
ト
ハ
明
ナ
リ
又
夜
盲
症
、
視
力
低
下
等
モ
亦
多
数
ア
リ
中
ニ
ハ
最
近
マ
デ
正
常
視

力
ヲ
有
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
視
力
〇
・
〇
五
マ
デ
モ
低
下
減
退
シ
Ｂ
１
治
療
ニ
ヨ
リ
略
正
常
ニ

恢
復
セ
ル
例
モ
ア
リ
然
モ
之
等
ノ
疾
病
ハ
一
般
ニ
一
旦
発
病
セ
バ
内
科
的
方
面
ニ
於
テ
モ

又
外
科
的
方
面
ニ
於
テ
モ
症
状
及
経
過
ハ
内
地
ニ
於
ケ
ル
ト

マ

マ

著
シ
ク
其
ノ
趣
ヲ
異
ニ
シ
適

切
ナ
ル
治
療
ノ
施
サ
レ
タ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
順
調
ニ
経
過
セ
ザ
ル
場
合
多
シ
其
ノ
他
特
ニ
注

目
ニ
値
ス
ベ
キ
ハ
予
想
外
ナ
ル
患
者
ノ
「
コ
ロ
コ
ロ
」
ト
死
亡
ス
ル
場
合
決
シ
テ
珍
シ
カ
ラ

ザ
ル
事
実
ナ
リ
、
嘗
テ
艦
内
ニ
テ
南
方
ノ
小
鳥
ヲ
飼
育
セ
ル
状
況
ヲ
観
察
セ
シ
処
純
白
米
飼

育
群
（
士
官
室
）
ハ
一
週
ニ
シ
テ
全
部
斃
死
シ
白
米
コ
ブ
ラ
（
椰
子
ノ
内
壁
）
加
群
（
准
士

官
室
）
ハ
全
部
健
存
、
糠
飼
育
群
（
兵
員
室
）
モ
亦
健
存
セ
リ
異
常
ハ
単
ニ
南
方
諸
地
域
ニ

於
ケ
ル
将
兵
ノ
衛
生
状
況
ノ
一
般
並
ニ
小
鳥
飼
育
中
ニ
於
ケ
ル
小
出
来
事
ヲ
述
ベ
タ
ル
ニ

過
ギ
ザ
ル
モ
之
等
ノ
事
実
ヲ
眼
前
ニ
観
テ
白
米
禍
ノ
恐
ル
ベ
キ
毒
害
ヲ
直
視
シ
愕
然
タ
ル

モ
ノ
ヲ
覚
エ
其
ノ
因
ツ
テ
来
ル
ト
コ
ロ
ヲ
追
求
シ
其
ノ
根
拠
ヲ
絶
タ
ズ
シ
テ
コ
ノ
儘
放
置

セ
シ
ガ
遂
ニ
ハ
拾
収
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
状
態
ニ
陥
ル
ベ
キ
ハ
火
ヲ
見
ル
ヨ
リ
モ
明
ナ
リ
根
源

ト
ハ
誤
ル
ル
主
食
即
チ
純
白
米
食
ニ
ア
リ
即
刻
コ
ノ
外
地
産
純
白
米
ヲ
駆
逐
ス
ベ
キ
ヲ
痛

感
ス
ル
次
第
ナ
リ
白
米
ハ
温
帯
寒
帯
ニ
於
テ
ス
ラ
Ｂ
欠
乏
ヲ
起
ス
ベ
キ
ハ
明
白
ニ
シ
テ
況

ヤ
夏
期
或
ハ
熱
帯
地
ニ
於
テ
ハ
障
害
ヲ
起
ス
ベ
キ
ハ
当
然
ニ
シ
テ
明
々
白
々
タ
ル
常
識
ナ

リ
斯
ル
純
白
ノ
外
地
米
ヲ
積
込
ミ
タ
ル
艦
船
ハ
本
艦
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
帝
国
海
軍
艦
船
ニ
シ
テ

南
西
方
面
ニ
出
動
ス
タ
ル
モ
ノ
ハ
殆
ド
九
十
九
％
之
ヲ
積
込
ム
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
次
マ
リ
ア

ナ
方
面
作
戦
ニ
参
加
シ
タ
ル
艦
船
ノ
殆
ド
全
部
ハ
該
白
米
ヲ
主
食
ト
シ
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
純

白
米
ノ
害
毒
ニ
ツ
キ
テ
ハ
明
治
初
年
帝
国
海
軍
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
充
分
経
験
済
ミ
ニ
シ
テ
兵

食
改
正
後
ハ
米
麦
ヲ
主
食
ト
シ
更
ニ
最
近
ハ
米
ヲ
三
分
搗
ニ
決
定
セ
ラ
レ
ア
リ
其
ノ
理
由

ハ
糠
成
分
及
麦
中
ニ
有
ス
ル
成
分
ヲ
摂
取
セ
ン
ガ
為
ニ
外
ナ
ラ
ズ
現
在
混
汁
用
「
ビ
タ
ミ
ン
」

ヲ
用
ヒ
ツ
ツ
ア
ル
モ
其
ノ
効
果
タ
ル
ヤ
甚
ダ
少
ク
シ
テ
前
述
ノ
如
キ
種
々
ノ
障
害
発
生
ズ

混
汁
用
「
ビ
タ
ミ
ン
」
ア
リ
ト
テ
安
心
シ
斯
ル
外
地
産
純
白
米
ヲ
主
食
ト
ス
ル
ハ
不
合
理
モ

亦
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
将
兵
ヲ
疲
労
困
憊
ニ
陥
レ
昼
間
及
夜
間
視
力
ヲ
減
弱
セ
シ
メ
対

潜
見
張
等
ノ
戦
力
ヲ
明
瞭
ニ
低
下
セ
シ
ム
ル
等
決
戦
期
ニ
当
リ
洵
ニ
寒
心
ニ
堪
エ
ズ
外
地

産
白
米
ニ
代
フ
ル
ニ
外
地
産
ニ
分
搗
米
又
ハ
玄
米
ヲ
以
テ
之
ニ
代
ハ
ラ
シ
メ
糠
成
分
中
ニ

含
有
セ
ラ
ル
ル
天
然
ノ
「
ビ
タ
ミ
ン
」
Ｂ
１
Ｂ
２
脂
肪
フ
イ
チ
ン
等
ヲ
摂
取
シ
更
ニ
之
ニ
相

当
量
ノ
脂
肪
並
ニ
現
用
混
汁
用
合
成
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ヲ
併
用
シ
テ
コ
ソ
始
メ
テ
効
果
歴
然
タ

ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
大
東
亜
戦
争
熱
帯
作
戦
開
始
以
来
二
年
有
半
ノ
長
期
ニ
亘
リ
吾
人
前
線
ノ

戦
闘
員
ヲ
シ
テ
純
白
米
ヲ
摂
ラ
シ
メ
糠
成
分
及
米
胚
芽
等
ヲ
絶
対
ニ
口
ニ
セ
シ
メ
ザ
ル
牢

固
タ
ル
事
実
コ
ソ
ハ
正
ニ
敵
側
ノ
謀
略
ト
サ
ヘ
考
ヘ
ラ
シ
ツ
ツ
ア
リ
敵
ハ
電
波
ト
白
米
ト
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ヲ
以
テ
我
ニ
迫
リ
ツ
ツ
ア
リ
ト
解
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
即
チ
前
線
ニ
於
テ
ハ
経
済
機
構
ヲ
以
テ

糠
成
分
ヲ
隔
離
シ
絶
対
ニ
白
米
以
外
ヲ
渡
サ
ズ
内
地
ニ
ア
リ
テ
ハ
思
想
的
ニ
玄
米
論
ノ
枝

葉
末
節
ニ
関
シ
テ
医
学
者
ヲ
囚
乱
ニ
陥
レ
危
急
存
亡
祖
国
荒
廃
ノ
岐
路
ニ
於
テ
出
撃
艦
隊

ヲ
養
フ
主
食
ノ
白
米
化
ニ
対
ス
ル
注
意
ヲ
鈍
麻
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
仇
敵
ノ
謀
略
ナ
キ
ニ
非

ズ
ヤ
ヲ
恒
ニ
念
頭
ニ
置
ク
ヲ
要
ス
従
来
ノ
行
掛
リ
ヲ
一
切
棄
テ
迫
ラ
ン
ト
ス
ル
次
期
決
戦

ニ
ハ
全
艦
隊
及
前
線
基
地
ヨ
リ
外
地
産
純
白
米
ヲ
即
刻
駆
逐
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
之

ニ
ハ
次
ノ
二
項
目
ヲ
急
速
解
決
ス
ル
ヲ
要
ス 

一
、
前
線
ノ
精
搗
経
済
機
構
ヲ
速
カ
ニ
変
更
ス
ル
コ
ト 

ニ
、
将
兵
ニ
対
シ
白
米
ノ
害
毒
ニ
関
シ
徹
底
的
且
速
カ
ナ
ル
教
育
ヲ
施
ス
コ
ト 

艦
隊
乗
員
ハ
外
地
産
純
白
米
ヲ
双
手
ヲ
挙
ゲ
テ
喜
ビ
其
ノ
害
毒
ノ
如
何
ニ
恐
ル
ベ
キ
カ
ヲ

知
ラ
ズ
従
来
ノ
混
麦
三
分
搗
ノ
規
定
兵
食
ノ
味
ヲ
忘
却
シ
久
シ
ク
白
米
食
ニ
慣
レ
居
ル
ヲ

以
テ
海
軍
兵
食
ニ
復
帰
ス
ル
ト
キ
ハ
相
当
之
ヲ
嫌
フ
モ
ノ
ナ
リ
今
次
大
東
亜
戦
争
熱
帯
作

戦
下
ニ
主
食
問
題
ニ
対
ス
ル
軍
人
一
般
ノ
根
本
的
観
念
ノ
頽
廃
セ
ル
コ
ト
ハ
決
戦
下
真
ニ

憂
慮
ニ
堪
エ
ズ
宜
シ
ク
明
治
初
年
ノ
帝
国
海
軍
兵
食
改
革
ノ
赫
々
タ
ル
歴
史
ヲ
回
顧
セ
シ

メ
速
カ
ニ
艦
隊
戦
闘
員
ヨ
リ
白
米
禍
ヲ
駆
逐
シ
衛
生
常
識
教
育
ノ
部
内
一
般
普
及
ヲ
速
カ

ニ
徹
底
ス
ル
必
要
ヲ
認
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

  

三
十
八
、
玄
米
食
試
験
供
食
ニ
関
ス
ル
所
見
ノ
件
通
知 

医
第
一
〇
六
一
号 

 
 

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
軍
省
医
務
局
長 

 
 

 

海
軍
省
軍
需
局
長 

殿 

 

玄
米
食
試
験
供
食
ニ
対
ス
ル
所
見
ノ
件
通
知 

首
題
ノ
件
別
紙
ノ
通 

 
 

 
 

（
別 

紙 

添
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
終
） 

  
 

玄
米
食
試
験
供
食
ニ
対
ス
ル
所
見 

 
 

 

医
務
局 

対
策
左
ノ
如
シ 

一
、 

玄
米
食
ノ
全
面
的
即
時
断
行
ハ
現
下
ノ
状
勢
ニ
於
テ
ハ
炊
飯
施
設
、
要
員
、
燃
料
ノ

関
係
上
実
施
困
難
ナ
ル
向
少
カ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
斯
ル
所
轄
ニ
於
テ
ハ
差
当
リ
精

米
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ト
ス
、
但
シ
実
施
可
能
ナ
ル
所
轄
ニ
於
テ
ハ
仮
令
部
分
的
ナ
リ
ト

モ
玄
米
食
ト
ナ
ス
ヲ
適
当
ト
認
ム 

ニ
、
玄
米
食
支
給
ノ
場
合
ハ
特
ニ
栄
養
及
咀
嚼
ニ
関
シ
指
導
教
育
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

此
場
合
食
事
時
間
ハ
二
〇
分
内
外
ヲ
適
当
ト
認
ム 

三
、 

白
米
食
（
主
ト
シ
テ
南
西
方
面
及
潜
水
艦
ニ
支
給
シ
ア
リ
）
ハ
絶
対
ニ
禁
止
ス
ル
ヲ

要
ス
之
ガ
為
精
米
機
ヲ
急
遽
改
装
ノ
要
ア
リ 

四
、 

精
米
又
ハ
過
渡
期
現
象
ト
シ
テ
止
ム
ヲ
得
ズ
白
米
ヲ
支
給
ス
ル
場
合
洗
米
ハ
粗
大
塵

埃
ヲ
取
去
ル
程
度
ト
シ
極
力
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ヲ
洗
出
サ
ザ
ル
様
注
意
シ
尚
此
場
合
夏
期

及
熱
帯
地
ニ
於
テ
ハ
精
米
ヲ
給
ス
ル
場
合
ハ
一
人
一
日
宛
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
五
〇
〇
γ
、

白
米
ヲ
給
ス
ル
場
合
ハ
一
、
五
〇
〇
γ
ヲ
給
ス
ル
ヲ
要
ス 

潜
水
艦
ニ
支
給
ス
ル
精
米
ハ
水
分
含
量
一
三
・
五
％
以
下
ト
ス 

 

説 
明 

 

官
房
需
一
七
六
号
訓
令
ニ
ヨ
ル
玄
米
供
食
試
験
成
績
結
論
左
ノ
如
シ 

一
、
玄
米
食
ノ
利
点 
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（
一
）
玄
米
食
ハ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
消
化
吸
収
ニ
関
シ
精
米
食
及
精
米
精
麦
食
ニ
遙
ニ
勝
リ

脚
気
及
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
症
予
防
上
有
利
ナ
リ
ト
認
ム 

現
行
精
米
精
麦
食
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
夏
期
及
熱
帯
地
ニ
於
テ
ハ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
必
要

量
ヲ
十
分
ニ
ハ
満
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
部
内
ニ
於
ケ
ル
脚
気
発
生
状
況
モ

亦
之
ヲ
裏
書
シ
ア
リ
（
別
表
参
照
） 

（
二
）
炊
殖
工
ハ
玄
米
精
麦
食
ニ
於
テ
最
大
ニ
シ
テ
精
米
精
麦
ノ
一
、
二
倍
弱
ニ
達
ス 

（
三
）
玄
米
食
ハ
現
行
支
給
額
ニ
於
テ
ハ
蛋
質
、
脂
質
、
糖
質
ノ
消
化
吸
収
ニ
関
シ
精
米
食

精
米
及
精
麦
食
ト
大
差
ナ
キ
モ
米
ノ
給
与
額
減
額
セ
ル
場
合
ニ
ハ
玄
米
ハ
栄
養
学

上
種
々
ノ
点
ニ
於
テ
精
米
ニ
勝
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス 

ニ
、
玄
米
食
ノ
欠
点 

（
一
）
玄
米
飯
ノ
炊
飯
士
官
ハ
精
米
精
麦
飯
ニ
比
シ
約
三
十
分
延
長
シ
燃
料
ニ
於
テ
二
倍
弱

ヲ
要
ス 

（
二
）
玄
米
食
ニ
対
ス
ル
嗜
好
ニ
関
シ
テ
ハ
施
行
当
初
ニ
於
テ
ハ
嫌
忌
ス
ル
者
少
カ
ラ
ザ
ル

モ
呉
鎮
守
府
ニ
於
ケ
ル
実
績
ニ
ヨ
レ
バ
指
導
教
育
ニ
ヨ
リ
却
ッ
テ
之
ヲ
嗜
ム
者
激

増
ノ
傾
向
ア
リ
従
ッ
テ
嗜
好
上
ノ
問
題
ハ
心
配
ス
ル
ニ
及
バ
ズ 

（
三
）
消
化
吸
収
力
低
下
セ
ル
患
者
ニ
ハ
玄
米
食
ハ
不
適
ト
認
ム 

 
 

 

尚
健
康
者
ニ
ア
リ
テ
モ
年
齢
体
質
等
ノ
関
係
上
適
セ
ザ
ル
者
ア
リ 

三
、
精
白
米
禁
止
ノ
要
ア
ル
理
由 

（
一
）
精
白
米
食
ハ
各
種
栄
養
素
ノ
吸
収
実
量
ニ
於
テ
玄
米
食
及
精
米
食
ニ
遥
ニ
劣
ル 

（
二
）
精
白
米
ヲ
支
給
シ
ア
ル
南
西
方
面
ニ
ア
リ
テ
ハ
ビ
タ
ミ
ン
食
ヲ
支
給
シ
ア
ル
筈
ニ
シ

テ
且
比
較
的
豊
富
ナ
ル
野
菜
果
物
等
ヲ
供
給
シ
テ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
地
域
的
ニ
多
数
ノ

脚
気
及
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
症
ノ
発
生
ヲ
見
、
戦
力
ニ
多
大
ノ
影
響
ヲ
及
ボ
シ
ツ
ツ

ア
リ 

（
三
）
潜
水
艦
ニ
ア
リ
テ
ハ
脚
気
及
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
症
少
カ
ラ
ズ
体
力
ノ
減
耗
大
ナ
リ 

別
表
第
一
表 

海
軍
ニ
於
ケ
ル
最
近
ノ
脚
気
病
患
者
発
生
状
況
（
軍
人
ノ
ミ
）
年
度
別
脚
気

患
者
発
生
状
況 

 

                 

昭
和
十
八
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
六
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
三
年

年
　
度

八
八
三
五

三
三
二
九

二
九
六
一

一
六
六
九

一
一
七
六

一
六
七
一

新
患
者
数

一
八
・
四
八

一
三
・
一
二

一
一
・
一
四

八
・
三
四

七
・
二
四

一
〇
・
六
〇

一
日
平
均
現
員
毎
千
比
例
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別
表
第
二
表 

昭
和
十
七
年
度
及
昭
和
十
八
年
度
艦
隊
、
鎮
守
府
別
脚
気
患
者
発
生
状
況
比

較 
 

※
ハ
減
ヲ
示
ス 

 

別
表
第
三
表 

昭
和
十
八
年
度
脚
気
患
者
月
別
発
生
状
況
（
艦
隊
鎮
守
府
別
）（
表
番
号
２
） 

別
表
第
四
表 

昭
和
十
九
年
度
（
自
一
月
至
四
月
）
各
鎮
守
府
脚
気
患
者
月
別
発
生
状
況 

 

別
表
第
五
表 

昭
和
十
八
年
度
海
軍
各
学
校
生
徒
脚
気
患
者
月
別
発
生
状
況
（
表
番
号
３
） 

  

四
十
二
［
玄
米
食
採
否
ニ
関
シ
兵
食
研
究
調
査
委
員
会
決
定
事
項
］ 

昭
和
十
九
年
九
月
六
日 

 
 

自
〇
九
〇
〇 

至
一
二
〇
〇 

 
 

玄
米
食
採
否
ニ
関
シ
兵
食
研
究
調
査
委
員
会 

決
定
事
項 

一
、
玄
米
食
ハ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
ノ
項
デ
ハ
精
米
精
麦
食
ニ
勝
ル
ナ
リ
脚
気
予
防
ノ
見
地
カ
ラ

ハ
此
ノ
方
ガ
ヨ
ケ
リ
ト
思
ハ
レ
ル
ガ
現
状
ニ
於
テ
ハ
施
設
等
ノ
関
係
上
即
時
今
回
以
テ

採
用
ハ
不
可
能
デ
ア
ル
カ
ラ
取
敢
エ
ズ
部
搗
米
（
三
分
）
ト
シ
尚
必
要
ノ
向
ノ
長
官
ノ

許
可
ヲ
得
テ
玄
米
ヲ
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

二
、
一
分
搗
米
ニ
持
ッ
テ
行
ク
ヤ
ウ
努
力
ス
ル
（
衣
糧
廠
ニ
テ
直
チ
ニ
実
験
ニ
取
カ
カ
ル
ベ

シ
） 

 

  

練
習
連
合
航
空
総
隊

学
校

警
備
府

舞
鎮

佐
鎮

呉
鎮

横
鎮

爾
余
ノ
艦
船

第
十
三
航
空
艦
隊

第
十
二
航
空
艦
隊

第
十
一
航
空
艦
隊

第
一
航
空
艦
隊

第
三
艦
支
艦
隊

第
二
艦
支
艦
隊

第
一
艦
支
艦
隊

支
那
方
面
艦
隊

第
四
南
遣
艦
隊

第
三
南
遣
艦
隊

第
二
南
遣
艦
隊

第
一
南
遣
艦
隊

南
西
方
面
艦
隊

第
九
艦
隊

第
八
艦
隊

第
六
艦
隊

第
五
艦
隊

第
四
艦
隊

第
三
艦
隊

第
二
艦
隊

第
一
艦
隊

連
合
艦
隊
附
属
部
隊

艦
隊
別

/ /

六
・
二
八

一
二
・
七
七

一
一
・
〇
四

一
二
・
一
四

七
・
七
七

/ / /

九
・
二
一

一
三
・
七
四

〇
・
六
七

七
・
六
六

八
・
六
三

九
・
〇
〇

/

五
・
四
七

七
・
二
一

一
一
・
六
二

七
・
七
七

/

八
・
二
二

三
・
七
二

一
三
・
〇
〇

五
・
一
三

八
・
〇
一

一
〇
・
六
〇

一
三
・
〇
五

/

昭
和
十
七
年
度
一
日
平

均
現
員
毎
千
比
例

一
六
・
五
八

一
四
・
一
六

八
・
六
七

一
五
・
二
五

一
七
・
二
九

一
九
・
〇
八

一
二
・
九
〇

一
〇
・
三
三

三
九
・
〇
〇

一
一
・
五
四

一
〇
・
六
四

二
・
〇
〇

/

一
六
・
五
〇

二
六
・
七
九

二
五
・
七
七

五
一
・
八
二

一
〇
・
四
〇

七
〇
・
四
四

一
一
九
・
四
三

/

四
・
〇
〇

二
七
・
八
〇

一
三
・
二
七

八
・
三
二

一
七
・
九
二

二
七
・
二
八

一
一
・
九
二

一
四
・
一
九

一
七
・
二
二

昭
和
十
八
年
度
一
日

平
均
現
員
毎
千
比
例

/ /

二
・
三
九

二
・
四
八

六
・
二
五

六
・
九
〇

五
・
一
三

/ / /

一
・
四
三

※
一
一
・
七
四

/

八
・
八
四

一
八
・
一
六

一
六
・
七
七

/

四
・
九
三

六
三
・
二
三

一
〇
七
・
八
一

/ /

一
九
・
五
八

八
・
五
五

※
四
・
六
八

一
二
・
七
三

一
九
・
二
七

一
・
三
二

一
・
一
四

/
増
減

舞
　
鎮

佐
　
鎮

呉
　
鎮

横
　
鎮

鎮
別
／
月
別

三
〇

二
六

五
一

五
四

一
　
月

二
二

四
一

四
〇

四
〇

二
　
月

二
三

一
一

二
九

九
八

三
　
月

四
六

六
六

一
四
三

一
二
八

四
　
月

一
二
一

一
四
四

二
六
三

三
二
〇

計
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表
番
号
１ 

第
六
表 

呉
、
大
竹
両
海
兵
団
六
ヶ
月
間
総
員
玄
米
、
精
麦
供
食
期
間
中
受
療
患
者
（
外
傷
ヲ
除
く
）
前
年
同
期
ト
ノ
比
較 

 

 

表
番
号
２ 

別
表
第
三
表 

昭
和
十
八
年
度
脚
気
患
者
月
別
発
生
状
況
（
艦
隊
、
鎮
守
府
別
） 

 

現
員
延
数
対
実
数

患
者
実
数
千
分
比

受
療
患
者
実
数

現
員
延
数

一
・
二
一

一
九
三
九

一
六
〇
八
三
二
七

玄
米
精
麦

供
食
期
間

一
・
三
九

一
七
三
三

一
二
四
四
八
六
四

前
年
同
期

－
　
〇
・
一
八

+
二
〇
七

＋
三
六
三
四
六
三

増
＋
減
－

二
・
九
五

六
二
四
五

二
一
一
四
五
一
〇

玄
米
精
麦

供
食
期
間

三
・
四
一

五
四
二
〇

一
五
九
〇
五
七
七

前
年
同
期

－
　
〇
・
四
六

+
　
八
二
五

+
五
二
三
九
三
三

増
＋
減
－

二
・
二
〇

八
一
八
四

三
七
二
二
八
三
七

玄
米
精
麦

供
食
期
間

二
・
五
二

七
一
五
三

二
八
三
五
四
四
一

前
年
同
期

－
　
〇
・
三
二

+
　
一
〇
四
一

+
八
八
七
三
九
六

増
＋
減
－

両
海
兵
団
合
計

備
考
　
玄
米
、

精
麦
供
食
期
間
中
一
日
平
均
総
現
員
数

呉
　
団
　
　
　
八
、

八
三
七
名

大
竹
団
　
　
一
一
、

六
一
八
名

呉
海
兵
団

大
竹
海
兵
団

第
四
南
遣
艦
隊

第
三
南
遣
艦
隊

第
二
南
遣
艦
隊

第
一
南
遣
艦
隊

第
九
艦
隊

第
八
艦
隊

第
六
艦
隊

第
五
艦
隊

第
四
艦
隊

第
三
艦
隊

第
二
艦
隊

第
一
艦
隊

連
合
艦
隊
附
属
部
隊

艦
隊
・
鎮
守
府
別

： ：
三
三

五
〇

：
二
六

一
二

一
〇

三
〇

三
一

八 五
三
三

一
月

： 一
二
二

五
二

：
三
六

一
一

六
二
四

三
五

四 四
三
三

二
月

： 一
四
二

五
八

：
三
九

二 五
六
〇

五
四

一
一

四
三
一

三
月

： 九
八
八

四
七

：
五
九

三
一
〇

四
七

五
五

九
一
四

二
三

四
月

： 八
九
四

四
六

：
四
〇

六
一
〇

二
九

四
〇

一
〇

一
五

二
五

五
月

：
一
一

一
〇
二

九
三

：
七
〇

五
一
二

三
四

三
〇

七
一
八

三
二

六
月

： 四
九
四

一
〇
〇

：
五
三

一
一

一
一

三
五

四
三

三
一
三

二
九

七
月

： ：
一
〇
九

七
三

：
二
一

四 三
二
五

四
一

二
二

二
二

二
二

八
月

： 九
一
六
一

九
七

一
二
四

四 五
二
七

五
〇

一
七

二
〇

二
五

九
月

： ：
一
六
二

九
九

：
二
五

六 一
三
三

三
二

一
四

三
二
七

十
月

一
一

一
一
五
〇

六
五

：
一
七

三 三
四
〇

四
六

五 六
一
三

十
一
月

六
五

八
七
〇

五
六

一 七 六 三
三
〇

三
四

四 八
一
七

十
二
月

七
六

五
二

一
一
二
七

八
三
六

二
四
一
七

七
三

七
九

四
一
四

四
九
一

一
一
四

一
三
二

三
一
〇

計

三
一
・
八
二

一
〇
・
四
〇

七
〇
・
四
四

一
一
九
・
四
三

四
・
〇
〇

三
七
・
四
〇

一
三
・
二
七

八
・
三
二

一
七
・
九
二

二
七
・
二
八

一
一
・
九
二

一
四
・
一
九

一
七
・
二
二

人
員
毎
千

患
者
比
例
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表
番
号
３ 

別
表
第
五
表 

昭
和
十
八
年
度
海
軍
各
学
校
生
徒
脚
気
患
者
月
別
発
生
状
況 

 

合
計

練
習
連
合
航
空
総
隊

学
校

警
備
府

舞
鎮

佐
鎮

呉
鎮

横
鎮

爾
余
ノ
艦
船

第
十
三
航
空
艦
隊

第
十
二
航
空
艦
隊

第
十
一
航
空
艦
隊

第
一
航
空
艦
隊

第
二
艦
支
艦
隊

第
一
艦
支
艦
隊

支
那
方
面
艦
隊

（

附
属
部
隊
）

三
八
五

：
一
四

七
一
六

二
八

一
四

二
四

一
六

： ： 六 ： 二 一
一
九

三
七
二

一
七

一
二

七 五
一
七

一
四

三
二

一
五

： ：
一
一

： 一 三
一
〇

四
六
五

二
三

一
九

五 七
二
七

一
三

三
三

一
五

： ： 六 ： 四 ： 六

五
七
九

四
七

二
九

七 六
三
四

二
五

三
七

一
七

： ：
一
三

： 四 四
一
〇

六
八
八

五
五

五
四

八
一
五

四
八

六
八

四
七

二
六

： 一
一
八

： 五 六
一
六

九
〇
〇

一
〇
二

九
三

七
二
八

五
八

五
六

六
五

二
八

： 五
一
一

： 七 四
二
二

一
〇
三
〇

一
二
〇

一
四
一

一
二

三
二

六
五

七
九

六
〇

七
二

：
一
五

四 ： 一
一
一

二
二

一
一
四
四

一
五
九

一
三
一

二
二

三
四

七
三

一
三
八

一
〇
一

四
七

：
一
四

八 ： 一
二
一

五
三

一
〇
一
六

一
二
〇

七
三

二
四

一
七

六
〇

六
六

八
三

三
一

七
一
一

二
三

一 七 ：
五
三

七
九
三

五
五

五
二

一
〇

七
三
〇

五
一

六
〇

二
一

一
四

一
二

二
二

：
二
二

：
三
五

七
一
五

五
五

三
七

一
九

九
四
一

二
八

二
七

三
〇

二
七

一
二

一
九

二 四 ：
四
五

七
三
〇

七
六

五
三

二
八

九
二
九

四
二

七
六

二
三

三
〇

一
〇

八 一 八 ：
二
八

八
八
三
五

九
二
九

（

八
二
九
の

誤
り
ｶ
）

七
〇
八

一
五
六

一
八
五

五
一
〇

五
九
四

六
四
五

三
四
一

七
八

八
〇

一
四
九

四
六
六

五
〇

三
一
九

一
八
・
四
八

一
六
・
二
八

一
四
・
一
六

八
・
六
七

一
三
・
二
三

一
七
・
二
九

一
九
・
〇
四

一
二
・
九
〇

一
〇
・
三
五

三
九
・
〇
〇

一
一
・
三
四

一
〇
・
六
四

二
・
〇
〇

一
六
・
五
〇

二
六
・
七
九

二
五
・
七
七

計

経
理
学
校

機
関
学
校

兵
学
校

学
校
名

一 二
一
月

二
二
月

一
三
月

二 一 一
四
月

一 八
五
月

二 二
二
三

六
月

二
六

一
五

七
月

一
五

一
八

八
月

一 一 三
九
月

二 一 四
十
月

十
一
月

五 五 九
十
二
月

一
五
一

一
三

五
四

八
四

計

四
三
・
一
一

五
七
・
二
七

九
〇
・
三
〇

三
一
・
三
七

現
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※ 以下欄外後筆 

 

イ壱九 イ七三 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高雄10号 高雄市林復安 750 140 2070
〃 農業試験所農場（台北市富田町） 700 150 2300

新竹4号 農業試験所農場（台北市富田町） 450 180 2900
嘉義晩2号 農業試験所農場（台北市富田町） 450 100 2600
台農38号 農業試験所農場（台北市富田町） 650 210 3050
台農40号 農業試験所農場（台北市富田町） 450 150 2500
台農42号 農業試験所農場（台北市富田町） 540 140 2200
台農45号 農業試験所農場（台北市富田町） 550 190 2220

敏黨（在来種） 台中州 480 120 1600
西貢米 サイゴン 120 30 ー

〃 86 18.10.2　□□丸
スラバヤ米 64.5 18.9.10　那智山丸
蘭尼米 72.1 18.11.3　□□河丸
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四、所見 

上記ノ成績ヲ見ルモ明カナル如ク如何ナル炊飯法・調理法ニヨルモ消化吸収率並総熱量利用率ニ於テ

ハ玄米ハ胚芽米ニ劣ル事ハ否ミ難キ事実ナリ、但シＶｉｔａｍｉｎニ関シテハ玄米飯ノ優劣ニ就キ決

定的結論ヲ得タル実験アルヲ見ズ。小官等ノ横須賀海軍砲術学校ニ於テ実施セル実験ニ於テモ僅カ３

ヶ月余ノ実験期間ナリシヲ以テＶｉｔａｍｉｎニ関スル結論ヲ得ル事態ハザリキ。然レ共其ノ後同校

ニテ実施セシ食餌ニ関スル実験ニ於テ現行兵食ハ夏季食糧トシテ、又激労作時食糧トシテハＶｉｔａ

ｍｉｎ Ａ、ＶｉｔａｍｉｎＢ１不足セル事ヲ認メタリ。玄米食ニ就テハ更ニＶｉｔａｍｉｎニ関ス

ル実験的研究ヲ多数ノ海軍兵員ニ対シ相当長期間（少クモ１ヶ年）ニワタリ行フト共ニ、熱量源栄養

素及無機塩類ノ不足分ヲ補フニ足ル対策ヲ講ジテ後始メテ海軍兵食トシテ玄米食採用可否如何ヲ決ス

可キモノト思考ス。 

然リト雖モ食糧事情逼迫ノ理由ノ下ニ玄米食採用ヲ問題トセラルゝニ当リテハ何等反対スルモノニ非

ズ。現在ニ於テハ玄米食主義者ノ玄米食ヲ是ナリトスル理由ニ科学的実証的根拠ヲ見出シ難キヲ以テ

先ヅ人体実験ノ必要ナルヲ提唱スルモノナリ。一方杉本氏等ノ如キ科学的立場ヨリ詳細ナル検討ヲ加

ヘタルモノニアリテハ玄米食ニ比シ七分搗米乃至胚芽米ノ勝レルヲ実証シオル所ヨリ見ルモ現状ニ於

テハ現行兵食ノ基本食ニ、要ニ臨ミ現行ノ如クＶｉｔａｍｉｎヲ増給スル方妥当ナルベシ現在日本海

軍ノ結核発生頻度ガ欧米ニ比シ大ナルヲ、非玄米食ニ関連アル如ク観ズルガ如キ向アルモ斯クノ如キ

ハ人間生活ノ複雑性、結核感染及発病機転ノ機序ヲ無視セル素人ノ暴言ト云フベク少クモ医学ヲ修メ

タル者ノ軽々ニ口ニス可カラザル所ナリト思考ス 

結核発病ト栄養トノ間ニ相関アリトセバ、ソレト同様ニ或ハ夫異常ノ相異ニ於テ結核ト環境、結核ト

作業、結核ト休眠等ヲ考慮ス可キナリ。且結核ト栄養トヲ論ズルニ当リテハ主食ノミニ捉ハレズ、副

食物ニ関シ各種栄養素ノ質、量、配合等ニ就キ視野ヲ広クシテ検討ス可キモノナリト信ズ 

 

 

二十一、各種発芽米ノ成分比較の続き 

ヴィタミンＢ１含有量（γ％） 

 

 

品種 産地 玄米 白米 糠
台中65号 台北州新荘郡鷺為庄 600 260 200

〃 450 140 255
〃 台北市 580 200 230
〃 550 180 240
〃 台中州 580 220 160
〃 台南州 540 180 440
〃 農業試験所農場（台北市富田町） 560 220 800

嘉南2号 台南州虎尾郡二崙郷 580 180 1380
〃 〃 500 150 1250
〃 台南州斗六街 620 280 2000
〃 〃 640 250 2050
〃 農業試験所農場（台北市富田町） 660 160 2050

台中150号 台中州豊原郡潭子庄 440 60 2500
〃 〃 350 30 1400
〃 台中市 550 50 2500
〃 〃 500 40 2200
〃 農業試験所農場（台北市富田町） 480 65 3000
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一、玄米食ノ消化吸収率ニ関スル文献摘録並所見の続き 

玄米食ノ消化吸収率ニ関スル文献摘録並所見 

                    海軍々医学校 海軍軍医中佐  清原蕃卿 

                                   杉本好一 他 四 名 

玄米ノ消化吸収率ニ関スル（栄研）ノ報告ヲ摘録ニスルニ次ノ如シ 

一、 実験方法 

摂取玄米飯ノ種類 

 (１)無洗玄米飯  (２)淘洗玄米飯  (３)麦米添加玄米飯  (４)玄米赤飯  

 (５)甘藷入玄米飯 (６)高圧炊玄米飯 (７)野菜入玄米飯   (８)野菜入玄米色飯 

 (９)玄米粥    (１０)挽割玄米飯 (１１)炒玄米飯    (１２)二度炊玄米飯 

被験者 健康男子 ４名 

試験期間 対照試験期共ニ６日間 

主食品 

 試験ニ供セシ米ハ何レモ庄内三等米ナリ 

 搗精ハ同一機械ヲ以テ其都度用ニ応ジテ之ヲ行ヘリ 

 副食物 

  一定献立ヲ使用シ、毎食時一人前宛厳密ニ調製シ之ヲ定量的ニ摂取セシム 

  主食米飯・並副食物ハ毎試験時其ノ分析ヲ行ヘリ 

 排泄物 

  尿及糞便ヲ分析ニ供ス 

  斯クシテ摂取成分ノ各一日量ヲ正確ニ知リ之ニ対応スル排泄物ヲ厳密ニ蒐集シテ分析ニ供シ、各

成分ノ消化吸収率並総温量、利用率ヲ算出セリ 

 対象 

  標準精米（無砂、無洗七分搗米）飯及無洗玄米飯 

 

二、 実験成績（略） 

 

三、 総括 

玄米ノ消化吸収試験其ノ一乃至十二ニワタリ得タル所ノ結論ヲ全般的ニ要約スレバ、玄米飯ハ其ノ何

レヲ問ハズ標準精米飯ニ比較シ毎常、消化吸収率ノ点ニ於テ甚ダ遜色アルヲ認メ、玄米ノ調理法或ハ

炊飯法ノ如何ニ依リ之ヲ著明ニ向上セシメ得ル場合ノ少キヲ見出シタリ。即チ、玄米ニ搗精ニ代ルベ

キ若クハ之ヲ破砕スル操作ヲ機械的ニ（淘洗・挽割）或ハ温熱的ニ（炒玄米）加ヘテ炊キタルモノ、

又ハ玄米ニ精白セル別ノ米粥及之ニ準ズ可キモノニ於テノミ概シテ其ノ消化吸収率ノ僅カニ改善セラ

ルヽヲ見ルニ過ギズ。此等ノ所謂「玄米飯」ト雖モ、決シテ巷間宣伝セラルヽガ如ク或ハ普通人ガ想

像スルガ如キ程度ニ著シク之ヲ佳良ナラシムルモノニハ非ズ 
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また，平成 28 年度との相違点をもう一つ挙げるならば，複数メニューの選択を行う学校が

増加したこと，また，メニューの組合せのバリエーションが増加したことがあげられる。 

この理由として考えられるのが，平成 28 年度から行った教育旅行用予約表の改訂である。

平成 27 年度まで使用していた教育旅行用予約表では，見学メニューの欄が分かりづらく，見

学メニューもきちんと整備がされていなかった。この点を教訓に，平成 27 年度より見学メニ

ューの整備と予約表の改訂を行い，平成 28 年度から改訂した見学メニューと予約表の運用を

開始した。この際に新しく出来た見学メニューが証言者映像視聴であり，こうした改善と新メ

ニューの定着が現れ始めたのが，平成 29 年度だったと考えられる。 

今後は教育旅行の受け入れ態勢の強化と改善作業を行い，多くの学校が利用しやすく，魅力

的な見学メニューを考えていきたい。 

 

【註】 

1 呉と戦艦「大和」の歴史について写真やイラストを用いて概説し，展示室の見どころを紹介。 

2 呉の歴史を学ぶとともに，平和について考える講座。 

3 当館オリジナルのアニメーション「大和－夢の彼方へ－」（沖縄に向けた水上特攻作戦に出撃す

る戦艦「大和」に乗り組み，18 歳で戦死する青年の物語）の視聴を通して，戦争の悲惨さと平和

の大切さについて学ぶ。 

4 戦艦「大和」の沖縄特攻作戦からの生還者や，戦争体験者の体験談を視聴。 

5 ボランティアスタッフは，平成 29 年度現在で 96 名在籍し，呉の歴史や戦艦「大和」について

解説を行う歴史班と，造船技術や船のしくみについて解説を行う科学班にわかれている。館内の

案内は，主に歴史班のボランティアスタッフが行っている。戦争体験者や，元造船関係者なども

在席しており，展示解説だけでなく，自身の経験を活かした解説も行っている。 

6 毎週日曜日に一般来館者を対象に実施している科学の専属スタッフによるショー。このショー

を，教育旅行向けに開催。 

7 14 か所のガイドポイントで，画像とともに音声ガイドを聞くことができる。内 5 か所では，「大

和」の乗組員の遺書の朗読を聞くことが出来る。 

8 学校での事前の学習や自主見学，まとめ学習に使えるワークシート。歴史編と科学編がある。事

前送付も行っているが，当館ホームページからもダウンロードが可能 

9 この学校数・実施人数には，大学や企業，地域の生涯学習団体等も含んでおり，全体の 18％を

占めている。 

10 呉市内の学校のうち，割合が多いのは小学校である。これは，呉市教育委員会において，呉市内

の小学校を対象に，呉の歴史について学ぶ「ふるさと文化探訪事業」を実施しており，大和ミュ

ージアムには，小学 5 年生が訪れるよう計画されているからである。 

11 平成 28 年度呉市外からの来館 75 校 3,399 人に対し，平成 29 年度は 55 校 2,077 人であった。 

 

藤坂彰子（当館学芸員），岡田恵子・岡田なつ紀・寺崎慶子（当館嘱託職員） 
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（３）見学メニュー別の人気 

 見学メニュー別の人気を示したのが，表 3 見学メニュー別実績である。これを見ると，学校

数 397 校の内，半数近くは自由見学であることがわかる。これは前年の平成 28 年度と同様の

結果である。次いでガイダンスが一番多く，さらにガイダンスとアニメ，ガイダンスと案内の

組合せ，案内の需要が高いことがわかる。 

 また，平成 28 年度との相違点としては，証言者映像視聴とサイエンスショーの受講増加と，

複数メニューの組合せを行う学校が徐々に増えてきたことである。 

 

表 3 見学メニュー別実績 

 
 

平成 28 年度 平成 29 年度 

校数 人数 校数 人数 

ガイダンス 45 3,906 39 2,724 

ガイダンス・アニメ 33 1,738 34 1,910 

ガイダンス・アニメ・証言   1 7 

ガイダンス・アニメ・証言・案内   2 29 

ガイダンス・アニメ・証言・案内・サイエンスショー   1 29 

ガイダンス・アニメ・案内 4 159 4 113 

ガイダンス・アニメ・案内・サイエンスショー   1 64 

ガイダンス・証言 1 52   

ガイダンス・証言・案内 1 11 1 56 

ガイダンス・証言・ニンテンドーDS ガイド   1 52 

ガイダンス・案内 33 1,869 34 1,991 

ガイダンス・サイエンスショー 1 72   

ガイダンス・ニンテンドーDS ガイド 11 592 7 377 

講座 12 965 8 691 

講座・アニメ 1 20 3 414 

講座・アニメ・証言   3 402 

講座・アニメ・案内 2 62 2 52 

講座・証言・案内 2 17   

講座・案内 6 347 3 76 

講座・サイエンスショー   1 57 

講座・ニンテンドーDS ガイド   1 14 

アニメ 10 584 9 318 

アニメ・案内 5 270 4 257 

アニメ・案内・サイエンスショー 1 19   

アニメ・サイエンスショー   2 97 

アニメ・ニンテンドーDS ガイド   2 15 

案内 51 2,922 34 1,935 

案内・サイエンスショー 6 176 5 118 

サイエンスショー 4 52 5 98 

ニンテンドーDS ガイド 3 120   

自由見学 225 10,342 190 7,073 

合計 457 24,295 397 18,969 

   前年度比 87% 78% 

 

３ まとめ 

上記のとおり，平成 29 年度の教育旅行の受入実績は，前年度と比べると減少傾向にある。特

に，小中学生の来館者数が著しく減少していることが，教育旅行対応者数年代別割合から伺う

ことができた。原因として，総来館者数の減少に比例して，教育旅行の受入人数も減少したこ

とが考えられよう。 

見学メニュー 
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小中学生の人数がそれぞれ 2,000 人弱と，著しく減少している。小中学生の対応人数減少が，

今年度の対応人数減少に大きく関わっていると考えられる。 

 

 

 

また，図 3 教育旅行対応者数 月別割合を見ると，前年度は 10 月に最も多く受入れをしたが，

平成 29 年度は 5 月に最も多い 47 校，3,272 人の教育旅行を受入れ，対応した。 

 

（２）教育旅行対応者数 地方別割合 

 上記の教育旅行対応者数の内訳について，図 4

教育旅行対応者数 地方別割合を見ると中国地方

が最も多く 41％だった。前年度は 39％の割合だ

ったため，2％程増えている。この内訳を見ると，

当館の所在する広島県からの来館者が大半を占

めており，その内 64％が呉市内の学校10である。

この内訳についても，前年度の 51％から 13％程

増加している。これについては，呉市内からの来

館が増えているのではなく，呉市以外からの来館

が減っていることが原因だと考えられる11。 

次に関東からの来館者が 14％と多く，東海・近

畿地方 10％，九州地方の 8％と続く。平成 28 年

度と比べると，関東，九州及び信越からの来館者

が 1％増加，東海，近畿及び東北からの来館者が

2～3％程割合として減少している。 

 

図 2 教育旅行対応者数 年代別割合 図 3 教育旅行対応者数 月別割合 

図 4 教育旅行対応者数 地方別割合 
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ｂ．教育旅行用アンケート作成 

 当館では，来館者が任意で記入する来館者アンケートを実施しているが，教育旅行で来館し

た学校向けにはアンケートを実施していなかった。来館者アンケートの内容では，教育旅行向

けメニューを改善するために必要な質問項目が少なく，教育旅行単独でアンケートを実施する

ことを決定した。平成 29 年夏より内容を検討し，平成 30 年 2 月からテスト施行。平成 30 年

4 月より本格的に導入した。アンケートの内容や結果については，来年度以降報告したい。 

 

 

２ データに見る平成 29 年度教育旅行の実績と傾向 

（１）教育旅行受入実績の推移 

 平成 29 年度に実施した教育旅行の実績を見ていく。図 1 教育旅行受入実績は，開館以来の

教育旅行の対応学校数，人数を示している。平成 29 年度に対応した学校数は 397 校で，実施

人数は 18,969 人だった9。前年度実績は 457 校 24,295 人であり，60 校 5,326 人減少している。 

 前年度対比を見ると，校数は 87％で約 1 割減，人数は 78％で約 2 割減という結果になった。

ただし，同年度の総来館者数は 929,743 人であり，前年の総来館者数 955,617 人と比較すると

25,874 人減少していることから，総来館者数の減少が，教育旅行受入実績にも影響していると

考えられる。 

 

 

教育旅行の対応人数を年代別に示したものが図 2 教育旅行対応者数 年代別割合である。平

成 29 年度の実施人数 18,969 人のうち，中学生が最も多く 29％を占めており，割合としては

前年度と同様の結果になった。 

ただし実際の人数を見ていくと，平成 28 年度においては，小学生 6,799 人，中学生 7,318

人，高校生 5,152 人，その他 5,026 人という結果が，平成 29 年度については，図 2 のとおり，

図 1 教育旅行受入実績 

(校数) (人数) 
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（３）その他 

ａ．パンフレット改訂 

 平成 29 年度は，新たな教育旅行案内用パンフレットを作成した。前回のパンフレットは平

成 24 年度に作成したもので，度重なる展示更新と，平成 28 年度から運用を開始した改訂後の

見学メニューに対応していないものとなっていた。 

パンフレット改訂にあたっては見学メニューと申込方法について，分かりやすい内容である

こと，館内案内については見学者がパンフレット上で見学のシミュレーションをしやすいよう

展示室の地図と展示資料の写真を多用するなどの工夫を凝らした。 

平成 30 年 4 月より，修学旅行を検討している小・中学校及び高校の担当教員や，修学旅行

団体の取扱いを行っている旅行会社へ向けてパンフレットの配付を開始した。また，当館ホー

ムページでもパンフレットのダウンロードページを設けており，一般の方も当館の教育旅行見

学メニューを知ることが出来る。 

写真 4 教育旅行案内用パンフレット 
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実施報告 

 

平成 29 年度 教育旅行実施報告 

 

藤坂彰子・岡田恵子・岡田なつ紀・寺崎慶子 

 

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）では，修学旅行や社会見学のために来館する未就

学児から高校生を対象とした教育プログラム（教育旅行）を実施している。 

 本報告では，平成 29 年度において実施した教育旅行の活動概要を報告する。 

 

１ 平成 29 年度活動内容 

（１）見学メニュー 

 平成 29 年度は平成 28 年度と同様，ガイダンス1，大和講座2，アニメーション視聴3，証言者

映像視聴4，ボランティアスタッフによる案内5，サイエンスショー6の計６つの見学メニューを

実施した。これについては，『呉市海事歴史科学館研究紀要』12 号を参照されたい。 

 

 

（２）補助教材 

補助教材についても，平成 28 年度

と同様，ニンテンドーDS ガイド7と，

ワークシート8の運用を行った。 

なお，歴史編ワークシートは長ら

く改訂を行わなかったため，掲載内

容や館内案内図が現在の展示内容等

と合わないものとなっていた。平成

28 年度より掲載内容の精査，改良を

行い，平成 29 年 9 月より改訂したワ

ークシートの運用を開始した。 

 

 

 

写真 1 ガイダンス実施風景  写真 2 案内実施風景 

写真 3 ワークシート 

（左が歴史編，右が科学編） 



 

サイエンスショー 

「重心って何だろう」実施報告書 

作成日：平成 30 年 10 月 31 日 

 

1．実施日時 

 

平成 30 年 3～5月の日曜日 ①11 時～②14 時 30 分～ 

3 月 25 日，4月 22 日は午前のみ  

   

2．実施場所 

 

大和ミュージアム 3 階 実験工作室 

 

3．対象者 

 

来館者(自由参加) 

 

4．参加者数 

計 741 名 （全 24 回）   1 回平均 約 31 名 

 

3/4 午前 20 人  4/1 午後 40 人  5/6 午前 35 人 

 午後 35 人  4/8 午前 30 人   午後 60 人 

3/11 午前 20 人   午後 35 人  5/13 午前 35 人 

 午後 35 人  4/15 午前 15 人   午後 35 人 

3/18 午前 30 人   午後 35 人  5/20 午前 15 人 

 午後 35 人  4/22 午前 11 人   午後 25 人 

3/25 午前 45 人 

 

4/29 午前 45 人 

 

5/27 午前 20 人 

4/1 午前 35 人  午後 25 人  午後 25 人 
 

5．ねらい 

普段はあまり意識したことがないであろう重心に着目することで，今まで当たり前に見え

ていた現象に意味や決まりがあることに気づいてもらう。また，その性質を用いた不思議な

現象や高度な機械を紹介する。 
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が乗っている。後ろに傾けたことで，中のバランスボードも後ろに傾きロボットは後ろに進む。 

ここで演者はロボットを無視して話を進めるが，ロボットは後ろに進み壁に当たると中のや

ぐらに付けたおもりが振り子のように揺れ，その反動で今度は前側に傾く。するとロボットは

前に進み始め，始めの位置，演者の横にカタカタと戻ってくる。 

ここで，演者は「あれ？参加したいの？でもケガしてるから後ろでね。」と同じことをもう

一度繰り返し会場の笑いを取った。しらじらしい演出かとも思ったが，実際演じてみると小さ

い子も多いためとても喜んでもらえた。 

その後，段ボールのロボットを外し，中の仕組みを解説。次に実際に演者がバランスボード

に乗り，これも起き上がりこぼしと同じように倒れそうになった方向に支点を移すことでバラ

ンスを戻していること，それを機械が自動で制御していることを紹介した。最後にショーの締

めくくりとして，バランスボードに乗ったままダンシングロッドの手品をもう一度行い，その

場でクルクルと何回転もしながらショーを終えた。 

【反応】 

最後に盛り上がるように演出したこともあり，アンケートでも手品に続く 2 番目に好評な実

験だった。いわゆるミニセグウェイなどとも呼ばれるバランスボードであるが，まだまだ珍し

く，初めて見る参加者がほとんどであったようで，とても興味を引き付けていた。 

 

（3）おわりに 

 今回のショーは観覧者の中から実験にたくさん参加してもらえるショーだった。それによっ

て，特に小さい子どもたちが内容の難しい部分でも飽きずに楽しんでもらえたと思う。演出面

でもまず最初に手品で興味をぐっと引き付け，その種明かしのためには重心を理解してくださ

い，という流れで解説に入ったので，興味をもって解説を聞いていただけたのが良かった。 

このショーは準備段階から関連コンテンツが多く，その中からコンテンツの数や実験の種類

を絞りながら作り上げたが，それでも時間的にタイトなショーとなった。多少駆け足の説明と

なってしまったことが反省点である。しかし，全体としては参加者を飽きさせることなく最後

まで興味を維持することのできたショーになったと思う。 

これら今回の良かった点や改善すべき点を考慮して，次回からのショーをさらにより良い物

としていきたい。 

 最後に，何気ない身近なものや現象にもいろいろな科学があることを理解し，科学に興味を

持ってくれる子どもたちが一人でも多く育ってくれたら幸いである。 

（当館嘱託職員） 
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【実験】 

水槽に木製の船を浮かべ，船も起き上がりこぼしと同じように傾いても元に戻ることを見せ

た。元に戻ろうとすることを一般に復元と言うが、船舶分野では復原と記す。その復原の説明

を重心と浮心の関係で説明した後，船の中に荷物に見立てた木片を入れた場合の様子と，同じ

重さの戦艦の艦橋や主砲をかたどったものを船体の上に乗せた場合の様子を見せ，戦艦設計の

難しさを伝えた（写真 9）。 

【解説】 

大和ミュージアムらしさも出そうということで，簡

単にではあるが船の復原力も起き上がりこぼしと良く

似た原理であることを解説した。さらに，中に荷物を

載せた場合と違い，船の上部に重たい物があると重心

が上側に寄ってしまい，少し傾いただけで重心が浮心

よりも外に出て船が傾いてしまうところを見せた。実

際の艦船でも搭載する荷物の重さを管理すること，重

いものなどは置く場所もきっちり決まっていることな

どを紹介した。 

【反応】 

内容が難しく初めはショーで行うことも躊躇していたが，実際に行ってみるとこの実験が楽

しかったというアンケートが結構あり意外であった。ミュージアムを見学する中で船に対する

興味が増していたのと，強そうな戦艦の模型があっさり倒れるのが面白かったのかもしれない。 

 

⑩ バランスボードの仕組み 

【実験】 

段ボールでできたロボットを紹介し，前や後ろに動

く所を見せた。その後，中に左右 2 輪のバランスボー

ドが入っていることを見せ，実際に乗りながらその動

きの仕組みについて解説した（写真 10）。 

【解説】 

この機材も，演出としてショーの冒頭から見える位

置に黒い幕をかけ目立つように置いておいた。最新の

マシーンを紹介すると言って幕を取ると，残念な感じ

の段ボールで出来たロボットらしきものが現れる。失

笑を取ったところでこれが動くことを告げ，スイッチ

を入れるとゆっくりと前に進む。 

このロボットは片手が壊れている風に作ってあり，

ロボットと会話をする演技を行い，「手をケガしている

ようだから後ろで見ていてね」と言い，ロボットを少し後ろに傾ける。ロボットの中には傾い

た方に動くバランスボードと，その上に小さなやぐらを組み鉄アレイの重りをぶら下げたもの

写真 9 船の傾きの復原 

写真 10 バランスボード 
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では，「なぜ角度が違うと結果が違うのか。安定して立てると立てないの角度の境目はどうして

決まるのか。」ともう一段深く考えるように促した。その後，まずイラストの中央にある赤い点

で水平に支えられることを見せ，そこが重心であることを認識してもらった。次にその重心か

らおもりのついたひもをたらし，立っているときは重心の真下に支えがあること，重心の真下

に支えがなければ重心が下に行くので，どんどん傾いていき倒れることを解説した。 

さらにパネルを用いて，実際の人間が足を広げた時，片足になった時，杖をついた時の重心

位置の違いを解説した。 

【反応】 

この実験も引き続き子ども達に参加してもらった。やはりただ見ているだけよりもたくさん

参加できる実験があると楽しんでもらえるように感じた。また安定して立てるかどうかの理由

が，単に模型底部切断面の切断角度の違いに依存するということに気付かせるだけで終わらせ

ず，さらに深く考えてもらうことで，普段あまり考えずに見ている身の回りの現象に科学的な

理由があることに驚いてもらえた。 

 

⑧ 起き上がりこぼし 

【実験】 

起き上がりこぼしで参加者に遊んで

もらい動きを確認してもらった。その後，

模型を用いてなぜ起き上がりこぼしが倒

れないかの解説を行った（写真 8）。 

【解説】 

こちらも，ショーの開始時からわざと

模型の耳だけが見える位置に模型を置い

ておき，参加者の興味を引いておいた。

まずは参加者に楽しく遊んでもらった。前の実験において，傾きが大きくなると重心水平位置

が底面の接触域から外れることで模型が倒れることを見せた直後に，今度は傾いても起き上が

る起き上がりこぼしを見せると起き上がってくることに対する疑問がはっきりとする。もしも

いきなり起き上がりこぼしを見ても何が不思議なのかわからない可能性があり，このタイミン

グで見せることが非常に効果的であった。続いて模型を用いて，起き上がりこぼしが傾いた時

に重心水平位置と底面の支点の水平位置がどのような位置関係になるかを説明し，倒れそうに

なった方向に支点を動かすことで立ち直ることを理解してもらった。加えて，手のひらに長い

棒を立ててバランスをとる遊びも同じ原理であることを説明した。 

【反応】 

内容が少し難しくなってきて，小さな子どもが退屈してくるタイミングなので，体を動かし

て遊んでもらうことで興味をつなぐのにも役立った。内容を理解できる子は関心をもって解説

を聞き，不思議な動きの理由が分かってもらえたようである。 

 

⑨ 船の復原 

写真 8 起き上がりこぼし 
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いことを確認してもらった（写真 6）。 

【解説】 

前の実験において，複雑な形状をした

物であっても，重心位置で平衡に支持し

得るということを理解してもらった。こ

れを踏まえて次にバランストンボを紹介

した。バランストンボとは，後ろに伸び

る細く長い胴体と，前に張り出した羽の

先とでバランスを取り，トンボの口先にあたる場所に重心が来るように調整したものである。

胴体が後ろに長く伸びているため，外観的に口先に重心があってそこでバランスが取れるよう

には見えない。実際には口先で平衡に支持できることを見て驚きを感じる方が多い。巨大バラ

ンストンボはプラダンを用いて製作した。形状は小さな紙製と同じではあるが，長い胴体の接

合部分は溝に通した針金で補強してある。その分胴体が重くなるので，羽の先にも針金を数本

入れてバランスを調整してある。 

【反応】 

巨大トンボを見せると，その予想外の大きさに会場が盛り上がっていた。参加者自ら重心位

置を支持して巨大トンボを平衡に保持できることを体験してもらったことでこの実験は好評で

あった。また，ショーの終了後には紙のバランストンボの型紙を希望者に配布してご家庭で作

ってもらえるようにしたことも喜んでもらえたようである。 

 

⑦ 「立てる？立てない？」重心を下から支える実験 

【実験】 

発泡スチロール製ブロックを高さ 1.5 メートル

積み重ね連結させ，両端を斜めに切断した模型を

用いた。模型には人の絵が描かれている。模型両

端の切断角度については，片側の端は模型重心の

水平位置が模型底面(切断面)の水平範囲内に存在

するように，もう片側の端は模型重心が模型底面

(切断面)の外側に存在するようにしてある。この

模型を安定に立てられるかどうかを参加者に試し

てもらい，その後ひものついたおもりを用いて模

型重心の水平位置を調べ，その位置と支点の水平

位置の関係が，模型を安定に立てられるか否かに

関与していることを説明した（写真 7）。 

【解説】 

ショーの開始時から，わざと目立つ場所に上記模型を置いて参加者の注意を引いておいた。

参加者にこれを立ててくれるよう頼むと多くの参加者は普通に足を下にして立てようとする。

しかし，そちら側では安定して立てない。逆に手を下にした逆立ちの状態で立てると成功する。

どうしてそうなるのか参加者に考えるように促すと，ほぼ角度が違うからという答えになった。

写真 6 バランストンボ 

写真 7 立てる？立てない？ 
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【解説】  

棒をその端部でつるした場合，揺らした時に糸がついている上部はあまり動かず下側が振り

子のように揺れ，いかにもひもでつるしているように揺れる。棒を重心でつるした場合には棒

の支点と重心が重なり，水平になることでバランスをとろうとするため横に向いたり重心を中

心に回転したりしてしまう。一方、棒を重心から少しだけずらしてつるすと，重心は支点の真

下に行くため結果的に棒は垂直に立った姿勢となる。揺らした時も重心と支点が近いため棒の

姿勢があまり変化せず垂直に立った姿勢で移動する。これを手品に利用していることを説明し

た。 

【反応】 

重心の性質を知ってもらった後で手品の解説を行ったので，反応も良くしっかり理解しても

らえたように感じた。参加者も，「待ってました」といった感じで興味深く見てくれたようだ。

帰宅した後で作ってみようという声も多く聞かれた。 

 

⑤ 2 次元図形，不規則な板の重心探し 

【実験】 

不規則な形状をしたスチロール板を用意し，任意の 1

点を支点として吊るした。支点から真下におもりのつい

たひもをたらし，支点からの鉛直方向を確認してスチロ

ール板に線を引く。もう１か所異なる点を支点として同

じことを行い，2 本の線の交点を見つけた。その後板を

取り外し，指の先を交点にあてると，板が水平に支えら

れることを確認した（写真 5）。 

【解説】 

これまでの解説で理解してもらった「重心が支点の真

下に来る」という性質を応用することで，任意形状の板

(すなわち不均一な重量分布の板)の重心を見つけた。最

初に，参加者におおよその重心の位置を予想してもらい，その位置で板を水平に支持できるか

を試してもらったが，なかなかうまくいかない。この失敗経験の後，上記の方法を用いること

で正確に重心が見つけられることを実演して見せた。 

【反応】 

先に解説をせずに，参加者に考えてもらいながら少しずつ実演していった。始めは何となく

見ていた参加者が最後まで見る前にその方法に気付き，目が輝いたりうなずいたりする反応が，

演者から見て取れて面白かった。参加者に「なるほど！」感を感じてもらえた実験のようであ

った。 

 

⑥ バランストンボ 

【実験】 

 紙で作った全長 15 センチ程度のバランストンボの紹介とその仕組みを解説した。その後プラ

ダンで作った全長 2 メートルの巨大バランストンボで，大きくなっても重心の場所は変わらな

写真 5 不規則な板の重心 
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【解説】 

スポンジボールやパネルにて重心の性質を解説し，棒を重心で支えると水平に保持できるこ

と，また支える位置が重心からずれるとどのようにバランスが崩れるかを見てもらった。その

後，子どもの参加者の中から希望者を募り，各人好きな棒を選んでもらい，やり方を説明しな

がら一緒に各自の選んだ棒の重心を探した。小さい子ではうまく支えられないこともあったが

ほぼ成功した。重量分布が均一な棒では棒の中央で，一方が重くなっている棒では重心がそち

らによっていることを確認してもらった。最後にどうして手を近づけたときに棒が落ちないか

を実演しながら解説した。 

【反応】 

 実際に手を近づけても棒が落ちないことにちょっと不思議な様子だった。また，実験に参加

することでより楽しめていたようである。このようになるべくショーや実験に参加できるコン

テンツを用意することが全体の盛り上げや満足度の向上にとって大事だと感じた。 

 

③ 傘をつるした時の様子（重心が支点の真下に来る様子） 

【実験】 

 傘の柄の部分を机などの角に掛け，傘の姿勢がどのようになるか

を確認した。その時傘の重心が，傘を机にかけている支点の真下に

あることをおもりを付けたひもで確認した（写真 3）。  

【解説】 

 まず実験②の要領で傘の重心を確認し，シールを貼った。次に参

加者に，傘をテーブルなどの角に掛けたときにどの様な姿勢になる

か想像してもらい，その後実際に傘を台の角に掛け，少し内側に傾

いた状態で静止することを確認してもらった。その後おもりのつい

たひもを支点からつるし「重心は支えている点の真下に来る。」とい

う性質を確認してもらった。その後，おもりが一つだけのヤジロベーの仕組みを紹介し理解を

深めてもらった。 

【反応】 

中には傘がまっすぐ下に下がると考えた参加者もいたが，ほとんどの方は斜めになることを

経験的に知っていた。しかし，その時の支点と重心の位置関係まで知っていた方は非常に少な

く，その理由を説明すると何気なく日常で目にする現象と重心の関係に感心していた。 

 

④ 手品（ダンシングロッド）の種明かし 

【実験】 

75 センチの塩ビパイプの 3 か所，（端・重心・重心か

ら 1 センチずらした場所）に貫通穴をあけ，それぞれに

ひもを通した棒を用いた。ひもの端を持ち，棒をひもで

つるした状態で揺らし，穴位置（支点）の違いによる棒

の姿勢や動き方の違いを確認してもらい，手品の種明か

しを行った（写真 4）。 

写真 4 種明かし 

写真 3 傘の重心 
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実施報告 

 

サイエンスショー「重心って何だろう」実施報告 

 

平岡 久直 

 

（1）はじめに 

 今回のサイエンスショー「重心って何だろう」では，物体を支えたり運動させたりするとき

の最も重要な要素である重心に着目した。普段あまり意識せずに利用・体験している現象が，

重心の性質によって説明できることを新鮮に感じてもらう。 

 

（2）実験内容 

① 手品(ダンシングロッド) 

【実験】 

 棒の重心より少し上に通した，見えにくい細い糸により，棒

が宙に浮かんで動いているように見える手品を行った（写真 1）。 

【解説】 

 アルミニウム製で本体両端が少し重くなっている棒(全長

845mm，104g)には，重心から 1cm ずれた場所に穴があり，そこ

に非常に細い糸が通してある。この糸を親指にかけて棒を振る

と，棒は直立した姿勢のまま上下左右へと移動する。背景や衣装を黒くしておくとこの糸

は非常に見づらいため，まるで棒が宙に浮いて動いているように見える。ショーのオープ

ニングとして音楽に合わせてこの手品を行い参加者の気持ちをぐっと引き寄せた。 

後で原理と種明かしをすることを伝えてショーのテーマである重心の説明につなげた。 

【反応】 

 予想通り，大人は過去に TV 等で見たであろう，また子どもたちは恐らく初めて見るであろ

う不思議な現象に，参加者は一気に引き付けられていた。手品の種が知りたいという気持ちか

らショーに対する期待も高まり，そのあとの重心という言葉の説明などもしっかりと聞こうと

いう雰囲気が感じられ有効なオープニングであった。 

 

➁ 様々な棒の重心探し 

【実験】 

 直径が一定で重量分布が均一な棒(木・鉄)，直径が変化し

て重量分布が不均一なバット，片側の先が重い箒など，5 種

類程度の棒状のものを用いた。始めに両手を広げ手のひらを

立てた状態で両手の親指の付け根で棒を支える。その後ゆっ

くりと棒を滑らせながら両方の手のひらを近づけると，棒

は落ちることなく両手は棒の重心で合わされた（写真 2）。  

 

写真 2 棒の重心探し 

 

写真 1 ダンシングロッド 
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安永9年（1780）

1月 3 （ 3.9 ） 2 （ 5.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 6.3 ）

2月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

3月 3 （ 3.9 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 9.5 ） 1 （ 6.3 ）

4月 4 （ 5.2 ） 1 （ 2.5 ） 3 （ 14.3 ） 0 （ 0.0 ）

5月 1 （ 1.3 ） 1 （ 2.5 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

6月 4 （ 5.2 ） 1 （ 2.5 ） 1 （ 4.8 ） 2 （ 12.5 ）

7月 4 （ 5.2 ） 2 （ 5.0 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 12.5 ）

8月 14 （ 18.2 ） 7 （ 17.5 ） 5 （ 23.8 ） 2 （ 12.5 ）

9月 21 （ 27.3 ） 12 （ 30.0 ） 5 （ 23.8 ） 4 （ 25.0 ）

10月 13 （ 16.9 ） 8 （ 20.0 ） 2 （ 9.5 ） 3 （ 18.8 ）

11月 6 （ 7.8 ） 3 （ 7.5 ） 3 （ 14.3 ） 0 （ 0.0 ）

12月 4 （ 5.2 ） 3 （ 7.5 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 6.3 ）

合計 77 （ 100.0 ） 40 （ 100.0 ） 21 （ 100.0 ） 16 （ 100.0 ）

明和4年（1767）

1月 4 （ 5.6 ） 2 （ 4.9 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 11.8 ）

2月 10 （ 14.1 ） 6 （ 14.6 ） 1 （ 7.7 ） 3 （ 17.6 ）

3月 15 （ 21.1 ） 12 （ 29.3 ） 2 （ 15.4 ） 1 （ 5.9 ）

4月 6 （ 8.5 ） 3 （ 7.3 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 17.6 ）

5月 2 （ 2.8 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 15.4 ） 0 （ 0.0 ）

6月 5 （ 7.0 ） 2 （ 4.9 ） 2 （ 15.4 ） 1 （ 5.9 ）

7月 3 （ 4.2 ） 2 （ 4.9 ） 1 （ 7.7 ） 0 （ 0.0 ）

8月 5 （ 7.0 ） 3 （ 7.3 ） 1 （ 7.7 ） 1 （ 5.9 ）

9月 6 （ 8.5 ） 4 （ 9.8 ） 1 （ 7.7 ） 1 （ 5.9 ）

閏9月 2 （ 2.8 ） 1 （ 2.4 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 5.9 ）

10月 4 （ 5.6 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 23.1 ） 1 （ 5.9 ）

11月 3 （ 4.2 ） 3 （ 7.3 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

12月 6 （ 8.5 ） 3 （ 7.3 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 17.6 ）

合計 71 （ 100.0 ） 41 （ 100.0 ） 13 （ 100.0 ） 17 （ 100.0 ）

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性

注）旧暦表示とし，閏月は除外した。
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Ｋ寺（内陸部）

中死亡年

安永5年（1776）

1月 4 （ 5.0 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 10.0 ）

2月 3 （ 3.8 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 7.7 ） 1 （ 5.0 ）

3月 9 （ 11.3 ） 3 （ 6.4 ） 3 （ 23.1 ） 3 （ 15.0 ）

4月 11 （ 13.8 ） 8 （ 17.0 ） 2 （ 15.4 ） 1 （ 5.0 ）

5月 15 （ 18.8 ） 12 （ 25.5 ） 2 （ 15.4 ） 1 （ 5.0 ）

6月 3 （ 3.8 ） 1 （ 2.1 ） 1 （ 7.7 ） 1 （ 5.0 ）

7月 14 （ 17.5 ） 7 （ 14.9 ） 4 （ 30.8 ） 3 （ 15.0 ）

8月 2 （ 2.5 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

9月 6 （ 7.5 ） 4 （ 8.5 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 10.0 ）

10月 1 （ 1.3 ） 1 （ 2.1 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

11月 9 （ 11.3 ） 4 （ 8.5 ） 0 （ 0.0 ） 5 （ 25.0 ）

12月 3 （ 3.8 ） 2 （ 4.3 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 5.0 ）

合計 80 （ 100.0 ） 47 （ 100.0 ） 13 （ 100.0 ） 20 （ 100.0 ）

安永6年（1777）

1月 2 （ 2.5 ） 2 （ 3.3 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

2月 6 （ 7.5 ） 2 （ 3.3 ） 3 （ 23.1 ） 1 （ 14.3 ）

3月 8 （ 10.0 ） 7 （ 11.7 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 14.3 ）

4月 9 （ 11.3 ） 8 （ 13.3 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 14.3 ）

5月 1 （ 1.3 ） 1 （ 1.7 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

6月 2 （ 2.5 ） 1 （ 1.7 ） 1 （ 7.7 ） 0 （ 0.0 ）

7月 3 （ 3.8 ） 2 （ 3.3 ） 1 （ 7.7 ） 0 （ 0.0 ）

8月 5 （ 6.3 ） 4 （ 6.7 ） 1 （ 7.7 ） 0 （ 0.0 ）

9月 4 （ 5.0 ） 3 （ 5.0 ） 1 （ 7.7 ） 0 （ 0.0 ）

10月 23 （ 28.8 ） 18 （ 30.0 ） 3 （ 23.1 ） 2 （ 28.6 ）

11月 7 （ 8.8 ） 4 （ 6.7 ） 1 （ 7.7 ） 2 （ 28.6 ）

12月 10 （ 12.5 ） 8 （ 13.3 ） 2 （ 15.4 ） 0 （ 0.0 ）

合計 80 （ 100.0 ） 60 （ 100.0 ） 13 （ 100.0 ） 7 （ 100.0 ）

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性
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安永6年（1777）

1月 3 （ 5.7 ） 2 （ 5.0 ） 1 （ 11.1 ） 0 （ 0.0 ）

2月 4 （ 7.5 ） 2 （ 5.0 ） 1 （ 11.1 ） 1 （ 25.0 ）

3月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

4月 3 （ 5.7 ） 1 （ 2.5 ） 1 （ 11.1 ） 1 （ 25.0 ）

5月 1 （ 1.9 ） 1 （ 2.5 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

6月 8 （ 15.1 ） 8 （ 20.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

7月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

8月 2 （ 3.8 ） 1 （ 2.5 ） 1 （ 11.1 ） 0 （ 0.0 ）

9月 5 （ 9.4 ） 3 （ 7.5 ） 2 （ 22.2 ） 0 （ 0.0 ）

10月 12 （ 22.6 ） 10 （ 25.0 ） 1 （ 11.1 ） 1 （ 25.0 ）

11月 6 （ 11.3 ） 4 （ 10.0 ） 1 （ 11.1 ） 1 （ 25.0 ）

12月 9 （ 17.0 ） 8 （ 20.0 ） 1 （ 11.1 ） 0 （ 0.0 ）

合計 53 （ 100.0 ） 40 （ 100.0 ） 9 （ 100.0 ） 4 （ 100.0 ）

明和7年（1770）

1月 10 （ 19.6 ） 5 （ 27.8 ） 4 （ 20.0 ） 1 （ 7.7 ）

2月 6 （ 11.8 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 15.0 ） 3 （ 23.1 ）

3月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

4月 2 （ 3.9 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 10.0 ） 0 （ 0.0 ）

5月 1 （ 2.0 ） 1 （ 5.6 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

6月 3 （ 5.9 ） 1 （ 5.6 ） 2 （ 10.0 ） 0 （ 0.0 ）

閏6月 3 （ 5.9 ） 2 （ 11.1 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 7.7 ）

7月 5 （ 9.8 ） 1 （ 5.6 ） 2 （ 10.0 ） 2 （ 15.4 ）

8月 3 （ 5.9 ） 1 （ 5.6 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 15.4 ）

9月 4 （ 7.8 ） 1 （ 5.6 ） 3 （ 15.0 ） 0 （ 0.0 ）

10月 4 （ 7.8 ） 3 （ 16.7 ） 1 （ 5.0 ） 0 （ 0.0 ）

11月 2 （ 3.9 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 15.4 ）

12月 8 （ 15.7 ） 3 （ 16.7 ） 3 （ 15.0 ） 2 （ 15.4 ）

合計 51 （ 100.0 ） 18 （ 100.0 ） 20 （ 100.0 ） 13 （ 100.0 ）

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性
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表 4 異常年（高死亡年・中死亡年）の月別分布 

 

Ａ寺（沿岸部）

高死亡年

安永2年（1773）

1月 3 （ 2.8 ） 2 （ 8.3 ） 1 （ 2.6 ） 0 （ 0.0 ）

2月 1 （ 0.9 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.3 ）

3月 20 （ 18.9 ） 4 （ 16.7 ） 6 （ 15.4 ） 10 （ 23.3 ）

閏3月 2 （ 1.9 ） 0 （ 0.0 ） 2 （ 5.1 ） 0 （ 0.0 ）

4月 43 （ 40.6 ） 11 （ 45.8 ） 15 （ 38.5 ） 17 （ 39.5 ）

5月 20 （ 18.9 ） 5 （ 20.8 ） 9 （ 23.1 ） 6 （ 14.0 ）

6月 7 （ 6.6 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.6 ） 6 （ 14.0 ）

7月 8 （ 7.5 ） 1 （ 4.2 ） 5 （ 12.8 ） 2 （ 4.7 ）

8月 1 （ 0.9 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 2.3 ）

9月 1 （ 0.9 ） 1 （ 4.2 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

10月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

11月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

12月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

合計 106 （ 100.0 ） 24 （ 100.0 ） 39 （ 100.0 ） 43 （ 100.0 ）

中死亡年

明和元年（1764）

1月 4 （ 7.3 ） 2 （ 4.9 ） 1 （ 16.7 ） 1 （ 12.5 ）

2月 3 （ 5.5 ） 3 （ 7.3 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

3月 7 （ 12.7 ） 7 （ 17.1 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

4月 8 （ 14.5 ） 8 （ 19.5 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

5月 9 （ 16.4 ） 9 （ 22.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

6月 7 （ 12.7 ） 4 （ 9.8 ） 0 （ 0.0 ） 3 （ 37.5 ）

7月 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

8月 3 （ 5.5 ） 1 （ 2.4 ） 1 （ 16.7 ） 1 （ 12.5 ）

9月 3 （ 5.5 ） 1 （ 2.4 ） 1 （ 16.7 ） 1 （ 12.5 ）

10月 3 （ 5.5 ） 1 （ 2.4 ） 1 （ 16.7 ） 1 （ 12.5 ）

11月 2 （ 3.6 ） 0 （ 0.0 ） 1 （ 16.7 ） 1 （ 12.5 ）

12月 2 （ 3.6 ） 1 （ 2.4 ） 1 （ 16.7 ） 0 （ 0.0 ）

閏12月 4 （ 7.3 ） 4 （ 9.8 ） 0 （ 0.0 ） 0 （ 0.0 ）

合計 55 （ 100.0 ） 41 （ 100.0 ） 6 （ 100.0 ） 8 （ 100.0 ）

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性
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表 3 平常年の月別分布 

 

 

 

 

 

 

Ａ寺（沿岸部）

1月 25 （ 7.8 ） 13 （ 7.6 ） 6 （ 7.6 ） 6 （ 8.5 ）

2月 21 （ 6.5 ） 6 （ 3.5 ） 9 （ 11.4 ） 6 （ 8.5 ）

3月 29 （ 9.0 ） 14 （ 8.2 ） 7 （ 8.9 ） 8 （ 11.3 ）

4月 23 （ 7.2 ） 12 （ 7.0 ） 5 （ 6.3 ） 6 （ 8.5 ）

5月 21 （ 6.5 ） 12 （ 7.0 ） 6 （ 7.6 ） 3 （ 4.2 ）

6月 37 （ 11.5 ） 18 （ 10.5 ） 10 （ 12.7 ） 9 （ 12.7 ）

7月 33 （ 10.3 ） 22 （ 12.9 ） 6 （ 7.6 ） 5 （ 7.0 ）

8月 28 （ 8.7 ） 15 （ 8.8 ） 5 （ 6.3 ） 8 （ 11.3 ）

9月 30 （ 9.3 ） 17 （ 9.9 ） 6 （ 7.6 ） 7 （ 9.9 ）

10月 17 （ 5.3 ） 13 （ 7.6 ） 4 （ 5.1 ） 0 （ 0.0 ）

11月 22 （ 6.9 ） 10 （ 5.8 ） 6 （ 7.6 ） 6 （ 8.5 ）

12月 35 （ 10.9 ） 19 （ 11.1 ） 9 （ 11.4 ） 7 （ 9.9 ）

合計 321 （ 100.0 ） 171 （ 100.0 ） 79 （ 100.0 ） 71 （ 100.0 ）

Ｋ寺（内陸部）

1月 84 （ 12.7 ） 38 （ 12.1 ） 23 （ 14.1 ） 23 （ 12.4 ）

2月 52 （ 7.9 ） 28 （ 8.9 ） 8 （ 4.9 ） 16 （ 8.6 ）

3月 41 （ 6.2 ） 14 （ 4.5 ） 19 （ 11.7 ） 8 （ 4.3 ）

4月 30 （ 4.5 ） 12 （ 3.8 ） 6 （ 3.7 ） 12 （ 6.5 ）

5月 46 （ 6.9 ） 18 （ 5.8 ） 16 （ 9.8 ） 12 （ 6.5 ）

6月 55 （ 8.3 ） 25 （ 8.0 ） 13 （ 8.0 ） 17 （ 9.1 ）

7月 47 （ 7.1 ） 28 （ 8.9 ） 9 （ 5.5 ） 10 （ 5.4 ）

8月 70 （ 10.6 ） 41 （ 13.1 ） 17 （ 10.4 ） 12 （ 6.5 ）

9月 71 （ 10.7 ） 42 （ 13.4 ） 12 （ 7.4 ） 17 （ 9.1 ）

10月 59 （ 8.9 ） 18 （ 5.8 ） 15 （ 9.2 ） 26 （ 14.0 ）

11月 52 （ 7.9 ） 26 （ 8.3 ） 11 （ 6.7 ） 15 （ 8.1 ）

12月 55 （ 8.3 ） 23 （ 7.3 ） 14 （ 8.6 ） 18 （ 9.7 ）

合計 662 （ 100.0 ） 313 （ 100.0 ） 163 （ 100.0 ） 186 （ 100.0 ）

注）旧暦表示とし，閏月は除外した。

15歳未満
15歳以上

男性 女性
総数

総数 15歳未満
15歳以上

男性 女性
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表 2 死亡者の性別・年齢別分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ寺（沿岸部）

男性 女性

172 79 71 322

53.4 24.5 22.0 100.0

24 39 43 106

22.6 36.8 40.6 100.0

41 6 8 55

74.5 10.9 14.5 100.0

40 9 4 53

75.5 17.0 7.5 100.0

18 20 13 51

35.3 39.2 25.5 100.0

明和元年（1764）

安永6年（1777）

明和7年（1770）

中
死
亡
年

高

死

亡

年

安永2年（1773）

15歳未満
15歳以上

合計

平常年

Ｋ寺（内陸部）

男性 女性

323 167 190 680

47.5 24.6 27.9 100.0

47 13 20 80

58.8 16.3 25.0 100.0

60 13 7 80

75.0 16.3 8.8 100.0

40 21 16 77

51.9 27.3 20.8 100.0

41 13 17 71

57.7 18.3 23.9 100.0

安永5年（1776）

安永6年（1777）

安永9年（1780）

明和4年（1767）

中
死
亡
年

15歳未満
15歳以上

合計

平常年
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Ｋ寺（内陸部）

和暦（西暦） 総数 指数 備考

安永5年（1776） 80 1.38 麻疹流行（史料1，4，7）

安永6年（1777） 80 1.38

安永9年（1780） 77 1.32 大川洪水（史料2）

明和4年（1767） 71 1.22

明和5年（1768） 64 1.10

明和7年（1770） 63 1.08

明和6年（1769） 62 1.07

安永3年（1774） 58 1.00

明和3年（1766） 57 0.98

安永8年（1779） 55 0.95

安永2年（1773） 53 0.91 疫病（史料5，6，7）

安永4年（1775） 53 0.91

安永7年（1778） 52 0.89

明和2年（1765） 49 0.84

明和元年（1764） 42 0.72

安永元年（1772） 41 0.71 諸国疫病（史料6）

明和8年（1771） 31 0.53

中
死
亡
年

平
常
年

合計 988

年平均死亡者数 58.1
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表 1 死亡者指数 

 
 

Ａ寺（沿岸部）

和暦（西暦） 総数 指数 備考

明和元年（1764） 55 1.49

安永6年（1777） 53 1.43

明和7年（1770） 51 1.38

明和5年（1768） 37 1.00

安永4年（1775） 36 0.97

安永9年（1780） 36 0.97 大川洪水（史料2）

明和8年（1771） 35 0.95

安永元年（1772） 35 0.95 諸国疫病（史料6）

安永7年（1778） 31 0.84

明和6年（1769） 27 0.73

安永3年（1774） 25 0.68

安永5年（1776） 24 0.65 麻疹流行（史料1，4，6）

明和2年（1765） 21 0.57

明和4年（1767） 20 0.54

安永8年（1779） 19 0.51

明和3年（1766） 18 0.49

中
死
亡
年

平
常
年

合計 629

年平均死亡者数 37.0

安永2年（1773）

高

死

亡

年

106 疫病（史料5，6，7）2.86
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19 佐伯郡医師会史編纂委員会編（1970）26-27 頁を参照。 

20 K 寺過去帳において，安永 2 年（1773）は平常年となっているが，安永 3 年（1774）4 月に「流

行疫病ニテ死ス」という記載を確認できた。 

21 佐伯郡医師会史編纂委員会編（1970）26 頁を参照。 
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ず，様々な雑業に従事した「浮過」等の生活が不安定で，十分な食糧事情にあったとは考えら

れない。本稿では分析が及ばなかったが，地域的な特質（地域差）や時期的な特質（時代差）

を分析する際には，死亡者の多くを占めたであろう「浮過」等の死亡傾向・実態について，そ

の存在形態（人数や生業の状態等）と関連付けた追究が必要となろう。今後の課題としたい。 

（注） 
1 杉山（2004・2005・2011）を参照。 

2 杉山（2015）。 

3 研究史料としての過去帳の有用性は早くから認められており，歴史人口学の研究者によって，江

戸期における死亡者数の把握にあたっては，宗門改帳よりも過去帳の方が有用との再評価もなさ

れている。しかし近年になって，過去帳の公開が厳しく制限されるようなり，研究利用は大きく

後退している。 

4 阿賀村の概況についてくわしくは，呉市史編纂委員会編（1999）および（杉山（2015）を参照。 

5 呉市史編纂委員会編（1999）所収の文政 2 年「国郡志御用書上帳」の数値に基づく。 

6 呉市史編纂委員会編（1999）所収の安永 9 年「賀茂郡阿賀村差出帳」の数値に基づく。 

7 広島藩の宝暦改革について，土井（1985）418-434 頁および土井（2015）196-204 頁に詳述され

ている。 

8 呉市史編纂委員会編（1999）所収の安永 3 年「賀茂郡広村差出帳」による。同史料には「屋敷持

浮世過」と「借家浮世過」として，記載されていた。 

9 A 寺過去帳には死亡年齢の記載がない。そこで，死亡者の続柄を参考に大まかな年齢区分を設定

することにした。戸主名に続き「子」・「孫」・「倅」・「娘」と記載されている場合は，未婚者であ

るととらえ，15 歳未満と仮定した。なお，本稿の年齢表記は数え年である。 

10 たとえば斎藤（1987・1992）では，江戸後期の死亡構造が高乳児死亡を最大の特徴にしたと述

べている。 

11 筆者は K 寺の過去帳を材料に杉山（2004・2005・2011）を発表し，瀬戸内内陸部の死亡構造の

特質を明らかにした。 

12 黒瀬町史編纂委員会編（2004）所収の文政 2 年「兼沢村国郡志」の数値に基づく。 

13 死亡者数がどれだけ増加したとき，それを死亡クライシス（死亡危機）と呼ぶことができるか

は，先行研究においても意見が分かれている。この点は高木（1996）1-2 頁，あるいは木下（2002）

26-27 頁に詳しい。 

14 この期間における K 寺過去帳の年齢記載率は 41％である。年齢が判明するものは年齢を基準と

し，「童子」「童女」等の乳幼児法名（戒名）をもつものについては，15 歳未満の年少層と判断

した。 

15 本格的に取り組んだものとして，鬼頭（1998）がみられるだけである。同稿の分析結果は，鬼

頭（2000）162-168 頁でも紹介されている。 

16 平常年の月別分布からは，閏月をすべて除外し，高死亡年はそのままとした。 

17 富士川（1969）58 頁所収の「武江年表」に，「三月末頃より疫病行はれ，人多死す，江戸中に

て，三月より五月まで，凡そ十九万人疫死といふ，大方中人以下なり」とある。 

18 広島県（1984）916 頁を参照。 
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用しながら，本稿を通じての分析結果を整理し，残された課題にもふれて，結びとしたい。 

沿岸部の阿賀村と内陸部の黒瀬組 18 ヶ村は同一の賀茂郡に属し，直線距離にして 12km～

15km ほどしか離れていなかった。しかし，死亡者の急増ぶりが著しかった幕末・明治初年に

も増して，異なる死亡傾向が目立っていた。 

たとえば，筆者が最も注目する 2 点を再述してみると，第 1 に死亡クライシス＝大量死亡の

発生について，沿岸部では安永 2 年（1773）に平常年の約 3 倍もの大量死亡が認められたのに

対して，内陸部では死亡クライシスに当たる年次はなく，安永 2 年も平常年の死亡者数にとど

まっていた。 

また第 2 に平常年死亡者の季節分布において，沿岸部は幕末・明治初年と異なって，6・7 月

の夏季と 12 月の冬季に集中する傾向をみせるのに対して，内陸部は幕末・明治初年とほぼ同

様に，8・9 月の秋季と 1 月の冬季への集中傾向が目立っていた。 

前稿では，沿岸部と内陸部とで，死亡構造上に地域差がみられた背景として，生業の差異が，

平常年の死亡傾向に特徴を生じさせ，大量死亡の発生にも影響したのではないかと考えてみた。

沿岸部の生業は海に関連したものが多かったのに対して，内陸部の生業は農業関連中心であっ

た点に注目したのである。さらに，阿賀村における「町並」と呼ばれた村内の狭い範囲に密集

した居住様式から察せられるように，沿岸部では「疫病」や「流行病」等と呼ばれた感染症が

発生すると，その拡大は早く被害も大きかったであろうと指摘しておいた。 

 こうした前稿での解釈について，基本的には改める必要はないと考えており，先に述べた沿

岸部と内陸部の地域差に関連づけて，本稿の分析結果をふまえた補足・展開を示しておくこと

にしたい。 

第 1 の安永 2 年（1773）における大量死亡について，黒瀬組のような賀茂郡内陸部での死亡

者増加は認められないのであるが，佐伯郡地御前村のように他郡の沿岸部でも大量死亡が報告

されていることは重要であろう。感染症が原因となる場合，大量死亡の発生を規定していたの

は，村の立地・地理的要因の影響が大きかったのではないだろうか。安永 2 年の場合，沿岸部

の村々の交流が「疫病」を伝播させ，沿岸諸村に共通した居住様式や生活環境が「疫病」の被

害を悪化させたと解釈できよう。 

 第 2 の平常年死亡者の季節分布から読み取れるように，沿岸部は前稿の幕末・明治初年との

相違点を多く持っていた。つまり幕末・明治初年と明和・安永期を比べると，時期的な特質を

認めることができる。こうした死亡構造上の時代差について，現在のところ考察する材料はな

いのであるが，季節分布についていえば，幕末・明治初年に夏季集中の著しかった成人男性の

死亡者が，そこまで増えていない点に注意する必要があろう。 

筆者は内陸部の分析を通じて，米麦二毛作地帯特有の労働・食糧事情が死亡者の秋季集中に

つながったとの解釈を強調してきた。米麦二毛作中心の内陸部の死亡構造は沿岸部より安定し

ており，明和・安永期から明治初年まで変化に乏しかったといえよう。 

残された今後の課題として，死亡構造上の地域的な特質（地域差）や時期的な特質（時代差）

を分析していくうえでは，農民層分化の進展度を重視する必要があることを強調しておきたい。 

阿賀村のような沿岸諸村の分化は速く，安永期には「浮過」等と呼ばれた雑業層が村内戸数

の 3 割に達していた。それに対して内陸諸村では黒瀬組のように，後年の文政期になっても，

村内の 2 割以下にとどまっている村も多かったのである。沿岸部・内陸部ともに，土地を持た
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をみると，15 歳以上女性が 33 人（38.8％）を占めていた。15 歳以上女性は 6 月も引き続いて

上昇していることから，「広島城下町をはじめ近郊諸郡」で流行した「疫病」の影響を受けたと

も考えられる20。4 月のピーク時には，15 歳未満の年少層の比率が 45.8％にまで上昇している

ことから，死亡者急増の原因と考えられる「疫病」は，成人女性に加えて，年少者の罹患しや

すい性質のものであったと解釈できよう。 

佐伯郡地御前村の罹病者・死亡者をみると，「浮過層が本百姓にくらべて圧倒的に高率21」と

なっていた。阿賀村でも対象地域の項で紹介したように，浮過層が戸数全体の約 3 割を占め，

その大部分は「町並」に居住していた。阿賀村における罹病者数を示す史料はみあたらないが，

狭い「町並」のなかで「疫病」が蔓延し，浮過と呼ばれた農民層を中心に，多数の死亡者が発

生したのではないかとも推測できる。 

こうした沿岸部の大量死亡に対して，K 寺（内陸部）では同年の死亡者増加が認められず，

平常年のままであった点は重要であろう。佐伯郡地御前村も沿岸部に位置しており，沿岸地域

を中心とした「疫病」の流行と死亡者の急増ではなかったかと推測をふくらませることもでき

よう。 

安永 2 年（1773）について，平常年にとどまった K 寺（内陸部）の状況にふれると，年間死

亡者 53 人のうち，5・6 月に 17 人（32.1％）の死亡者が発生し，よく似た傾向を示していた。

15 歳未満の年少層と 15 歳以上の女性が 14 人（6・7 月死亡者の 82.4％）を占め，沿岸部と同

様に内陸部においても，成人女性と年少層の罹患しやすい「疫」が伝播したことがうかがえる。

ただし，それは死亡者の急増には結果せず，沿岸部のような大量死亡の発生には至らなかった

のである。 

さらに K 寺（内陸部）の異常年 4 ヶ年についても，各年次の月別分布をみることにする。年

間死亡者の集中傾向を述べると，安永 5 年（1776）は 3 月から 5 月に 43.9％，安永 6 年（1777）

は 3・4 月に 21.3％，10 月から 12 月に 50％，安永 9 年（1780）は 8 月から 10 月に 62.4％，

明和 4 年（1767）は 2・ 3 月に 35.2％というように死亡者発生の集中が確かめられる。内陸部

における平常年の場合，8・9 月の秋季と 1 月の冬季に死亡発生のピークを持つ 2 山型であった

から，安永 9 年（1780）が平常年と似た分布状況，その他の年次は春季に死亡者増加が目立っ

た傾向にあったと読み取れる。 

また前項でふれたように，安永 6 年（1777）は A 寺（沿岸部）・K 寺（内陸部）に共通する

年少層中心の死亡急増がみられた異常年であった。沿岸部・内陸部ともに 10 月から 12 月の冬

場に増加がみられ，その過半が 15 歳の年少層となっていた。この安永 6 年（1777）について

は死亡原因につながる情報（表 1 の参照事項）はみあたらないが，内陸部では前年の安永 5 年

（1776）も中死亡年となっていた。安永 5 年（1776）は麻疹流行年の記録が残っていることか

ら，翌年にも引き続いて麻疹が流行し，沿岸部にも影響を与えた可能性が考えられよう。 

 

5 おわりに 

本稿では，入船山記念館寄託の寺院関係文書を材料として，明和・安永期の瀬戸内沿岸部に

おける死亡構造（＝死亡者の年齢別・性別・月別分布）の分析に取り組んだ。幕末・明治初年

を対象とした前稿を前提に，内陸部との比較を通じて，沿岸部の死亡構造上にみられる地域的

な特質（地域差）と時期的な特質（時代差）を考察しようとしたものである。前稿の結果も引
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が認められる点を指摘したい。この傾向もふまえ，安永 2 年（1773）の死亡クライシスは，成

人男性よりは年少者と成人女性を，より強くとらえたと解釈しておく。 

K 寺（内陸部）について述べると，死亡者指数において上位を占める中死亡年 4 ヶ年の死亡

者増加は，共通に 15 歳未満の年少死亡者が中心となっていた。いずれも平常年以上に，年少死

亡者の死亡リスクが高まった年次であったと確かめられる。しかし，年少死亡者が死亡者全体

の約半数を占めた平常年の死亡発生傾向から，基本的に大きく離れた特質を認めることはでき

ない。成人死亡者の増加が目立つ年次も含まれ，平常年と異なる傾向がみられた沿岸部とは，

やや対照的といえよう。 

4 ヶ年のうち安永 6 年（1777）は，沿岸部と共通の中死亡年であった。年齢別分布をみると，

15 歳未満が 75.0％と最も高い数値を示している。沿岸部も 15 歳未満が 75.5％と最も高い数値

を示していることから，ほぼ同様に年少死亡者のリスクが，平常年以上に上昇した年次であっ

たと解釈できる。 

 沿岸部で最大の高死亡年となった安永 2 年（1773）について，K 寺の傾向もみておきたい。

K 寺は死亡者数 53 人で平常年にとどまっていた。その内訳は 15 歳未満 20 人（37.7％），15 歳

以上の男性 15 人（28.3％），同女性 18 人（34.0％）であった。平常年死亡者の構成比は 15 歳

未満 47.5％，15 歳以上の男性 24.6％，同女性 27.9％であったから，内陸部でも成人女性に死

亡者の増加がみられたことは確かめられる。しかし，15 歳未満の年少層については増加がみら

れず，沿岸部とは異なる状況であったと考えられる。 

 

2）異常年死亡者の月別分布 

 月別分布からみた異常年（高死亡年・中死亡年）の死亡傾向について，平常年の状況をふま

え分析を進める。表 4 に，異常年について各年次の月別分布を示した。 

 前述しておいたように，平常年の場合，6 月，7 月の夏季と 12 月の冬季に，死亡発生の山を

持つ 2 山型であった。平常年の月別分布と比べると，4 ヶ年の死亡発生はいずれも特徴的な傾

向を示している。年次ごとに整理すると，安永 2 年（1773）は，4 月をピークとして 3 月から

5 月に年間死亡者の 80.3％が集中している。明和元年（1764）には，5 月をピークとして 3 月

から 6 月にかけて，年間死亡者の 56.3％がみられる。安永 6 年（1777）は 6 月に年間死亡者

の 15.1％，10 月から 12 月に 50.9％が集中していた。明和 7 年（1770）は 12 月から 2 月にか

けて，47.1％の死亡者が発生，山が築かれていた。死亡増加の原因をひとまず置き，死亡者の

月別分布だけからみた場合，安永 6 年（1777）を除くと，異常年における死亡発生は，3 月か

ら 5 月といった春季に増加する傾向が指摘できよう。 

死亡クライシス年であった安永 2 年（1773）については，全国的に大量死亡がみられたよう

で，富士川遊『日本疾病史』17にも「疫病」の記載がある。表 1 の参照事項に掲げたように，

『広島県史』によれば，安永元年（1772）から 2 年（1773）の間に「広島城下町をはじめ近郊

諸郡で疫病が大流行」し，「約六万人の疫死者」が発生したとある18。春から夏に流行したこの

「疫病」について，佐伯郡地御前村では，全戸数 281 軒のうち 96 軒（34％）から，332 人（村

内の 28％）にあたる罹病者が発生し，52 人（罹患者の 15.7％）が死亡した19。 

 安永 2 年（1773）の A 寺（沿岸部）について，死亡発生の月別分布をみると，3 月から増加

をはじめ，4 月にピークとなり，5 月まで増加が続いた。この 4 ヶ月間の死亡者数 85 人の内訳
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り，夏季と冬季に死亡発生の山を持つ 2 山型であった。 

年齢別・性別にみると，15 歳未満は 6・7 月の夏に全体の 23.4％，12 月の冬に 11.1％と，

夏に大きな山を持ち，冬にも上昇が認められる。15 歳以上の男性は，2 月 11.4%，6 月 12.7%，

12 月 11.4％と春，夏，冬に，同女性は，3 月 11.3%，6 月 12.7％，8 月 11.3％と，春，夏，秋

にそれぞれ小さな山を持っていた。 

以上のように，死亡発生の季節変動，死亡の季節性という面からみた場合，沿岸部は夏季に

大きな山と冬季に小さな山を持つ 2 山型であったが，15 歳未満の年少死亡者を中心として，夏

季への集中傾向が目立っていたと指摘できる。 

 K 寺（内陸部）についてみると，平常年死亡者の全体は 662 人，1 ヶ月あたりの平均死亡者

は 50.9 人である。1 月の冬に 12.7%，8・9 月の秋に全体の 21.3％を占める死亡者が発生して

いた。死亡者全体からみれば，8・9 月の秋季と 1 月の冬季に死亡発生の集中，つまり死亡者の

山を持つ 2 山型であったと分かる。 

くわしく述べると，15 歳未満の年少死亡者は 8・9 月に 26.5％，1 月に 12.1％の集中がみら

れた。15 歳以上の男性は 1 月 14.1％，3 月 11.7％，8 月 10.4％への集中，同女性は 1 月 12.4％，

10 月 14％への集中が認められる。15 歳未満の年少死亡者中心に，秋季への集中傾向が目立っ

ていたのである。 

内陸部における死亡発生の季節変動，死亡の季節性について，山が 2 つ認められる傾向は沿

岸部と同様であるが，秋季と冬季の 2 山型で，沿岸部とは明らかに異なっていた。このように，

死亡発生の季節集中は，沿岸部・内陸部ともに 2 山型で，冬季に山を持つ点は共通するが，も

う 1 つの山は沿岸部では夏季に，内陸部では秋季に集中する傾向があったと整理できる。 

 

4 異常年（高死亡年・中死亡年）の死亡構造 

1）異常年死亡者の年齢別分布 

 ここでは，平常年との死亡傾向の違いに注目しながら，異常年の死亡構造を分析する。 

 明和・安永期の高死亡年は，17 ヶ年中の 1 ヶ年，中死亡年は 3 ヶ年であった。表 2 によりな

がら，平常年の数値と比べた場合，4 ヶ年の分布状況はいずれも異なっていると分かる。各年

次における死亡者の増加傾向を概観すると，安永 2 年（1773）は，15 歳以上の成人層が中心，

明和元年（1764）と安永 6 年（1777）は 15 歳未満の年少層が中心，明和 7 年（1770）は 15

歳以上の成人男性が中心となっていた。 

唯一の高死亡年についてみると，安永 2 年（1773）の死亡者指数は 2.86 に達し，平常年の

約 3 倍の死亡者の発生がみられた。阿賀村を襲った死亡クライシス，大量死亡の発生であった

と確認できる。 

表 2 の男女別・年齢別分布において，安永 2 年（1773）の場合，15 歳未満が 22.6％と平常

年から 30.8％の低下に対し，15 歳以上男性は 36.8％（平常年の＋12.3%），女性は 40.6％（平

常年から＋18.6％）の上昇が認められる。さらに，15 歳以上死亡者の男女比をみると，男 47.6％・

女 52.4％で，前節で示した平常年の数値に比べ，女性の比率が上昇していたと分かる。死亡ク

ライシス＝大量死亡発生時の死亡リスクは，成人男性よりも成人女性に高まっていたのである。 

ただし，安永 2 年（1773）の見落とせない死亡傾向として，15 歳未満の年少死亡者につい

て，年齢別分布の比率上は低下したものの，死亡者の実数上では平常年から約 1.8 倍もの増加
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察せられたように，沿岸部では異常年が発生すると，死亡者数が増加しやすい傾向にあったと

考えられよう。 

 なお，表 1 には死亡実態に関連したであろう参照事項も付記しておいた。情報は限られるが，

安永 2 年（1773）の疫病，安永 5 年（1776）の麻疹流行は，各年次の死亡傾向を考察するうえ

で，有益な情報といえよう。 

 

3 平常年の死亡構造 

1）平常年死亡者の年齢別分布 

 死亡者の急増年すなわち異常年の分析に入る前に，平常年の死亡構造（＝死亡者の年齢別・

性別・月別分布）の分析を行う。死亡者の急増時には，平常時とは異なる死亡傾向がみられる

ことから，平常年における平均的な死亡傾向を把握することが重要となるためである。 

 表 2 は，死亡者の男女別・年齢別分布を表示している。A 寺の過去帳には死亡年齢が記載さ

れていないため，15 歳未満（年少層）と 15 歳以上（当時の成人層）といった 2 つの区分とし

た。平常年（全年次を合算）に加え，次章で取り上げる異常年に当たる各年次（高死亡年と中

死亡年）も表示した。 

 A 寺（沿岸部）の平常年において，15 歳未満の年少死亡者の占める割合が 53.4％と高く，死

亡者全体の約半数を占めていた。江戸期の死亡構造に関して，乳幼児を中心に年少の死亡者が

多かったという傾向は数多く報告されてきた。すでに述べておいたように，先行研究を通じて，

死亡構造の江戸期的特質として最も強調される点でもある。明和・安永期の沿岸部においても，

年少者が死亡者全体の約半数を占めていたという傾向を，平常年の特徴として確認しておく。 

 年齢別分布に関連づけて死亡者の男女比をみると，15 歳以上の成人死亡者 150 人は男 79 人・

女 71 人で男 52.6%・女 47.3%となり，男性が女性を 5.3％上回っていた。男女比に大きな差は

認められないといえる。 

 K 寺（内陸部）の平常年をみると，15 歳未満の死亡者が 47.5％を占めていた14。沿岸部と同

様に，死亡者全体の約半数にあたるが，沿岸部の数値よりも低く，5.9％下回っている。したが

って比較の結果，平常年における年少層の死亡リスクについて，内陸部は低く，沿岸部は高か

ったとも解釈できよう。 

内陸部における平常年死亡者の男女比をみると，男 167 人・女 190 人で，男 46.8%・女 53.2%

であった。沿岸部と同様に，男女比に大差はないものの，女性が男性を 6.5%上回り，沿岸部と

は逆で，異なる傾向が明らかである。平常年の成人死亡について，沿岸部では男性が，内陸部

では女性が多く，女性の死亡リスクについて，内陸部は高く，沿岸部は低いといった傾向の存

在を指摘できよう。 

  

2）平常年死亡者の月別分布 

 年齢別分布に続けて，死亡者の月別分布を取り上げる。死亡発生の季節変動，つまり死亡の

季節性という面から，死亡傾向の特徴を明らかにしようとする分析である15。 

 表 3 は，平常年の死亡者について，月別分布を示している。死亡月は元の記載通りの旧暦で

ある16。A 寺（沿岸部）の平常年死亡者全体 321 人をみると，1 ヶ月あたりの平均死亡者は 24.7

人となっていた。6 月，7 月の夏に全体の 21.8％，12 月の冬に 10.9％の死亡者が発生してお
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内陸部の村々から成っていた。 

 黒瀬組諸村の村落状況について，農民層の分化という面から述べておく。正確な数値の判明

する村は限られるが，黒瀬組 18 ヶ村の 1 村であった兼沢村をみると，文政 2 年（1819）「兼沢

村国郡志12」における家数 648 軒中，浮過は 117 軒で，約 2 割となっていた。前述のように，

沿岸部の阿賀村や広村では安永期において，すでに浮過が村内の約 3 割に達していた。分析対

象とした明和・安永期において，内陸部の農民層分化が沿岸部ほどは進んでおらず，「浮過」等

の雑業層の存在も限られていたと考えられる点に注意しておきたい。 

本稿では，A 寺との比較分析の便宜上，対象期間を一致させるため，K 寺の死亡情報につい

て再集計を行った数値を用いた。図表では，A 寺（沿岸部）と K 寺（内陸部）と示した。以下

では A 寺の分析に続けて，A 寺と K 寺にそれぞれ沿岸部と内陸部の死亡動向を代表させた比

較分析を行う。 

 図 1 において，A 寺と K 寺の推移を比べると，死亡者の増加年次が一致していないと分か

る。つまり死亡者の実数だけをみても，沿岸部と内陸部との間で，死亡傾向の差つまり 

地域差の存在が明らかとなっている。さらにいえば，沿岸部の振幅は内陸部よりも大きいこと

から，死亡リスクが高まった際には，沿岸部の方が内陸部よりも影響を受けやすかったように

とれる。 

 

2）死亡者指数からみた特徴 

 表 1 では，死亡者の実数にかえて，死亡者指数によって，沿岸部と内陸部における異常な死

亡者数の増加をとらえてみた。分析期間の 17 年間について，1 年当たりの平均死亡者数 37 人

を求め，各年次の死亡者数をその平均死亡者数で割って出た値が死亡者指数である。それを指

標に，死亡発生に関する高死亡年・中死亡年・平常年を確定した。 

 具体的には，1.5 以上を高死亡年，1.2 以上 1.5 未満を中死亡年，1.2 未満を平常年と区分し

た。1.5 以上の高死亡年とは，平年水準から 50%以上の死亡者増がみられた年次のことであり，

先行研究でいう死亡クライシスの発生13を意味している。 

表 1 に示したように，A 寺では 17 年間中，高死亡年は安永 2 年（1773）1 ヶ年，中死亡年

は明和元年（1764），安永 6 年（1777），明和 7 年（1770）の 3 ヶ年，残り 13 ヶ年が平常年と

なっていた。 

本稿では中死亡年と高死亡年とを合せ，平常年以上の死亡者増加がみられた異常年として取

り扱った。次節以降，分析期間を平常年と異常年に 2 大別して，明和・安永期の死亡構造を分

析する。 

表 1 には，K 寺（内陸部）の死亡者指数も表示しておいた。高死亡年に該当する年次はなく，

中死亡年が 4 ヶ年，残り 13 ヶ年が平常年となっており，指数 1 位は安永 5 年（1776），安永 6

年（1777）で，安永 9 年（1780）がそれに続いている。沿岸部で最も高い安永 2 年（1773）

は内陸部では平常年にとどまる。一方，内陸部の最も高い安永 5 年（1776）は，沿岸部の平常

年にすぎない。共通の異常年は安永 6 年（1777）で，沿岸部も中死亡年となっていた。同年に

ついて，沿岸部の指数は内陸部の 1.38 をやや上回る 1.43 であった。 

死亡者指数の比較からも死亡者実数と同様に，沿岸部と内陸部とにおける死亡傾向の地域差

の存在は明らかである。異常年の発生頻度に大きな差はみられないが，死亡者実数の推移から
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 A 寺の檀家数・檀家人口について正確な推移は判明しないが，文政 2 年（1819）の「阿賀村

国郡志御用書上帳」の「寺院」の項によれば，「安永三年炎焼ニ而建物ハ不残并旧記等焼失仕候

由……（中略）……当時漸旦家弐百軒余」とあり，安永 3 年（1774）の檀家数は 200 軒前後で

あったことがわかる5。さらに，安永 9 年（1780）「賀茂郡阿賀村差出帳」には，阿賀村の家数

が 658 軒とあることから，A 寺の檀家は村内家数の約 3 割を占めていたことになる6。 

阿賀村の人家は，「町並」と呼ばれる狭い平地のなかに集中していた。過去帳に記載された死

亡者の居住地をみると，「町並」と海辺に集中している。分析期間中，居住地の判明する 517 件

（全体の 82.2%）のうち，最も多いのが「町並」の在住者（136 件，26.3%）であり，それに続

くのが，海辺に近い「大入」の在住者（87 件，16.8%）であった。 

 対象期間の村落状況についても確認しておく。明和・安永期の広島藩領内では，村方諸入用

の節減，新開地の把握等，郡村支配の強化を目的とした宝暦改革が進められていた。藩の掌握

しえない新開地を中心に，農民的土地所有の前進が認められ，農村構造の変化が進んだことが

背景にあったと指摘されている。藩による国益政策の推進とあいまって，地主豪農層の成長基

盤となり，他方で土地を失う農民が増え，階層分化が進展していたのである7。 

瀬戸内沿岸部の村々では，農民層の分化が進み，「浮世過」や「浮過」と呼ばれる雑業層が存

在するようになっていた。安永 9 年「阿賀村差出帳」には，家数 658 軒のうち，約 3 割に当た

る 183 軒が「浮世過」と記されている。阿賀村の隣に位置する広村でも浮過が村内の約 3 割を

占めていた8。沿岸諸村においては「浮世過」や「浮過」等の雑業層，すなわち土地を持たない

農民層が増加していた村落状況がみてとれよう。 

 前述したように，A 寺の檀家の多くは，「町並」に居住していた。文政 2 年「阿賀村国郡志御

用書上帳」によると，「町並」居住者の半数以上が「浮世過」であった。「浮世過」の生業は，

「小商ひ日雇船頭加子等ニ被雇」と記され，小商いをしたり，日雇・船頭・加子などに雇われ，

その妻子は「漁網をすき出し其賃を得渡世」と，漁網を作って賃銀を得て渡世していた。文政

期以前，明和・安永期の阿賀村では，そうした雑業に生活基盤を置く農民層が増加の途上にあ

ったと解釈できよう。 

 

2 死亡者の発生傾向 

1）死亡者数からみた特徴 

 本節では，死亡構造の分析の前提として，死亡者数の実数に基づいて，分析期間中の死亡傾

向を概観する。図 1 は過去帳からの死亡者数を追って，明和元年（1764）から安永 9 年（1780）

までの 17 年間の死亡者推移をみたものである。総死亡者数とは別に，15 歳未満9に限った死亡

者数も示した。 

 15 歳未満の死亡者数をたどると，総死亡者数に連動して増減がみられ，死亡者全体の増加は

主として年少者の死亡増加によって発生していたことがわかる。江戸期において，年少の死亡

者が多かったことは，先行研究でもしばしば指摘されており10，死亡構造の江戸期的特質とし

て広く認められている。 

 図 1 には瀬戸内内陸部の事例として，K 寺の死亡者の推移もあわせて図示した11。K 寺につ

いては，前稿でも取り上げたが，A 寺の所在する阿賀村と同じ賀茂郡の楢原村にあり，その檀

家は黒瀬組 18 ヶ村に居住していた。黒瀬組は阿賀村から直線距離で 12km～15km に位置する
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論 文 

 

明和・安永期の瀬戸内沿岸部における死亡構造の特質 

－入船山記念館寄託の寺院関係文書を材料として－ 

 

杉山 聖子 

 

１ はじめに 

1）課題と意義 

 本稿は，入船山記念館寄託の寺院関係文書を基礎史料として，明和・安永期の瀬戸内沿岸部

における死亡構造（＝死亡者の年齢別・性別・月別分布）の分析を行う。筆者は寺院過去帳か 

ら収集した死亡者情報に注目して，江戸時代後期の死亡構造研究を進め，結果を発表してきた1。 

それらの研究を前提に，前稿「幕末・明治初年の瀬戸内沿岸部における死亡構造の特質－入

船山記念館寄託の寺院関係文書を材料として－」2（以下，前稿と略称）では，全国的に死亡者

の急増傾向が著しかった幕末・明治初年を対象期間に選び，内陸部との比較を通じて，沿岸部

の死亡構造にみられた特質を指摘した。その結果をふまえた本稿では，同一文書を用い，明和・

安永期の死亡構造を取り上げる。主な課題は，幕末・明治初年と比べた時期的な特質と，内陸

部と比べた地域的な特質についての考察を試みることである。 

 江戸時代における死亡発生の動向について，広域的な飢饉・流行病等の発生を契機として大

量死亡が発生したことはよく知られている。しかし，江戸期の死亡者情報を記載した史料は限

られているため，各地域の具体的な死亡者数に基づいて，死亡傾向・実態の解明に取り組んだ

研究事例は多くない。寺院過去帳から収集した死亡者情報を分析材料にすることが筆者の死亡

研究の特徴であり3，死亡研究史料としての寺院過去帳の有用性を訴えることは，前稿と同様に

本稿の意義でもある。 

さらに本稿の特徴や意義を補っておくと，次のようになる。第 1 は，明和・安永期を対象期

間としたことである。幕末・明治初年や天保飢饉のように，従来から知られている死亡者急増

期ではないため，この時期の死亡発生に限った研究事例は見当たらず，筆者自身の研究上でも

初めて取り上げることになった。第 2 に死亡構造上にみられる地域的な特質にくわえて，時期

的な特質を意識して，それを生じさせた要因についても考察する。死亡構造上の地域的な特質

は地域差，時期的な特質は時代差といいかえることができる。前稿での分析結果をふまえて，

考察が可能となった部分で，本稿分析の特徴といえよう。 

 

2）基礎史料と明和・安永期の対象地域 

 本稿では，前稿と同様に，広島県呉市入船山記念館に寄託中の宮尾家文書を利用し，死亡構

造の分析を進める。同家文書に混在していた A 寺の過去帳には，明和元年（1764）から安永 9

年（1780）までの総計 629 件の死亡者が記録されており，命日・戒名（法名）・居住地・俗名・

続柄の死亡者情報を収集することができた。 

 A 寺の所在する阿賀村4は，賀茂郡浦部組に属する賀茂郡最西端の村で瀬戸内海に面し，村高

889 石 9 斗 8 升 1 合，反畝 82 町 8 畝 2 歩であった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



The bulletin of the Kure Maritime Museum 
Vo1.13,March 2019 

 

 

Reserch Note 

The changes of casting technology on Hiro Naval Arsenal and 11th 

Naval Aeronautical Arsenal 

Takeshi KUBO 

 

 

Review 

Transcription of intelligence records of “Nomonhan incident” 

Shohei HAMANA 

 

Countermeasures of beriberi in Imperial Japanese Navy for the Pacific 

war 

 Satoshi FUJIMOTO 

 

 

Reports 

 Educational Trip Report in 2017 

Shoko FUJISAKA,Keiko OKADA,Natsuki OKADA,Keiko TERASAKI 

 

 Science Workshop Report in 2018 

Hisao HIRAOKA 

 

 

Article 

Mortality Pattern of Coastal Area of Setouchi village in 18th century 

Seiko SUGIYAMA 



                          



         

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館 

研
究
紀
要 

第

１３
号 

 

平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
三
十
一
日 

 

編
集
・
発
行 

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
） 

〒
七
三
七
䢣
〇
〇
二
九 

広
島
県
呉
市
宝
町
五
䢣
二
〇 

電 

話 

（
〇
八
二
三
）
二
五
䢣
三
〇
四
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
八
二
三
）
二
五
䢣
三
九
八
二 

  



 



 


